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　　　　　序章　手にするもの







　突き抜けるような快晴の空の下で、耳を突き上げられるかのような破裂音が響ひびく。弾頭が音速を超える際の衝しよう撃げき波はと、その速度を生むための圧あつ縮しゆく空気が放たれた烈音だ。

「だいぶ当たるようになったな」

　全身を覆おおう強化外骨格装甲服「タルタロスアーマー」を身に着けたレンは、ヘルメットを脱いで首から上だけを晒さらした姿で、目を眇すがめていた。

　その視し線せんの先にあるのは、木の枝にぶら下げられた一枚の麻袋だ。炭で適当なターゲットマークを描かき入れられたそれには、小さく円い穴がいくつも空いている。

　穴の数は二十四。いくつかは連なって大きな穴になっていた。風で揺らされないように手て頃ごろな石を入れてある麻袋は、その重みでじわじわと穴が広がっていく。

「上達が早い」

「本当ですか？」

　レンの言葉に、耳に心地ここち良い鈴を振るような声の返事があった。嬉うれしげな色を孕はらんだその声にレンは少し目め線せんを下げる。

　すぐ目の前、少し手を伸ばせば届く位置に、背を向けて立つ少女がいる。

　そよ風にもふわりと浮く細く長い黒髪が、水のように滑なめらかに流れた。身に纏まとう白絹の服にも負けぬほど真っ白な頰ほおを、いまは少しばかり赤く染めてレンを肩ごしに振り返ってくる。

　磨き抜かれた宝石のように輝かがやくイーリスの翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみを見返して、レンは頷うなずいた。

「本当だ」

　イーリスはいかにも嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、慎重な動きでゆっくりと体の向きを変える。

　その小さな両手に握られているのは、少女には似つかわしくない凶器──拳けん銃じゆうだった。

「嬉しいです。きっと、教え方がお上手じようずだからですね」

　完全には振り返らず、レンから見て横向きで体を留とどめたイーリスは、一つ一つレンが教えた手順を実行する。

　弾倉を抜き取って、スライドを少し開いて薬室を覗のぞき、弾が無いことを確かく認にんしてから安全装置をかける。

　さすがにぎこちなさはまだ拭ぬぐえておらず、手て慣なれてはいない。だが、手順には迷いが無く、頭にどこをどうするのかきちんと整せい理りされた情報が入っているようだ。いまは操そう作さする部位を目で確認しながらだが、じきに見なくともできるようになるだろう。

「いや、イーリスの覚えが早いからだ」

　レンがそう言うと、イーリスは白い頰にはにかんだ笑えみを浮かべた。

「ふふ、ありがとうございます」

　まさに恥じらう少女そのものの可か憐れんな微笑みに、レンはその手にある拳銃の存在を逆に強く意い識しきさせられた。

[image: ]

　銃の名は「Scirea S9UF」。武器開発メーカーであるシレア社の名前を持つ新型拳銃である。

　原材料の鉄さえあれば現場での弾丸製造を可能とする弾体成型機き構こう。それを利用して作られる九ミリコンパクトペレットを、圧あつ縮しゆく空気で撃うち出せる代しろ物ものだ。弾丸は一般的な九ミリパラベラム弾とほぼ同等程度の威力である。

　先端技術の塊で、かつ人間や小型魔ま獣じゆうを殺せる武器だ。それを持っているのが、イーリスのような少女なのだから、レンにはどうしてもちぐはぐな印象が拭ぬぐえないのだ。

　これがただの少女であればそうも思わなかったかもしれない。しかし、イーリスはそうではない。いつもは肩の上から羽は織おっている上着を脱いで露あらわになった陶器のような白い肩は、いかにも華きや奢しやな曲きよく線せんを描いている。また、背筋をぴんと伸ばして立つその姿は、撃ち終わるなり肩幅に開いていた射しや撃げき姿勢から、足幅をすっと自然に戻す気品を保つ立たち居い振ふる舞まい。なおかつ、身に纏まとうものは衣服や靴にいたるまで、ほつれ一つ無い隙の無さ。

　誰だれが見ても貴人と察するような、そんな少女であり、また、実際にその通りの生まれである。

　ヴァルカ王おう国こく女王イーリス・ヴァルカ・エフィンフォート。それが彼女の持つ肩書きであり、本名だ。

　もっとも、ヴァルカ王国は魔ま獣じゆうに領土を侵おかされ、いまは亡国となってしまった。彼女の肩書は権勢を誇るものではなくなっている。──とも、言い切れないのが不ふ可か思し議ぎなところだ。

　領地と領民は無くとも、ヴァルカ王家の生き残りである女王イーリスと、もう一人ひとり、騎き士しはいまだにその誇りと振る舞いに、貴人らしさを失ってはいない。

「イーリス様、終わりましたか!?」

　レンの後ろからそう声がかけられる。レンが肩ごしに振り返って目を向ければ、こちらに向けて歩いてくる一人の女性がいる。柔らかな栗毛を頭の後ろで束たばねた、イーリスとは別の意味で隙の無い足取りをした人物だ。

　アリシア・フォアサイト。軍服の上に鋼はがねの手甲や胸甲といった防具を身に着け、腰には長剣と短剣を一振りずつ備えている。いかにも細身でありながら、足取りには武器や防具の重さを苦にするような様よう子すは見られない。相当鍛きたえた体幹を持ち合わせている証あかしだ。すらりと伸びた手足には、鋼を凶器とするだけの力が秘められているのをレンは知っている。

　だが、その面めん貌ぼうはすっきりとした目鼻立ちをした、女性のものである。

「もう終わる」

　レンがそう答えると、アリシアは切れ長の目でじろりとレンを睨にらみつけてきた。

「貴様には聞いてない。もう終わるならイーリス様から早く離はなれろ。ほらほら」

　不ふ機き嫌げんそうな声音で言いつつ近くまで来たアリシアは、虫を払うような手振りでレンをどかすと、イーリスとの間に立つ。

　あからさまなその態度に、レンは肩をすくめて一歩下がった。

　アリシアの向こうで、イーリスが苦笑して申し訳なさそうにレンに小さく頭を下げていた。

　ちなみに、アリシアも少しだけ銃を試したのだが、間近で聞いた銃声に思い切り顔をしかめて「頭がくらくらする」というコメントをして嫌いやがっていた。おまけに、本人曰いわく「飛び道具は苦手で当たる気がしない」らしい。

　イーリスが銃の練習をする間、アリシアは少し距きよ離りを開けて見ているのがお決まりとなっていた。

　しかし、レンがイーリスに構え方を教えたりサポートのために体に手を添えたりするのが気に食わないらしく、練習が終わるたびに何か小言をもらってもいる。

　アリシアはヴァルカ王おう国こくの近衛このえ騎き士しであり、イーリスの護ご衛えいだ。その付き合いはかなり長いとも聞く。

　主従という関係ではあっても、二人ふたりは実の姉妹のように通じ合っているし、アリシアは全力でイーリスを大事にしている。

　女王と騎士、そんな二人の中に混じった、一丁の拳けん銃じゆう。

　ひときわ異彩を放つその凶器は、どうしても似つかわしくないものに見えるし、実際、彼女らの祖国ヴァルカ王国が何の問題も無く健在であったのなら、その手には武器など握られていなかっただろう。

　そんなことを思いつつ、イーリスが脇わきに下げたホルスターに銃を仕し舞まうのを眺めていると、

「じろじろ見るな。非ひ常じよう識しきな奴やつめ。燃もやすぞ」

　アリシアがさっとその視し線せんを遮さえぎる位置に立ち、素早すばやく抜いた短剣をレンに向けてそう言った。徹てつ頭とう徹てつ尾び本気で言っているらしく、その手にある短剣が燐りん光こうを蓄えたかと思えば、小さな火を揺らめかせ始める。

　その現象を見て、レンはこっそりと胸中で呟つぶやいた。

（俺おれよりも魔ま法ほうの方が非常識だ）

　貴金属で描かれた紋様に魔力を注いで様々な現象を起こすというそれを、アリシアは当然のように使いこなしている。レンからしてみれば、引き金のある銃の方が扱いやすいように思えるのだが。

《本当にそうでしょうか？》

　唐突に、無機質で女性的な、奇妙な声がレンの脳裏だけで響ひびく。

　幻げん聴ちようなどではない。レンの頭ず蓋がいに埋め込まれた脳のう組そ織しきと量子コンピュータで活動する汎はん用よう型がた情報支援エージェント、ミネルヴァのものだ。

（油も無しに火をつけるのが常じよう識しき的てきだとでも言うのか？）

《異世界の方が非常識なのか、それとも異世界にいる方が非ひ常じよう識しきなのか──そんな、不毛な議ぎ論ろんをお望みですか？》

（…………）

　ミネルヴァの言葉に、レンは黙だまりこくる。

　人工知能であるミネルヴァは、レンに従属し、支援するようプログラムされている──と、常々ミネルヴァ自身はそう言っている。しかし、普段ふだんの言動はそれが疑わしくなるようなことばかりなのが、ミネルヴァという存在だ。

　ひとまずアリシアの刺すような視し線せんから逃のがれるように、上を見上げた。

　程良く湿った風が頰ほおを撫なで、目を向けた先には鮮あざやかな青を持った空がある。レンが生まれてから十数年ほどは見てきた、塵ちりの舞まう灰はい色いろの空ではない。

　強化外骨格装甲服タルタロスアーマー、大口径狙そ撃げき銃じゆうアエラス、超硬合金製試作大剣オルドーなど、各種装備を備えた最先端科学技術の塊である特殊機械化偵察部隊Special Armed Reconnaissance〈アーガス〉であるレンが、本来いるべきは、人と空と大地の全すべてが輝かがやいているような、この世界ではない。

　核兵器の舞い上げた塵が惑星を覆おおい、陽ひを失った大地の上を大量の魔ま獣じゆうが闊かつ歩ぽする、滅びの危き機きに晒さらされた世界の方だ。




　──レンはいま、異世界にいる。













　　　　　第一章　厄災は憚らず







　レンが唐突に異世界へ落とされ、リクスリオンで死し闘とうを繰くり広げ、そしてイーリスたちを伴ってヴァルカ王おう国こくへと旅立ってから、十日ほどが経たっていた。

　リクスリオンで魔ま獣じゆうを率いてレンの前に立ちはだかった第四世代型〈アーガス〉セティスは、死に際にこう言っていた。「自分は一人ひとりでヴァルカ王国を滅ぼしたのではない」と。

　つまり、セティスには仲間がいるのだ。そしてその背景には、魔獣を操あやつるセティスの力や、世界同士のつながりの謎なぞ、国を滅ぼすほどの争いの根源、その全すべてがあるのかもしれない。

　それらを探るために、レンは異世界で最初に〈アーガス〉が目もく撃げきされた場所──ヴァルカ王国からその足取りを追うことにした。

　先に言ったとおり、その旅路は一人ではない。

　大おお股またに歩くレンの横を、四頭の馬が付いて来ている。うち二頭は駄だ馬ばであり、それぞれ荷物と糧りよう秣まつをその背に積つみ込まれている。

　残り二頭は乗じよう騎きだ。背にあるのは鞍くらと、それに乗る人である。

　人の方は言うまでもない。イーリス、そしてアリシアの二人ふたりだ。

「決戦地であるキルキス平へい原げんへ行くには、王都であるキファロニアを通ることが近道です。しかし、その前にはテペリス川がわを渡らねばならないのです」

　脇わきに小さな林が点在する街道を歩きながら、イーリスの淀よどみない語りに耳を傾ける。

「広く深い川ですから、渡るには必ず舟が必要です。普段ふだんであればそこかしこに渡り舟がありますが、いまはそうも参りません」

　と言ってから、進む先へと指を向けた。

「ですので、上流へ向かい、ピトレーという街に行きます。両岸に大きな平原のある土地に作られたピトレーは、古くから陸路・水路ともに交通の要よう衝しようとして発展してきました。私がエルザスに向かう時もこの街を押さえ、舟を昼夜問わず動かしておりました。……ピトレーで舟に揺られている時は、緊きん急きゆう時じであるのに、夜の川かわ面もに写る舟の灯あかりがとっても幻想的で、思わず引き込まれそうになってしまうほどで──あっ、と」

　大きく揺れた体を持ち直し、手た綱づなを手た繰ぐって前を見る。振り返らずにレンへ話しかけてくる。

「失礼しました。……それが惜しかったというわけではないのですが、ピトレーの両岸には舟を残すように命じておきました。ですので、テペリス川を渡るのにいま一番早い行程は、こちらです」

　そう話を結んで、イーリスはもう一度レンを向いた。

　危うげなく上下の揺れに身を任せるイーリスを見て、レンは感心しながら頷うなずく。

「よく分かった。……それにしても、馬の扱いが日に日に上手うまくなるな」

　以前はアリシアの操あやつる馬に便びん乗じようしていたイーリスだが、ずっとそうしているわけにはいかない、とイーリスが一人ひとりで騎き乗じようすると言ったのは、リクスリオンで出発の準備を始めた時だった。

　鞍くらと馬を手配しようとするイーリスと、猛烈な反対をするアリシアの間で激はげしい言い合いが行われた。ちなみに銃を扱えるようになりたいと言い出した時も、同様の言い争いは行われていた。そして、その決着は馬もまた銃と同様に、イーリスが勝利を収めた。

　しかし、乗り方に関しては、その後のアリシアの意見が採用されている。

　両足を左右に垂らして乗る、つまり〝跨またがる〟乗り方ではなく、これまで通り足を片側に揃そろえて乗る〝横乗り〟専用の「横鞍」という少し変わった鞍を使った乗り方で、イーリスは手綱を握ることになった。

　普通の鞍と違い座面が平たく大きく、右脚を乗せるための突起のような物が左側面についていて、馬の上で横座りしていながらも上半身は前を向くことができる。見た目には軽く腰掛けているようでありながら、スカートで隠された両脚はきちんと馬の腹に引きつけておくことができるため、慣なれれば障害物を跳び越えることもできるのだという。

　基本の乗り方だけを覚えて出発し、最初の頃ころはアリシアが常に横に待たい機きして、いつでも支えられるようにしていたのだが、いつの間にか体を傾けることも無くなり、アリシアの補助を断り、歩速を調ちよう整せいするのも自然に行われ、レンと雑ざつ談だんをしながらでも自然体で歩かせ続けている。

　たまに道が荒れていたりすればさすがに手た綱づなを引ひき締しめるが、もはやアリシアの手を借りることも無い、まったく手て慣なれた様よう子すである。

　その様子に感心したレンの言葉に、イーリスは口元にはにかんだ笑えみを浮かべた。

「ふふ、ありがとうございます。それはもう、一日中乗っていますから」

　嬉うれしげにそう言ったイーリスの向こうで、アリシアが力強く拳こぶしを握る。

「いいえ、イーリス様。たとえ起きてから寝るまで馬の上で過ごそうとも、たった十日で早駆けまで苦にしないようになるには、才能が必要です。自信を持って下さい！」

「それでは、練習を重ねれば、私もアリシアのようになれますか？」

「私などよりもよほど巧たくみな馬術の持ち主になりますとも」

　と、二頭の駄だ馬ばを引き連れながら、横よこ鞍ぐらも用いずに横座りし、鞍上で前も見ずにイーリスを向いて、馬の歩みも揺るがせないアリシアが力説している。

　ちなみにアリシアが横乗りしているのは、ずっと跨またがっていると尻しりが痛くなるから、らしい。口に出してそれを訊きいたレンが、二人ふたりに少し冷たい目で見られたのは記き憶おくに新しい。

「楽しみです。近衛このえ正せい騎き士しと肩を並べられるほどであれば、きっと、戦場にも出られますね」

「そっ、そのような危険なことは控えていただきたいですが……」

　そんな会話をした直後に、レンは目の端にある物を捉とらえた。

「イーリス、アリシア──さっそくで悪いが、備えてくれ」

　レンの言葉に、

『警けい告こく。二時方向四二一メートル先、警戒して下さい』

　ミネルヴァの無む機き質しつな声がそう告げると、アリシアが鞍上で素早すばやく姿勢を変えて鞍を跨またぎ、鐙あぶみをしっかりと踏みしめた。

「……やれやれ、悪あく魔まの話をすれば悪魔が現れる、か」

　レンは腰にぶら下げていたヘルメットを被る。イーリスは街道を進んだ先にある小さな林の中に目を向けていた。ミネルヴァの言った場所だ。

「動くものはありませんが……」

「木の幹に大きな爪つめ跡あとがある」

「……なるほど、ありますね。長い下草もありますし、潜ひそむにも適しています」

　言いつつ外がい套とうの下に手を滑り込ませるイーリスに、レンは一つ忠告する。

「銃は抜くな。アリシアに任せて逃げる方が確かく実じつだ」

「……はい」

　素直に頷うなずいたイーリスは脇わきに下げたシレアS9UFから手を離はなす。それを見て、余計な忠告であったかもしれない、とも思いつつレンは前に歩み出た。

　拳けん銃じゆう程度では満足に魔ま獣じゆうと渡り合えない。レンがそう説明したことを土ど壇たん場ばであっても忘れない度胸と賢かしこさが、イーリスにはある。

　魔ま獣じゆう。獣けものや怪物を象かたどったその生物は、どこからともなく唐突に現れ、無差別に人を襲おそう。その体力は見た目通り猛獣にも劣らず、数メートルという巨体を持つものも珍しくない。そんな敵に対して拳けん銃じゆう一つでは、役に立たない場合の方が多い。

　だが、この三人の中で最もか弱いのがイーリスであるのも確たしかだ。手の中に銃じゆう把はを握るだけでも恐怖を紛らわせることはできるし、実際、その為ための動作であったのかもしれない。

「いままで通りだ。俺おれが前に出る。後ろはアリシアに任せる」

　背中に負った狙そ撃げき銃じゆうアエラスを抜いて、レンは一人ひとりで前に進む。

「お気をつけて。ご武運を、レン様」

「油断するなよ」

　そんな声を背中に受けながら、レンは小走りに林へと近づいていく。──その時だ。

《警けい告こく。所属不明の騎き影えいが接近中》

（なに？）

　高速通信帯によるミネルヴァの警告。レンにのみ聞こえるその警告は音声ではなく直接脳に届けられる情報であり、思考と等速に近いやりとりが可能だ。

　それが使われる場面は主に二種類。密みつ談だんが必要な時か、あるいは、

《魔獣の待ち伏せ地点に近いです》

　緊急事態だ。

　道の向こうにカーブがあり、そこから現れた馬とそれに乗った人の影かげが見える。眼球に投影される戦術情報における処理は素早すばやい。その騎影に即座に半透明のマーカーが付けられ、目を凝こらすよりも早くレンの視界の片隅に装甲服の望遠視覚が捉とらえた映像が表示された。

　仔し細さいに見れば馬に乗っているのではなく、二輪りんの小型馬車を牽ひいた馬だった。もちろん、その馬車に乗った人間の姿もある。

　とはいえ、いま問題であるのはそこではない。問題は、このままの位置関係で攻撃を始めてしまえば、魔獣に襲われるのはより近いあちらだということだ。

　レンは前方へと駆け出しながら、大声を上げる。

「こちらへ来るな！　魔獣がいる！」

　まだ声がはっきりと届く距きよ離りではない。しかし、魔獣、とだけでも聞き取ってくれれば足を鈍にぶらせるはず。そうでなくとも、この世界ではレンの強化外骨格は奇異に映って立ち止まる。

　そう期待してのレンの行動だったが、事態はさらに思わぬ方へと進んだ。

　二輪馬車の主は、レンに気付いたらしい。小さな御者台の上で立ち上がってレンの方を見て──速度を上げたのだ。

「来るな！　魔獣だ！」

　もう一度叫ぶが、馬車は止まらない。

（くそっ、どういうつもりだ!?）

《不明です。所属不明車両アンノウン、待ち伏せ予測地点に急速に接近中。救助目標に設定しますか？》

　ミネルヴァの答えはあくまで無む機き質しつかつ簡かん素そに尽きる。不明点に疑念や推測は交えず、ただ、淡々とレンの取り得る選択肢を提示するのみ。

　レンは迷わず答えた。

（当然だ）

《了解しましたアイ　コピー。所属不明車両をＵユニフオーム１と呼称します。戦せん闘とう目標を『Ｕ１の救助及び敵勢力の殲せん滅めつ』に設定》

　走りを止めず、レンはアエラスの安全装置を解除。コンバットロードされていた狙そ撃げき銃じゆうには二一発の九ミリライフルペレットが装そう塡てんされており、引き金を引くだけで初弾が放たれる。

《戦闘準備完了しましたレデイ　フオー　エンゲージメント》

　不明点をただのノイズとして無視して、ミネルヴァがそう宣言した。

《いつでもどうぞフアイア　アト　ウイル》

　初弾が放たれる。

　音速を超えて飛んだ鉄弾が林の中に飛び込んで生木の一本をへし折った。射撃は一度では止まらない。半自動式セミオートマチツクのアエラスは、レンの指に従い次々と九ミリライフルペレットを発射。

　断続的に木々が折れて倒れ、その陰かげに隠れていた者達が悲鳴と共に街道へと飛び出てきた。

　筋肉質の体にくすんだ灰はい色いろ、あるいは暗あん褐かつ色しよくの鱗うろこのある肌を持ち、その背中には背骨に沿って針のような毛を生はやしており、地面に長く垂らした尾にまで、毛針が続いていた。

　二本足の大おお蜥蜴とかげ「リザードノイド」あるいは「リザードマン」などと呼ばれる魔獣である。

　数は九体。体長はまちまちで一四〇センチから三メートル弱まで個体によって違う。典型的な血けつ縁えんによって作られた群れだ。

　奇き襲しゆうに失敗した大蜥蜴どもが、姿勢を低くして駆ける。長い尾をバランサーとして用いるリザードノイドは、前傾姿勢を長く保って素早すばやく走り回ることができる。

　そのうちの一体の頭が、水風船のように破裂して赤い血とピンクの脳のう漿しようを宙にばら撒まいた。

　アエラスの銃撃によるものだ。炙あぶり出されたリザードノイドが遮蔽物も無く右往左往するその好機を、レンが見逃すはずもない。

　仲間をやられたリザードノイドが爬は虫ちゆう類るいそのものの虹こう彩さいを銃声、つまりレンの方へと向けて威い嚇かくと警けい戒かいの吠ほえ声ごえを上げた。

　その咆ほう哮こうをアエラスの銃声が断ち切る。

　リザードノイドの喉のどに当たった鉄弾は旧世紀の大口径装薬銃に匹敵する破は壊かい力りよくを遺い憾かんなく発揮し、その頚けい骨こつと周囲の組そ織しきを完全に破壊。大蜥蜴の長い喉首を寸足らずにして千切り飛ばす。敵意に満ちたその眼めをしたまま、リザードノイドの頭が胴から離はなれたところに落ちた。

　走りながらの射撃だ。それでも正せい確かく性せいが失われないのは〈アーガス〉としての能力だが、さすがに連射速度は落ちる。

　四体目まで仕留めたところで、群れが散開した。逃げる為ためではない。真まっ直すぐに突っ込んでくるレンに対して、多方向から襲おそう為だ。

　レンは反射的に正面にいる一際大きな個体に照準を合わせるが、

《注意。Ｕ１に被弾する可能性あり。また、敵中型魔ま獣じゆうがＵ１に気付いたようです》

　二輪りん馬車が魔獣と重なる。撃うてば流れ弾が当たってしまう危険がある。

　正面の四体を撃つのは危険だ。だがそのうち一体が背後を振り向いて馬車を見た。鳴き声を上げて周囲に散開した仲間に獲え物ものの存在を知らせる。

（まだ逃げないか……！）

　明らかに危険が迫ってもなお、馬車は方向転換の気配けはいすら無い。馬が嫌いやがって足を鈍にぶらせているが、御者には逃げようとする素振りもない。

　レンは左へと銃口を振って射しや撃げき。正面以外の魔獣を狙ねらう。秒速八七〇メートルで鉄弾を射うち出す圧あつ縮しゆく空気の咆ほう哮こうが耳を叩たたく。胴体の真ん中の肉をごっそりと失ったリザードノイドが、見えない足に蹴け飛とばされたかのように横に跳ねて、鮮せん血けつを噴ふき出しながら地を転がった。

　射撃はそこまでだ。アエラスを背に収め、疾走の速度を上げる。

《敵接近》

　足を速めたレンの前に四体の魔獣。背後の馬車へ振り向いた三メートルほどはあるリーダー格と、その前に立ち並ぶ二メートルほどの三体だ。

　まずはＵ１を向いたリーダーを仕留める。そう決断したレンの目の前で、三体のリザードノイドの喉のどが大きく膨ふくれた。脳裏に危険信号が閃ひらめく。

《ギヴルの可能性大》

　三体の大おお蜥蜴とかげの口から、液体が吐き出された。

　リザードノイドは、奇妙なほどバリエーションに富んだ種族を持っている。同じ群れの同じような見た目でも、毒液を吐くギヴルノイドと名付けられた種がいたり、毛針のような体毛を逆立てて突き刺すペルデノイドなど、大きく行動が異なる種が混じる。

　気密性の高い装甲服はたとえガスでも毒など通さないが、毒液をかぶってしまっては救助対象に近づきにくくなる。だがその背後で、リーダー個体が馬車目掛けて駆け出そうとしている。

（させるか）

　毒が来ることを予見したレンは先手を打った。ギヴルノイドが喉を膨らませた瞬しゆん間かん、背から高硬度合金製の大剣オルドーを抜き放ち、真正面にいた一体へと投げつけたのだ。

　投げつけられた大剣が彼ひ我がの間を回転しながら飛んだ。速さを最さい優ゆう先せんして飛ばしたオルドーがギヴルノイドの鼻はな面づらに激げき突とつ。柄つか尻じりで顔面を大きく歪ゆがませ、仰のけ反ぞらせる。オルドーは上へと跳弾した。

　毒液の噴ふん射しや口こうが一つ減り、そこが穴となる。

　レンはさらに加速し、左右から迫る毒の噴射を中央に突っ込んで避けた。

「ッ──!!」

　リザードノイドの軋きしり声ごえが痛烈に轟とどろいた。

　ギヴルの頭を跳び越えながら、空中でオルドーの柄つかを摑つかみ取ったレンは、跳ちよう躍やくの勢いのままにリーダー個体の胴体を刺し貫いたのだ。

　分厚い鱗うろこや皮ひ膚ふを突き破った刃先はいくつかの内ない臓ぞうを撫なで斬ぎりながら貫通し、駆け出そうとしていたリザードノイドの脚から急速に力が抜けて、その足先は虚むなしく土を搔かくのみ。

　だが、さすがに大型の個体であり、その生命力は並ではなかった。爬は虫ちゆう類るいの喉のどから上がる雄お叫たけびが、鮮せん血けつの混じる濁だく音おんを滲にじませながらも、怒りの色を宿して体を捩よじろうとした。

　深く突き刺した剣がすぐさま抜けるわけもなく、レンは脚に力を込めてそれに対抗。

《六時方向、注意》

　ミネルヴァの警けい告こく。先ほど跳び越えたギヴルノイドが後ろから跳びかかってきていた。

（殴り飛ばす）

《腕部出力、上げます》

　装甲服の人工筋肉のみならず、レンの体内にある導どう電でん性せい高分子と強化筋への電気信号量が増大。オルドーを握る両手が熱ねつを上げた。

　瞬しゆん間かん、四つの巨大な影かげが空へと吹き飛んだ。

　レンは剣先に巨大なリザードノイドを刺したまま、無む理り矢や理りに背後の魔ま獣じゆうへ向けてオルドーを振るったのだ。

　巨大な肉の棍こん棒ぼうとして扱われたリザードノイドと、一斉に襲おそい掛かり、一斉に棍棒に殴り飛ばされたギヴルノイドの悲鳴が空へと上がる。

　四発。音速超過の衝しよう撃げき波はと、それを生み出す圧あつ縮しゆく空気の銃声が、鉄弾と共に吐き出された。

　オルドーを手放したレンが素早すばやくアエラスを抜いて連射。空中に打ち上げたギヴルノイドとリザードノイドを全すべて撃うち貫いた。

《周囲に敵てき影えい無し。敵勢力の殲せん滅めつおよびＵ１の確かく保ほを確認。目標達成です。お疲れ様でした》

　さらに全周を確認して、ミネルヴァが戦せん闘とう終了を告げた。

　レンは息を抜いてアエラスを背に収め、そして上から降ってきたオルドーを受け止め、くるりと一回転させて落下の勢いを殺す。射撃を急いだ為ため、上へと放り投げておいたのだ。

　大剣を鞘さやに嚙かませてから、Ｕ１──救助した馬車を振り返る。戦いの間にすぐ近くまで来ていた二輪りん馬車の、御者台に目を向けた。

　魔ま獣じゆうが姿を現してすらも逃げようとしない何者かの正体──それは、女だった。

　不健康そうな青白い肌、後ろで一つくくりにして垂らした金髪はところどころ跳ねていて、小さな鼻び梁りように眼鏡めがねを乗せていて、その二つの透明なガラスレンズの奥にある瞳ひとみが、なぜか薄うす笑わらいを浮かべてレンを見ていた。

　およそこんなところで見かけるとは思えない人物だった。

　太ももの付け根あたりまでしかない短いパンツに薄うす手でのシャツ、一応とばかりによれた外がい套とうを引っ掛けただけの、旅装とは見えないその衣服のせいもあっただろう。武装したレンにも魔ま獣じゆうにも臆おくしていた様よう子すが無いことにすら、よもや単に気付かなかったのでは、とありえない可能性すら危ぶんでしまうような、奇妙な人物だ。

　じっとりとした視し線せんでレンを見返すその目つきが、今度は別の意味で危うげに見える。

　眼鏡めがね越ごしの眼光が、装甲服を舐なめ回すように見つめ、近くまで来たレンを見ながら、手に紙束を持ってすさまじい速さで何かを書き付け始めた。

「大丈夫、か？」

　訝いぶかしく思いつつもレンがそう声をかけると、女は声を立てて笑った。

「んー……んっふっふ、すごいねそれ」

　いましがたレンと魔獣の戦いを目にしたばかりのこの世界の人間としては、かなり奇異な部類の反応だ。

　首を傾かしげるレンの目の前で、その女はおもむろにレンに背を向けて、御者台の後ろを探り出す。見えるのは下半身だけだが、ばたばたと振り回される足先が、いまにも転げ落ちそうだ。

　訝しく思いつつも、御者台の横までレンは歩み寄った。

「おい、どうしたんだ？」

「あ、あったあった」

　声を掛けたレンに何も答えず、女が体を起こしてレンに勢い良く振り返った。

　その手の中に、銀の切っ先が閃ひらめく。

「てーい」

　炎が吹き荒れた。

　軽い口く調ちようとは裏腹に、強い火勢でもって女の手にある銀剣から迸ほとばしった青い烈火が、レンを唐突に襲おそった。炎がレンの上半身全すべてを覆おおい、散り終わるまで数秒。それを避けずにあえて受けたレンが、風の中に火が消えていくのを待ってから、女に声をかける。

「強盗なら、諦あきらめた方がいい」

　炎を浴びても平気なレンに驚おどろくでもなく、短い警けい告こくに縮ちぢみ上がるでもなく、女は肩をすくめて銀剣を鞘さやに収め、レンに放り投げてきた。

「そんなことあたしにできるわけないじゃない」

　軽く放られた銀の小剣──魔法具を受け止めて、レンは眉まゆを顰ひそめる。

「なら、何のつもりだ？」

「実じつ験けん。その剣はあげる。だから今のはチャラね」

　一方的にそう言ってから、いよいよ喜色を顔に充じゆう溢いつさせた満面の笑えみでレンを見つつ、猛烈な勢いで再び紙束を手た繰ぐり、書き付けを再開した。

「あたしの新作が効かない。んひひ、むかつく。まじだし」

　まるで宙に浮かんだ紙切れのような、とらえどころのない不ふ思し議ぎな口く調ちようでぼそぼそと呟つぶやいていて、レンは対応を悩む。

（ミネルヴァ？）

《異世界人についてはミネルヴァのアーカイブにはデータが不足しています。イーリス、あるいはアリシアに聞いて下さい》

　すげなくそう返してくるミネルヴァの返答の素早すばやさに、レンはふと眉まゆを顰ひそめる。

（職しよく務む放棄か？）

《たまには頭を休めて下さい》

　副脳に存在するミネルヴァのそんな言葉に、レンはため息を吐ついた。

　危険人物らしきこの女がいることで少し迷ったが、結局、ミネルヴァの言う通りにすることにした。イーリス達に手を振る。

　レンの仕し草ぐさを見て、紙を削るような勢いで何かを書き付ける手を動かすのを止やめないまま、女もそちらを振り返った。

　道の向こうで、早駆けの勢いで馬を走らせていたイーリスたちが、レンが何事も無く手を振るのに首を傾かしげながら、馬の走りを少し落とした。

　ただし、アリシアはイーリスの前に進み、腰の剣から手を離はなしていない。レンがいきなり火を浴びせかけられているのを見れば、当然かもしれないが。
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　そんな二人ふたりの姿を見て、御者台の女は初めて理解の容易な呟つぶやきを零こぼした。

「ああ、姫様、本当に生きてたんだ」

　明日あしたの天気は晴れか、とでも言うような興きよう味みの薄うすそうな口く調ちようで呟かれた言葉に、振り向く。

「……知り合いか？」

　問われて、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがレンを向いた。

　ぼんやりとしていそうでありながら、その奥に怪しげな光を宿した目つきで薄笑いを浮かべた女は、こう言った。

「まあね、あたしはもともと、ヴァルカ王おう国こくの貴族だったから」

　イーリスやアリシアとはかけ離れた人間のようでありながら、その実、レンよりよほど近しい立場にいる者だったようだ。意外だ、とレンの胸中にそんな言葉が浮かぶ。

「ねえところでその鎧よろい、その杖つえか剣なら貫けたりする？　試させてくれたりしない？」

　──危険人物であることは、間違いないようだが。







「レン様、彼女はディンヴィクティブ公こう爵しやく家けの息女、ディオミトゥラ・ディンヴィクティブです。公爵家には我が王家も大変お世話になっておりましたし、何度かお顔を合わせたこともあります。幼い頃ころから魔ま法ほう具ぐを開発するほど聡そう明めいな頭脳の持ち主で、とても優ゆう秀しゆうな方なのですよ」

　その女──ディオミトゥラに対するイーリスの評価は、予想に反してかなり高かった。

「そうなのか」

　レンが顔を向けると、眼鏡を拭ふきつつぞんざいな口ぶりの言葉を返している。

「あーうん。いいよ姫様。あたしのことはミトラで。長いし。誰だれとも親しくする気は無いけど」

「分かりました、ミトラ」

　言うだけ言って自分で名乗ったりはせずにじろじろとレンを見回すミトラに、イーリスがそう言い置いてからレンを見て、

「この通り、ミトラには気さくな面もあるのです。本人の言う通りにしてあげて下さい」

　そう紹介した。

「……なるほど」

　レンとしては、ひとまず頷うなずくしかない。

　気さく、というより、没交渉ぎみであるようにしか見えないのだが。

　イーリスの後ろに立つアリシアが表情を消してレンと目を合わせないところを見るに、ミトラに対するアリシアとイーリスの評価は、少し食い違っているようであるのも、レンの疑念に拍車をかけていた。

「ミトラ、こちらはレン様です。先ほど見た通り、一いつ騎き当とう千せんの戦士で──」

「ヴァルカに攻めてきた魔ま獣じゆう軍ぐんの奴やつじゃないの？」

　イーリスの言葉を遮さえぎってレンを指差しつつミトラが言うのに、イーリスは首を横に振った。

「違います。使う力が同じでも、魔道士は一人ひとり一人ひとり違うものでしょう？　レン様は魔獣とは敵対していますし、我々を助けて下さっています。一様に〝同じ〟とは言えません」

「ふうんそっか」

　ミトラの腰のあたりから砂を擦こするような音がする。見てみると、メモ用紙なのだろう先ほどの紙束を腰に下げていて、それを見もせずに素早すばやくペンを走らせていた。ちらりと見えた内容は、たくさんの文字やレンの装備を描かき写した絵だ。そこに一秒足らずで何かを書き付けると、紙束の横にある小さな革筒にペンを突っ込む。推測だが、黒の顔料の入ったインク壺つぼ兼ペン入れといったところだろうか。にしても、その手元だけが異様なほどに速い。

　そんなミトラを見て、イーリスが小首を傾げる。

「もしかして、ミトラはレン様の話をどこかで聞いていたのですか？」

「まあね。エルザスですごい鎧よろい着たのが暴あばれてた、って噂うわさが流れててね。姫様が──いまは女王様だっけ？　まあとにかくイーリス様がそいつを従えてたって聞いてさ、うわそれどういうことよって思ったわけ。ヴァルカのアレかな、イーリス様が捕まってたとかじゃなくて？　ってなるじゃん。そんでついこっち来ちゃったんだよね」

　うんうんと頷うなずきながらレンを上から下までじっくりと見てくる。

「そんな噂が……となると、巷こう間かんにもレン様やヴァルカの魔獣軍の話は広まっているのでしょうか？」

「たぶんそうだと思うよ。あたしが知ってるくらいだし。エルザスの噂と一いつ緒しよに、そーゆー話もしてた、と思う。あんま覚えてないけど。エルザスがもう秘密にする気無いんじゃないかな。……ねー、ちょっと触っていい？　何でできてるのよこれ」

　言いつつ歩み寄ってきたミトラが、答えを聞くより早くレンの腕に手を伸ばす。扉をノックするかのように上腕を叩たたき、腕を引っ張って持ち上げようとするが、レンが動かさないので持ち上げられない。

「お、重い!?　これであんなに動けるってどういう体なの？　ねー、ちょっと脱いでみる気ない？　全裸がいいな」

「イーリス」

　どう応対するべきか考えあぐねたレンがイーリスを見ると、微苦笑を浮かべられた。

「その、ミトラは研究者なんです。それも天才と呼ばれるほどの頭脳の持ち主ですから、レン様の鎧やお力が気になるのだと思います」

「……そうか」

　できれば本人が説明してくれれば話が早いと思うのだが、天才とは変人の同義語でもある。眼鏡めがねがずり落ちるほど全身で勢いをつけてレンの腕を引っ張りだしたミトラは、こちらの会話などまるで聞いていないように見えた。あまり気配りに期待はできなさそうだ。

　と、レンの腕をなんとか持ち上げて食い入るように顔を近づけていたミトラの肩を、鋼はがねの手甲を着けた腕が持ってレンから引ひき剝はがす。

「ディンヴィクティブ公女、引ひっ搔かき回ますのもその辺にしていただきたい」

「うっわよく似た別人の可能性に賭かけてたのに普通にアリシアちゃんじゃん」

「妙な呼び方はやめて下さい。私の方が一歳上です。あなたは十八歳でしょう、ディンヴィクティブ公女」

「それやめてくれたら考えるよ？」

「……ミトラ公女」

「もー、相変わらず真面目まじめだなぁ、アリシアちゃん。別にいーじゃん一つしか変わらないんだから。それに、うるさ型の人間はみんなもういないし、対等にいこうよ」

「ミトラ。……これでいいか？」

「ぃよっし。あたしは堅苦しいの嫌いよアリシアちゃん」

　本気で嫌いやそうな顔をしながら、アリシアは頭痛をこらえるように額ひたいに手を当てた。

「あなたが出てくるといつも話が進まなくなるかややこしくなる。このような時世にすら、それは変わっていないようで」

「アリシアちゃんも変わってないねー。相変わらずあれなのかな、初めて見る物はとりあえず斬きってるの？」

「そこの男以外は、まあ」

「わお。相変わらず本気だよアリシアちゃん」

　相性が良いのか悪いのか分からないやり取りをするうちに、ふと、ミトラがレンに目を向けてくる。

「あたしの作った兜かぶとは一刀両断してたのに、こっちは割らないの？」

「試してみたいが、兜の予備が無いそうでな」

　本気で残念そうに言われて、レンはようやくミトラに共感を得ることのできる項目を一つ見つけた。

「あたしのも一品物だったのに……」

　半眼でそう言ったミトラに続いて、

『第四世代型タルタロスアーマーの装甲の一部を提供した際、さっそく試していましたが、あれではご不満ですか？』

　ミネルヴァまでがそんなことを指摘した。

　その瞬しゆん間かん、ミトラが目を見開いてレンを見る。

「いま、違う、声！」

「……ここから声が出せる奴やつがいてな」

　レンが腰に下げられた頭部装甲を小突きつつ返すと、ミトラが手を伸ばして突とつ撃げきしてきた。レンがそれを軽く避けると、転びそうになりながら何歩か進み、振り返ってくる。

「見せてよー！　けちー！」

「感動の再会は良いが、そろそろ出発しないか？　話なら歩きながらでも良いだろう？」

　レンがイーリスを見てそう言うと、微笑を崩さずやり取りを見守っていた彼女は、小さく頷うなずいた。

「そうですね。それでは、そろそろピトレーに向かいましょうか」

「ん？　ピトレー行くの？　じゃあちょうどいいよ一いつ緒しよに行こう。たぶんいま頃ごろあたしの捜索隊とか出されてるし」

　ミトラがレンのヘルメットを見ながら書き付けをする傍かたわら、何気なくそう言って、再び全員の注目を集めた。

「捜索隊？　……いったい、何をした？」

　アリシアが冷たい目でそう訊たずねる。ミトラは眼鏡めがねを直してぱたぱたと手を振った。

「あたしは何もしてないってば。むしろ周りの人がね～。いまみんなでやってるから、ヴァルカ領土の切り取り合戦」

「……どういう、ことでしょうか？」

　イーリスが神妙な表情を浮かべるのに構わず、ミトラは軽い口く調ちようを崩さず言った。

「だからー、近きん隣りん諸しよ国こくの連合軍で逆侵攻中なの。この辺までぜーんぶ」







　ヴァルカ王おう国こくを襲おそった魔ま獣じゆう軍ぐんは、避ひ難なんする国民を追って周辺諸国に押し寄せた。しかし、ヴァルカ王国軍の奮ふん戦せんと、前もって魔獣軍の進攻について報しらせを受けていて準備を整ととのえていたということもあり、各国は国境で魔獣軍を撃げき退たいすることに成功していた。

　その後、少数の魔獣による散発的な襲しゆう撃げきはあったものの、本格的な魔獣軍の追撃が無いまま、少し時間が経たった。

　そんな時だ。ある国が威力偵察の為ために一軍を進軍させたことが、状況を変える原因となる。ヴァルカ王国へ歩を進めた偵察隊は、なんの妨害も受けずに近場の村や町を確かく保ほする。ヴァルカ王国にはもぬけの殻となった町があり、魔獣の数は予想されていたより少なかったのだ。

　その話は近隣諸国に行動を起こさせる。特にヴァルカ難民を受うけ容いれた国は、その処遇──住居や働き口など──に困っていたこともあり、元ヴァルカの領土へ軍隊を進しん駐ちゆうさせ、そこを自国領土へと組み込み始めた。

　もちろん、軍事行動である以上、隣国などとも連絡を取って、不可侵条約を締てい結けつしつつ、だ。

　歴史を遡さかのぼればここはヴァルカ王おう国こくに奪われた我が国の土地である、という大義名分のもと、近隣諸国の連合軍は相当な兵力を送り込み続けている。

　元ヴァルカ王国は今や食卓の上のパイに等しい。誰だれがどれだけ切り取り、腹に収めるのか、刃やいばは交えずとも熾し烈れつな争いが繰くり広げられているそうだ。

　ヴァルカ王国の西部は、三つの国と国境を接している。西側のファジルド帝てい国こく、その北に位置するベラーナ王国、最南あたりでエルザス王国、といった具合だ。もっとも、エルザスは兵力にも乏とぼしく、リクスリオンで被害を受けたこともあってか、兵を進めていない。

　しかし、残りの二国、ファジルド帝国とベラーナ王国の二国は、競きそうように魔ま獣じゆうを排除しながら軍を進め続けた。領土の分け前について事前に「ヴァルカ王国に奪われた分だけを各国がそれぞれ取り戻す」ということで落ち着いていたにも拘かかわらず、だ。

　そして、ファジルドとベラーナは、ここへ来てピトレーについてお互いの主張がぶつかる。

　交こう易えきの要かなめであるピトレーをどちらも「自分の土地だ」と主張して譲ゆずらないのだ。半ば予想されていたことだったが、ついに〝その時〟が来たのかと、両軍の間に緊きん張ちようが募った。だが、そこでファジルド帝国に逃のがれていたディオミトゥラが注目されることとなる。

　ピトレーを所領としていたディンヴィクティブ公こう爵しやく家け、その遺い児じであるミトラをファジルドが擁よう立りつし「我々は魔獣に占拠されたヴァルカ王国を救う解放軍であり、ディオミトゥラ殿を擁するファジルド帝国がピトレーを所領とするのが正しいことである」と正義を主張。

　あくまで武力衝しよう突とつを回かい避ひする姿勢を見せるファジルドを前にして、ベラーナは引き下がった。

　ディオミトゥラは自分の研究資料と工房さえ取り返せればいい、とファジルド帝国に協力を約束し、ついでに魔石や魔法具や紙やその他を要求し、好き勝手し始めていた矢先、リクスリオンに敵の魔獣軍がいて、イーリスがその魔獣の首しゆ魁かいと似た大おお鎧よろいの剣士を従えて激はげしい戦いを繰り広げたという噂うわさを聞きつけて、勝手にファジルドの陣地から抜け出してきた。







「──っていうわけでー、たぶん、追っかけられてると思うんだよねえ～」

　再び二輪りん馬車の御者台に座ったミトラがそう話を締しめくくった。口をへの字にしながら聞いていたアリシアが、聞き終わるなり不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

「まったく。人の国土をよくも宴うたげの酒さか樽だるのように扱ってくれる。正統な持ち主はイーリス様であるというのに」

　そのイーリスはといえば、アリシアのように怒るでもなく、思案げな目つきでどこか虚こ空くうに目を走らせたまま、ゆっくりと頷うなずいて、ひとり言に似た口く調ちようで呟く。

「……なるほど、なかなか複雑な情勢になっていますね。重要人物であるミトラがいなくなれば、たしかに、ファジルド帝国から捜索隊が派は遣けんされていてもおかしくないでしょう」

　大口を開けてあくびをしたミトラが、目め尻じりに涙を浮かばせながら、かくりと頷く。

「うん、まあね。それとピトレーにはもう一つ問題があって……えと、どれだっけ」

　ミトラはペン軸の尻しりを口に咥くわえ、御者台の上で椅い子すからずり落ちる寸前のような、半ば寝そべるような格好になりながら、分厚い紙束をばらばらと捲めくる。

　口に咥くわえたペンと組んだ足をぷらぷら振りながら、

「いまねー、ピトレーで大問題が起きてて──あ、これこれ」

　紙片の一枚を抜き取って、御者台の端から身を乗り出してレンを見つめてくる。

「ファジルド軍はピトレーを占領したけど、そこで足を止めてる。その先の、学士の街ディンヴィに向かわせた先発隊が、全滅したから。魔ま獣じゆうの群れを率いて現れた敵の特徴がね──」

　手にした紙に目を落とし、ミトラは淡々と読み上げた。

「──『全身を覆おおう分厚い大おお鎧よろい』『向けられただけで木が薙なぎ倒される棍こん棒ぼう』『常人より大きな体』『馬より速く走れる足を持っている』と。……どう？」

　眠たげな目つきを薄うす笑わらいの形にして、眼鏡めがね越ごしにレンの顔をじっとりと観かん察さつしてくるミトラに、レンははっきりと頷うなずいて見せた。

「十中八九、そいつは〈アーガス〉だ」

　レンの脳裏に、リクスリオンでの死し闘とうが蘇よみがえる。

　異世界を蝕むしばむ魔獣軍と〈アーガス〉──激はげしい戦いが、再び起ころうとしている。そんな予感を抱いて、レンは道の先へと目を向けた。













　　　　　第二章　万軍の火







　川かわ面もの輝かがやきを黄金に例えられるというテペリス川がわは、雄大なる姿をしていた。

　ゆったりとしていながら途と切ぎれることの無い水流は、陽光の輝きを反射して光が躍おどっているように彩り、眩まばゆさに目を奪われる。その両岸には青々とした草地や木々が生はえていて、狐きつねやその他の小動物がちらちらと姿を見せる。川べりに連なる鳥の群れは、魚ぎよ影えいを追う狩人かりうどでありながら、その尾羽根は鮮あざやかにして美び麗れいな色彩を飾り付ける。

　まさに大地の恵みと言うに相応ふさわしい光景だった。

　そのテペリス川を右手において街道を北上しながら、レンたち一行は軽い食事を摂とっていた。

「……ふむ」

「匂においを嗅かぐな。失礼な」

　手にした三角形のパンを鼻先に近づけるレンを見み咎とがめ、アリシアが睨にらみを利かせて忠告した。

「珍しくてな」

「貴様は私の作る物なら何でもそう言うな……。それは硬焼きパンを湯にくぐらせて柔らかくしてから、細かく刻んで炒いためた肉と野菜を包んで、窯かまで焼きながら乾かしたんだ。そんなに妙な味はしないはずだぞ」

　言ってから見せつけるように、大きく口を開けて自分の手にある物にかぶりつくアリシア。食事を作るのは彼女の役目なので、それなりに思うところがあるのだろう。

　いま手にしている三角形に折り畳まれた平パンも、今朝けさ方がた、目的地が近いこともあり、食事を道中で済ませると聞いたアリシアが用意したのだ。

「なるほど」

　と頷うなずいてはみるものの、説明されてもなお、レンには味が想像できない。

　何しろ、レンが一番食べ慣なれているものといえば一日分の必ひつ須す栄養素を圧あつ縮しゆくして塊にした、石のように硬い圧縮食しよく糧りようだ。ほぼ味が無く、ところどころで口の中に油脂の感触が浮いてきて、食べると胃の中で膨ふくらむという代しろ物ものだ。──味覚や嗅きゆう覚かくに訴えるものは何も無かった。

　と、パンを眺めるレンよりも、アリシアの方を気にする者もいた。

「……アリシア、もう少し、口を小さくして食べましょう」

　困った様よう子すでアリシアを見つめつつ、そう言うイーリス。こちらはあくまで上品に、歯どころか口元も見せずに音も無く咀そ嚼しやくしていた。

　ちなみに、ミトラは寝ている。

　ひとしきりレンと話しながらメモを書きまくってから、いきなりなおざりに手た綱づなを握ったまま寝入りだしたのだ。呼びかけても起きない為ため、馬車馬は駄だ馬ばと連結され、御ぎよ者しや台にミトラを乗せたまま、最後尾をゆっくりと付いて来ている。

　ともあれ、アリシアは目を逸そらしながら口の中の物を飲み込んで、レンに告げた。

「気をつけます。ほら、レン、さっさと食べろ」

「分かった」

　頷いて、口に運ぶ。

「──っ!?」

　鼻の奥を内側からぬめりのある棒で撫なでるような強い匂においと、舌を針で刺されたようなきつい味に襲おそわれて、レンは危うく口の中の物を吐き出しそうになった。

　きつく目を閉じてなんとかこらえてから、ゆっくりと飲み込む。

「な、なんだこれは……？」

「何かおかしかったか？」

　と、アリシアがレンに目を向ける。

　少し考えこむような唸うなり声ごえを上げてから、

「何も変な物は入れてないぞ？」

「香辛料が」

　眉まゆをひそめるアリシアに、レンがそう答えて齧かじったパンの断面を指差す。見えないかもしれないが、小さく刻まれた茶ちや色いろい物体がそこにある。

「……分かった、クローブだな？　少し大きいのを奥歯で嚙かんだんだろう。……にしても、欠片かけら一つで大げさだな」

　呆あきれたような目で見てくるアリシアを、レンはぐっと力をこめて見つめ返す。

「薬と毒と劇げき物ぶつ以外の刺し激げき物ぶつを口に入れたことはない」

　だがアリシアの半はん眼がんは戻らなかった。

「むしろそれが異常だ。食え」

　パンを指差すアリシアの動きにつられ、もう一度それに目を落とす。だが、すぐに手を動かすにはいたらない。

　神経を強化かつ高速化して鋭えい敏びんにしたレンは、味覚も拡大されているうえ、いままで積せつ極きよく的てきに使おうとしなかったせいか、どうにも味覚が過敏になっているようなのだ。さりとて、出力を調ちよう整せいしてしまえば、味が無くなる。

　煩はん雑ざつなこの感覚だが、レンをしてすら「無くすのは惜しい」と思わせる代しろ物ものではあるのだ。

　パンを見ながら思い悩むレンを見て、不満げに口を尖とがらせたアリシアが、手に持っていたパンを咥くわえて手を自由にすると、別のパンを袋から取り出して投なげ寄よ越こした。

　咥えた方を嚙みちぎりながら持ち直して、素早すばやく咀そ嚼しやくしてから指を差してくる。

「一口目で失敗したから尻しり込ごみしてるんだろう。それの中身は腸詰めだけだ。肉を食って弾みをつけろ」

　レンに投げ渡されたパンは、そういうことらしい。

　そんなアリシアを見て、イーリスがくすりと微笑ほほえみを浮かべていた。

「……なんですか、イーリス様？」

「いえ、魔ま獣じゆうを前にすれば鬼神のような二人ふたりが、小枝のような香辛料に尻込みしていたり、そういった話をしているのが、少し、おかしくて」

「まったくです。男のくせに情けないことを──」

「アリシアも、料理を食べてくれないからと言ってあれこれ言い募るような、可愛かわいい姿を見たのは初めてですし」

「なっ……！　そういうわけではありません!!」

　途端とたんに顔を真まっ赤かにしたアリシアが抗弁するが、イーリスはさらに笑えみを深めた。

「ふふふ、ええ、そうですね」

「こんな男と打ち解けられるようなことは絶対にありえません！」

「分かっていますから、落ち着いて食べましょう」

「うぅ……」

　いかにも納得していない不満げな顔のアリシアと、楽しげな微笑を浮かべたイーリス。

　そんな二人を横目に見つつ、レンはアリシアに渡されたパンを、口に運ぶ。

　冷めてはいるが、口の中で溶けていく脂あぶらには仄ほのかな野性味が混じった風味を感じる。豚のようだ。アリシアは肉だけだと言ったが、茹ゆでた薄うす切ぎりの野菜も入っているようである。

　──と、アリシアから少し視し線せんを感じた。

　見返すが、その時にはこちらを向いていない。首を傾かしげるレンに、ヘルメットからミネルヴァの声が響ひびいた。

『食べられますか？』

「ああ。美味うまい」

　答えて、パンの残りを口に入れる。

「……ふん」

　アリシアがちらりとレンを見て、食事の手を速めた。器用に音を立てずに食べ続けるイーリスが、声を上げずに上品に笑っていた。







　食事を終えた一行が、少しばかり足を速めて歩き続けると、やがて道の向こうに街の影かげがうっすらと浮かび上がってきた。

「あれがピトレーです。あそこを通って行けるのが学士の街ディンヴィであり、ピトレーは王都キファロニアへ至る、交こう易えきの要よう衝しようです。テペリス沿いでは最も大きな街です」

　イーリスが馬上からレンを見てそう言った。

「ミトラの話では、あちらに諸しよ国こくの連合軍が──ミトラ？」

　と、イーリスが後ろを振り返るが、話を持ってきた張本人はいまだ最後尾でぴー、と小さな寝息を立てている。イーリスがアリシアに手振りで前へ行くよう促し、やがて最後尾の馬車が横に来ると、すっと息を吸い込んだ。

「ミトラ！」

「ふあっ!?　あ、つ、着いた？」

　ミトラが頓とん狂きような声を上げて跳ね起きた。何度も瞬まばたきをしながら顔を上げたミトラに、イーリスが笑えみを浮かべながら首を横に振る。

「もうすぐですけれど、まだ、着いてはいません」

「着いてから起こしてよぉ、わふ……」

　文句を言いつつかりかりと後頭部を搔かいて座り直し、ずれた眼鏡めがねを指で持ち上げた。大あくびをするミトラに、イーリスが微笑しつつ謝あやまった。

「すみません、ミトラ。ただ、私からもいくつかお話を聞いておきたくて起こしたのです。許して下さいね」

「ふわいふぁい」

　ミトラはいまいち呂ろ律れつの怪しい口く調ちようでそう答える。イーリスが構わずに切り出した。

「話ではピトレーにはたくさんのファジルド軍が駐ちゆう留りゆうしている、ということでしたね。だとしたら、そろそろ兵隊の姿が見えてもおかしくないでしょう？」

「んーと……いやみんなあっち側、東側に渡って布陣してたと思う。えっと、敵の魔ま獣じゆう軍ぐんがいるのはディンヴィの前なんだよね。ピトレーとディンヴィの間の平原で戦えるように、ピトレーの市し壁へきの外側にファジルド軍が野戦陣地作ってたよ」

「それと、今まで人に会いませんでした。捜索隊は出ていないようですが、それは？」

「んー……？」

　と、ミトラが空を見上げて眩まぶしそうに顔をしかめ、肘ひじまでずり落ちた上着を直そうともせずむき出しの肩をぼりぼりと引ひっ搔かき、

「ああ、そっか。わりとこの時間まで寝てることもあるねあたし。たぶん気付かれてない」

　ははは、と笑った。

「……今日きようは、いつ街を出てきたのですか？」

「日が出るよりちょっと早く、かな。昨日から寝てないね」

「門が閉じていませんでしたか？」

「昔作った隠し通路から出たの。で、馬車は外にいた商人から買った」

「なるほど、それでは気付かれていないかもしれませんね」

　納得の表情で頷うなずくイーリスと、その後ろで呆あきれた表情を浮かべるアリシア。

「ところで、なぜそのように人目を避けたのですか？」

　イーリスのもっともな疑問に、ミトラが目を前に向けながら答えた。

「エルザスの──っていうかそこの鎧よろい男おとこの噂うわさを聞いたのが、昨日きのうの夜だったの。朝一番でエルザスに行こうと思ったんだけど……」

　そこで歯切れ悪く言いい淀よどんで、眉まゆを顰ひそめつつ取り出したペン軸を口に咥くわえる。

「けれど？」

　イーリスが先を促すと、ミトラはため息を吐ついた。

「釘くぎを差されたの、ファジルド軍のおっさんからね。くれぐれもエルザスに向かおうとは思わぬように、って。だからこっそり行こうと思って……」

『手て慣なれた手口で街を脱出した、と』

　ミネルヴァがそう指摘すると、ミトラがじろりとレンを睨にらんだ。

「そいつほんとに人間じゃないの？　もしかして悪い方の精せい霊れい？」

『人間でも精霊でもありません。汎はん用よう型がた情報支援エージェントです』

　その返事を聞いて納得したわけでもないだろうが、ミトラが肩を竦すくめてレンから視し線せんをずらし、イーリスを見る。

「とにかく、もう面めん倒どう臭くさいのなんのって。あの将軍声はでかいし神経質だしで苦手」

　ペン軸を指先に移して舌を出すミトラに、イーリスは困ったような笑えみを浮かべる。

「ちなみに、将軍のお名前は分かりますか？」

「マルギリオス・ルヒカント」

「ファジルド帝てい国こく軍ぐんのルヒカント将軍……なかなかの大物ですね」

　ミトラが告げた名に、イーリスが感心したように繰くり返す。アリシアも顎あごに手をやって思案顔をしていた。

　一方、口にした本人は、

「なんか聞いたことあるよね」

　程度である。聞いたことすらないレンには、それを咎とがめることもできない。

「有名なのか？」

　すると、イーリスやアリシアが何かを言うより早く、ミトラがレンを振り返った。

「ふっはー！　物知らずがいるわー！」

　思い切り馬ば鹿かにする口ぶりで言われるが、レンは肩を竦すくめるにとどめる。

「ある程度は説明しただろう。俺おれや敵の〈アーガス〉はこの世界の外から来たんだ」

「うるさいわねあたしより世間知らずは貴重なんだから黙だまって罵ののしられててよ」

「……そうか」

「あ、いまなんか哀れんだわねそうよね？」

　途端とたんに不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰ひそめるミトラに、イーリスが少し前に出て呼びかける。

「落ち着いて下さい、ミトラ。あなたのおかげでファジルド軍が本気であるというのはよく分かりました」

「そうなのか？」

　と、今度はまともな説明を期待して振り返る。イーリスは艶つゆやかな黒髪を揺らして頷うなずいた。

「そうです。ルヒカント将軍は慎重な用兵をなさいますが、その息子むすこであるブレナン・ルヒカントはファジルド軍の中でも有数の部隊を率いています。騎き兵へいながら赤せき槍そうを振るって炎を放つ魔ま道どう士しでもある「赤あか鷲わし」隊たいは俊しゆん敏びんを旨むねとする部隊です。ルヒカント将軍が出陣しているということは、赤鷲隊も出てきているのでしょう。──そうですね、ミトラ？」

「あーうん、いたよ」

　興きよう味み無さげながら頷いたミトラの言げんを合いの手に、イーリスがレンに視し線せんを戻して続ける。

「では、ファジルド帝国の主力部隊が投入されているということです」

「そういえば、兵士が五千とか六千とか言ってた気がする……」

　ミトラがぽつりと呟つぶやいた。

　道幅が広がってきたのを見計らって、イーリスの横に轡くつわを並べたアリシアが口を挟む。

「それは魔ま獣じゆう軍ぐんに遭遇してから増えたのか？」

「たぶんそうだったと思うよ。あんまり興味無いからちゃんと聞いてなかったけど」

「……あのな、敵味方の動向は自分の生死に繫つながるぞ？」

「あたし学士だし学士の中でも異端児扱いだったしそういうの知らない」

　半眼のアリシアに、眼鏡めがねを指で直しつつ視し線せんも返さずに言い返したミトラ。さすがに剣けん吞のんとした光を目に宿してアリシアが口を開こうとするが、それを遮さえぎってレンが声をあげた。

「直接聞いてみればいいだろう」

　そう言ったレンに、アリシアが目を向ける。

「誰だれにだ？」

「ファジルド軍だ」

　道の先、街の方向から数騎きの騎馬が走ってくるのを指差して、レンはそう答えた。

　こちらに向かってくる馬の騎手は全員が剣と槍やりを備えているため、どう見ても商人や町人ではない。だが戦いくさの為ための完全武装でもない。おそらく、ファジルド軍の捜索隊だ。

「お、ようやく気付かれたかな」

　ミトラが気楽な口く調ちようでそう言うのに、アリシアが呆あきれたようにため息を吐ついていた。







「勝手な行動は慎つつしんで頂きたいディオミトゥラ殿!!」

　重々しい槌つちを硬い物に思い切り叩たたきつけたような、激はげしい音が響ひびいた。

　ピトレーの西側にある、もとは商しよう館かんだったと思おぼしき建物の一室だ。現在は屈強な若者が歩き回っており、どうやら兵舎に近い扱いのようだ。

　それなりの広さのある部へ屋やの中に通されたレンたちは、中央の円卓に座る男に迎えられたのだが、ミトラの姿を認めるなり男が勢い良く立ち上がって叫んだのだ。

　明らかに激げつ昂こうしている男の、卓を打つ拳こぶしの打音に負けないほど激はげしい怒りを含んだ口調に答えたのは、いまだ眠気すら窺うかがわせるようなミトラの声だった。

「よーし満足したら自分のほっぺた両側に引っ張って。そしたら手を下ろすから」

　自分の耳を両手のひらで塞ふさいで言ったミトラに、さらなる怒声が上がる。

「金も銀も魔ま石せきも大量に供出し必要なら人手もこちらから出すとあれほど言っておるのに、ディオミトゥラ殿からは我々にたった半日の時間さえ出そうとせんと言うのですか!?」

「塞いでても聞こえるわ声でっけー」

　矢継ぎ早に言いながら何度も卓を拳で叩く男に怯ひるんだ様よう子すも無く、ただ体を後ろに傾けて小さくひとり言を呟つぶやくミトラは、せいぜい嫌いやそうな顔をするのみ。

「ッ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「うわっ!?」

　目を見開き鼻の穴を思い切り拡ひろげて空気を盛大に吸入し白目を限界まで血走らせて睨にらみつけてきた男の形ぎよう相そうに、さすがにミトラが慄おののいた。

　その動揺した様子に少しでも溜りゆう飲いんを下げることができたのだろうか、声を荒げていた初老の男は野太い鼻息を吐いて頭を振ってから、普通の表情を取り戻してこちらを振り向く。

「失礼いたしました、お初にお目にかかり、光栄です。イーリス・ヴァルカ・エフィンフォート陛下。私はマルギリオス・ルヒカントであります。我がファジルド帝てい国こくの擁よう立りつするディオミトゥラ殿を連れて来て頂いたこと、感かん謝しやいたします」

　胸に手を当てて腰を折り、背筋を伸ばしたまま一礼する。

　彼が話題にあった『ルヒカント将軍』であるようだ。赤しやく銅どう色いろの硬そうな髪に、石でも嚙かみ砕けそうな厳いかつい顎あご筋すじ。太い首から続く分厚い胸板を包む胴どう鎧よろいと肩から垂れる外がい套とうが、その太い体にさらなる威圧感をもたらしている。

「こちらこそ、名高いルヒカント将軍と直接顔を合わせられたこと、光栄に思います。また、私どもを快く招き入れて頂いて、感謝いたします、将軍」

　そんな大岩のような男と対たい峙じしても、イーリスは物もの怖おじした様よう子すも無く返辞を返して一礼し、蝶ちようのように可か憐れんにして繊せん細さいな微笑で応じた。

　マルギリオスが赤い髪を撫なで付けながら心地ここち良さげに笑い、大きな手で円卓の椅い子すを勧める。

「長旅でお疲れでしょう。どうぞお座り下さい」

「ありがとうございます」

　人数分用意された椅子の一つをアリシアが引いてそれにイーリスが座り、レンがイーリスの手招きに従ってその横にあった椅子を使い、ミトラが脇わきに立つ兵士の手を待たずに自分で椅子を引いて腰を下ろし足を卓に乗せた。アリシアはイーリスの背後に控えて立っていた。

　円卓を挟んだ向こうに座るマルギリオスは、全員が座り終えるまで待ってから、口を開いた。

「さて、イーリス陛下。さっそくで悪いのですが、最初に訊きいておかねばならぬことがあります。エルザスの噂うわさはこの街にまで届いております。ヴァルカ王おう国こくを滅ぼしたのは、特別な鎧を着た謎なぞの化け物で、陛下はそれと戦い、勝利したと。──そちらの御ご仁じんを、紹介していただけますかな？」

　野太い眉まゆの下にあるマルギリオスの眼めが探るようにレンを向く。イーリスが円卓の上で重ねた手の片方を開いて持ち上げ、レンを示した。

「もちろんです、将軍。こちらにいらっしゃるのは、レン様です。文字通りの意味で一いつ騎き当とう千せんに値する、〈アーガス〉と呼ばれる戦士であり、現在は私が客分としてお迎えしている方です」

「…………ふうむ」

　イーリスの言葉に、たっぷりと思案の間を挟んでから、マルギリオスは唸うなるような呻うめきを喉のどから漏らした。

「一騎当千にして、〈アーガス〉で……ヴァルカの客分、でありますか」

「はい」

　イーリスの朗らかな返事に、マルギリオスはいったん目を瞑つむって何かを考え、

「……レン殿にお訊きしたいことがあるのですが、よろしいかな？」

　瞼まぶたを開いて、レンを見てくる。レンは顎あごを引いて頷うなずいた。

「ああ」

「その戦士──〈アーガス〉というのは、他ほかにもおるのですかな？」

「いる。エルザスでも戦ったし、ここにも似たような奴やつがいる、という話を聞いているが？」

「では、例えばその中に──四本の足を持つような、異い形ぎようの者はおるだろうか？」

　注意深くレンを見ながら、そんな奇妙なことを言ってきた。

「いや、俺おれの知っている限りでは、みな人間の形をしているはずだが」

「……ふうむ、そうですか。であれば、質問は以上です。感かん謝しやします」

　少し落胆したような、警けい戒かいしているような、そんな口ぶりでマルギリオスは円卓に視し線せんを落とす。何かを考え込んでいるようだった。

「ルヒカント将軍」

　そのまま卓の上に沈ちん黙もくが横たわるかと思われたタイミングで、イーリスが声をかけた。

「何かお悩みがあるご様よう子すですね。よろしければ──」

「失礼する！」

　その時、大きなノック音がイーリスの言葉を遮さえぎった。室内の返事を待たずに入ってきた男が、一同を舐なめるような視線で一いち瞥べつする。

　細い目に細い首筋、襟えりの高い上着とぴっちりしたズボンを穿はいており、荒事に慣なれた様子はまるで無い。ただ、上着の徽き章しようと兵を従えているのを見ると、地位のある軍人らしい。

　その男を見てマルギリオスが眉まゆ根ねを寄せ、ミトラは小さく舌打ちした。

「ペッテルか」

　マルギリオスの唸うなるような声に、ペッテルと呼ばれたその男は顎を反らして見返しながら、円卓を遠巻きに迂う回かいし、そちらへと歩み寄っていく。

「困りますねぇ、将軍。他国の使者と会席する際には、このペッテル・ヘールポリを必ず同席させて頂くようにと、本国からもそう指示されているでしょう？」

「イーリス陛下は使者などではない。我々の捜していたミトラ殿を──」

「それは元老院では詭き弁べんと取られますぞ、将軍。他国の部外者を相手に、立場のある貴方あなたが何を話すおつもりであるのか……私には相席する義務があるかと。それも──」

　マルギリオスの言葉を遮ったペッテルが、じろりとこちらを見た。

「──いまだに王家の名を名乗る、招かれざる客が相手なら、なおさらです」

　レンの首筋にわずかに静電気の弾はじけるような感覚がした。イーリスの背後に立つアリシアが、微動だにしないまま剣気を帯びたのだ。

「挨あい拶さつも無しによくもそこまで言ってくれる」

　が、険を僅わずかも見せず無表情を保つアリシアに、ペッテルは目を眇すがめて不愉快げにしただけ。ただ、いちおう、とばかりに敬礼はしてきた。

「これは失礼。私はファジルド軍幕僚監かん部ぶ連絡士官ペッテル・ヘールポリ補佐官であります。……これでよろしいかな？」

　問われたアリシアはそのペッテルの視し線せんを無視して一言。

「イーリス様？」

「ご配はい慮りよをありがとうございます、ペッテル補佐官殿」

　穏おだやかにそう述べたイーリスの返答に、アリシアは剣気を収めた。ペッテルは咳せき払ばらいをして目を逸そらしたのみ。ただ、マルギリオスが密ひそかに細い息を吐いたのを見るに、こちらはアリシアの剣けん吞のんな気配けはいに気付いていたらしい。

「ところで」

　と、イーリスがペッテルを見る。

「補佐官殿は私に思うところがあるご様よう子すですね。何を気に病んでいらっしゃるのか、聞かせていただけませんか？」

「ふん、気に病んでいる？　それは違う。当然の注意をしているだけですとも」

　腰の後ろで手を組んだペッテルがそう答えた。

「我々は諸しよ国こくと条約を結び、足並みを揃そろえて魔ま獣じゆうによって失われた人の地を取り戻しております。しかし、貴女あなたがたは国から放逐されたにも拘かかわらず、ヴァルカの王位を宣言し、そして再びこの地に戻ってきた。──諸国連合たる我々の失地回復という偉大なる行いの中で、楔くさびを打ち込むつもりであるのかと、そう考えずにはいられないのですよ」

　その長なが台詞ぜりふを聞いたミトラが、

「空き巣がいきなり戻ってきた家主にびびってるだけでしょ」

　くあ、とあくびをしながらそう呟つぶやいた。

　神経質そうなペッテルの面おもてに、ひくりと苛いら立だちがわずかに浮かぶ。

「そのように失礼な──」

「実際、そう取られてもおかしくはない」

「マルギリオス将軍！」

　反はん駁ばくしようとしたペッテルを遮さえぎって重々しく頷うなずいたマルギリオスに、鋭するどく投げかけられる制止の声。それをぎょろりと睨にらみ返して、マルギリオスが口を開いた。

「我々ヴァルカ進しん駐ちゆう軍ぐんは、イーリス陛下がエルザスから戻ってこようなどとは、予想もしておりませんでした。特に、そちらの戦士のように、刃やいばも通らず、百の兵を物ともしない『化け物』すら伴って、という事態は──」

「将軍、そのように内情を明かすのは利敵行為でありますぞ！」

　ペッテルのその言葉に、マルギリオスが不愉快げに睨み返した。

「敵だの味方だのを軽々しく口にするでないわ！　何の為ためにこうして話し合う席を大慌てで設けたと思っておる。これだから現場知らずの輩やからは嫌いやなんだ！　予定外のことにいちいち浮き足立ちおって！」

「その現場を作る為ための兵は本国が集めておるのです！　連絡士官としてその意向を外れようという将軍のやり方を見過ごすわけにはいきませぬ！」

「この地を取り戻すのはヴァルカの避ひ難なん民みんの為であろうが！　ヴァルカの象徴たるイーリス陛下を歓迎こそすれ、いきなり無礼に腹を探るような真似まねをするでないわ！」

「将軍がやろうとしないことをしているだけです！」

　もはやこちらのことを覚えているのかも怪しい剣けん幕まくで言い争う二人ふたりを前に、イーリスはまったく動じず見つめているのみ。ミトラは冷めた目で虚こ空くうを眺め、アリシアは変わらず直立。

　と、イーリスが動いた。円卓の上に手を出して軽く握り、扉をノックするように何度も叩たたく。小刻みなリズムを持ったその音に、言い争いをしていた二人が訝いぶかしげに振り返る。

　いまだ険しい目つきを残す視し線せんに、イーリスはたおやかな微笑でもって見つめ返した。

「お二人とも、落ち着いて下さい。これではお話をすることもできません」

　諭さとすようにそう言って、イーリスが微苦笑を浮かべて、

「このままでは、廊下に配した兵も、呆あきれてしまいますよ」

　椅い子すに座る際に、誰だれにも分からぬほどさり気なくアリシアが教えたことを最後に言い添え、マルギリオスの太い眉まゆを跳ね上げさせた。

「ペッテル、貴様──」「当然の用心であって他意は──」

　またしても言い合いを始めようとした二人を、あくまで穏おだやかな声が遮さえぎる。

「分かっています。亡国であるはずのヴァルカで、その王族が一いつ騎き当とう千せんの戦士を伴って他国の軍を訪ねてきたのですから、つい心配をしてしまうのは立場のある者として当然です。気に障ったわけではありません。──それに、ミトラが黙だまって出しゆつ奔ぽんしたのも、ご懸け念ねんの一因になったのでしょう？」

「えっ!?」

　と、意外そうな声を上げたミトラに構わず、イーリスが頭を下げる。

「ミトラの旧友として、それは私から謝しや罪ざいしましょう。ですが、何よりもまず民たみのことを思えば、まずは魔ま獣じゆうを排はい斥せきすることこそが急務です。ここピトレーで〈アーガス〉──我がヴァルカ王国を滅ぼした仇きゆう敵てきが現れたとお聞きしました。我々の興きよう味みはあなた方よりもそちらです。もしも詳しいことをお聞かせ頂ければ、お力になれると存じます」

　どうでしょうか？　結びのその言葉とともに、純じゆん粋すい無む垢くな微笑でもって、イーリスはマルギリオスにそう語りかけた。

　イーリスはあくまでもさりげなく、ファジルド軍の懸念を否定している。

　旧友として──とはつまり、ミトラと交友関係にはあっても主従関係にはないということ。そして、ファジルド軍に物申す為ではなく、〈アーガス〉を追って来たのだと、こちらの目的を明らかにしたのだ。

　イーリスの微笑ほほえみの先から逃げるように、マルギリオスはいったん顔を伏せて頭を搔かき、次に顔を上げた時には、その太い顎あご筋すじには微苦笑が浮かんでいた。

「……申し出に感かん謝しやいたします」

「将軍、そうも簡かん単たんに信じてはなりません！」

「では、どのようにすれば信じていただけますか、ペッテル補佐官？　条件をご提示してみて下さい。ただ、私は早く魔ま獣じゆう軍ぐんについてのお話を聞かせて頂きたいのです。いますぐできることでお願ねがいいたします。そして、後から追加や変更などされませぬよう。私どもを他国の使者と同様に扱っていただくのであれば、それは常じよう識しきですから」

　イーリスの目が騒さわぎ立てようとするペッテルへと向く。問われたペッテルは、細い目をしばらくさまよわせてから、

「そ、そうですな。では、ヴァルカ領土について約やく定じようを──あ、いや、あの四つ脚をどうにかして──いやまずは諸しよ国こく連合にですな、本国とその…………」

　決定権を委ゆだねられた途端とたん、ペッテルは動揺を露あらわにして言いい淀よどみ、だんだんと声が小さくなった。最後には沈ちん思し黙もつ考こうし始めた細ほそ面おもての補佐官に、イーリスは再び声をかける。

「補佐官というのは、代案の無い時には上官を信じてついていくものです。時間のかかることはとりあえず脇わきに置いて、まずは差し迫っているファジルド軍の現状についてお教え下さい」

　ペッテルはもはや口を閉じてもごもごと動かすのみになった。だが、そのイーリスの言げんに、マルギリオスが眉まゆを上げて訝いぶかしげな目を送ってきた。

「陛下、我が軍に差し迫った事情がある、となぜ分かるのですか？」

　イーリスは微笑を浮かべる。

「ヴァルカ王おう国こくを滅ぼした相手を、ファジルド帝てい国こくが苦も無く討うてるはずはありません」

　可か憐れんな少女から出た、傲ごう慢まんとも言えるような言葉。それを聞いたマルギリオスが、つい、といった様よう子すで小さく噴き出した。その笑えみを口の端に乗せて、笑いの呼気を漏らしながら頷うなずく。

「なるほど、ヴァルカらしい考え方ですな。実際にその通りなのがまた腹立たしい」

　くつくつとした笑いでしばし肩を動かしてから、マルギリオスは大きく息を吐いた。

「では、お話ししましょう。できればイーリス陛下にも、そして、特にレン殿にご協力して頂きたい問題がありましてな」

「ぜひ、お聞かせ下さい」

　イーリスが小さな貝のような形のいい顎を引いてそう答えた。マルギリオスが円卓の上で手を組んで、イーリスを見る。

「実のところ、我が軍は兵を退しりぞかねばならないのでは、という差し迫った状況にあります」

　マルギリオスはそう切り出した。ペッテルは苦々しげな顔で一歩後ろに引いて、将軍から二つほど離はなれた椅い子すに座って、黙だまっている。

　ようやく、本題に入れるようだ。







　ピトレーから川を渡り、馬を急がせれば半日とかからない距きよ離りにある、ディンヴィの街。その前に広がる平原に、魔ま獣じゆう軍ぐんが立たち塞ふさがっている。

　その数、三千体。

　その軍勢とも言うべき大量の魔獣を前に、ファジルド軍は足踏みを強しいられている。だが、最初からこれほどの数の魔獣がいたわけではないし、その数が問題であるわけでもない。

　当初、ディンヴィに先行させた騎き兵へい隊たいの生き残りが報告した数は、七百体以上、というだけだった。後方から増援が来ると、それに応じるように魔獣軍も増えていき、そして現在、ファジルド軍一万、魔獣軍三千という兵力が、平原を挟んで対たい峙じしているのだ。

　魔獣を相手にして三倍強の兵数ならば、まともに戦って勝つのに不足はない兵力である。そして、正しくその通りであるなら、マルギリオスは進しん撃げきを命じただろう。

　そう踏み切れないのには理由がある。それが、『四つ脚』とあだ名した化け物の存在だ。

　先行させた騎兵隊は、魔獣に襲おそわれたわけではないのだ。

　たった一体の、魔獣とは明らかに異質な、大おお鎧よろいを着た異い形ぎようの化け物に、二百の重装騎兵が全滅に近い被害を受けたのだ。

　報告によると、こちらの刃やいばは一切通らず、一いつ瞬しゆんにして何十人もの騎兵を骸むくろに変えたという。

　逃げ帰ってきた生き残りの兵は、口を揃そろえて「四本足だった」と報告したことから、『四つ脚』と呼ばれているその存在は、ヴァルカを滅ぼし、エルザスでも町を壊かい滅めつさせたという、『化け物』ではないのか。──そのマルギリオスの考えが正しければ、ヴァルカが全軍挙げて敵かなわなかった敵を相手に、ただ進撃して勝てるとは思えない。

　かくして、ファジルド軍はピトレーに近い場所に野戦陣地を構築したまま、ディンヴィを前に足を止めている。

　それが現状だ。







「国を滅ぼしたほどの敵に、ただ普通に戦って勝てるのか。兵を疑うわけではないにせよ、その疑念が拭ぬぐえませぬ。それに、どうにも敵の動きが不気味で、思惑が見えてこない」

　説明を終えたマルギリオスが、気き難むずかしげな表情でかぶりを振った。イーリスが真剣な表情でこくりと頷うなずく。

「ご懸け念ねんは正しいと思います。レン様の──いえ、〈アーガス〉の力は、私にとっても埒らち外がいとしか言いようのないほどでした」

「具体的には？」

「リクスリオンでは、レン様と敵が無む手てで戦っただけで、大通りが半壊しました」

「……なんと」

　目を瞠みはったマルギリオスがレンを見つめてくる。

「不可抗力だ」

　そう弁明したレンを、いっそう恐ろしげに見つめてくるペッテルの視し線せんまで感じつつ、レンは目を窓の向こうにやる。

　そんなやり取りののち、マルギリオスが顎あごに手を当てて呟つぶやいた。

「やはり、兵を退ひくべきか……」

　その呟きに、ペッテルが反応する。

「将軍、本国からはさらなる増援が来る予定なのです。いまも徴募されている若者たちを、ただ無為に行き帰りさせるおつもりか」

　太い眉まゆを不快げに顰ひそめて、マルギリオスがペッテルを睨にらみ返した。

「無為に死なせるよりはずっと良いだろうが」

「やれやれ、そのように弱腰では赤あか鷲わし隊たいも宝の持ち腐れですぞ。命を賭としてこそ戦いくさ場ばの誉ほまれでしょう！　かくのごとき苦く難なんにこそ、全兵が一丸となって誇り高く戦うことが必要なのです！」

（昔見た戦意高揚映像プロパガンダムービーと似ている）

《剣と槍やりで戦っている時から人類に進歩が無い、という意味でしょうか？》

（…………）

　ミネルヴァに言い返す言葉が見つからず沈ちん黙もくするレンの心中をよそに、イーリスが発言する。

「マルギリオス将軍は、撤てつ兵ぺいをお考えですか？」

「そのとおりです。本国からは反対されておりますが、ピトレーの川向うは放棄し、テペリス川がわを防ぼう壁へきとした防ぼう衛えい策さくに切り替えるべき頃ころ合あいかと思って……ん？」

　廊下で激はげしい音が響ひびいた。何者かが慌てて走る足音と、鎧くさり同士が衝しよう突とつする多重の金属音だ。

　マルギリオスが首を傾かしげて腰を浮かせた。

　廊下を駆け抜けるその音がレンたちの入ってきた扉に勢い良くぶつかり、そして扉を蹴けり破るような激しさで押し開いた。

「大変です将軍!!」

「何事だ」

　入ってきたのは、一人ひとりの兵士だった。開口一番に叫ばれた言葉に、マルギリオスが立ち上がってその目を見る。動転しながらも兵士はすぐに報告を口にした。

「ブレナン隊長が、およそ三千の兵を動員して陣地より出しゆつ撃げきし、ディンヴィの魔ま獣じゆう軍ぐんに向けて進軍したとのことです!!」

「なんだと!?　──敵に動きや変化があったか!?」

　一いち縷るの望みに縋すがるように付け加えられた後半部分に、兵士は首を横に振った。顔から散った汗が床に落ちる。

「ありません！　ディンヴィの前には依然として、魔ま獣じゆう軍ぐんが布陣しています！　ブレナン隊長は、そこに正面から向かっています!!」

　いましがた聞いたばかりの方針と、明らかに食い違った話である。マルギリオスが目を剝むいて怒気を露あらわにした。

「あの馬ば鹿か息子むすこが──いや、よもやペッテル、貴様の仕し業わざか!?」

　マルギリオスが己おのれの言葉にすら我慢ならないという様よう子すで、ペッテルへと詰め寄った。目を剝いて補佐官の横面に顔を寄せ、低い唸うなり声ごえのような声音で語る。

「魔獣軍はディンヴィの全周に布陣しておる。正面の部隊だけなら三千の兵でもしばらくは互角に戦える。一度戦いが始まれば、退しりぞかせるにせよどのみち本隊を連れて追わぬわけにはいかん。これで全軍が『進しん撃げき』という既成事実で攻勢へと傾く。それを狙ねらってのことだ。そうであろう？　……答えよ!!」

　傍かたわらの円卓をかち割ろうかという勢いでマルギリオスが拳こぶしを振り下ろし、恫どう喝かつした。ペッテルはこめかみに一筋の汗を垂らしながらも、その細長い顔に薄うすら笑いを浮かべた。

「何を根拠にそのようなことを。私はただ、魔獣を排はい斥せきできるだけの用意を、ブレナン上級百人長の為ためにしておいただけです。出撃には関係していない」

「……これ以上の話は後にする。何かあれば、覚えておれ」

　マルギリオスが、戦意を宿した瞳ひとみで顔を上げる。

　レンは立ち上がった。その時──横にいたイーリスもまた、同じように立ち上がっていた。

　ふと、なんとはなしに顔を見合わせた。

　至近で見るイーリスの翡ひ翠すい色いろの大きな瞳ひとみが、瞬まばたき一つ分の間、きょとんとしてから、嬉うれしげに弧を描く。同じことをするつもりだ、と直感する。

　情報が足りない。信用も足りていない。その二つを得るためには、こちらが相手を信用し、手の内を明かして見せることがもっとも良い。あとは相手次第だ。

　であれば、いまするべきことは一つ。

「手を貸そう」「お力になります」

　レンとイーリスが同時に告げたその言葉に、将軍は一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんを目に宿したものの、次の瞬間には一も二もなく頷うなずいた。

「感かん謝しやします！　──舟を用意しろ、陣地に向かうぞ！」

　兵士たちに呼びかけながら飛び出ていくマルギリオスに、イーリスとアリシア、そしてレンが続いた。

《注意。魔獣軍の兵力が三千ということは、こちらに来て初の大規模戦せん闘とうになると思われます。連携に期待はできません》

　いかに〈アーガス〉が強力だとはいえ、一人ひとりでは勝てない数の敵がいる。また、数千規模の兵隊がいかに動くのかが分からない以上、現場の部隊との臨りん機き応おう変へんな連携は無理だ。

　どのみち、ただ魔ま獣じゆうだけが問題なのではない。マルギリオスの言った『四つ脚』についても、詳細は不明だ。

　それに見当がつかないということは──現在、レンは魔獣にも〈アーガス〉にも、勝つ方法が思いつかないということでもあった。

　それを事実として知っていながら、レンは足を止めるつもりはない。

　その答えがあるのは戦場である、ということもまた、事実だからだ。

（お前が頼りだ、ミネルヴァ。周辺情報に注意しろ。引き際を誤るなよ）

《了解しましたアイ　コピー。お任せ下さいアイ　ガツト　ユア　バツク》

　予感した通りの過酷な戦場が、レンを待ち構えているようだった。




　　　　　○




　遠くに見えるのは、学士の街ディンヴィ。物好きが集まった街らしく、高さを競きそうようにいくつもの尖塔が建ち並ぶ奇妙な街並み。〈高きディンヴィ〉とまで言われるほど、市し壁へきを軽く上回る高さの塔は、遠くからでもその異様な影かげがかすかに見える。常ならば怪しげな煙を吹いていることさえあるその尖塔は、そのうちの一つでさえ、他ほかでは見られない高さであるという。

　しかし、初めて見る者を残らず驚きよう嘆たんさせるその街並みですら霞かすんでしまうような、すさまじいとしか言いようのない光景が、いま、ディンヴィの前に広がっていた。

　ただの一体ですら、その異い形ぎように目を奪われる巨体の怪物、魔獣。人に仇あだなす凶敵たるその生物が、大量に、ひしめき合うようにして、ディンヴィの門前を我が物顔で闊かつ歩ぽしているのだ。

　その数、およそ三千。もはや異様を通り越して、悪夢に等しい。

　軍勢に等しい数と種類の魔獣を相手にするには、いかにすればいいのか。そのようなことは前人の知恵にも歴史にも頼ることができぬ、未知にして大いなる脅威であった。

　であるからこそ、勇猛なる者が口火を切るべきだ。──ブレナン・ルヒカントが魔獣の軍勢を前に胸中に抱くのは、恐怖ではなくそうした戦意であった。

　父より継いだ赤しやく銅どう色いろの髪を搔かき上げる。平原を埋め尽くさんばかりに広がる魔獣を前にしても、その額ひたいには冷や汗の一つも浮いていない。

　遠く魔獣と街並みを見ていた目を戻す。

　彼の前にいる軍勢は、魔獣だけではない。彼自身の率いる軍もまた、平原に広がっていた。

　等間隔の間を開けて横に並び、旗を携えてゆっくりと進む騎き馬ば、それに続いて足並みを揃そろえて歩く歩兵。その数、約三千名。──魔獣の総数に比すれば、決して満足とは言えない。

　だが、戦いくさの鍵かぎを握るのは、己おのれより前に立たせた兵ではない。戦場にて先陣を担うことこそを誉ほまれとするブレナンが直接率いるのは、後ろにある部隊だ。

　ブレナンの背後には、炎弾を放つ魔法陣を彫り込まれていながら、馬上槍やりとしても用いられる赤せき槍そうを握ることを許された、二百人もの魔ま道どう騎き兵へいが続いている。

　ファジルド帝てい国こくが誇る精せい鋭えい部隊「赤あか鷲わし」隊たいだ。戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡る狩猟者。四足の獣けものと人間の力、双方を持ち合わせた、魔ま獣じゆうにも引けを取らない強さを備えた部隊だ。

　魔獣には持ち得ない人の力。それは騎兵だけではない。強力な兵器も、その一つだ。

　太い丸太と荒あら縄なわで作られ、鉄で補強された、四機きの投石機である。数十頭の馬を必要とするものの、牽けん引いんしての移動と戦場で組み立てられるよう、小型化と改良を徹てつ底てい的てきに施されている。

　ブレナンの用意した兵はそれでほぼ全すべてだ。歩兵三千、魔道士を五十、予備隊として騎兵が百、そして彼自身の直接率いる赤鷲隊二百名。

　総勢で三千強、魔獣とは数の上ではほとんど互角。であるから、それを不安に思う兵がいることも、分かっていた。戦場へ向かう隊列のうち、職しよく業ぎよう兵士はほとんどが相場より高い報酬を約束して連れて来た、傭よう兵へいどもだ。

「まったく、あのクソ親父おやじめ」

　毒づいて、ブレナンは自軍と敵軍を広く眺める。

　ピトレーから馬を急がせれば半日掛からない距きよ離りにこれだけの魔獣がいるにも拘かかわらず、何も手を打たずにいるなど愚行極まりない。少なくともブレナンには、そうとしか思えなかった。

　そもそも、最初からこれほどの数の魔獣がいたわけではないと聞いている。であれば、早期に被害を怖れず挑んでいれば、赤鷲隊という精鋭が及ぼす影えい響きよう力りよくでもって、戦場はもっと単純に済んでいたはずである。

　それが、父であるマルギリオス・ルヒカントは増援を呼び寄せておきながら、一度として進しん撃げきを認めなかった。それどころか、川の西側まで兵を下げる、消極策に方針転換を図はかっている。

　ブレナンが率いるのは、傭兵を中核とした、父とは別命で動かせる分の兵力。それが三千強という数だ。

　これで一当たり、魔獣軍への強きよう襲しゆうを掛ける。

　そのまま押し切れればそれで良し。そこまでいかずとも、出陣を聞きつけた父が後ろから駆けつけてくるまでの間、互角以上でさえあれば、たとえ今日この一戦は撤てつ退たいしなくてはならなくなったとしても、二度目、三度目の出陣を認めざるを得ないはずだ。

　何しろ、本国の者たちはこれまでの多大な戦果と同様のことを期待して増援要よう請せいに応じたのだから、いまさら兵を引くという父の方針よりも、ブレナンの方を支持するだろう。そして、父とて上からの命に逆らうことはできないし、本格的に戦うとなれば、精鋭部隊たる赤鷲の足を繫つないだままにはできないだろう。

　胸中に抱えた作戦を、密ひそかな自負を込めて確かく認にんし終えて、ブレナンは肩に担いでいた槍やりを手にして掲げ、命令を発した。

「全軍に伝えろ。──これより、戦せん闘とうを開始する！」

「はっ！　戦闘開始、戦闘ォ、開始ぃ！」

　喇らつ叭ぱが吹かれ、何人もの伝令が、一斉に馬を走らせる。走った先にいる伝令がさらに叫びながら走り、ブレナンの命令は素す晴ばらしい速さで行き渡った。号令と喇叭の音色が、全軍に緊きん張ちようを漲みなぎらせ、その充じゆう溢いつを見届けるより早く、ブレナンは部隊に命令を発する。

「魔ま道どう士し隊、攻こう撃げき開始！　投とう石せき機きを両りよう翼よくより押し上げろ！」

　もちろん魔ま獣じゆう軍ぐんにも動きがあった。

　大おお蜥蜴とかげめいた敵の前ぜん哨しよう列れつが、その場で棹さお立だちになって頭を空に向けている。吠ほえているのだ。味方を呼び寄せる、警けい戒かいの鳴き声を。その動きはさざ波のように次々に広がっていき、だんだんと目に見える魔獣の数が増し、敵軍の密度が高まっていく。

　目にしていたのは魔獣軍の一部でしかなかった、そう気付いていなかった者もいるらしく、兵の中に動揺する者がちらほらと見られた。

　その時、ようやく投石機が投射を開始する。

　空を見上げた兵から、頼もしげな驚きよう嘆たんのどよめきが上がった。

　投石機が投射したのは、ただの石ではない。青空の中にも熱ねつを揺らめかせて陽炎かげろうの尾を引いて飛んで行く、巨大な炎弾だ。燃もえ盛る炎の球が敵軍めがけて降り注いだかと思った瞬しゆん間かん、地面に落着するのを待たず破裂し、火の雨をばら撒まいて、集まり始めた魔獣を焼いた。

　どっと歓声が上がる。

「よーし、上々だ！」

　ブレナンもまた、その光景に槍やりを掲げて快かい哉さいを叫んだ。

　ヴァルカ王おう国こくの貴族だったという女が開発した投石機と魔法陣を用いた油脂炎弾は、予想よりも高い威力を持っていた。

　鉄の弾の中にたっぷりと油を入れて密封し、内側に魔法陣を、外側に縞しま模様のような溝を等間隔で刻んで──その先は忘れたが、要は油と炎をばら撒く弾、らしい。

　初めて実戦で使われる炎弾は、目もく論ろ見み通り被害と混乱を呼び込んだ。燃え盛る油を被かぶった十数体もの魔獣は、大小に拘かかわらずのたうち回り、断末魔を上げている。

　とはいえ、理想どおりに当たったのは一発だけ。残り三発のうち、一発は不発で地面に落ちて転がりながら炎を噴ふかし、せいぜい数体を焼いたのみ。あとの二発はそもそも外れている。

「次弾を急がせろ！　次は外すな！」

　ブレナンが一いつ喝かつした時、魔獣がついに突撃を開始した。

　何十、いや何百と集合し終えて一斉に濁にごった雄お叫たけびを上げる魔獣軍。離はなれていてすら耳に届くほど強烈な獣けものの咆ほう哮こうで、馬が後あと退ずさりしようとするのを抑えつつ、ブレナンは号令する。

「歩兵隊を前進させろ！」

「進めー！　進ぅーめー！」

　復唱される命令の下、全すべての歩兵がゆっくりと足並みを揃そろえて進む。

　遅々としていながらも、数千人の立てる足音は地鳴りのように地を揺らす。無む論ろん、こちらへと駆けてくる魔ま獣じゆうの波も、だ。

　そして、ついに槍やりを構えた歩兵の戦列と、魔獣の波が──衝しよう突とつした。

　耳に突き刺さるような人と人外双方の怒号は、この世にあるあらゆる叫びを内包した、いまだ見知らぬ生物の悲鳴とすら思えるような奇っ怪さで轟とどろいた。

　獣けものの咆ほう哮こう、断末魔、あるいは威い嚇かく、そして人もまた同じものを喉のどから張り上げて戦い、あらゆる場所で血が降り注ぐ。

「敵軍の後続はあるか!?」

　凄せい惨さんな光景に眉まゆを顰ひそめながら叫んだブレナンの問いに、軽装騎き兵へいからの報告が届けられた。

「敵軍が突とつ撃げきを開始した場所より後方に、いくらか見られます！　それ以外は、不明！」

　その瞬しゆん間かん、ブレナンは決断した。鞍くらに吊つるしていた兜かぶとを取って身に着ける。そして、伝令ではなく、胸甲を着けて槍を携えた、配下の部下たちを振り返った。

「──往ゆくぞ、赤あか鷲わしども！　着いて来い!!」

「「「おおおおおおっ!!」」」

　槍を掲げて叫んだブレナンと精せい鋭えい部隊たる二百の魔道騎兵、赤鷲隊が、荒々しい雄お叫たけびを上げながら、一斉に走り出した。

　土煙を蹴け立たてて歩兵の列に一気に追いつき、その戦列の間を縫ぬって最さい前ぜん線せんまで躍おどり出る。

　長い舌と手足を持つ黒い猿が、目の前で歩兵に目掛けて跳びかかろうとしたのを、駆け抜けざまに一突き、喉のど首くびを千切り飛ばす。

　そして、斜め前方に刃先を向けて、力を放った。

　赤せき槍そうから炎弾が迸ほとばしる。

　炎が持つ独特の空気の唸うなり声ごえが宙を走り、一際大きな熊くまのような体を持つ魔獣を焼いた。痛苦に悶もだえて苦しげな咆哮を上げた魔獣に、さらなる炎弾がいくつも直撃して焼き尽くした。

　騎兵と目の高さが同じほどの、一際大きな体の蜥蜴とかげを見つけたブレナンは、鞍の横に付けられた金具に長槍を差して手を離はなし、馬体を挟んで反対側にある投槍を摑つかんで構えた。

　肩の上で構えた槍に魔力を注ぐと、炎弾ではなく、油を含んだ松明たいまつのように穂先が激はげしく燃もえ始める。

　そして、投とう擲てき。

　手て練だれにしか支給されない『鷲わし爪づめ』と呼ばれる投槍だ。ひとたび敵に食い込めば決して離れず、獲え物ものを食らい尽くすまで燃え続ける。

　馬の疾走の勢いも乗せた穂先は鋭するどく風を切って飛び、分厚い甲殻を貫通して腹に刺さると、魔獣の体を中から炎で焼いていく。たまらずのた打ち回る魔獣に、歩兵たちが槍を突き刺して仕留めた。

　魔道騎兵たる赤鷲隊が、戦場を切り開いていく。

　戦いは順じゆん調ちよう。ブレナンの目もく論ろ見み通りに事は運んでいた。




　　　　　○




　その時、彼は時じ代だい錯さく誤ごな建築物──城門の脇わきにある、見張り塔の上にいた。

　何時間もの間、彫像のように動かずにいた彼が、遠くから響ひびく咆ほう哮こうに顔を上に向ける。

　少しの間、そのままでいたが、やがて小さく口を開く。

「──敵性勢力を確かく認にん────脅威度：低──対応プランの実行を提案」

《提案ヲ承認。早期対応プランＡヲ実行セヨ》

　脳内に響いた応答に、彼は立ち上がり、同時に、命令を発信した。

　魔ま獣じゆうを動かす命令を。




　　　　　○




　敵軍に動きがあった。

　敵集団を切り開く赤あか鷲わし隊たいの先陣を走るブレナンが異変を感じて敵陣の後方へ目を向ける。

　戦場は広く、馬上であっても見渡せる範はん囲いは限られている。だが、目を凝こらすと、そこにはたしかに、敵の後方でいくつもの異い形ぎようの影かげが見えた。──ブレナンは思わず瞠どう目もくした。

　大きい。

　前ぜん線せんにいてすら見えるほどに、巨大な魔獣が敵の第二陣にいるのだ。その背丈は、おそらく騎馬に乗るブレナンにすら倍するだろうか。

　巨大な人の体に、捻ひねくれた角を持つ雄牛の頭部を持つ魔獣、ミノタウルス。あれを歩兵の槍やりで止められるとは、到底思えない。

　ブレナンは歯は嚙がみしながら視線を切って、戦場を見渡す。

　前線はもとより拮きつ抗こう状態にあった。赤鷲隊による突とつ撃げきで右う翼よくは押しているが、それでも決め手と言えるほどではない。油脂炎弾は射うてば魔獣の数を減じるが、装そう塡てんに時間がかかる。

　あの巨大魔獣どもが戦列を崩しに掛かれば、そこから崩ほう壊かいさせられるだろう。

　ブレナンは手近にいた伝令に向けて叫んだ。

「敵の増援が来る！　右翼を薄うすくして後列に弓隊を置け！　中央を厚くしろ！　左翼の状況は分かるか!?」

「わ、分かりません！」

「ならいい！　魔道士隊に次弾を急がせろ！」

「しかし、あれは取り扱いに注意をと──」

「すぐに射てないなら貴様らを弾にすると伝えろ！　オレは本気だぞ!!」

「り、了解しました！」

「赤あか鷲わし隊たい、退却！　退ひけ、退くんだぁ!!」

　乱戦の中でも精せい鋭えいである赤鷲隊はその命令を聞きつけ、味方と合流しながら後方を目指す。息を荒くした乗じよう騎きは疲ひ弊へいしており、駆け足も鈍にぶい。

　それでもなんとか陣の後方に辿たどり着くと、青ざめた顔で部下が次々と寄ってきた。

「隊長、あれは保もちませんよ！」「炎弾が暴ぼう発はつして投とう石せき機きの一基が使用不可に──」「左さ翼よくの崩ほう壊かいは時間の問題で──」

　矢継ぎ早に報告されるそれらを、革筒から水を浴びるようにして飲みながら耳にする。

　戦い続けていたせいで体に溜たまった熱ねつを、頭から水をかぶってなんとか追い出して、頭をはっきりとさせてから、叫ぶ。

「分かってる！　歩兵と騎兵の予備隊を全すべて投入し、後退しろ！　騎兵隊は左翼から敵陣を突き崩せ！」

「後退と言われても、どこまで──」

「陣地か友軍に辿り着くまでだ！　歩兵の残り半分を──」

「報告！　敵の部隊が左翼、北側の方角から来ます！　それも、かなり速いと！」

「なんだと!?」

　新あら手ての出現。しかもあえて速度を口にするということは、魔ま獣じゆう側の騎兵のような特別な脚を持った部隊だろう。最悪の時機を見計らったかのような報告にブレナンは歯は嚙がみする。

「騎兵隊を向かわせろ！　食い止めろとまでは言わん！　時間を稼かせげ！」

　伝令が駆けて行き、前ぜん線せんへ向かうために準備していた予備隊はすぐさま方向を変えた。

　ブレナンは指示を飛ばしながら、もう一度戦場を見渡す。

　その瞬しゆん間かん、空で業ごう火かが炸さく裂れつした。

　油脂炎弾の暴発──ではない。いままで見ていた通りの炎の広がり方ではない。

　それは確たしかに投石機から放たれた炎弾ではあったが、敵の頭上どころか、何の意味も無い上空で炎が散っていたのだ。

　瞠どう目もくするブレナンの脳裏に、撃うち落とされた、という直感が湧わく。

　特大の矢が地上から放たれて炎弾を砕いた。指向性のある粉砕の火花は、そうとしか見えなかったのだ。──そして、その直感が正しかったことが、最悪の形で証明される。

　戦列右翼で、大きな火の手が上がった。

　視線を転じたブレナンが目にしたのは、投石機が燃もえながら崩れ落ち、それを運用していた人間を押おし潰つぶす光景だ。

　たった数秒で燃え落ちることはありえない。であれば、砕かれて崩れたところで、燃え上がった、そう考えるしかないし──実際、それが起こった。

　もう一基の投石機が、頑健かつ巨大な回転軸を粉砕され、その威力で基部に繫つながる柱までまとめてへし折れ、崩れたのだ。

「い、いったい何が──」

「隊長、あそこです！」

　指差して告げられた方角に目を凝こらし、ブレナンは見た。その、異い形ぎようの化け物を。

　巨大魔ま獣じゆうに比すれば、大きさはさほどでもない、と思えた。騎き兵へいより一回り大きい程度、といったところだろうか。

　しかし、まるで魔獣が完全に武装したような、巨獣よりもよほど奇異な姿をしていた。

　全体的に岩のような茶ちや褐かつ色しよくと朱しゆ色いろで構成された外がい観かんが持つ光こう沢たく、その形状、その滑なめらかさは紛れも無く甲鉄の持つそれであり、鎧よろいであることは疑いの余地が無い。

　であるのに、人より大きな人ひと型がたの下半身には、四つの脚が存在していた。

　重々しく、しかし滑らかに動く四本足。それに支えられた上半身と、四本もの脚が繫つながる腰部は、異様ながら人のそれを連想させる形で、だが明らかに人ではない。

　四つ脚の大鎧。両手に複雑な形状の棍こん棒ぼうを携えたその異形が首を巡らせて足を止める。

　戦列左さ翼よく、最後の投とう石せき機きが砕かれた。

　四つ脚の肩から突き出た細長い長方形の箱。それが投石機を向いて閃せん光こうを先端から噴き出したかと思えば、鉄まで組み合わせた投石機が、砂でできているかのごとく粉砕されたのだ。

　離はなれていてすら耳に痛い炸さく裂れつ音おん。何かが空間そのものを鋭えい利りに切り裂いたかのような高音。そして、投石機が粉々になる崩ほう壊かい音。
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「そん、な……馬ば鹿かげた、ことが……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくブレナンだが、四つ脚はさらなる行動に移る。

　左さ翼よくから迂う回かいする騎き兵へい隊たい。魔ま獣じゆうの新手──八本脚の馬の体に鷲わしの頭部を持つグリフニイルの一群──へ向けて派は遣けんした騎兵隊に、四つ脚は目を付けたようだった。

　遠目にすら重厚と見えたその体で、騎兵隊へ向けて疾走し始めたのだ。

　だが、それを『走る』と言えるのか。

　四つある足先のただ一つも地面から離はなしていない。にも拘かかわらず全すべての足先が土煙を立てる勢いでその身を運び、氷の上を滑るようにして四つ脚が移動していく。

　騎兵隊と交こう錯さくする──そう思わせた疾走は、ブレナンの想像した地点より遥はるかに手前で止まる。四つ脚がいまだ手の届かぬ、長弓でようやく矢が届くかと思うような距きよ離りを空けたまま、足を止めて騎兵隊を見据えた。

　よもや先さきと同じく、肩の箱から不可視の矢を射うつか。そうブレナンの想像した惨さん劇げきを上回るものが、そこで起きた。

　四つ脚の握る両手の棍こん棒ぼうから、光の粒が滝のように噴ふん出しゆうして騎兵隊を薙ないだのだ。

　その一粒一粒が地面に当たれば土を抉えぐって宙に飛ばす威力であり、雨に打たれる水面のように土つち塊くれが舞まい上がるほどだ。

　その土つち色いろが見えぬほどの、赤が飛び散る。

　四つ脚の放つ光の雨はまるで触れる物を万物余さず砕く細かな歯の群れのようであった。無数の歯群れはただ嚙かみ砕くのみを至上とし、飲み下す喉のどを持たず嚥えん下か物ぶつが地に落ちていく。

　騎兵隊の先頭から後尾までをそれが舐なめ終えた時、そこには戦いくさに身を投じたブレナンをしてすら、なお吐き気を催すほどの醜しゆう穢わいな喰い残しだけがあった。

「……あんなものには、勝てない」

　ブレナンの背後で呟つぶやかれたその言葉は、騒さわがしい戦場にあって、奇妙なことに耳へと滑り込んでいた。

「う──あああああっ!!」

　真っ白になった頭の中で何かが弾はじけた。ブレナンの目には、もはや四つ脚より他ほかが映っておらず、耳には何も届いていなかった。何も聞き届けたくはない。そのような衝しよう動どうだけがあるのに、直前に聞いた言葉がこだまして止やまない。

　ブレナンの体だけが訓練に従って馬を駆り、槍やりを握り、四つ脚へと向かっていた。後先どころか何かを考えることすら放棄した突とつ撃げきで、一息に最さい前ぜん線せんまで駆け抜けた。

　目すら見えない朱しゆ色いろの甲鉄に覆おおわれた頭部が、ゆっくりと巡ってブレナンで止まる。

　四本の脚が忙しく、しかし慌てず動き、両手にある棍棒の先が向いた。

　何が起きているのか、それを理解することは精神が拒こばんでいた。ただ走って槍を突き込む──それより早く、光が襲おそう、の、だろう、か。

　四つ脚の持つ棍こん棒ぼうが、どっと閃せん光こうを瞬またたいた。

　その瞬しゆん間かん、ブレナンは宙を舞まって地に落ちた。

「──があああっ!?」

　肩が、背中が、全身が痛む。

「あ、あ？」

　痛むだけだった。それが分かる。つまりは、生きている。

　焼けた石に落ちた水滴が弾はじけるような音が、何重にも響ひびいた。

　いつの間にか寝そべっていたブレナンが身を起こしてそちらを向いた時、二本あった四つ脚の棍棒のうち、一本が無くなっていた。

　四つ脚が戦列の方を見た。そちらより歓声が聞こえる。

　悲鳴ではない。歓声だ。

　ブレナンも立ち上がってそちらを見る。体の各所にある痛みからして、鐙あぶみから足を外して落馬してしまっただけらしい。──つまり、四つ脚に攻こう撃げきされたわけではない。

　歓声を振ふり仰あおいだブレナンが目にしたものは、二つだ。

　一つ──後方から近付くファジルドの旗。本隊であり待ち望んだ援軍。

　一つ──高く宙を跳んだ、黒い人ひと影かげ。

　ブレナンはある噂うわさを思い出す。伝え聞くには脈絡も無い、あれこれと断片的な、根も葉もない噂話だと思っていた。

　ヴァルカを襲おそい、エルザスで暴あばれ、しかし女王に付き従いもするという異い形ぎようの戦士。

　黒の鎧よろいを身に纏まとった、化け物にして人外。

「大鎧の化け物……」

　黒剣の剣士。

　そして、リクスリオンの──

「……英雄」

　呟つぶやいた言葉に、何故なぜだかずきりとこめかみが痛んだ。




　　　　　○




　レンがイーリスたちを置いて駆け、先んじて戦場の見える場所まで至った時、戦場に大きな火の手が上がっていた。木造の建物じみた何かが、歩兵が作る列の後方両りよう脇わきに配されたそれが、砕かれ、燃もえ盛りながら崩れ落ちている。

　走りながらも抱いた疑問にレンは眉まゆを顰ひそめる。

（なんだあれは？）

《旧式──どころか原始的な造りですが、兵器です。投とう石せき機きと呼ばれる、大きな岩を遠くへ飛ばす攻城兵器です》

　望遠でそれを仔し細さいに観かん察さつし、その傍かたわらに直径一・五メートルほどの金属製の球体を見つけて、レンはふと思い当たる。

（あれがミトラが説明していた油脂焼しよう夷い弾だんか）

　火をつけた金属球を中の魔ま法ほう陣じんで強い内圧をかけて弾はじけさせ、油と火種をばら撒まく代しろ物もの。その説明を聞いてはいたが、レンはもっと小さい、手しゆ榴りゆう弾だんのような物を想像していた。

　投とう石せき機きを用いて飛ばしていたらしいが、いままた、攻城兵器の最後の一つがその基部を破は壊かいされて倒壊する。

《目標を発見しました》

　ミネルヴァが粉砕される投石機の様よう子すから敵の方向を割り出した。

　レンはそちらに目を転じる。望遠視覚に映ったのは、レンにして奇妙と思わせる装甲をした〈アーガス〉だった。

（四脚……!?）

《四つ脚の〈アーガス〉です。あんなものを作るとは、異常です》

　しかし、見た目はどうあれ、その四本足がもたらす火力は凄すさまじい。

　数キロメートル先から投石機を打ち砕いたのは、四つ脚〈アーガス〉の左肩にあるのは電熱化学砲ＥＴＣキヤノン、それも口径五〇ミリの徹てつ甲こう弾だんだ。本来は戦せん闘とう車両に搭載して運用されるようなサイズの代物である。

　電熱化学砲とは、火薬の燃ねん焼しようではなく、化学反応によって生成した高温ガスを用いて砲弾を撃うち出す兵器だ。液体を瞬しゆん時じに電気分解して高温ガスで砲弾を発射する電熱化学砲は、火薬の燃焼効率を上回る初速と反応速度で弾頭を撃ち出すことが可能だ。

　ただし、その高温ガスを瞬時に生み出すほどの電熱Electro-Thermal化学Chemical反応reactionはその名の通り、多大な電力を必要とする。稼か働どうのために必要な外部電源装置を持ち運び、大きな砲身と発射の際の凄まじい反動を受け止め切るには、車両と同等の積せき載さい能力と安定性が必要である。

　あの〈アーガス〉が持つ四脚の体は、それを叶かなえ、なおかつ実戦に対応しているようだ。

　ＥＴＣキャノンのみならず、さらに両腕にM134RCガトリング銃、『ミニガン』と呼ばれた多銃身機関銃の改修型までも用いたその姿からして、総火力は攻こう撃げきヘリに匹敵するだろう。

《身長三メートル強。足先に装そう輪りん走行装置、多量の火砲──重装甲、高火力を実現した新型の追加装甲と予測されます》

（のようだな）

　見み憶おぼえのある朱の煌きらめきを持つ装甲が胴体各部、特に上半身部分に覗のぞいている。ということは、四本足が生はえた〈アーガス〉が造られたというわけではなく、

（あの脚を含めて奴やつの装備は装甲服の上に着る装甲服、か）

　ひとしきり分析をしたレンは、戦場を見渡す。

　現在、剣と槍やりで武装した歩兵の列が小・中型魔ま獣じゆうを受け止めている。全体的に隊列は歪いびつで、崩ほう壊かいが予見される。

　魔獣軍の機き動どう部隊らしき一群に向かった騎き兵へい隊たいが、二丁のミニガンが放つ毎分二千発におよぶ六・八ミリ弾の掃射で、惨さん憺たんたる姿へと変えられる。

「くそっ──！」

　速度を上げた。

　広く穏おだやかに波打つかのような地形の平原を、滑り落ちる、あるいは跳び上がるようにして疾はやく駆ける。

　小さく隆起した丘にあるファジルド軍本営を一息に突っ切り、北側の四脚〈アーガス〉へ向けて跳ちよう躍やく。宙を跳びながらアエラスを引き抜いて構えた。

　四つ脚はミニガンを構えて発射姿勢になっている。レンには気付いていない。単騎突とつ撃げきをする赤毛の青年を狙ねらっている。間にいる魔獣ごと撃うつ気だろうか。

　照準に集中する。たとえ空中にあろうとも、レンは〈アーガス〉だ。上半身を安定。左腕は脇わきを締しめて銃身を握り、関節部を固定。肩で支えた狙そ撃げき銃じゆうの筒先を微細に動かす。精密射撃だ。

　射撃制御ＦＣＳがターゲツトマーカーを明滅させる。レンの脳裏にもそれと同じサインが出る。意味は同じく──『撃て』。

　撃った。

　アエラスが撃ち出した九ミリライフルペレットが風に吹かれ、わずかに山なりに飛び、定偏効果で揺らぎながら最終的に少し右へ逸それて、だが寸すん分ぶん違たがわず狙ねらい通りの場所へ着弾する。

　ミニガンの横、給弾装置を貫いた。

　ほんの一いつ瞬しゆん後ご、凄すさまじい閃せん光こうがミニガンの基部で炸さく裂れつし、飛び散った破片と弾丸が四つ脚の装甲に当たって火花が弾はじける。

　次弾装そう塡てんができなくなれば良しというつもりであったが、内部の弾丸が暴ぼう発はつしたようだ。投げ捨てられたM134RCガトリングは半ば砕けて火を噴ふいていた。

　四つ脚が振り返ってくる。レンは着地するなりさらに跳躍。低い放ほう物ぶつ線せん軌道で速度を落とさぬよう、跳弾のように移動する。

　そして、一気に戦場を駆け抜ける。歩兵の列を跳び越え、すり抜け、途中で兵を襲おそう魔獣を足あし蹴げにして跳躍し、全速力で戦列左さ翼よく、北側からファジルド軍の側面を突こうとしていた魔獣の一群に襲おそい掛かった。

　歩兵に向けて横合いから襲いかかろうとしたグリフニイルの群れ、その先頭グループを立て続けに射撃する。

　猛もう禽きんの悲鳴が連続し、撃ち込まれた弾丸に頭部や延えん髄ずいを抉えぐられて絶命した。転倒した死し骸がいは後ろを走る同族の障害物となる。後続のグリフニイルが玉突き事故を引き起こす中、アエラスを収めてさらに跳躍したレンが、まだ無事な魔獣に蹴りをもってぶち当たり、太い首をへし折ったと同時にその首を足場にして跳んだ。

　くるりと一回転して、足先から着地する。そして、近くにいた赤毛の青年に目を向ける。レンという異様な闖ちん入にゆう者しやを見て目を白黒させる青年に、ファジルド軍の後方を指差して告げた。

「俺おれは味方だ。ルヒカント将軍とイーリス女王が増援を連れて背後から来ている。撤てつ退たいしろ」

　その彼はぱくぱくと口を開け閉めしているだけだったが、後ろから追い付いてきた軽装騎き兵へいが数人がかりで後方へと引きずって行った。案外、位の高い人物であったのかもしれない。

「援軍！　援軍だぞ!!　退路はある！　総員退却！　落ち着いて行動しろぉー!!」

　叫びながら駆けて行く騎兵の声は、兵たちに最後の希望を与えたらしい。歓声が伝でん播ぱして、振るわれる武器に力強さが戻った。

　レンは背後へと振り返る。

（四つ脚の様よう子すは？）

《通信要よう請せいがあります》

　多量の魔ま獣じゆうの群れと、その向こうに四脚〈アーガス〉。──どちらを相手にしても、まともに勝てる相手ではない。

　こちらの目的は退却を始めたファジルド軍を逃がし、〝次〟に繫つなげることだ。

　厄やつ介かいそうな魔獣は最初に潰つぶした。あとは増援の到着したファジルド軍に任せても、なんとか持もち堪こたえるだろう。問題はあの〈アーガス〉だ。

　全すべての武装をレンに向けてはいるが、ミニガンの銃身はまだ回転しておらず、肩の砲も発射はされていない。

　ミネルヴァがそれを指摘した。

《四脚〈アーガス〉、通称『四つ脚』はまだこちらを撃うってきません。──敵にはこちらの情報が無い可能性があります。そうであれば、正体不明アンノウンながら友軍の可能性が高い為ため、交戦規則に従ってまだ発砲していないのかもしれません》

　言われて思い出すのは、リクスリオンで戦った相手の言葉だ。

（そういえば、セティスは「連絡手段が無い」と言っていたな）

　記き憶おくが曖あい昧まいで、連絡手段も無い。セティスは確たしかにそう言っていた。

　あれが噓うそでないとすれば、セティスは完全に単独で動いていたことになる。だが、「仲間がいる」とも仄ほのめかした為、あれはただの方便だと思っていたが──いや、セティスは「一人ひとりではない」と言っただけだ。

（まさか、セティスは……）

《何か思いつきましたか？》

　全ての発言が真実だとすれば。

　記憶が曖昧で、連絡手段も途絶していたセティスは、しかし自分が自由に動ける身だと気付く。他ほかの〈アーガス〉の存在を知りつつ、しかし連絡を取らずにその集団から離り脱だつするように動き、単独で異世界を歩き回っていたことになる。

（……セティスは脱走兵だったのかもしれないな）

　であれば、数々の不可解な行動に出たことも頷うなずける。

《では、四脚〈アーガス〉にとって、こちらは敵性勢力ではなく、正体不明アンノウンであるということでしょうか？》

（そうかもしれない、というだけだ）

　魔ま獣じゆうが近付いてくる。レンはいったん思考とミネルヴァとのやり取りを中断し、魔獣にアエラスの鉄弾を叩たたき込んだ。

　と、敵陣後方で大柄な体を持つ魔獣が遠とお吠ぼえをした。魔獣がレンの前で足を止め、あるいは迂う回かいし始める。

（四つ脚の命令、か？）

《通信要よう請せいが来ました。二度目です。規則によれば、これに応じない場合、撃うたれます。どうしますか？》

（……情報が欲しい。応じる）

《了解しました。一般回かい線せんでもよろしいですか？》

　ミネルヴァが〈アーガス〉専用の高速回線ではなく、マイクを使う共用回線での通信を提案してくる。

　訝いぶかしく思いつつもレンは頷いた。少し不自由があった方が、敵に想像の余地を与えるだろう。

（いいだろう。回線を開け）

《了解しましたウイルコ》

　ミネルヴァに命じて、レンは通信回線で呼びかける。

「こちらAS-07-3。所属不明の〈アーガス〉、応答しろ」

　四つ脚はじっと佇たたずんでいるのみ。しばらく待ってみても応答は無い。

　しかし、攻こう撃げきもしてこない。

『AS-07-3より所属不明機アンノウンへ。聞こえているか？」

　再度の呼びかけに、四つ脚が少し身を伸ばすようにして顔を上げ、レンを見た。

「こちらはDAG205-K4だ。AS-07-3、第三世代型〈アーガス〉が何故なぜここにいて、こちらの邪魔をする』

　レンは用意していた答えを言う。

「AS-07-3よりDAG205-K4へ、答えられない」

　噓うそではないが、あちらにとっては違う意味にも取れる。レンが答えられないのは「分からない」のではなく「機き密みつ事項であるから」──そうとも取れるようなレンの応答に、四つ脚はしばらく沈ちん黙もくした。

《もう少し通信をして下さい》

　ミネルヴァが密ひそかにそう要求してくる。

（なに？）

　訝いぶかしむレンに、ミネルヴァは端的に言った。

《枝を伸ばしているので》

　また勝手なことを。レンは意い識しきの裏でそう毒づいた。

　電子機き器きを利用する一般回かい線せんを用いてミネルヴァは『枝』──クラッキングプログラムを相手に送り込んでいるらしい。それも、気け取どられないように断片的なデータに分割し、音声データに紛れ込ませて少しずつ、だ。

　レンは口を開く。ウィルスを載せた通信を相手に送る為ために。

「貴官の任務は？」

『現在、ここ西部方面を作戦区域としている。AS-07-3、敵対理由を述べよ』

　いきなり撃うったことを追及されるのはまずい。話題を逸そらす。

「セティスもこちらに来ていたが」

　レンは一方的にそう告げてみる。すると、

『セティス？』

「本人はそう名乗っていた。プロトタイプナンバー２２、とも」

『──Prototype22か。あの欠陥品を発見したのか？』

　そんな応答があった。

　心中に湧わいた靄もやのような何かに眉まゆを顰ひそめながら、レンは四つ脚に答える。

「そうだ」

『AS-07-3、貴様の任務は分かった。だが、私は作戦通りに行動している。何故なぜ妨害する？』

「まずはそちらの作戦データを送れ」

　レンは相手の疑問に何も答えず、ただそう返した。四つ脚はじっとこちらを見ている。しばらくそうして睨にらみ合っていた。

『貴官については本部の指示を仰あおぐ。作戦遂行の邪じや魔まはするな』

「そういうわけにはいかない」

『では貴官の権限を開示しろ』

　そろそろ限界だろうか。

（ミネルヴァ、まだか？）

《通信は充分です》

　その答えを聞いた瞬しゆん間かん、レンは駆け出した。

『AS-07-3、何を──』

　四つ脚から通信が来る。レンはそれを遮さえぎって短く答えた。

「力ずくで妨害する。止めてみろ」

『何を言っている!?　貴様、まさかASG501-01の──』

「交信終了アウト」

　一方的に回かい線せんを遮しや断だんし、一気に速度を上げて手近な魔ま獣じゆうの群れに突っ込んだ。

　ファジルド軍を追って走る大おお蜥蜴とかげに横合いからその首を刎はね飛ばしてすれ違う。

　仲間の血ち飛沫しぶきを浴びた魔獣が、レンを追ってくる。足を止めずに、レンは魔獣の群れの中を身を低くして駆け抜けながら、通り魔じみたすれ違いざまの斬ざん撃げきで傷を与えていく。

《警けい告こく》

　思い切り仰のけ反ぞった。膝ひざを地につけて後頭部を地面に擦こすりそうなほど、低く。その刹せつ那な、耳に刃物を突き込まれるような強烈な風切り音が轟とどろく。

　レンの横手で魔獣がまとめて数体、粉砕された。

　掠かすめただけで魔獣の腕が千切れ、骨に当たれば体の端に着弾しただけで組そ織しきの崩ほう壊かいが体幹近くにまで至る。まともに当たれば──文字通りの、粉砕、だ。

　血肉と命が詰まっていたはずの魔獣の体が、シャボン玉じみた呆あつ気けなさで破裂し、中身全すべてを千ち々ぢにばら撒まいた。

　口径50mmの装弾筒付翼安定徹甲ＡＰＦＳＤＳ弾。その威力は、タルタロスアーマーの装甲をもってしても防ぎ切れないほどの代しろ物ものだ。

（流れ弾は気にしないか）

　四つ脚の砲ほう撃げきだ。掠めただけで重傷を免まぬかれないその威力に、背筋を冷気が舐なめる。

　レンは悪お寒かんを振り切るように素早すばやく身を起こすと、魔獣の群れに突っ込んだ。

　平地で敵の火力を遮さえぎる物は何も無い。あるとすれば、奴やつの配下である魔獣だけだ。たとえ魔獣の被害を気にしなくとも、その体を遮しや蔽へい物ぶつにすれば精密な砲撃は困こん難なんになる。

　だがその魔獣もまた、レンへと爪そう牙がを向けて襲おそい掛かってくる。足を鈍にぶらせれば、四つ脚か魔獣、どちらかの餌え食じきとなるだろう。

　薄はく氷ひようを踏む──どころか、薄うすい氷の浮いただけの湖こ畔はんを、対岸まで渡り歩くような所業だ。

　それでも他に選択肢は無い。レンは全神経に緊きん張ちようを漲みなぎらせながら、全力で駆け続けた。




　　　　　○




　遠く戦せん線せんを眺めるブレナンは、魔獣の軍勢の真まっ只ただ中なかで暴あばれ狂う、黒の大おお鎧よろいを見る。少しとして同じ場所に留とどまらず、前を塞ふさぐ魔獣を討うち倒してかき分けるその黒い甲鉄を。

　数千人の兵と兵器と魔法で食い止めねばならぬはずの凶敵の波が、虫の群れに松明たいまつを振り下ろしたかのように、滅茶苦茶めちやくちやにかき回されている。

　それをたった一人ひとりの剣士がもたらした戦果であるとは、じかに目にした者でなければ到底信じられないだろう。

「徐々に下がれ！　背中は見せるな!!　武器を構えたまま後ろ向きにだ！　歩ほ調ちようをしっかり取らせろ！　よいか、交互に、交互に下がらせるのだ！　弓きゆう兵へい？　同どう士し討うちにならぬよう、横から回り込もうとするはぐれを射うたせよ。騎き兵へい隊たいの突とつ撃げきに合わせて戦列を交代させろ！」

　矢継ぎ早に報告される状況に応じ、素早すばやい指示を飛ばす野太く力強い声に、ブレナンははっと顔をそちらに向けた。

　一命を拾った後、部下に引きずられ、馬の尻しりに乗せられて本営まで戻ってきたのだ。

　槍やりはおろか手た綱づなさえ握っていないいまの情けない己おのれの格好をようやく自覚して、慌てて取とり繕つくろおうともがく。

「お、落ちますよ、隊長！」

　手足に力を入れ直したブレナンに、左右を固めていた部下が急いで取り押さえるように動く。戦傷の痛みで暴あばれ出した者を扱うような口ぶりに、ブレナンは怒りを募らせて怒ど鳴なり返した。

「手を離はなせ無礼者が！　後ろになど乗っていられるか！　戦況を──」

「黙だまれこの馬ば鹿か者ものが！」

　ブレナンを圧する怒声が殴りつけるような強さで飛んできて、思わず顔と肩を跳ね上げた。

　マルギリオス・ルヒカントが剣を帯び馬上にどしりと構えた、武人としての姿でそこにいた。

「勝手に軍を動かしたお前の処遇は後で沙さ汰たする！　この場の指揮は儂わしが執とる！　後方に撤てつ退たいの為ために歩兵隊を急行させておるが、お前には関係無い。これ以上儂の采さい配はいを乱すことは、いかにお前でも許さんぞ！　分かったか、ブレナン!!」

　怒りを漲みなぎらせた父の目がぎょろりと己を睨にらんでくるのに、ブレナンは唾つばを飲み込んで、しかし毅き然ぜんと言い返した。

「ならばいまここで殿しんがりを──」

「命令に歯向かうことはまかりならんと言っておる！　お前たち、負傷者とそやつを後方へ運べ！　首に縄なわをくくってでも、だ。口ごたえするならその口も塞ふさいでおくがいい!!」

　戦場で一いつ喝かつされる言葉でありながら、ブレナンにはまるで頭を押さえつけて言い聞かせられるような錯さつ覚かくを覚えていた。

　戦士の汚辱を雪そそぐことができるのは、戦場だけだ。それが叶かなわぬとしても、せめて戦うことさえ許されれば、命で贖あがなうことができる。

　それが、怪け我がもしていない自分を、こともあろうに下がらせる、などと。

　屈辱を舐なめて身を丸めていろと言われたも同然ではないか。

「マルギリオス将軍！　オレはっ──」

「連れて行け！」

　いよいよ轟とどろいた大喝に、部下は泡を食って馬を走らせた。尻に乗せられたブレナンは落馬しかねないほど姿勢を崩し、なんとか体勢を戻して座り直す。

「……クソ親父おやじめ」

　ぎり、と奥歯に苦渋を嚙かみ締しめて、ブレナンはそう呟つぶやいた。




　　　　　○




　岩を踏み割ったような感触を足裏に感じつつ、レンは跳び上がっていた。足場にされたリザードノイドが肩を折られて叫びを上げる。

　その叫びはレンを狙ねらったはずの砲ほう撃げきに引き裂かれ、血ち霧ぎりと化した。

　跳ちよう躍やくしたレンを、次弾装そう塡てん中ちゆうの砲撃ではなく、六・八ミリ弾の嵐あらしが追撃。レンはオルドーを盾として構えた。

　構えた剣の腹に無数の火花を散らしながらレンは地面に撃うち落とされた。背中から落ちたものの、即座に跳ね起きて疾走、中型魔ま獣じゆうの陰かげに滑り込む。打ち振るわれた鉤かぎ爪づめをまともに受け止めて鍔つば迫ぜり合い、

（戦況はどうなっていた？）

　ミネルヴァに訊たずねた。高度を稼かせいで周囲状況を見渡し、確かく認にんさせたのだ。

《ファジルド軍は後退し続けています。魔獣軍は左さ翼よく側が機き能のうしていません。全体としても勢いは衰えている為ため、このままであれば後続の歩兵部隊が追いつくでしょう》

（最大の問題は、四つ脚か）

　魔獣を盾にしている間は撃ってこない。流れ弾にまで気を遣つかうつもりは無いようだが、距きよ離りを取って様よう子す見み程度に攻撃してくる。それはつまり、レンを見極めていたということだ。いままででレンのデータもかなり取られたはず。

　そろそろ歩兵部隊が到着してもいい頃ころだ。ファジルド軍の撤てつ退たいも進んでいる。──つまり、相手にその気があるなら、

《四つ脚が接近してきます》

　本格的にやり合う頃だ。

　ぞわりと胃が浮くような悪お寒かんに襲おそわれ、レンが押し合い続けていた魔獣を蹴けって身を離はなした。

　その途端とたん、魔獣の身が裂けて弾はじけた。

　歯嚙みしながらレンは四つ脚に向けて駆け出す。

　アエラスの銃撃は装甲に弾かれてしまう。時間をかけた精密狙そ撃げきでもなければ、効果が薄うすい。オルドーが通じるかは不明だが、とにかく近付かなければまともにやり合うことすらできない。

　そこへギヴルノイドが毒液を吐いてきた。レンは神経毒の飛沫しぶきを浴びながらオルドーを振るう──瞬しゆん間かん、刃やいばを手放して地を転がった。

　一瞬前までいた場所を徹てつ甲こう弾だんが通過し、背後の地面を抉えぐる。

（容赦が無い）

　剣を振るう隙すきを狙ねらわれた。そしてそれを避けたところで休んでいる暇はない。転げた途端にさらに回転。跳ねるようにして跳び起きたレンをミニガンの弾雨が襲おそいに掛かった。

　レンは手放したオルドーが落ちていたのを引ひっ摑つかんで鞘さやに収めつつ、再び駆ける。

　魔ま獣じゆうの相手をする余裕は無い。だが、相手はこちらの事情を斟しん酌しやくせずに攻こう撃げきしてくる。ミニガンに追い立てられていても、だ。

　面の制圧力に特化したM134RCガトリング銃の銃火は一発二発を避けたところで意味は無い。レンの強化外骨格装甲服タルタロスアーマーに火花が弾はじけて積せき層そう装甲に傷を生む。掠かすめただけなら爪つめ痕あと程度で済む。が、重い衝しよう撃げきが腹を打った。

「っ──」

　装甲そのものは耐えてくれた。不快感に襲われて息を漏らすが、脳内麻薬の鎮ちん痛つう機き能のうで痛みは無視できるようにしておく。ただ、衝撃までは誤ご魔ま化かしきれないし、完全に何も感じないでは逆に戦せん闘とうに支障が出る。

　奥歯を嚙かんで着弾に耐えたレンは疾走を止やめない。

　一発、ただのまぐれ当たりだ。

　距きよ離りが開いているせいで拡散した弾丸に命中精度は低く、続けてレンを打つには至らない。

　しかし、相手の連射速度は分速二千発。まぐれ当たりが百に一つでも、一分かければ二十発だ。当たりどころが常に良いとは限らない。

　だからレンは疾走の勢いのままに、スライディングを敢行。体を横に倒し、左手は地面に指を突き立てる。

　頭上を弾雨が通り過ぎた。レンを追って薙なぎ払うかのように振られていた射しや線せんが、動きに対応しきれず行き過ぎたのだ。

　その間にレンは疾走を再開している。

　滑走の勢いを殺しきれないうちから地面を蹴けり前進力を生んだ。ドリフトするかのように、横滑りに進行方向を変えてターンする。

　すると、レンの前に、生きた魔獣のいない開けた平原があった。焦こげた燃もえ跡が点在しているのは、油脂焼しよう夷い弾だんのせいだろう。

　四つ脚の撃うつミニガンは強力かつ面制圧の銃。狙ねらい澄すました一撃ではないのだから、当然、レンを追った銃火は、四つ脚とレンとの間にいる魔獣を撃ち殺しながら放たれていた。

「ぉおおっ!!」

　アエラスを引き抜き撃ち返しながら全力疾走。一直線に、とはいかない。回かい避ひ機動を織おり交ぜながらも、速度を上げて距離を詰める。

　六・八ミリ弾の嵐あらしが、詰めた距離の分だけ密度を増してレンを打とうとする。

　肩や脇わき腹ばらに着弾擦さつ過かの火花を散らしつつもレンは走り続け、周囲の土を耕すかのような銃火の中を土つち埃ぼこりにまみれながら駆け続ける。アエラスによる反撃の機動射撃は、当たり前だが精密狙そ撃げきとはいかないものの、敵の装甲を強したたかに打つ。

　九ミリペレットが立て続けに撃うち込まれ、そのたび四つ脚の巨体が揺れる。

　レンが疾走しながら横に跳んだ。装甲服の表面を凄すさまじい衝しよう撃げき波はが叩たたく。かわしたはずの矢のような形をしたAPFSDS弾に、当たってもいないのに体勢を乱されつつ着地。回かい避ひ運動を続ける。ミニガンの銃火は手加減無く浴びせ続けられているからだ。

　アエラスでさらに反撃しつつ、複雑な疾走の軌道を描いて決定的な一撃を避け、時に着弾を食らいつつもなんとか耐えて近付き続けたが、

《警けい告こく。敵右肩武装──》

　ミネルヴァが敵の右肩にある装備を拡大した。たったいまその発射口を開いたのは、

《ミサイルです。避けて下さい》

「っ!?」

　発射された。

　全力で回避に専念。斜め後方に急きゆう激げきな回避機き動どうを取る。ミサイルは軌道を変化させた。追尾性能がある。おそらく赤せき外がい線せん誘ゆう導どう。

　レンはアエラスを二発撃った。炎が上がる。跳ちよう躍やくしたレンの身が炎に包まれる。

　マイクロミサイルが着弾する。立て続けに三度、爆ばく発はつが起きた。

　撒まき散らされた熱ねつと衝撃波は、一発だけでも直撃すればいかにタルタロスアーマーといえど耐え切れるものではない。そして、避けきれるタイミングではなかった。

　が、

（次は無いな）

　煙を纏まといつつ炎の中から飛び出て、地面を削りながら着地したレンは、燃もえ盛る火を挟んで四つ脚を睨にらむ。

　戦場に転がっていた油脂焼しよう夷い弾だんの不発弾。それに火を点つけてから炎の中に飛び込んで、レンは赤外線誘導弾ヒートシーカーの熱探知を逃のがれたのだ。ミサイルは目標を見失い、周囲の地面に着弾した。

　爆発の瞬しゆん間かんにレンはアエラスを背中に戻し、跳躍と同時に半回転して防御姿勢を取ることで、間近で起きた爆発を正面装甲で受けきった。

　どうにか生き長らえたものの、あれほど必死に詰めた距きよ離りがまたしても開いている。

　胸に付着した油が燃えているのを叩いて払う。ふと、四つ脚がこちらを追撃せずにじっと見ていることに気付いた。

《敵が通信をしています》

　ミネルヴァがそう告げた。根拠の無い発言ではないことは、新たに開いた情報ウィンドウが報しらせた。先ほどの通信で伸ばした『枝』──クラッキングプログラムが、敵の電子機器の中でようやく働き出したようだ。

（内容は分かるか？）

《不明です。敵のメモリや暗号鍵かぎを吸い上げるのを優ゆう先せんしていますので》

　と、魔ま獣じゆう軍ぐんの中で鳴き声が響ひびいた。遠とお吠ぼえのようなその鳴き声は、同質のものが各所で上がって広まっていき、それを耳にした魔獣は前進をやめて下がっていく。

　そして、四つ脚がレンを見据えたまま、ゆっくりと後退し始めた。攻こう撃げきせずに様よう子すを窺うかがっていると、距きよ離りを取ったところで反転し、一気に速度を上げて走り去っていった。

《敵勢力、撤てつ退たいしていきます》

　眉まゆを顰ひそめるレン。優ゆう勢せいなのは四つ脚の方であったはずだ。いまさら退却をする理由ができたのだろうか。

（何故なぜだ……？）

《不明です。敵の通信履り歴れきにアクセスを──回かい線せんが途と絶だえました。調ちよう査さは不可能です》

　通信衛えい星せいの無いこの世界では、距離を取られただけで通信が不可能になる。いかに敵のセキュリティシステムに裏口バツクドアを作ろうとも、こればかりは手の打ちようがない。

　疑念を抱えつつも、レンは手出しをせずに見送る他ほかなかった。

　四つ脚の姿が見えなくなってから、盛大に安あん堵どの息を吐き、ぼそりと呟つぶやく。

「……この平原では、奴やつに勝てないな」

　あの火力と装備だけでも勝つのは難むずかしいというのに、遮しや蔽へい物ぶつに隠れることすらできず、魔獣との連携までされては、レンの手て管くだはほとんど封じられてしまう。

　レンの苦々しげな呟きに、ミネルヴァが応こたえた。

『対抗して足の数を増やしましょう』

「却下だ」

　レンはすげなく即答した。しかし、ミネルヴァがなぜか食い下がる。

『理由を述べて下さい』

「六本足では昆虫の仲間になる」

　足が四本、腕が二本で六本足だ。

『斬ざん新しんな観点です。記き録ろくします』

「しなくていい」

『します』

　言い合いながらレンは後ろを向き、ファジルド軍の方へと歩き出した。







　大量の黒い砂が煙のように吹き上がり、濃のう密みつな血けつ臭しゆうが草の燃もえる臭においと入り混じって異臭を放つ、死し闘とうの残り香を充満させる大地を眺める。

　青々とした大地の広がる平原。おそらくは平時であればテペリス川がわのように輝かがやかしく陽ひを弾はじいていた草地だったのだろう。だが、いまはレンのよく見み慣なれたものと同じものに見えた。

　荒れ果てて死臭を漂わせる、荒涼としたあの世界と。

　ざらりとした何かを腹の中に抱えながら、レンはその地を後にした。













　　　　　第三章　人の街







　川辺のピトレーは交こう易えきで栄えた街だ。

　深く幅の広いテペリス川がわを使い、物資を運ぶのに最適なのが、穏おだやかな流れと広い平地を両岸に持つ、この地点であった。川で分かたれた東と西は、それぞれ別々の街と言えるほど距きよ離りがあり、大きさがあるにも拘かかわらず、どちらも一つの名を共有しているのには理由がある。

　税と、法だ。

　川向うに物資を運ぶのに関税は掛からず、普段ふだんから税を収めるべき相手は一つにまとめられている。つまり、税の二重取りや物の取とり締しまりについて、二度手間は無くなるということだ。

　水と同じく物の流れも穏やかかつ滑なめらかに。そうした計らいで、ピトレーは栄えていた。

　ただし、いまはその家屋にいるのは本来の家主ではなく、ファジルド帝てい国こくの兵隊が大半であり、残りはそれを相手にした市場と商しよう館かん、また、船主といった者たちだ。

　動きの活発な川べりも、行き交う人のほとんどは兵隊と商売に明け暮れる商人であり、熱ねつ気きはあるが、浮うわついた雰囲気は少ない。

　戦時下にあるのだから、それはある意味、当然であった。

　そんな様よう子すが一望できる川べりの建物の一つ、隣となりに馬車が入る荷揚げ場のある、大きな四階建ての一室で、レンはイーリスとアリシア、そしてミトラと共に時間を潰つぶしていた。

　舟の行き交う川かわ面もと通りを眺めながら、レンがイーリスの説明といまの街の様子を照らし合わせている間、ある言い争いが響ひびいていた。

「これほど言ってもまだ反省の言葉の一つも出んのか！　ペッテルごときに唆そそのかされおって！　お前のせいで、無む駄だに兵が死んだんだぞ！」

「無駄じゃねえ！　魔ま獣じゆう軍ぐんとも渡り合えることが証明できただろうが！」

「そんな証明はいらん！　出しゆつ撃げきは勝てるだけの準備をしてからだと、何度も言っただろう!!」

「勝つか負けるかなんざやってみなくちゃ分かんねえ！」

「既に四つ脚とは一戦を交えておる！　奴やつに当たった騎き兵へい隊たいは刃やいばも通らず突撃を真正面から受けても、なお倒れなかったとすでに報しらせがあった！　それでなお自分なら勝てるなどと思い上がる兵はおらなんだ！　よほどの愚か者でなければな！」

「オレがそうだって言いたいのかよ！」

「その通りだこの馬ば鹿か息子むすこが!!」

「なんだとこの──!!」

　激げき化かしたらしい言い争いは、それほど安やす普ぶ請しんでもない壁かべを隔ててなお響くほど大きい。

　レンたちは応接室らしい一室で軽食を提供されていたのだが、あまり会話ができないような空気があった。

　長方形の座卓の周囲、脚が低く座面に綿の詰まった立派な椅い子すに膝ひざを揃そろえて座るイーリスが、前にある座卓に脚を乗せて座るミトラに聞く。

「いつも、このような言い争いがあるのですか？」

「さあ？　あんまり興きよう味み無いし」

　言いつつミトラは柔らかく白いパンを頰ほお張ばり、ぐびりと陶とう杯はいを傾けて飲み下している。ちなみにその中身は羊の乳と少量の蜂はち蜜みつ酒しゆを混ぜたもので、レンの手にも同じものがある。

　ふー、と満足げに息を吐いて、ミトラが付け加えた。

「ただ、あんまり仲良さげなところは見たことないかなー」

「そうですか」

　ミルクと蜂蜜が入った杯さかずきを傾けてから、イーリスはそっとパンの欠片かけらを口に運んだ。

　部へ屋やの中央にある二人ふたりが座る座卓から離はなれた場所にある、小さな木机を使うアリシアが、パンを一つ持ってレンに向けて振る。レンが頷うなずくと、投げて寄よ越こしてきた。

　どうやらパン籠かごはそれで空になったらしく、アリシアは籠を押しのけて飲み物の方をゆっくり飲んでいる。ちなみにアリシアはミルクのみだ。

　レンは投げ渡されたパンをかじりつつ、そろそろ疲労の色が混じり、終わりの気配けはいが漂いだした怒ど鳴なり声ごえに耳を傾けてみる。

「──もういい、馬ば鹿か者ものめ！　謹きん慎しんを命じる！　わしが良いと言うまで顔を見せるな!!」

「……くそったれ!!」

　激はげしく扉が開閉される音が響ひびき渡り、廊下を荒々しい足音が通り過ぎていった。

　ミトラが口の端に付いた蜂はち蜜みつ酒しゆを指で拭ぬぐって舌で舐なめ取る。

「まったく、せっかくのおやつが不味まずくなるってーの」

「戦いくさに出てもいないのに、一番食べたのはミトラだっただろう？」

　呆あきれたようなアリシアの声にもミトラは動じず、メモ帳を取り出してかりかりと書き込みを始めるのみだ。

　レンはパンと蜂蜜酒を胃の中に収めつつ、もう一度外を眺めた。

（ミネルヴァ、四つ脚から奪ったデータに有益な物は見つかったか？》

《敵〈アーガス〉が使用していた暗号パターンの一部と、キャッシュに保存されていた、四つ脚の閲えつ覧らんした作戦データらしきものだけです》

　胸中でそう訊たずねてみる。無む線せん通信回線からクラッキングを仕掛けたミネルヴァだが、あの短時間では、それほど収しゆう穫かくは無かったらしい。

（作戦データは見られるのか？）

《はい。ただし、暗号鍵かぎが断片しかないので、推すい論ろんエンジンによる解析に時間がかかります》

（どのくらいだ？）

《まだ不明です。おそらく一日か二日は》

　つまり、レンもまた、先の戦いで得たと言えるものは少ない。少しばかり苦い思いが湧わく。

「何か、面おも白しろいものでもあるのか？」

　と、傍かたわらに歩み寄ってきたアリシアが、レンと同じように外を見下ろしつつ言った。レンの横に立ってゆっくりと首を巡らせ、栗毛の髪を揺らしている。

　レンが騎き士しを向いて答えた。

「面白いものは特に無いが、あちこちから兵隊がこちらを見上げてくる。トラブルでもあるのかと思ったが、どうもそういう様よう子すでもない。何か分かるか？」

　そう答えると、アリシアがかくりと肩を落としてうなじを晒さらしたかと思えば、半眼でレンに振り返ってきた。

「ここに、珍しいものがあるから、見られてるんだろう」

　と、レンを指差してくる。少し視線を柔らかくして、口の端で笑い、

「さっきの戦いで、貴様は三千もの兵を助けたんだ。注目されるのは当然だろう」

　肩を軽く拳こぶしで叩たたきながら、そう付け加えた。

「……そう、か」

　そんなやり取りをしていると、部へ屋やの扉がノックされた。

「マルギリオス・ルヒカントであります。よろしいですかな？」







「──川向こうに兵を下げるのは、いったん中止するより他ほかありません。一度攻められた敵がどう出るか……。ひとまずはこの東側のピトレーと、ディンヴィの間に作った野戦陣地を保ち、被害の出た部隊を再さい編へんします」

　マルギリオスを迎えて座卓を囲んだ部へ屋やでは、改めて話し合いが行われていた。

「賢けん明めいなご判断です。兵の動揺を避けられます」

「まったくその通りです。いまはとにかく現場の混乱を避けたい」

　イーリスの答えに、マルギリオスは大きく息を吐いた。

「兵から聞いたところ、イーリス陛下は歩兵隊の陣頭に立って指揮を執とって下さったとか。魔ま獣じゆうに怯おびえる兵も足を鈍にぶらせることなく進み、手て慣なれた指揮で怪け我が人にんの後送も早く済みました。尽力に感かん謝しやしております」

「退却の手しゆ練れんを磨く機き会かいには、よく恵まれました」

　にこりと笑って返したイーリスを、マルギリオスは複雑そうな顔をして見つめる。イーリスがその表情に小首を傾かしげた。

「どうかされましたか？」

「……実の息子むすこにはとんと通じぬ話が、敵国だったヴァルカの、それも年端のいかぬ陛下とは話せることが、少し、皮肉にさえ思います」

　イーリスは首を横に振った。

「ご子息のことであれば、きっと、落ち着いてお話をすれば良いだけだと思います」

「……まあ、あの馬ば鹿かが少し頭を冷やしたらそうしますかな」

　目を逸そらしてそう返すマルギリオスに、イーリスが物言いたげな顔をしたまま口を閉ざす。

「失礼、話が逸れましたな。そんなことより、レン殿の力には驚おどろかされました！　噂うわさ通りどころか、噂以上でしたなぁ！　レン殿がいなければ、我が方の兵はいまごろ撤てつ退たいできていたかどうか怪しいもので」

　マルギリオスが大きな体を揺らしてレンに向き直ってくる。

「我が国の客人、いやむしろ、それなりの待遇で士官としても迎えられますが、いかがかな？」

　と、直ちよく截せつに勧誘までしてくる。

　レンはちらりとイーリスを見るが、彼女は澄すまし顔がおで成り行きを見ているのみだ。

　ともあれ、レンはきっぱりと答えた。

「やめておく」

　レンの目的は〈アーガス〉を追うことだ。社会的地位ではない。

「むぅ、ヴァルカには人物が集つどいますな。羨うらやましいものです」

　マルギリオスが無念そうに言った。レンは首を横に振る。

「俺おれはそこまで大した人間でもない。ただの兵隊としての戦力しか持っていない。それに、あの四つ脚相手には、それも通用しなかった」

「奴やつは退しりぞいたのに、ですか？」

「事情は分からないが、敵が勝手に退いただけだ。純粋な力比べでは、奴が上だ」

　レンは肩を竦すくめて、あっさりと言い放つ。

「……それほどまでに強いのですか、あの四つ脚は」

　マルギリオスが苦々しい顔をしてレンにそう言ってくる。レンとしては頷うなずくしかない。

「奴と戦うなら、条件を整ととのえないと勝てないだろうな」

「例えば、どのような条件ですかな？」

「奇き襲しゆうか、待ち伏せ。あるいは遮しや蔽へい物ぶつの多い狭い地形だ」

「ふうむ……」

　唸うなるような声を上げて考え込むマルギリオス。と、そこへイーリスが手を挙げた。

「あの、レン様。それはつまり、この街から兵を引き払い、戦場とすることをお考えですか？」

　言われた内容にレンは少し考え、頷いた。

「市街戦か……それなら、勝ち目もあるかもしれない」

　四つ脚は豊富な火力と厚い装甲を持つが、動きそのものは鈍どん重じゆうだった。奴を戦せん闘とう車両、レンを歩兵と考えた時、もっとも有利な場所はたしかに、市街地である。

「やはり、兵を退ひくしか──」

　マルギリオスがそう言いかけたところで、部へ屋やの扉が唐突に開け放たれる。

「将軍！　またも部外者と話をされているそうですな!!」

　靴音高く踏み入ってきたペッテルが、レンやイーリスを睨にらみつけながら大声でそう言った。

　マルギリオスが眉まゆを顰ひそめて鼻の横をびくりと引きつらせる。

「この戦いくさに協力をして頂いた方だ。部外者というなら、むしろたったいま来たばかりの貴様の方だ。儂わしの息子むすこを唆そそのかしたあげく、戦場では姿を見せず、喧やかましい嘴くちばしばかり横から突っ込んでくる」

　ペッテルが怒りの形に眉まゆを跳ね上げてマルギリオスを睨む。そのまま言い返すかと思いきや、レンたちにちらりと細い目を向けて、顎あごを反らした。

「本国からの通達があります。関係者だけにして頂けますかな、将軍」

「……私どもは失礼します。ルヒカント将軍」

　イーリスが素知らぬ顔でそっと立ち上がってそう告げた。マルギリオスは申し訳なさそうな表情を浮かべたが、それを止めようとはしない。

「長旅でお疲れでしょう。体をお休め下さい、陛下」

「そうします。しばらくはこの街にいると思いますので、何かあればお声を掛けて下さいね」

　言外に『勝手にここには来ない』と告げるイーリスに、マルギリオスは目を細める。

「お心こころ遣づかいに感かん謝しやします、イーリス陛下」

「いいえ。それでは、失礼します」

　一礼して立ち去るイーリスに、アリシアとレン、そしてミトラが続いて──

「ディンヴィクティブ殿、貴女あなたはいていいのですよ？」

　と、ペッテルから声が掛けられた。ミトラは舌打ちして肩越しに振り返る。

「興きよう味み無い」

　たった一言で答えたミトラに、ペッテルがわざとらしくため息を吐つく。

「今日きようの戦いくさでは、貴女が考案した兵器が暴ぼう発はつして三人が焼け死んだのに、ですかな？」

「だから何？　試作品勝手に持ち出して文句言うなっつーの。使い方が悪いのよ。あたしにもあれこれ言うつもりなら、皮かわ剝むいてちょん切って犬に食わせるわよ蛇へび面づら」

　冷たい目つきでミトラが述べた口上に、ペッテルは目を見開いて怒りを露あらわにした。

「なっ……侮ぶ辱じよくする気か!?　早く出て行け!!」

「だったら引き止めんなっつの。ったく」

　甲かん高だかい男の叫び声に、ミトラは舌打ちしながら大おお股またで部へ屋やを辞した。

　足を止めていた一行も慌てて続く。

『悪い事態になる気がします』

　と、ミネルヴァが小さく呟つぶやいていた。







「めんどくさいことになったもんねー」

　口に咥くわえたフォークをひょこひょこと上下させながら、ミトラが頰ほお杖づえをついて書しよ簡かんを目でなぞっている。食卓の上には種々の食材による料理があり、手にした一枚の紙を見ながら、器用に片手で食事を続けていた。

「ミトラ、せめて食事の後に……」

「ここあたしのうちだから聞かなーい」

　皿の上の肉を見もせずに刺して口に運ぶ。

　レンたちは現在、ピトレーにあるディンヴィクティブ家の別宅にいた。

　ミトラ一人ひとりが使うには広すぎる、という本人の言うとおり、二階建てながら敷しき地ちの広い邸宅は、豪邸と言うほどではないにせよ、ミトラを含めて四人で使うには充分すぎる広さだ。

　彼らの他ほかは数人の使用人がいるのみで、部屋はずいぶん余っているように見えた。

　ともあれ、一行はそのミトラ邸で一休みののちに、全員で食卓を囲んでいた。

　茹ゆでた川エビを手で折りつつ、アリシアが眉まゆ尻じりを上げる。

「なんだ、謀む反ほんか？　相手になるぞ」

「やめてよ脳筋。ほらこうさーん」

　手にしていた書類を投げ捨てて、ミトラが手をひらひらと振った。

「ふん、読み終わっただけだろう。それで、なんて書いてあった？」

「あ、訊きくんだそれ。さすが騎き士しは神経太いわ……」

　眼鏡めがねの位置を直して、ミトラが呆あきれたように呟つぶやきつつ、パンに柔らかく煮た羊肉を載せて玉ねぎとその他ほかの野菜と共に挟み、かぶりつく。

　油で揚げた小魚を頭から齧かじったアリシアが、口の中の物を飲み込んでから呆れたように言う。

「ミトラこそ、片手で食える物以外は食わない掟おきてでもあるのか？」

「いつもは作業しながら食べてるから、これが一番馴な染じんでるのよ」

「レン様、エビは殻ごと食べずに剝むいてからどうぞ。ほら、こうです」

「こうか？」

　この中で唯一、イーリスが主張する作法を聞く気があるのがレン一人ひとりのようで、対面に座ったレンとイーリスは、あえてペースを合わせてゆっくりと食べていたりもする。

「あんたも食べる時くらい鎧よろい脱げばいいのに」

　と、ミトラが目を向けてくる。レンはそちらに目だけで振り向いた。

「……馴染んでしまっていてな」

「あ、本当ですね。私も、つい見み慣なれてしまっていました」

　控えめにくすりとイーリスが微笑する。

「……そういえば、脱いだところを見せたことがない、か？」

　レンが顎あごに手を当てて言うと、アリシアがきょとんとしながら言った。

「脱げるのか？」

「当たり前だろう」

「まあ」

　イーリスまでが興きよう味み深ぶかげな声を上げるので、レンはむしろ困惑する。そんな三人を見ながらミトラが肩を竦すくめた。

「そ。まー、なんでもいーけど」

　ミトラは口を大きく開けて最後の一口を押し込むと、それをスープで胃に流し落とす。

　それから、棒状に切られた野菜を一つ手に取って咥くわえつつ、

「将軍からの書しよ簡かんはね、とりあえず悪い報しらせだったわ」

「と言うと？」

　イーリスがミトラに目を向けて問う。

「さっきの蛇みたいな顔の……なんだっけ、ペーター？」

「ペッテル・ヘールポリさん」

「そうその蛇へび面づら。あいつは幕僚だけど、元老院の口利き屋でね。後退に反対してるって」

「大変そうですね。宛あて名ながミトラになっていたのも、やはり？」

「うんそう。あたしが奴やつらに他国との領土割かつ譲じようの交渉に使われてた関係者だから。……こういうのめんどくさいなー」

　実に嫌いやそうな顔をしつつ、ミトラが野菜をしゃくしゃくと嚙かみ砕きながら口に入れていく。

「しばらくはルヒカント将軍も忙しくなるでしょうね」

　言って、イーリスが小さく切り分けた肉を口に運び、飲み込んでから指で千切ったパンの欠片かけらを歯も見せずに口に含む。いつも通り行ぎよう儀ぎ良く食べるイーリスだが、硬くないパンであるからか、パンを口に含んだ時に、旅の道中で見ていた時より、ほんのわずか、嬉うれしげに見える。

「我が国では考えられませんね。……いや、戦史を紐ひも解とけば似たようなこともあった、か？」

　アリシアが呟つぶやきつつ首を傾かしげる。

「あまり無かったことですね。王が陣頭に立つことが多かったですし」

　イーリスが頷うなずいてそう言うと、ミトラがガラス越しの視し線せんをそちらに向けた。

「それだ」

「はい？」

「あたしの領地返すから、あとは任せた、姫様」

　あっけらかんとした口く調ちようで、ミトラはそう言った。







　翌日から、イーリスのもとに大量の書しよ簡かんが届けられるようになった。

「こちらは商業組合からです。その箱に。これは組合単位ではない商しよう館かんの館長などですね、横の箱に入れて下さい。これは……陳情書？　ああ、漁業権の」

　両手に余るほど厚さがある手紙の束をイーリスが選えり分わけて、アリシアが言われた通りに机の上に並べた箱に入れていく。

　いくつかは手にした端から開けて中を検あらためていく。

「大変そうだな」

「いまはそれほどでもありませんよ、レン様。魔ま獣じゆうに追われながら、似たようなことをしていたこともありましたし」

　顔を上げたのはそう答えた間だけで、すぐに手紙に目を落として小さな紙片に羽ペンで何かを書き付け、次の手紙を手に取る。

「ところで、レン、何か用だったか？」

　と訊きいてきたのはアリシアだ。朝食を手早く終えるなり執務に入ってしまったので、言いそびれたことがあって、レンは追ってきたのだ。

「地図が欲しい。この街のものだ」

　すると、イーリスが顔を上げた。

「四つ脚に対する備えですね？」

「そうだ」

「それは急いだ方がいいですね。……えっと、街の全域であればおそらく、ミトラが持っています。詳細なものは区画ごとになりますが、おそらく手に入りやすいものはファジルド軍の陣営隊長が集めてしまっているでしょう。あちらに現状と照らし合わせて作成したものがあるかもしれません。要よう請せいしてみましょう」

「……大丈夫なのか？」

　イーリスの少し迷うような口く調ちように、レンは思わずそう訊たずねてしまう。返ってきたのは、少しだけ困ったものを含んだ顔だった。

「ファジルド軍は──というより、ペッテル補佐官は、あまり良い顔をしていませんでしたね。……ミトラが私に領土返へん還かんを申し出たことは、当然、ファジルド帝てい国こくとしては容認できません。しかし一時的にせよ近きん隣りん諸しよ国こくと不可侵条約を結び、その中でミトラを擁よう立りつしてピトレーとディンヴィの領有権が確かく保ほできているのですから、彼女を蔑ないがしろにはできません」

　そして、悲しげに眉まゆを顰ひそめる。

「ペッテルさんからはすでに抗こう議ぎの書しよ簡かんが来ていました。ただ、他国に対する体てい裁さいや、あるいは焦っていたのかもしれません。ミトラが結んだ約やく定じようが『魔ま獣じゆうから領土を取り返す兵力を魔獣に支配された土地を担保に借り受ける』という形であり、明確に『ディンヴィまでを割かつ譲じようする』という約定ではなかったので……交渉次第で、ディンヴィを放棄させることも、逆にそれを担保に、少し無む理り強じいすることもできますね」

「……すまないが、簡単に教えてくれ」

　たまらずレンがそう急せかすと、イーリスは微苦笑して答えた。

「ミトラの持っていた権利が私に移譲されました。ファジルド軍は抗議しかできません」

「なるほど。それで、イーリスはどうするつもりなんだ？」

「……一日だけ、引き伸ばしておきます。その間に、ファジルド軍の中で方針がきちんと決まるか、四つ脚に対して何か妙案が浮かぶと良いのですが……あまり期待できないでしょうね」

「魔獣軍に対抗することは、俺おれも考えておく」

「ありがとうございます、レン様」

「ところで、その手紙の山は？」

「……ミトラが放置していた分の陳情が届いているだけです。ファジルド帝国に徴発されたものや、ディンヴィクティブ家の所有していた土地との境きよう界かい線せんについて、それに廃鉱での謎なぞの実じつ験けんについて苦情と、その他ほかにもいろいろとあります」

「……最後のは、イーリス宛あてに来るものなのか？」

「家臣を諫いさめるのは主君の仕事ですから……」

　いきなり気苦労が山ほど降りかかってきているようだった。

「とにかく、地図の件はこちらでなんとかしてみましょう」

「すまないな。忙しいのに」

「私だけでなく、たくさんの人の生死に関かかわることですから」

　そう言って、新しい紙にペンを走らせていく。

「頼む。俺おれはこれから少しミトラと出かけてくる」

　アリシアがぽいぽいと手紙を箱に投げ入れながらレンを振り返った。

「どこに？」

「川沿いにある風ふ呂ろだそうだ」

「そうか」

「じゃあな」

　後ろ手に扉を閉めて、レンがその場を歩き去って行こうとした時、

「レンが!?」

　叫び声と、ばさばさと紙が撒まき散らされる音が背後で聞こえた。







〈アーガス〉の生理機き能のうは一般人とは違う。食べた物を分解するのも、通常の胃酸や消化酵素以外に、発電酵素や化学物質の抽出臓ぞう器きなど、食べる量が同じでも、それを消化吸収する仕組みは遥はるかに高効率かつ多た岐きに亘わたる。

　とはいえ、もちろん完全に物を分解して消滅させてしまうようなことができるわけもない。つまりは、長く活動を続けていれば、通常の人間と同じで、老廃物なども出るし、臭においも出る。

「油臭い」

　だが、油の臭いは別の理由である。

「炎に頭から突っ込んだからな」

「そういや油脂炎弾に突っ込んだらしいね。炎はどれくらい平気なの？」

「かなりだ。エルザスで床に描かれた大きな魔ま法ほう陣じんにも一度焼かれたが、平気だった」

「まじで？　あたしもやっていい？　すごいの用意するから」

「それは断る」

　数々の質問に答えながらただ棒立ちし続けているレンがいるのは、川沿いにある湯屋だ。ミトラが貸し切りにしたその浴場で、レンは浴よく槽そうに湯が溜たまるまで、ミトラの質問に答えつつ、その装甲の各部をスケッチされていた。

　ペンの顔料と木炭で指を真っ黒にしながら、ミトラはひたすらに書き付けを増やしていく。それが十枚以上も増えてから、

「よし、こんなもんかな」

　鼻の頭を黒くしながら眼鏡めがねの位置を直して、ミトラはばらばらと紙束を手た繰ぐり、ようやく、満足気に薄うすら笑いを浮かべる。

「もう行っても──」

「あーはいはい、とっととどうぞ」

　送り出される、というより追い払われるようにレンは脱衣場へと移動した。

　各種装備を取り払い、ヘルメットを脱いで、レンは頭を振って息を吐く。

「ようやく解放されたか。──ミネルヴァ、装甲服の接合を解除しろ。自律モードで待たい機き」

　レンの命令に従い、上半身のあちこちから装甲同士の結合が解かれる音が響ひびく。内部でボディースーツと密着していた、外骨格の内側にある衝しよう撃げき吸収素材の緊きん張ちようが緩ゆるめられる。

　タルタロスアーマーの大きく開いた上半身の装甲から、レンは脱皮でもするかのように抜けだすと、装甲服を振り返った。

　首無しの装甲服がひとりでに装甲の接合を戻し、腰に下げていた頭部装甲まで首の上に戻してから、レンを見て言った。

『中の異物が無いとすっきりしますね』

　まるで鎧よろいが喋しやべっているかのように振ふる舞まう。もちろん、ミネルヴァの仕し業わざだ。

「お前の本体はその中の異物のさらに中にある、ここだがな」

　レンが指先まであるボディースーツに包まれた手で後頭部あたりを指差す。

『装甲服が話すことはありません。無機物との会話をミネルヴァは推すい奨しようしません』

　今度はヘルメットではなくレンのスーツにあるスピーカーを使って発言するミネルヴァ。

「…………」

　そんなミネルヴァの振る舞いに辟へき易えきしながら、レンは分厚い衝撃吸収素材と伸しん縮しゆく性せいの高い防弾防ぼう刃じんの炭素繊せん維いでできたボディースーツを脱ぎにかかる。

　体にぴったりと貼り付く分厚いスーツの下には、何も着けていない。

「追従させろ」

『了解しましたウイルコ』

　少しぎこちない動作ながら、浴場に向かうレンの後ろを装甲服が歩いて付いて来る。

　強化外骨格装甲服タルタロスアーマーは遠隔操そう作さが可能だ。とはいえ、人ひと型がた機械の常として、ただ立っているだけでも多大な処理を必要とする為ため、戦せん闘とうまでは難むずかしい。だが、激はげしい戦闘に用いない、こうした使い方くらいであれば、少しの間は可能である。

　石でできた風ふ呂ろ場ばに入って、レンはまず装甲服を熱ねつ湯とうの中に沈めた。

　重い装甲服を沈めて丸ごと洗浄できるだけのお湯と浴よく槽そう。それをミトラに相そう談だんした結果、この湯屋に連れて来られたのだ。貸し切りにした湯屋で浴槽の一つに熱湯を満たして使う、と。

　地面を掘って石材を敷しき詰めた浴槽は、十人ほどが一度に入れる大きさだ。ここまで大きい必要も無いが、万が一壊こわれた場合、ミトラ邸の浴槽を直す方が高くつくのだという。

　しばらく熱湯の中に沈めておくと、油や汚れが浮いてくる。

　昨日きのうの戦いの後にも水を被かぶって洗ったのだが、丸ごと漬つけておくとやはり違う。

　このまま漬けておき、最後に布で拭ふけばいい。そう思ってレンは自分の体を拭ぬぐいにかかろうとした。

　すると、

「うーわ。やっぱ眼鏡めがね曇くもるなー……」

　ミトラが入ってきていた。

「……何故なぜだ」

　レンがそう言うと、ミトラは眼鏡を外して目を細めながらレンの方を向いた。

　いくつかある浴よく槽そうにはすでに湯が満たされているし、そのうちの一つは熱ねつ湯とうがなみなみと入っている。そのせいで浴場はかなり湯気が多く、眼鏡がすぐに曇ってしまったらしい。

「え？　ああ、ほら、ここ女湯だしいいじゃん」

「……そう、なのか？　この建物で、浴槽があるのはここだけのようだが」

「うん。大昔に教会が男女混浴が不道徳だってんで湯屋を廃止にしたがったけど、ヴァルカは風ふ呂ろ好ずきだったからさ。男用と女用で風呂屋じたいを分けて、廃止する理由はありませんよってしたのよ。これがわりと都合が良かったのよね。いまじゃ男女で風呂に一いつ緒しよに入るのは夫婦とか家族くらいで──うわっと」

　よく見えないせいか、ふらふらと怪しい足取りでこちらに来る。

「まーとにかく。貸し切りだし、いいじゃん」

「……それで、ミトラはなぜ入ってきたんだ？」

「え、それは、ほら、知的好奇心よ。──うぉう全裸」

　目を細めてレンを見たミトラが、頰ほおを染めて仰のけ反ぞる。

　ちなみにミトラは上着やメモ帳は濡ぬれるのを嫌ってか持ってきていないものの、服を着たまま入ってきていた。

「普通に風呂にも入ると言っただろう」

　もちろん、装甲服とは別の浴槽だが。

「うん聞いてた。でも体にあの鎧よろいみたいな機き械かい仕掛けのものを入れてるって聞いたら……ね？」

　と、小首を傾かしげるミトラの言げんに、装甲服の頭だけを湯船から出して、ミネルヴァが訊たずねる。

『どうですか？』

「ど、どうって言われてもあたしそういうの見るの初めてだし筋肉すごいなぁってくらいしか」

　どうも本気で知的好奇心に駆られて入ってきたらしく、勝手にあたふたと焦りだした。

　レンの体で機械的な改造を施されているのは主に内部であり、一般人と比べて目に見えるような変化はあまり無い。ひと目で分かるのは、せいぜい髪色くらいだ。

　ただ、余剰栄養素のほとんどを脂肪ではなく電気として蓄えられる為ため、肌の下には強化された筋肉が作る隆起がそのまま表れる。ミトラが言っているのはそれだろう。

　ともあれ、ちらちらと見られていることにレンは微妙な居い心地ごこちの悪さを覚えていた。

　服を着ているとはいえ、ミトラの着ている服は生き地じが薄うすく、漂う湯気の湿気を吸って肌に張り付き、体の線せんを浮かび上がらせている。しっとりとした肌の首筋に水滴が浮いていて、鎖さ骨こつをするりと伝い落ちてシャツに吸い込まれた。

　あさっての方を向きながら眼鏡めがねを掛け直したミトラの頰ほおが桃もも色いろに染まっていて、レンは急に、この場でスーツや装甲服を着ていないことが頼りなく思えた。

「気が済んだなら、早く出て行ったらどうだ？」

「え、えっと、あのでも、あのお湯の中に入れてなんで平気なのか、鎧よろいの方も見たいんだけど、だめ？　あ、ほら、洗うの手伝てつだうし」

　目を逸そらし気味に言うミトラに、レンは少し考える。

　この土地での滞在場所や、地図の提供、そして湯屋を案内したのはミトラであり、彼女には相応の要求をする権利はある。

「好きにしてくれ」

　結局、レンは大衆浴場の広さを、彼女からなるべく離はなれた所で体を洗い流すことに使った。
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　その風ふ呂ろ屋やを見上げながら、アリシアは迷っていた。

「よりによって女性用浴場を……」

　手配をしたミトラを恨うらめしく思う。

　ミトラとレンの行き先が、貸し切った湯屋であるということは、使用人から聞き出して、事前に知っていた。

　レンがミトラと一いつ緒しよに風呂屋に行く──そんな夫婦のようなことをするのは、意外だが二人ふたりの自由だ、とも思う。

　アリシアはそう思っている。のだが、

「どうしましょうアリシア。やはりミトラは自分も入るつもりで、女性用の湯屋にしたのでしょうか？　湯気が換気筒から出ていますから、もういますよね？　あ、女性用のお風呂なら、私たちも入りに来たことにすれば自然に合流できるのではないでしょうか？」

　馬車の窓から湯屋を観かん察さつするイーリスが、そわそわとしながらアリシアに言ってくる。

　緊きん急きゆうを要する書しよ簡かんを素す晴ばらしい速さで処理したイーリスが、まだ山と積つまれた他ほかの書簡を置いてまで駆けつけたのだ。

　アリシアの知る限り、イーリスのこのような姿は初めてのことだ。

「……イーリス様、レンも最近はだいぶ慣なれてきているのです。そこまで気になさらずとも良いのでは？」

　いま一つ気乗りしないアリシアがそう言うと、イーリスが勢い良く振り返ってきた。

「でっ、でもアリシア、アリシアは気にならないのですか？　二人ふたりでお風ふ呂ろに行くんですよ？　その、二人が、その、あのっ……」

　胸の前でふらふらと両手を奇妙に揺らつかせながら言うイーリス。アリシアはこっくりと頷うなずいて、イーリスを落ち着かせる為ために真まっ直すぐに目を見つめ返した。

　頰ほおがほんのりと赤く染まったイーリスの肩に手を置き、

「落ち着いて下さい。よく分かっています。あの二人が一いつ緒しよに風呂に行くなど、確たしかに私も気になります」

「そ、そうですよね？　私だけではないですよね？」

「──何を壊こわすか分かりませんから」

「……はい？」

　アリシアはぴたりと動きを止めたイーリスに、さらに言い募る。

「あの男は歩く危険物、ミトラは飛び散る火種のようなもの。そんな二人が風呂屋で湯ゆ釜がまでも壊せば被害は風呂場だけでは──」

「あの、アリシア、私が気にしているのは、そうではなくて……」

　しかし、イーリスはなぜか、肩に置いた手をぱたぱたとつついてそれを否定した。

「そのぅ、殿方と、お風呂に入るような時のことを……ね？　心配しているのですけれど……」

　珍しく歯切れの悪いイーリスの言葉に、アリシアは首を傾かしげた。

「湯殿まで一緒にしないのが普通でしょう？」

　イーリスが目を逸そらす。

「えっ、そ、そう、です、けれど……あの、聞いた話では、状況が調ととのうと、年とし頃ごろの男女は……あの、どちらかが押すだけで、ある、とか……」

「……？　レンが風呂に入る、という話だったはずでは？　押すとか引くとかは、いったいどういう意味でしょう？」

　そう聞き返したアリシアを、イーリスが驚おどろいたような目で見てくる。にわかに頰に朱を上らせながら、もじもじと指先を組み合わせ始めた。

「ど、どういう意味と言われましても……！」

　その様よう子すを見て、ただならぬことのようだ、ということはアリシアにも察せられた。

　ふむ、と顎あごに手を当てる。

「イーリス様は、どうやら私の思いつく以上のことを、考えておられるようですね」

「はぅ……！」

「はっきりと口に出して言ってみて下さい」

「えぇっ……!?」

　アリシアの要求に、イーリスが目を泳がせた。

「それは、あの……そんな、口にすることでは……」

　肩を強こわ張ばらせて縮ちぢこまる己おのれの王の姿に、アリシアは困惑する。

　どうやら言い難がたいことのようだ。イーリスにしてこのようなことがあるなど、本当に珍しい。

　だが、アリシアとてすでに仕えて長い時を過ごしている。ならば、たとえ初めてのことであれど、イーリスに関かかわることであるなら、うまく解決してみせようという意気込みはある。

「分かりました。皆まで言われずとも構いません。イーリス様のご懸け念ねんさえ拭ぬぐえれば、私の務めは果たせます」

「そ、そうですか？」

　ほっと安あん堵どの息を吐いて、イーリスがぱあっと顔を輝かがやかせた。それを見て、アリシアは安心させる為ために鷹おう揚ように笑って返す。

「私が様よう子すを見てきます。湯殿まで」

「えっ」

「怪しまれないように湯浴みをする体ていで行けばいいのでしょう？　お任せ下さい」

「あ、アリシア、それではアリシアも入ることに──」

　アリシアはさっと馬車を降りて、風ふ呂ろ屋やへと足を向けた。とりあえず中を見て報告すれば、イーリスも安心するのだろう、たぶん。──そう考えて。
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　手早く体を洗い終えたレンは、湯屋の二階の部へ屋やにいた。

　大きな窓のあるその一室は川風が吹き込んできて涼しく、湯に当てた体を冷やすには確たしかに適している。

　その部屋で一人ひとり、大きな机の上に分解したアエラスの部品を並べ、一つ一つ磨いていたのだ。

　身に着けているのはボディースーツだけだ。タルタロスアーマーの方は、いまだ浴場にある。ミトラがどうしても洗いたいと言って聞かなかったのだ。ミネルヴァからの報告では、叩たたいたり削ろうとしたりと、あれこれ試しつつ、適当に磨いてもいるらしい。装甲服に備わっている警けい報ほうシステムを切って貸し出した為、若干の不安はあるが、並大抵のことでは装甲服の機き能のうにまで影えい響きようは及ぼせないはずだ。

　仕方ないので、その間にレンは装備の方を分解整せい備びすることにしたのだ。と言っても、土つち埃ぼこりなどを拭ぬぐい去り、残り少ないグリスを慎重に塗り込むことしかできないが。

「……？」

　ふと、階下から聞こえた声に耳を澄すます。アリシアの声が聞こえたような気がしたのだ。




　　　　　○




「さーて風ふ呂ろにでも入るかー。おやミトラ、奇遇だな」

　湯屋の中に足を踏み入れたアリシアは、浴場で金かな槌づちを手にしたミトラが湯船の前にいるのを見つけ、そう声をかけた。何故なぜだか薄うす着ぎで眼鏡めがねをかけたままで、工具を両手に構えたミトラが、怪け訝げんそうにアリシアを振り返ってくる。

「は？　奇遇も何も、追ってきたんじゃないの？　つーかあんた服着たままじゃない」

　とりあえず鎧よろいだけを脱いで浴場に入ったアリシアは、ミトラの言葉に首を横に振る。

「いや、違う」

　自然を装わなければならないのだ。だからそう答えた。

「……あっそう」

　ますます訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめつつも、ミトラは追及せずに浴よく槽そうに向き直った。もうもうと湯気を上げる湯船の中に、見み慣なれた鎧が立っている。

「ミトラ、お前……恥ずかしくないのか？」

　裸同然で男の前にいるミトラに、さすがにそう指摘をする。整せい備び中ちゆうなのかもしれないが、その格好はない、とアリシアでさえ思う。が、ミトラは肩を竦すくめて事も無げに言った。

「汚れるし濡ぬれるじゃない。まー別にこれくらいなら。それに、中身は入ってないわよ、これ。人間の方は上にいるわ」

『現在、当とう機きは独立して動いています。レンとの通信を希望されますか？』

「いやいい。……というか、湯気が多すぎないか？　いったいどれだけ熱あつい湯に入れてるんだ」

「水を差してない熱ねつ湯とうのみの風呂よこれ。入ったら熱くて死ねるから、近付かないようにね」

「……何をしているんだか、あの男は。熱湯で洗うなど、鎧は食器じゃないぞ」

　その光景を見てアリシアが呆あきれていると、ミトラが薄笑いを浮かべた。

「そう？　合理的でいいじゃない。それにこんな鎧なのに、中に水は入らないんだって。しかも、このまま歩けるのよ、これ」

「本当か？」

『この通りです』

　と、歩きはしなかったが、腕を上下にかくかくと振ってくる。

「……面めん妖ような」

　アリシアが思わず眉まゆ尻じりを下げてそれを見ていると、

「あ、アリシア……？」

「イーリス様？」

　背後、浴場の入り口あたりで、イーリスの控えめな声がした。

　そちらを振り返り、湯気をかき分けて歩み寄ると、目ま映ばゆい雪白の肌を大きく露あらわにした、裸身をきちんと隠すにはいかにも頼りない手布だけで前を隠した姿で、イーリスがそこにいた。

「どうしたのですか、イーリス様？」

　そう答えると、イーリスは手を伸ばせば届くほどの距きよ離りまで近寄って来て、アリシアを見上げながらきょとんとする。

「──あ、あれ？　どうして服を着ているのですか？」

「いえ、レンがいるかもしれないと……あの、イーリス様は、何故なぜ？」

「……それは……きゃぁっ!?」

　と、唐突にイーリスが悲鳴を上げた。反射的に腰の剣に手を伸ばしたものの、その視し線せんがアリシアの背後を見ていたので、ああ、と得とく心しんする。

「大丈夫です、イーリス様。あれは鎧よろいだけで、中身は無いそうです」

　アリシアの陰に隠れつつ背後の湯船にある鎧を盗み見るイーリスの肩に手を置いて落ち着かせようとするが、イーリスは頰ほおを赤く染めながらアリシアを見上げ、

「で、でも、お湯に浸つけるとレン様に〝つうしんしすてむ〟が……！」

『現在、その機き能のうは停止しています』

「ほ、ほんとうですか？　レン様には私のことは何も伝わっていないのですね？」

『はい。ご希望であれば通信を──』

「しなくていいです！　レン様には何も伝えないで下さい！」

　そんな不ふ思し議ぎなやり取りをしてから、ようやくイーリスは肩から力を脱いて、もう一度アリシアを見上げてくる。

「……あの、私だけ裸だと恥ずかしいですし、いっそ湯浴みをしませんか？　一いつ緒しよに」

「了解しました」

　翡ひ翠すい色いろをした大きな瞳ひとみを潤うるませながらのイーリスの言葉に、アリシアは頷うなずいた。

　蒸気の充満した熱ねつ浴よく室しつを横切り、脱衣室まで戻って急いで服を脱ぎ払いつつ、

「さっき悲鳴が──」

「死ね──!!」

　入ってきたレンに瞬しゆん速そくで斬きりかかった。




　　　　　○




　おかしい。ミネルヴァから状況報告が途と絶だえた。

　アリシアは服を着たまま浴室にいる。そう告げられてから一分も経たたない間に誰だれかの悲鳴があり、それについての報告は『秘ひ匿とくします』の一言で返されたのだ。

　だからレンは様よう子すを見に来たのだが、脱衣室には何故なぜか半裸のアリシアがいた。

「死ね──!!」

　壁かべに立てかけられた剣を抜き放ちつつレンに斬きりかかってくるまで、アリシアにはほんのわずかの躊ちゆう躇ちよもなかった。

　長身に見合うすらりと伸びた長い脚を露あらわにしたまま、ズボンより下着よりまず剣を取って首を狙ねらってきた。

　その一いち撃げきはレンにして容易に避けられるものではなかった。ので、思い切り前へと倒れ込んで床を転がりながらなんとか逃げる。だが、顔を上げた瞬しゆん間かんには追撃の一撃が真上から頭に振り下ろされており、跳びのいて逃げた瞬間、空中で剣先が喉のど元もとに追い付いてきた。

　もはや避ける事すらできず、レンは剣の腹を両手で挟み込んでどうにか受け止める。が、そのまま剣が凄すさまじい力でレンを押し、壁に叩たたきつけられた。

　喉を貫こうと押し込み続けられる剣を、どうにか両手の力で阻はばみつつ、アリシアに目を戻す。

「お、落ち着け……！」

「……ちっ──いまは、諦あきらめてやろう」

　存外、あっさりと剣を引いた。

　三つほどボタンを外したシャツ一枚だけの姿で、アリシアは羞しゆう恥ちよりむしろ怒りに彩られた目をして、レンから一歩だけ離はなれて睨ねめ上げてくる。

「魔ま法ほう無しとはいえ、こうも私の剣を受けきるとは……」

　悔しげに呟つぶやかれた内容からして、見られたことよりも剣を防がれた方が気になるらしい。

　シャツの裾すそから伸びる腿ももから足首にいたる一いち分ぶの隙すきもなく無む駄だのない肉付きをした曲きよく線せんを、惜しげも無く晒さらして隠しもしないでいる。喉首から大きく開いた胸元には、水蒸気でも浴びたように湿った肌が、健康的な艶つやを宿して濡ぬれ光っていた。

　それらと対照的な冷たい鋼はがねの刃やいばが持つ輝かがやきを検あらためながら、アリシアは不満気に息を吐いた。

「見られたのは業ごう腹はらだが、これ以上斬りつけるのは理性的じゃない。あとで殴るだけで我慢してやるから、さっさと消えろ」

　唇を尖とがらせながらそう言い放ったアリシアに、レンは無言で頷うなずくしかない。

「アリシア、どうかしま──」

　横手から汚れ一つ無い真っ白な肌を露わにしたイーリスが現れた。

　水分を含んだのか艶なまめかしく輝く黒髪を肩から垂らし、濡れた羽のような髪と対照的なコントラストを持った雪細工のような肌の肩と、重たげながらも張りのある矛む盾じゆんした双そう丘きゆうに、アリシアとは違った華きや奢しやな細さを訴えるすっとした腹部から腰の曲線と、頼りなげにすら見える足首。

　それら全すべて、何も隠していなかった。
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　レンを見るなり、瞬しゆん間かん的てきに尖とがった耳まで赤くしつつ、固まる。

　イーリスが目に涙を浮かべながら扉を閉め直すまで、たっぷり一秒。レンが反射的に振り向いてしまってからも、同じく。アリシアが予想外の事態に悩み、しかし剣を抜いて構えるまでも、同じだった。

「……レン、お前は良い奴やつだった」

　その言葉は、静かでありながらぞっとするほど冷たい響ひびきで、レンに殺意を伝えてきた。




　　　　　○




　浴場を貸し切りにしたのは午前中だけだったが、レンとミトラは──というより、ミトラに引き止められたレンは、午後を過ぎてだいぶ時が経たつまで、湯屋の二階で過ごした。

　イーリスがアリシアを止めなければ、石いし壁かべを切り裂くほどのアリシアの斬ざん撃げきで、永遠に脱衣室の染みになっていたかもしれないが。

　ともあれ、イーリスとアリシアの二人ふたりが湯船から出て、窓から見送るレンを無言で数秒見つめてから仕事を再開しに邸やしきへ帰ったあとも、レンとミトラは使用人に昼食と一いつ緒しよにエールやその他ほかの食料を運び込ませて、長く居座っていた。

　食料を適度に摘つまみながら、ずっと、ミトラの質問に答えて過ごしていたのだ。

　例えばこんな風である。

「んーで、なんて言うのこれ？　アエラス。ほうほう。銃……大砲をうんと小さくしたあれ？　空気であんな威力出るの？　うわすご」

「銃は開発されているのか？」

「一応、知ってる人は知ってるってくらいよ。こんな小さい弾じゃなかったわね。石かなんかを撃うち出す奴やつで、銃口も人の口くらいの大きさがあったけど。……これ、輪わ切ぎりにしたら──」

「だめだ」

「やっぱり」

　けっ、などと言いながら、またミトラは描かき写しに入る。

　書き付けている間はミトラはあまり喋しやべらなくなり、かと思えばときおり思い出したように質問やひとり言、あるいは雑ざつ談だんを投げてくる。その一つ一つに、レンは答えているのだ。

　何かを思いつけば、レンの方からも質問を投げてみたりもした。

　そんな風に、二人ふたりの情報交換は続いた。







「あたしもあたしのジイ様も、魔ま法ほうでそういう大砲やろうとしたけど全然でさ。っていうか鉄が駄だ目めなのよね、耐えられなくて」

『近世で冶や金きん技術が発達するまで、大砲は真しん鍮ちゆう製せいであったと記き録ろくにあります』

「なるほどねえ、真鍮かー……え、ちょっと待って、いまなんかあっさりあたしの研究進歩させなかった？」







「この銃、空気はどうやってんの？　熱ねつして送り込んでるとか？」

「違う。……科学技術については理解が早いな」

「なに言ってんのよ、空気の膨ぼう張ちようと収しゆう縮しゆくくらいうちの先祖がやってるレベルよ。火を点つけると開く扉とか作ったこともあるんだから」

「どういう扉だ？」

「ふっふっふ、扉の近くの台座に火を点けると、空気が膨張して水を移動させて、その重さでロープを引っ張る。そういう仕組みよ」

『検索──該がい当とうあり。世界最古の自動扉である〝ヘロンの自動扉〟と同じ仕組みですね』

「……同じことした奴がいたの？」

『はい。それも、二千年ほど前に』

「あんたらの世界の話でしょ。ここじゃうちの家系の手柄だから」







「ミサイル、ってそれ何？」

『誘ゆう導どう装置の付いたロケット弾です』

「意味分かんないけど、どんなの？」

「爆ばく弾だんが先端に付いてて、後ろから火を噴ふいて飛ぶ。敵を追いかける」

「ふーん……ロケット弾……と。絵で描かいてくれない？　……下手へたくそね。やっぱいいや。説明して」

「この兜かぶとを被かぶれ。ミネルヴァ、フェイスモニタを起動しろ」

『了解しましたウイルコ』

「うわっ、何か映ってる！　兜の内側に！　すごい!!」







　そうして日が傾き、沈み切る手前までレンを質問攻めにしたミトラは、邸やしきに戻ると早々に半地下の工房に籠こもり、夕食時にも出てくることはなかった。







　その夜。

　地図が手に入ったということで、レンは食事の後しばらくして、イーリスの執務室を訪ねた。

　しかし、ノックをして声を掛けても、中からの返事がない。

（ミネルヴァ、中で異変は？）

《動体センサーに反応無し。聴ちよう音おん装置に感無し。異変はありません》

　と、言いつつも装甲服はまだ着ていない。自律歩行させて扉の脇わきに立たせてある。

「イーリス？」

　もう一度呼びかけてみるが、やはり反応は無い。レンが首を傾かしげつつ扉の握りに手を掛けてみると、鍵かぎは開いていた。

　装甲服はその場に待たい機きさせ、扉を押し開いてレンが中に足を踏み入れると、イーリスは執務机に座ったままじっと手紙を見つめていた。

　燭しよく台だいの上で短くなった蠟ろう燭そくが灯ともっている。その小さな灯あかりに照らされるイーリスの顔が、常ならぬ物もの憂うげな表情を浮かべていた。繊せん細さいな美しさを持つ小さな顔が、長い睫毛まつげに憂うれいを乗せて静止している。

　普段ふだんは柔らかい表情で、見た者を自然と穏おだやかな心持ちにさせるような、控えめながらも明るい雰囲気を纏まとった人物である。それがいまは、暗くら闇やみに包まれた部へ屋やの中で、ようやくそこだけが浮かび上がるような頼りない灯りの中、憂いを含んだ目で手元を見つめたまま、微動だにしていない。

　その姿は静せい謐ひつにして幽幻的で、もしも蠟ろう燭そくが立ち消えてしまえば、彼女も消えてしまうのではと錯さつ覚かくさせるような、侵おかし難がたいものであった。

　どう声を掛けていいものかと戸惑うレンがただ立ち尽くしていると、手紙を置いてふっと小さな溜ため息いきを吐ついたイーリスが、ゆっくりと顔を上げてレンを見た。

　非人間的にすら感じられた少女の大きな瞳ひとみが、瞬まばたきをしてレンに焦点を合わせる。

「あっ、いらしていたのですか、レン様。びっくりしました」

　微笑してレンにそう声を掛けてきたイーリスは、先ほどまでの憂うれいに包まれた顔ではなく、いつもの通り、隙すきの無い、だが穏おだやかな人となりを取り戻していた。

「悪いとは思ったが、勝手に入らせてもらった。返事が無かったからな」

「すみません。手紙を読んでいたので、気付かなくて」

　言いつつ立ち上がると、イーリスは執務机を回って、部へ屋やの隅に置かれた袋を抱え上げて持ってきた。

「これが今日きよう届けられた地図です。ただ、時間が無くて中を検あらためてはいません。なので、重複しているものもあるかもしれません」

「それはこちらで調ちよう査さできる。感かん謝しやする」

　イーリスから袋を受け取って、ちらりと中を覗のぞき見ると、袋の中には大小さまざまな紙束が丸められて、あるいは畳まれて入っていた。

「ファジルド軍の協力は受けられなかったか」

　どう見ても新旧はさまざまで、陣営隊長とやらが新しく作ったものではない。

「はい。ですが、私が地図を求めていることを聞き届けて、有志の者たちが、自ら送ってくださいました」

「ありがたいことだな」

　レンがそう言うと、イーリスの眦まなじりにつと悲しげな色が一いつ瞬しゆん混じった。

「……はい」

　胸元できゅっと手を握りしめながらのその言葉に、レンは首を傾かしげる。

「……何か、妙なことを言っただろうか？」

　イーリスがレンを見上げ、かと思えば目を逸そらして窓の外を見た。

「いいえ、仰おつしやる通り、ありがたいことです。ですが……」

　執務机に歩み寄り、手紙の箱にそっと手を置く。

「地図を提供してくれたのは、この街に戻ってきた商人、あるいは、川向うにいる以前からの住民たちです。……彼らは皆、この街をヴァルカ王おう国こくが取り戻し、故郷としてもう一度住まうことを願ねがっています」

　イーリスが悲しげに息を吐く。

「ですが、私はこの街を放棄することも方策の一つであると、そう考えています。そして、いまのままではそれを選ぶことがもっとも安全です。……もちろん、いずれは魔ま獣じゆう軍ぐんと四つ脚を排し、ピトレーとディンヴィを取り戻すつもりです。ただ、いまは……いま、は──」

　そこで、イーリスの持つ雰囲気が変じた。箱の上に置いた手が、強く握りしめられる。

「いま、何もできないことが、悔しくてたまりません……！」

　その言葉が持っていたのは、怒り。不明を恥じる、己おのれへの怒りだった。

　レンの手にしている地図の山だけでも相当な数だが、それで全すべてというわけでもないのだろう。それを上回る数の手紙が届けられ、箱に入れられているとすれば、他ほかより一際大きな箱の存在は、そのままイーリスへ寄せられた期待の大きさだ。

「リクスリオンも、ピトレーも、最初からこのように栄えていたわけではありません。手付かずだった地を拓ひらき、手ずから建てた家で寒さを耐え、身を削って働き続け、己の身を瘦やせ細らえて積つみ上げた成果を次代に託し、そして、託されたものを継いだ子が、同じように働いて、こうまで積み重ねてきた。……その繫つながりを象徴し、目にして、触れることのできる場所。それが、故郷です」

　目を細めて、遠くを見るような目で窓の外を見る。怒りを宿してなお美しい輝かがやきを持つ翡ひ翠すいの瞳ひとみが、闇やみの中を見通して暗く火の灯ともらない街並みを眺めているようだ。

「『いずれ』を繰くり返せば、永遠に『いずれ』は訪れません。私はレン様という望外のご助力まで得てなお、いまこの時に解決する術すべを持ちません。私は父より遥はるかに恵まれています。敵の〈アーガス〉を知り得ています。それは父が戦い、私が生き長らえる機き会かいを与えてくれていたからです。逃げ延びたエルザスで戦えたのは、戦いくさの知恵を授けてくれていたからです」

　ふっと息を吐いて、レンに向き直る。

　無念そうに肩を落としたその姿は、いつものような活力に満ちたものではなかった。

「それでも何もできない私が王たりえるのか、と……そう、思ってしまいます」

　沈痛な想おもいが込められたイーリスの言葉に、レンは何を言うべきか分からない。

　しばらくの間、部へ屋やが沈ちん黙もくで満たされた。

　レンは、ゆっくりとイーリスに歩み寄り、その傍かたわらにある手紙箱の中を覗のぞき見る。少女の小さな両腕では、抱えきれないほどのたくさんの書しよ簡かんがそこにあった。

　それがイーリスの小さな両肩に、片腕で抱え上げられそうな小さな体に、いったいどれほどの重さで負われているのか、レンには想像もつかない。

「俺おれがいた世界では、王という存在がいないんだ」

「……そう、ですか。それでは、王とは本来、必要の無いもので──」

「そういう意味じゃない」

　悪い方に向かうイーリスの言葉を肩に置いた手と否定の言葉で遮さえぎる。

　イーリスがレンを見上げた。手の平だけで収まってしまいそうな華きや奢しやな肩が、レンの手の下で小さく跳ねる。

　レンは構わず続ける。

「俺おれが初めて見た王は、君だ。だから、俺にとっては、何があろうとも、君が、王なんだ」

　嚙かんで含めるように、ゆっくりと言う。イーリスは少しだけ戸惑いを見せたものの、小さく首を傾かしげてレンを見返した。

「それは、いったい……？」

「つまり、だ。他ほかの誰だれが『あれは王ではない』と言っても、俺はイーリスしか知らない。君が王様らしくしているから王だと思っているのではなく、君が、君らしくしているだけで、俺はこれが王だと思い込む。だから……その……」

　言っていてよく分からなくなってきたレンだった。最初は着地点が見えていたはずなのだが──どうにも、こうしたことは苦手でならない。

　結局、

「あまり悩むな。俺は、君の味方だ」

　何の捻ひねりもなく、直接思ったことを口にした。

　軽く肩を叩たたいて手を離はなしたレンだが、その指先を細く長い指に絡め取られる。

　イーリスが、じっとレンを見つめて、

「……はい。ありがとうございます、レン様」

　ようやく微笑ほほえんでレンの顔を見上げていた。

　内心で胸を撫なで下ろしたレンがそっと体を離そうとすると、イーリスがレンの手を握る力をぐっと込め直した。

「あの、ところで──朝、私の体を見ましたよね？」

　と、イーリスの纏まとう空気が変化した。少し責めるような目でレンを見上げてくる。

　実のところ、夕食時にもあまり会話が無かったので、薄うす々うすは覚悟していたが──どうやら、まだ怒っているらしい。

「わざとじゃない」

「本当ですか？　あんなことをしておいて、今日きようはずっとミトラと一いつ緒しよにいたそうですね？　だいいち、レン様はもうこれで二度目ですよ。一度目は私が悪かったにせよ──」

「待ってくれ」

　さらに言い募ろうとしたイーリスを遮さえぎって、レンは眉まゆを顰ひそめる。

「〝二度目〟とは、どういうことだ？」

　そう訊たずねたレンを、イーリスが目を丸くして見つめた。

「えっ？　だ、だってレン様は、エルザスの宿でも、あの……あの、ミネルヴァなら覚えているはずです。訊いてみて下さい。どうか」

　あたふたと言ったイーリスに、ボディースーツのスピーカーからミネルヴァが答える。

『該がい当とう記き憶おくは封印処理がされています』

「っ!?　ま、まさかあの時言った通り、本当にお忘れなのですかっ？」

『そのとおりです』

「……俺おれは、前にも似たようなことがあったのか？」

　さすがにそう察してイーリスに問いかけると、少女はふらりと体をよろめかせ、窓に手をついた。

「……………………どうしましょう」

「ふむ、イーリスが望むなら、今回も同様の処理を──」

「待って、待って下さい。……私の中でいま、なんだか納得がいきません」

『では、封印を解除しますか？』

「それも恥ずかしいのです！」

　頰ほおを真まっ赤かにしながら、振り返ったイーリスが、懊おう悩のうを抱えた目でレンを見る。

「えっと、思い出して……いえ、忘れていただいて…………はぅ……！」

　懊悩するイーリスが、奇妙な吐息を吐き出した時、

「イーリス様ご無事ですか!?」

　アリシアが蠟ろう燭そくの入っているらしい箱を抱えて突入してきた。レンはそちらに振り返る。

「別に何も起きていない」

「外にあの鎧よろいが立っていたから、お前が中にいるのが分かったんだ。だから心配でな」

「少しくらい信用してくれ」

「近衛このえ騎き士しとしてお前の意見は聞き入れられない」

　アリシアのそんな答えに、レンは額ひたいに手を当ててため息を吐ついた。

「どうしましょう……」

　結局、イーリスは最後まで悩んだまま、レンに忘れろとも思い出せとも言わなかった。







　翌朝。青白い顔と覚おぼ束つかない足取りで、ミトラが朝食の場に現れた。

「あー……だるい……」

　血色の悪い顔でそう言ったミトラは、魂が抜けたようにぐったりと椅い子すの背に身体からだを預け、生きる為ためのエネルギーとすら無む縁えん、とでもいうようなありさまだった。

　ずれた眼鏡めがねもぼさぼさの金髪もそのままに、ぼそぼそと喋しやべる。

「どうしても時限装置が……安定してくれない……あれじゃまた暴ぼう発はつしそうで……」

　壊こわれかけの人形のように首をふらつかせながら、そんな言葉を垂れ流した。

「大丈夫ですか、ミトラ？　もしかしてずっと働いていたのですか？」

　心配そうに言ったイーリスに、ミトラがあさっての方を向いたままひらひらと手を振る。

「うん、徹てつ夜やで……あー、なんか肉ちょうだい。鶏にわとりとかない？　茹ゆでて持ってきて～」

　壁かべ際ぎわに控えていた使用人にそう声をかけて、しばらくして希望通りの品が載った皿を前にするなり、あっという間に平らげていた。

　そして、冷ました湯をちびちびと飲みながらペンを手に取る。

「ミトラ、きちんと寝た方が良いですよ」

　再び何かを書き始めたミトラに向けて、イーリスがそう声をかけた。しかし、いくぶんか血色の良くなった顔で、ミトラは手を止めずに答える。

「まだまだ。一休みしたら次をやるよー。あれこれ聞いたことが刺し激げき的てき過ぎてさ、寝てる場合じゃないね。試したいものが夏の虫みたいに湧わいてくるし。今日きよう中じゆうにはあちこちの工房とファジルド軍の工兵隊に頼んでおいたものが届くだろうし、ね」

「あら、ファジルド軍には、地図の提供を断られてしまいましたが、そちらは大丈夫だったのですか？」

「わりとすんなり工兵隊は引き受けてくれたけど？　まあ、変わったもの作ってみたいっていう欲求は誰だれにでもあるもんだし」

「そういうものでしょうか」

　少し思案げな顔をしたイーリスに、アリシアが言い添える。

「あるいは、一枚岩ではない故に、ということかもしれません」

「……あまり歓迎できませんが、それはありえますね」

　苦いものを含んだ口く調ちように、つい訊たずねる。

「イーリスの方は難なん航こうしているようだが、大丈夫か？」

　レンの言葉に、イーリスはふるふると首を横に振った。

「あちらもこちらも没交渉状態です。あちらは私が領地を明け渡すと約束しなければ、軍の運営には関かかわらせない、と。こちらとしては、ファジルド軍の方針が一つにまとまらない以上、領地割かつ譲じようについては約やく定じようを改訂する話し合いができません。一万の軍と帝てい国こくの後ろ盾があってもその程度で、脅迫してこないのはレン様を怖れてのことでしょう。……何か突破口が見つかれば良いのですが」

「厄やつ介かいな話になっているな」

　そう感想を述べるレンに、アリシアがじっと目を向けた。

「貴様こそ、四つ脚相手にはどうするつもりだ？」

「不明だ。敵の動きが分からない」

　すると、アリシアはいかにも鷹おう揚ような仕し草ぐさで腕組みをしてレンに告げた。

「ヴァルカ王おう国こく軍ぐん軍団長としては、貴様もちゃんと悩むように命令する」

「……アリシアは軍団長だったのか？」

「レンを含めても総勢二名だ。こういう時くらい権力を手にしてみたくなった」

　なんとも正直な物言いにレンが反応を迷っていると、食卓に置かれたヘルメットが発言。

『ミネルヴァは副団長を希望します』

「許可する。これでレンの上官が二人ふたり、私の部下が二人だな」

『一番下の兵卒を酷使しましょう』

「では上官命令として、兜かぶと割わりを試させてもらいたい」

『ミネルヴァはレンに下げ克こく上じようを推すい奨しようします』

　ヴァルカ軍はいきなり崩ほう壊かいの兆きざしを見せていた。

　そんな二人を眼鏡めがねごしに呆あきれた目で見るミトラが口を挟む。

「楽しそうだねー」

　すると、イーリスが両手を合わせて微笑ほほえんだ。

「では、皆で軍ぐん議ぎをしましょうか？」

　その提案に、ミトラが首を傾かしげる。

「なんでよ？」

「政治的にはもうあまり手が無いので、別の方面から何かできることはないかと思ったのです」

「制圧しますか？　将軍と上級将校がひとまとめになっているところを、私が──」

「敵は魔ま獣じゆう軍ぐんです。あまり不ふ穏おんなことは言わないで下さいね、アリシア」

　目を輝かがやかせたアリシアを、イーリスが微苦笑しながらそう遮さえぎる。

「そうでしたか、失礼しました。魔獣軍を相手にですか……」

　ふむ、と顎ひたいに手を当てて、アリシアが宙を見る。

「ファジルド軍はここピトレーに至るまで、小規模な部隊にしか遭遇していない。ディンヴィだけが大きな抵抗をしているので──ディンヴィが魔獣にとって特別なのでしょうか？」

　レンがそれを否定した。

「ディンヴィを守りたいだけなら、会かい敵てきしたその日に〈アーガス〉に殲せん滅めつされているだろう。他ほかの目的があると見るべきだ」

「ディンヴィの魔法書でも漁あさってるんじゃない？　ここに来るまでもそうだったし」

　何気ない口く調ちようでミトラがそう言って、全員の視し線せんを集めた。

「それはどういうことでしょう、ミトラ？」

　ミトラが顔を上げてペン軸を嚙かむ。

「んや、ファジルド軍が占領した町はいくつもあったけど、魔法関係の物は全部無くなってたからね。貴金属とか魔石の類たぐいが一つも残ってなかったのよ」

「貴金属は避ひ難なん民みんが持っていったんじゃないか？　魔石なら魔獣が食べる」

　と、アリシアが指摘する。ミトラは頭の後ろで手を組んだ。

「そりゃまあその辺はそーでしょーよ。でも魔法書とか、そういうのも無かったのよね。暗号で書かれた落書きにしか見えないような物まで、全部。避ひ難なん中ちゆうの余裕が無い時に、価値があるかどうか分からない物まで持ってかないでしょ。持ち主は戦地で死んだはずだから家捜ししたのに、もう先客がいたのよね」

「ふうむ……」

　喉のどの奥で唸うなって考え込むアリシアだが、レンには少しはっとすることがあった。

「〈アーガス〉側が、魔ま法ほうについて調しらべている、のか……？」

　人間の手で研究資料を漁あさるような真似まねをするとすれば、魔ま獣じゆう軍ぐんというよりも〈アーガス〉の仕し業わざと考えた方が筋は通る。

「かもね。ディンヴィには偏へん屈くつが多くて、迂う闊かつに開けると部へ屋やの物が全部燃もえる仕掛けとか、してる奴やつもいたし。慎重に調べるなら時間は掛かるよ」

「……だが、それでも一ヶ月以上の時間があった。まだ調ちよう査さ中ちゆうとは考え辛づらい」

　ミトラの考えを採用するにせよ、さすがに充分な時間が経たっていると見るべきだ。

　レンがそう言うと、イーリスが思案顔で卓の上で組んだ両手を見つめながら、

「……敵は一度国境まで攻め上がり、魔法に関する品を引き上げたのち、少数の魔獣を残して退しりぞいていった……各地を物色しながら、ここまで退いたという動きをしたことになります。では、いま、両軍が睨にらみ合っているのも、敵の予定通りなのではないでしょうか？」

「イーリス様、それでは、もしイーリス様がレンと兵を用いて、ピトレーを敵軍に明け渡したうえで、ディンヴィに布陣し、このような膠こう着ちやく状態を作ったとしたなら、次は何をしますか？」

　アリシアがそう訊たずねると、イーリスはきょとんとしてから、控えめに微笑ほほえんだ。

「なるほど、そういう考え方もありますね。そうですね……」

　小さな顎あごに指先を当てて少し考えてから、イーリスが言う。

「魔獣を兵と見た場合、ここに到るまで、簡かん単たんに打ち破られる程度の部隊を、わざと置いていたということになります。それも、何度も。……誘い込んだ、ということですね」

　食卓の上に視線で国土を描くように、ゆったりと目を彷徨さまよわせながら、イーリスは続ける。

「もしも私がこのような兵の使い方をするとすれば……ファジルド軍主力を深く自国へ誘い込んだうえで、一兵残らず殲せん滅めつせしめ、次の侵攻の足がかりとする為ためです。そして、この状況で魔獣やレン様のような、小規模な兵数でも強力な戦せん闘とう力りよくのある兵がいるのなら……ここピトレーへ潜せん入にゆう、あるいは強きよう襲しゆうして渡し舟を壊こわし、まず退路を断ちます。そのうえで兵を殲滅し、ファジルド帝てい国こくまで、一息に……」

　だんだんと尻しりすぼみになるイーリスの口上に、全員が沈ちん黙もくしていた。──否、

『なるほど、退路を断って殲滅戦を仕掛けるということですね』

　ミネルヴァが声を上げていた。イーリスが迷うように呟つぶやく。

「とはいえ、このようなことは将軍も承知、だと思うのですが……」

「川辺にいた兵に緊きん張ちよう感かんは無かったが」

　昨日きのう一日、川べりの湯屋から観かん察さつした限り、哨しよう戒かいや防御部隊らしき兵はいなかった。もしもイーリスの言う通りに考えているのであれば、舟の周りには破は壊かい工作を警けい戒かいした部隊がいるはずである。

「……一応、進言しておきましょう。すみませんが、これで失礼します」

　イーリスが少し慌てて席を立ち、アリシアがそれに続いていった。

「ミトラ、どう思う？」

「あたしは開発で手一杯だから、興きよう味み無い」

「ミネルヴァ？」

『長期的な作戦計画が存在していた場合、想定外の要素が多少あったとしても、予定を変えずに奇き襲しゆうが行われるでしょう』

　レンも椅い子すから立ち上がり、外へ向かった。




　　　　　○




「──かくのごとき事態にある我が軍としては、綿密な意思統一のもとに迅じん速そくにして大胆な行動をする予定であり、いまはみだりに部外者による意見を受うけ容いれられない。また、徒いたずらに人心を乱す発言は慎つつしむよう強く要求する』……とのことです」

「分かりました、ありがとうございます」

　こちらの言葉に申し訳無さそうな顔で敬礼して去っていく兵士を見送って、イーリスは兵舎の入り口から離はなれた。

　兵舎にまで赴おもむいても、すげなく追い返されてしまった。半ば予想していたことではあったものの、イーリスの心中に苦いものが広がる。

「イーリス様、次はどうされますか？」

　と、横を付いて来るアリシアが問いかけてくるのに、イーリスは気持ちを切り替えて答えた。

「商人たちに話をします。それと傭よう兵へいにも」

「人心を乱すなと言われましたが」

「乱しません。むしろ、上の混乱が下にも伝わって、既に乱れています。魔ま獣じゆうの脅威を思い出すことで、兵の心も引ひき締しまるというものです」

　兵舎の近辺を見渡しただけでも、往来に立つ兵士たちが、噂うわさ話ばなしに終始している姿が目立つ。

　どんな命令が出ているのかを別の部隊の仲間と確かく認にんし合うその様は、とても最さい前ぜん線せんの統率された部隊には見えない。隣りん家かの噂を集める、市井しせいの奥方のようなありさまだ。

　近くに留め置いていた馬に乗り上がりつつ、イーリスは目を細める。荷を積つんで川を行き来する舟は今日きようもある。幸いにして敵はまだ襲おそってきていない。いや、そもそもイーリスの杞き憂ゆうであるのかもしれない。

　思い過ごしで終わるのはむしろ望むところだ。イーリスが恥をかくだけで、人も物も失なくさずに済む。

　しかし、もしも思い過ごしでなかったらどうなることだろうか。

　己おのれの想像に身み震ぶるいが走り、胃の腑ふに氷の落ちるような感覚に、イーリスはそれを怖れだと受け取った。

　こんな時こそ、レンの人となりに感心してしまう。自ら「勝てない」と口にしたはずの相手、四つ脚が奇き襲しゆうを掛けてくるという可能性にも動じず、イーリスが部へ屋やで支度したくを整ととのえる間に既に船着場に向かったと聞かされた。

　では、イーリスはどうするべきだろうか。

　警けい戒かいしたところで、四つ脚を止められるのはレンだけだ。見張りを増やし、警備を増やせば魔ま獣じゆうは止められるかもしれない。しかし、相手はレンにして思いもよらぬ装備を持っていたのだ。こちらの想像を上回ることを、もう一度やってこないとは限らない。

「アリシア、まずはこの地に親しい商人に会いに行きましょう。舟と荷がどうなっているのかが気になります」




　　　　　○




　渡された街の地図は全すべて閲えつ覧らんしてある。その中で舟が狙ねらわれるとすれば、防ぐべきは船着場である。上流から来た物を受け取る北、川向こうとの行き交いが盛んな中央、下流へ物を送る南、と主な船着場は三箇所にある。

　レンがいるのは中央、いまもっとも使われている船着場だ。

　川辺の建物の屋根に上り、行き交う人と舟を監かん視しし続けている。

　朝からずっと居座っていると、往来の雑踏の中には兵士だけでなく、非ひ戦せん闘とう員いんらしき者も少なくない人数を見かけている。もちろん、兵士に比べれば少ないものの、職しよつ工こうらしき人間や荷運びの馬車、荷揚げして一息つく船頭に、そうした人々を相手に商売する露ろ天てん商しようなど、様々な人間がいる。

　それを見分けられる程度にはレンもそうしたものを見み慣なれ始めていたが、逆に、人々にとってはレンが珍しいようだ。

　屋根の上に座るレンを見上げて驚おどろく者も少なくない。ただ、兵士たちは存外、笑顔えがおで手を振ってくる。

　そればかりか、

「よう、英雄さん。ずっとそこにいるが、喉のどは渇いてないかい？」

　と、すぐ近くから、屋根の縁へりに座るレンに向けて声が掛けられた。下を向くと、建物の窓から身を乗り出した中年の兵士が、革筒を手にしてレンを見上げている。

　目が合うと、その男は革筒を放り投げてきた。レンが思わず受け取ると、中の水が揺れる音がする。

「風はあるけど、陽ひが強いからな。気を付けた方がいい」

　それだけ言って、男は手を振って顔を引っ込めた。と思いきや再び顔を出し、

「一昨日おとといは助けに来てくれて、ありがとな。そいつは俺おれたちからのささやかな礼だ」

　そう言い置いて、今度こそ窓から顔を引っ込める。

　視し線せんを感じて船着場に目をやると、兵士たちがレンを見上げていた。

『前線に出た兵士からは、英雄と言われているようですね』

「過大評価だな」

　ひとまずヘルメットを脱いで革筒を呷あおると、汲くみ置きではなく、まだ地下水の冷たさを保った中身が、喉のどを滑り落ちた。

『もうすぐ昼になります。戻りますか？』

　もしも予想が当たっていたとしても、今日きよう敵が来るという保証はない。であれば、ひたすらに監かん視しを続けていても意味は無い。むしろ払ふつ暁ぎようや夜間といった、奇き襲しゆうに向いた時間帯だけ待たい機きし、昼間は兵士たちに任せるべきだ。

　レンが監視に就つく前に兵士たちに忠告をしておいたおかげか、いまは多少の増員と歩ほ哨しようを立てるくらいのことはされている。

　ミネルヴァの言げんは正しい。だが、

「……あの四つ脚が警戒するのは、兵士たちよりむしろ、俺おれだ。夜襲は不意を打つのに有利に働く。正面切っての戦いで分ぶがある四つ脚からすれば、日中の戦せん闘とうはむしろ望むところだろう」

『同意します』

「そういうことだ」

　レンは再び、視界を広くしてヘルメットを戻し、監視の目に戻した。

　あちらに分がある。それは事実だ。だが、レンにただ退ひくつもりはない。

　敵が来るというのなら、むしろいまこそ戦うべきだ。市街戦に誘ゆう導どうする方法が無いことが、レンにとっての課か題だいであったのだから。

　新たな問題は、奇襲の先手を相手に譲ゆずるしかないことと、人の避ひ難なんができないこと、そして、待ち伏せでない以上、臨りん機き応おう変へんさを求められるが──その〝機〟があるという保証が、まるでないことくらいだ。勝つにせよ負けるにせよ、苦戦は必至だろう。

　とまで考えればむしろ──敵に、行動を起こさない理由は、無い。

　ふっと、影かげが差した。

　その瞬しゆん間かん、頭頂から股こ間かんまでを冷たい氷で串くし刺ざしにされたような感覚がレンを襲おそった。

　死すら感じさせる鋭するどい殺意の肌触り。引き延ばされた時間感覚の中、レンが認にん識しきしたのは、真上から振り下ろされた──高硬度合金製の刃だった。







　凄すさまじい衝しよう撃げき音おんが響ひびき、その一撃は家屋の屋根から地面にまで到達した。四階建ての建築物が、上から下まで、紙を引き裂くかのように崩れていく。中央を大きく割った衝撃が断裂する建材を伝でん播ぱして広がり、舞まい上がった土つち埃ぼこりが周囲を覆おおった。

　その上に座していた黒い鎧よろい姿すがたの痕こん跡せきはそこに無く、その一刀のもたらした破は壊かいに巻き込まれ、瓦が礫れきの中に沈んだとしか考えられない。

　それほどまでに唐突で、苛か烈れつな攻こう撃げきであった。













　　　　　第四章　戦の在処







　始まりは、川かわ面もからだった。

　街の北側、上流域の綺き麗れいな漁場に浮かぶ舟の上で網あみを手た繰ぐっていた漁師が、激はげしい水音と共に突如として姿を消した。

　近くにいた舟がそれに気付き、漁を放り出してそちらに舟を寄せる。

　川に落ちた水夫はすぐに力を抜いて浮き上がってくるのが普通だ。むしろ、それ以外の行動を取ってしまえば、助かる道がない。

　だから仲間を助けるべく舟を寄せた水夫は、水面を見渡して何かが浮いてくるのを待とうとした。──その矢先に、主を失った舟の下に、激しい気泡が湧わき立つ。

　はっとしてそれに目をやった瞬間、舟底から砕けた木片が舞い上がり、間かん髪はつ容いれず水が舟を満たして、船体が砕かれながら川面に引きずり込まれていった。

　その光景に顔を青ざめさせた水夫が、我に返って櫂かいを手にした瞬間、彼の足下で舟底を引ひっ搔かく異音が鳴る。

　途端とたんに、舟が激はげしく揺さぶられ、彼は川かわ面もに投げ出された。

　いったんは沈んだ彼が、水面からどうにか顔を出した時、その目に映ったのは、先ほどのように川下へ沈んでいく己おのれの舟と──自らの周囲を回遊する、黒く巨大な何かの影かげ。

　抗あらがいようのない死の影が、彼の足に爪つめを突き立て、川面から水面下へと苦もなく引きずり落とす。そして、悲鳴すら水に押おし潰つぶされて、一つの命が失われた。




　　　　　○




　レンは背筋を伝う冷たい悪お寒かんに歯を食くい縛しばりながら瓦が礫れきを押しのけ、立ち上がった。

　己を破断させる為ために振り下ろされた刃やいばをぎりぎりのところで避けたものの、その一いち撃げきは足場にしていた家屋すら大きく破は壊かいせしめ、落ちながら距きよ離りを取るには瓦礫に押し潰されながらでなければならないほどだったのだ。

　もうもうと舞まい上がる土煙の向こうを睨にらみ、オルドーの柄つかを手に取って構える。硬く構えたその腹の中に、冷たい氷塊があるような底冷えを感じていた。

　何故なぜなら、

（……いまのは、まさか）

　覚えが、あったからだ。

　唐突に、ぶわりと土煙が押しのけられた。その向こうから悠々と現れた姿は──白い甲鉄の、強化外骨格装甲服タルタロスアーマーだった。

　四つ脚ではない。第四世代型の高密珪けい素そ装甲ではない。重く堅けん牢ろうな積せき層そう装甲。見み慣なれた型の第三世代型装甲服。──そして、手にしているのは、高硬度合金製の試作斧槍ハルバード『ベルム』。

「……ジャックマン、か」

　その名は、第三世代型〈アーガス〉の中でも、最強と言われた男だった。

「久しいなぁ、レン」

　白の頭部装甲が展開した。どうやらジャックマンのタルタロスアーマーは改修が施されているようで、手動だったヘルメットの着脱は自動化されたらしい。

　そして現れたのは、血色の悪い瘦こけた頰ほおに、色素の無い口。左ひだり眼めを中心に大きな範はん囲いで機き械かい化かされた半面の奥で、無機質な機械の眼を持つ男の顔。

　紛れも無く、レンの知るジャックマンであった。

「まさか本当にお前がいて、それも敵対しているとは、な。報告を聞いただけでは信じられなかった」

　まだ感情を表す右半面で、白い眉まゆが強い笑えみを刻む。

「だが、私の一撃を避けるオマエの本能は疑いようがない。陳腐な偽物や、他ほかのものでもない。どうやってか、ここまで来たのだな、レン。そして私たちに敵対している。……Prototype22、セティスを、オマエが斃たおしたというのも、本当のようだ」

　レンの背にあるアエラスを指差して、ジャックマンは淀よどみなくそう言った。

「数奇な男だとは思っていたが、これほどとは思わなかったぞ、レン。オマエはやはり好きだ」

　昼の太陽を背に上から襲おそい掛かってきたジャックマンの姿を捕ほ捉そくできたのは、ミネルヴァすら警けい告こくが間に合わないほどのぎりぎりだった。避けられたのは運としか言いようがない。

　そんな必殺の一いち撃げきを見み舞まっておいて、この発言。

「俺おれはあんたの感覚についていけない」

「ククク、その物言い、やはりレンだな」

　苦々しいレンの返事にも動じること無く、ジャックマンはひときわ笑えみを濃こくしてレンを見つめた。

「──レン、何故なぜ敵対する？」

　そして唐突に表情を消してレンを見る。

　永久凍土のような感情のない視し線せんに、レンはちりちりと危き機き感かんを募らせながら答えた。

「……そちらこそ、この世界で魔ま獣じゆうと行動するのは、何が目的だ？」

　ひゅん、とハルバードが風切り音を立てて回り、ジャックマンが眉まゆを上げた。

「…………」

[image: ]

「…………」

　しばらくの間、両者の間に無言が横たわった。身動き一つせずに視し線せんを見交わし続ける。

　ふと、ジャックマンが別の方へ顔を向けた。

「──こちらの準備は終わったようだ」

　言って、ゆるく握った左手を顔の横に掲げる。

　白い装甲に包まれた五指が、勢い良く開かれた。と同時に、

《爆ばく発はつ音おんを確かく認にん。川岸、ほぼ全域と推定されます》

　川の方角から、黒煙と業ごう火かが吹き上がったのをミネルヴァが確認した。

「何をした」

「分からないか？　我々には魔ま獣じゆうを操あやつる術すべがある。使い古された手だ」

「……動物兵器か」

　爆薬を体に装着した生き物を破は壊かい目標に張り付かせて起爆する。生物が豊富にいた時代に、限定的な用途で使われたと聞いている。

　それと同様の使われ方をした無人兵器ドローンは多く、レンの知ち識しきの中にもその手法はあった。

　稚ち気きすら含んだ仕し草ぐさと共に起爆された爆薬は、イーリスの予想が当たっていればおそらく、川に浮かぶ船を全すべて砕いたのだろう。

　小舟くらいは魔獣だけで沈められる。残った船に張り付かせるだけなら、時間はかからない。

「この地の人間がいかに抗あらがおうとも、我々〈アーガス〉の能力を凌りよう駕がするほどの人間は、まずいない。……イレギュラーたりえるのは、お前だけということだ、レン」

　ハルバードの先端をレンに向けてそう言ったジャックマンを見据えて、レンは深く息を吸って再び打ち合いに備える。

「──いや、もう一人ひとり、セティスがいたな」

　ジャックマンがぼそりとそう呟つぶやいた。

「逃げ出した奴やつを捕ほ縛ばくするのが私の任務だった。そのセティスが斃たおされてしまった──が、そうか、お前が……」

　不可解な間が空いた。

　やがて、ハルバードの矛ほこ先さきが、ゆっくりと下ろされた。

「惜しい、が──もしもそうなら、いまは退ひくべき、か」

「何を言っている？」

　いよいよ眉まゆを顰ひそめるレンの視線の先で、ジャックマンが跳び上がった。家屋の屋根の上に立ち、殺気を収める。

　右半面だけの薄うす笑わらいが、レンを見た。通信回線から静かな声音で奴の声が響く。

『レン、我々は、全すべてを終わらせる方法を見つけた。世界を、滅ぼす。──それが目的だ』

「……どういう意味だ」

『お前が負ければ無意味な問答だ。だから──まずは明日あした、DAG205-K4、奴やつと戦うがいい』

　ジャックマンがそう告げた瞬しゆん間かん、上空から大きな影かげが飛来した。

　その影は、金属の翼つばさを持った外骨格だった。

　空高くから獲え物ものに飛び掛かる猛もう禽きんの如ごとく急降下してきた大きな影は、地面にぶつかる直前で青白いロケットエンジンの炎を噴ふん射しやして停止。白の装甲服の背後で、地面へ陽炎かげろうを落として空気を揺らめかせる。

《飛行用の装備と推定されます》

（見れば分かる）

　初しよ撃げきで天頂から降ってきたのは、この装置を使ったのだろう。──四つ脚のように、装甲服の上に装着する追加装備を持っていたのだ。

　ジャックマンが軽く背後へと跳んだ。その体を受け止めるように動いた追加装備が、装甲服と各部を自動で固定していく。

『レン、私はあくまで支援要員バツクアツプだ。……分かるな？』

　そう言い置いて、ジャックマンがロケットエンジンの翼を広げた。

　ゆっくりと高度を上げ始めたその姿をアエラスで狙ねらい撃うつことも考えたが、ただの銃撃が通じるほど容易な相手でもない。

「……この作戦を実行するのは、あくまで四つ脚だということだな？」

『そうだ。──それと、もう〝枝〟は払わせてもらおう』

《バックドアが塞ふさがれました。気付かれていたようです》

　通信を使えば感染するように仕込まれていたクラッキングプログラムは、ジャックマンのシステムにも侵入していた。が、たったいま、その効果は消えた。

　いや、消されたのだ。

『ククク、ミネルヴァもお前の中で健在のようだな。──また会おう、レン』

　そして、白の〈アーガス〉が空から戦場を脱出していく。その姿が見えなくなるまで見送ってから、ようやくレンは身構えを解いて息を吐いた。

「……完敗だったな」

　敵は目的を遂げ、悠々と逃げ去った。

　レンに残されたのは徒労感と新たな敵、新たな問題だけだ。

　大きく息を吐いたレンに、ミネルヴァが話しかけてくる。

『レン、もしもまだ第四世代型〈アーガス〉と戦うつもりでしたら──』

「分かってる」

　退路は断たれた。この街で四つ脚と戦うとすれば、この街もファジルド軍も壊かい滅めつしてしまう。もはや選択肢は一つしかない。──平原で四つ脚と戦い、勝つ。

　既に一度敗れたにも拘かかわらず、そこにしか活路が残されていない。

　加えて、ジャックマン。なぜ退しりぞいたのか、そして、いったい何を目的に動いているのか。奴やつがどう出るのかは、まったくもって不明。

「かなり、絶望的な状況になってきたな」

　苦々しくそう呟つぶやいたレンに、

『いいえ、そうではなく』

　ミネルヴァが否定で答えた。

『もっと文明人らしい戦いをしませんか？』

　斬きり合いという近接戦せん闘とうでは、ミネルヴァの出番は殆ほとんど無い。警報すら鳴らせずに敵の先制を許したのも、ミルヴァの苦手分野であるからだ。

「……俺おれはこれで勝ってきたんだ。文句を言うな。それと、敵に言え」

『今回と前回は負けたので、もう一回は文句を言えますね』

　言い返すことはできない。ミネルヴァの反はん論ろんに、レンは思わず額ひたいを押さえて目を瞑つむる。

　と、そんなレンの耳に、涼やかな声が滑り込んできた。

「レン様！　ご無事ですか!?」

　首を巡らせて声の方を振り返ると、馬に乗ったイーリスが駆け寄ってきていた。

　ふっと己おのれの肩から力が抜けるのを感じて、レンはぼそりと呟く。

「……イーリスには悪いが、あの声を聞くと、なんとなく休みたくなるな」

『……別に、悪くもないのでは？』

　そんな言い合いをしながら、レンはイーリスに向けて手を振った。




　　　　　○




「大変な被害が出ている。敵は全すべての船を破は壊かいし尽くしていった。もはや負傷兵を運ぶこともできん。兵を退くことも無理だ。前ぜん線せんの野営地に襲しゆう撃げきが無かったのは幸いだが、このままでは全滅すらありえる」

　沈痛な面おも持もちでマルギリオスがそう言ったが、ペッテルは顎あごを反らして鷹おう揚ような態度を崩さない。

「船など魔ま獣じゆうがいなくなってから、新たに作れば良いでしょう。退路の無くなった以上、我ら一万の兵は最後の一兵まで力を尽くす他ほかないでしょう」

「貴殿の目は節ふし穴あなか？　それとも見ておらんのか？　たかが斬り合いがどれほどの家屋を壊こわしたのか。大型の船が木こっ端ぱ微み塵じんにされたのも知らんか？　あれだけの力を持つ化け物のような輩やからを相手に、どうやって兵士たちを鼓こ舞ぶしろというのだ!!」

「それは……こちらにも、レン殿という協力者が──」

「魔獣はどうする」

「ファジルド軍の精強なる兵が命がけで戦えば、どうにか──」

「貴様は恥というものを知らんのか!?」

　ついにマルギリオスが激げき昂こうした叫びを叩たたきつけた。

「さんざんイーリス陛下の提言を拒こばみ、無む警けい戒かいに魔ま獣じゆうの襲しゆう撃げきを許し、恥知らずにも都合の良いことばかりを並べ立てる！　貴様は何か一つでも才覚を持ち合わせておるのか!?」

「こっ、言葉が過ぎますぞマルギリオス将軍！」

　顔に血を上らせてペッテルが言い返すが、マルギリオスは円卓を強く叩いただけでペッテルを竦すくみ上がらせた。

「黙だまれこの馬ば鹿か者ものが！　人は思い通りに動く駒こまや手足ではない！　勝つ方策も無くどうやって兵を鼓こ舞ぶしろというのだ！　人の意志を尊重もせずに力だけ貸せなどと、そんなことを言い切る貴様はいったい何者だ!?　儂わしの所までイーリス陛下のご忠言が届いておれば、被害はもっと少なく済んだ！　死なずに済んだ者もいた！　それだけでもそのひょろ長顔を凹へこませて川に叩き込んでやりたいほどだ!!」

「そ、それに私に責任はなっ、無い。悪いのは敵だ！」

「本気で言っておるならいますぐ縛しばり上げて水みず牢ろうにぶち込むぞ」

　底冷えのする怒りをはらんだマルギリオスの言葉に、ペッテルは目を泳がせてある方を見つめた。

　そこには、謹きん慎しんを命じられたはずのマルギリオスの息子むすこ、ブレナンが座っていた。

「ぶっ、ブレナン上級百人長は、魔獣の群れにも臆おくさず戦ってくれるとお約束して下さいましたな？　そうでしょう!?」

　脂汗を流しつつも、ペッテルは溺おぼれた者がしがみつくような必死さでそう言った。

　赤毛の青年は嫌いやそうに眉まゆをひそめながらも頷うなずいた。

「あ、ああ、まあ……」

「全すべての傭よう兵へいたちに三倍の報酬を約束させて貴方あなたの下につけましょう。あっ、貴方自身も必ずや昇進と元老院の後ろ盾を──ぐあああっ」

　もはや無言でペッテルに歩み寄ったルヒカントが、その胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せた。

「謹慎を命じた馬鹿息子むすこが顔を出したかと思えば、貴様の仕し業わざであったか……！　儂にどうしても腰の剣を抜かせたいか？　あァ？」

　こめかみに太い血管を浮き上がらせながら、マルギリオスがすさまじい形ぎよう相そうで顔を寄せて睨にらみつける。

「おい、馬鹿息子は止やめてくれよ、マルギリオス将軍。オレだって──」

「お前は黙っておれ！　こんな阿あ呆ほうと話をしてどうするつもりだった！」

「謹慎中で、何もすることが──」

「謹慎というのはな！　大人おとなしくクソを垂れて最悪の行為を反省していろという意味だ！　クソを口に入れるほど馬ば鹿かなことをしろという意味ではない！」

「っ……そこまで言うことかよ!?　ただ単に話を聞いただけだろ！」

「このひょろ長に出しゆつ撃げきを約束したのだろうが！　お前は政治屋に近付くことも早過ぎるわ!!」「私の名前は、ペッテルだと……!!」「オレは上級百人長だぞ!?　いずれはそういう奴やつらとも会うようになる！」「せめて一言でも儂わしに言わんか！」「オレはガキじゃねえぞ!?」「いい加減に手を──」「お前など──」




「少し黙だまれ」

　鞘さやごと振られたオルドーが円卓を真っ二つに割った。




　びりびりと震ふるえる床に足下を脅かされた三人が、ぴたりと黙る。

　レンは鞘を背中に戻して、男たちをゆっくりと見回した。

「死人が出ている。……それと、俺おれにも余裕は無い」

　身長二メートルの武装した〈アーガス〉に見下ろされ、男たちは身動きせずにレンを見返してくる。

「戦場で浮き足立つのはいい加減に止やめろ。ペッテル、ブレナン、そしてマルギリオス。──全員だ」

「「「…………」」」

「敵の襲しゆう撃げきは明日あしただ。今度は、魔ま獣じゆう軍ぐんが全軍で襲しゆう来らいする。……覚悟をしろ」

　レンはそれだけ言って、身を引いた。

　成り行きを見守っていたイーリスに振り向いて目を合わせる。

　この場を去りたい、というレンの思いを察してくれたのか、イーリスは小さく頷うなずいた。

　レンと入れ替わるように一歩だけ前に出て、すっと息を吸う。

「私たちは、ファジルド軍の運営に出しゃばるつもりはありません。しかし、この土地を故郷とする者たちから、たくさんの願ねがいを託されております。それは皆、切実で、真しん摯しな願いです。もう一度、この地で生きていきたい……その願いを叶かなえるために、いまだ危険なこの街へ戻って、兵士たちにパンを焼き、魚を捕っていました。……今日きよう、そうした人々が何人も亡くなっています。彼らに報いる方法は、こんな風に摑つかみ合って争うことではありません。お願いですから、貴方あなたたちが持つ本当の力を発揮して下さい」

　いつしか悄しよう然ぜんとした佇たたずまいで立つ帝てい国こく軍ぐんの三人に対して、イーリスは一人ひとりずつしっかりと目を合わせて──ブレナンに目を留めて口を開いた。

「ブレナン上級百人長殿、行動で示す、とは殿方がよく選ぶ手段ですが……一度、胸の内を明かすことを試してはいかがでしょうか？　──明日にはもう、その姿を見られないかもしれないということを、少し考えてみて下さい」

　言われたブレナンは、最初は訝いぶかしげにしていた。だが、イーリスの言葉を聞く内に、驚おどろきに目を瞠みはる。

　その様よう子すを見て取ったイーリスは、小さく頭を下げて告げた。

「ひとまず私どもは退散いたします。皆様、失礼します」




　　　　　○




「なんたる、なんたる無礼な輩やからが多いことか。将軍、貴方あなたもだ。士官に対してあるまじき扱い、これは報告させて頂きますぞ」

　ヴァルカ王おう国こくの人間が立ち去ったとたん、鼻息を荒くして騒さわぎ立てるペッテルの声が部へ屋やに響ひびいた。

　しかし、ブレナンはそれに何かを言う気にはなれなかった。

　父であるマルギリオスも同じようで、甲かん高だかいペッテルの恫どう喝かつを無視して座ったまま、腕組みしている。

「浮き足立っているのは、儂わしも、であったか……。む……」

　気き難むずかしい顔で割られた円卓を眺めたまま、何かを考えている。

「将軍、聞いているのですか!?」

「聞いておる。そのうえで無視をしておる」

「なっ──」

　絶句するペッテルを無視して、赤髪の将軍はゆっくりと顎あごを撫なでつけた。

「隊長どもを集めて全員で話し合う。主計長と傭よう兵へいどものまとめ役もだな。いま一度全員の意志をしっかりと統一しておかねばならん」

　マルギリオスが誰だれにともなく言った言葉に、嚙かみ付くようにペッテルが身を乗り出した。

「そんなものは必要無いでしょう。退却が叶かなわない以上は進しん撃げきする他ほかは無いと誰の目にも明らかで──」

「貴殿の意見はよく分かった。だが、もう二度と報告の妨害や兵を勝手に動かすことは許さん。傭兵であってもだ。一丸となって事に当たらねばならんのだ。力ずくでも黙だまっていてもらう」

　ぎょろりと睨にらみを利かせながら、マルギリオスが重々しく宣告した。

「ほ、本国のお歴々が……」

「構わん。貴様にあと三日ほど大人おとなしくしてもらう為ためであれば、帰国後にいくらでも処罰されてやろう」

　ペッテルは顔を青くして意味もなく手をばたつかせながら反はん論ろんしようとしたが、マルギリオスはそう告げて、他ほかに何を言われるより前に立ち上がった。

「儂は忙しくなる。ではな」

　一方的に会話を打ち切って、マルギリオスは立ち去る気配けはいを見せる。大おお股またに歩いて扉へ向かい、その途中、ブレナンを見た。

　いつも怒りばかりを宿していたその目は、いまは少し逡しゆん巡じゆんを浮かべていた。

「お──将軍、オレの謹きん慎しんはどうなりますか？」

　そうブレナンが訊たずねると、マルギリオスが口を開き、しかし何も言わずに閉じて、やがて肩から力を抜いて息を吐いた。

「謹きん慎しんを解く。すぐに軍ぐん議ぎを開く。全員が揃そろっておらねばならん。出席せよ」

「了解しました」

　敬礼して返事をしたブレナンに、少し意外なものを見た、という具合に眉まゆを上げたが、マルギリオスはそのまま部へ屋やを出て行った。

　すかさずペッテルが近寄ってくる。

「ブレナン殿、御父上の狼ろう藉ぜきは目に余りますが、私も大人おとなです。貴方あなたがお約束した通りに出しゆつ撃げきし、ディンヴィを支配して頂ければ、彼と貴方が軍を引退したのちは、きちんと配はい慮りよを──」

　耳に口を寄せてくるペッテルからブレナンは身を離はなした。

「悪いが、アンタとはもう話したくない」

　土つち埃ぼこり一つ付いていない彼の軍服の匂においがことさら鼻について、思わず眉まゆを顰ひそめながら立ち上がり、ブレナンはそう告げた。

「お、おい──」

　追おい縋すがってきたペッテルの手を払いのけつつ、ブレナンはそのひょろ長い顔を見返す。

「もう近付くな」

　きっぱりとそう告げて、ブレナンは部屋を後にした。

　父は戦時の人間であり、平時においては政治屋にとっては邪じや魔ま者もの扱いされている。それを分かっていたブレナンは、父の引退後に要よう職しよくを約束し、ブレナンにも後ろ盾をつけるというペッテルの話に耳を傾け、言われるままに命令書に署名をしていた。

　父の為ためだ。いずれは分かってくれる。そう思っていた。

　だが、イーリスに言われたことが、そんな腹の内を刺してくる。ブレナンの思う『いずれ』を待てるような状況だろうか？　そして、その責任は、ブレナンに無関係ではない。

　もとより罪悪感は抱いていた。しかし、どうしても父にそれを吐き出し、許しを請こうような真似まねをすることはできなかった。

　だから汚名を雪そそぐ為に行動し、だが失敗した。

　直ちよく截せつに「馬ば鹿か」と言われ、図ず星ぼしであったからこそ激げき昂こうしてしまった。

　しかし──いまのままではいけない。そうも思う。いや、思わされた。

「…………」

　深い思索に沈むようでありながら、ただ一つの正解は既に知っている。そんな複雑な思いを抱えながら、ブレナンは廊下をゆっくりと歩いて行った。




　　　　　○




「このままおめおめと、帰ることができるか……！　たとえあいつらが勝てても、これでは私の立場が……!!」

　髪を搔かきむしり、円卓の残ざん骸がいを蹴けりつけながら彼はそうひとりごちた。

　強行手段に出ればいい。いやそれしかない。

　あのような小娘一人ひとり、従わせるのは簡かん単たんだ。屈服させて、支配し、服従させて言うことを聞かせてしまえばいいのだ。

　凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうがふつふつと湧わき上がるのを感じながら、ペッテルは一人、笑えみを漏らした。




　　　　　○




　川べりにできた人だかり。それを作る兵士たちの視し線せんの先に、奇妙な装置と、それを扱うもっと奇妙な人間、ミトラがいた。数人の魔ま道どう士しを顎あごで使うミトラは、周囲の視線もざわつきも無視して、気楽な調ちよう子しで声を上げた。

「はい次いくよー。十四回目、発射準備ー。角度四十五度で固定。北東の風で微風、っと」

　ミトラの言葉に従って、木枠で作られた台の上に、青あお緑みどり色いろをした金属管が固定されていた。真しん鍮ちゆう製せいの金属管だ。金属管はだいたい大人おとなの男の手に少し余るくらいの太さで、長さは一メートル半ほど。先端には、鉄でできた大きな矢のような物が取り付けられていた。

「よーし。三、二、一、始め」

　ミトラの言葉に従って魔道士がその金属管に手を添える。

　そこへ、レンの背中越しにイーリスが声をかけた。

「ミトラ！」

「ん？　ああ、やっほ。どうかしたの？」

　人だかりをかき分けて歩み出たこちらを振り向いて、ミトラが手をひらひら振った。

　そして、光が瞬またたいた。

　金属管の先端から青白い光が噴き出したのだ。それはまるで目に見える衝しよう撃げき波はのような、不ふ可か思し議ぎな光だ。レンには見覚えがある。エルザスで見た、魔法陣の暴ぼう発はつ現象、あの凄すさまじい威力を伴った光だ。

　衝撃波と共に放たれたその光は管の中に入っていた野太い矢を射うち出し、勢い良く飛ばす。

　鉄の矢は空中で小さな安あん定てい翼よくを広げ、勢いのままに宙を飛んで、放ほう物ぶつ線せんを描いて川に落ちた。兵士たちからどよめきが上がる。

「んー……まあ、こんなもんかねー。しまっといてー」

　素早すばやく振り返っていたミトラが、親指を立てて距きよ離りを測はかりつつ飛んだ矢の行方ゆくえを視線で追い終えてから、そう呟つぶやいた。

　脇わきに停とめてある馬車の荷台に、魔ま道どう士しが使い終えた金属管を入れる。荷台にはすでに使用済みの金属管が入っているらしく、重々しい金属音が聞こえてきた。

「何をしているのですか、ミトラ？」

　そんなミトラに歩み寄ったイーリスが、そう問いただす。訊きかれたミトラは、肩をすくめて答えた。

「趣しゆ味みと実益を両立させた実じつ験けんよ。あたしの作る物はだいたいそうだけど」

「……大砲、か？」

　レンの目にはそう映ったのだが、ミトラは首を横に振る。

「んや、ちょっと違うかな。真しん鍮ちゆうの強度がどんなもんか調しらべてた。まあ、完成品の構造も似た感じになるから、砲って言えばそうかもしんないけど」

「ふむ？」

　もって回った言い回しにレンが首を傾かしげる。なんであれ、レンが提供した情報をさっそく形にする手腕は見事と言うべきだろうか。

　思い悩むレンの横から、アリシアがため息混じりに割って入る。

「何でもいいが、勝手にこういうことを始めるのは控えてもらいたい。川辺で奇っ怪な実験が行われていると、ファジルド兵にいきなり聞かされるこちらの身にもなってくれ」

　レンが円卓を割ってイーリスたちと外に出るなり、兵士が「川辺でやっているのはいったい何なのか」と口々に訊いてきたのだ。

　それで来てみれば、ミトラがこうしていた、というわけだ。

「そいつは悪かったね。でもま、いまので終わりだからさ」

　悪びれた様よう子すもなくそう言って、ミトラはペン軸を口に咥くわえながら薄うす笑わらいを浮かべる。

「感かん謝しやはしてるのよ？　うちの女王様が川沿いから街まち中なかに物資を動かしてたおかげで、注文しておいたこれが、届けた船と一いつ緒しよに沈まずに済んだみたいだし。人が動かせない分、物を動かして備えてたみたいね？　女王様、愛してるよー」

「そう思うなら、イーリス様に報告してから実験とやらを始める気にならなかったのか？」

　ミトラはあさっての方を向いて答える。

「それはそれ。これはこれ。あたしの滅多めつたにない感謝の言葉で不満なら、頭でも撫なでてあげようか、イーリス様？」

　その返答に、イーリスは苦笑を浮かべ、アリシアが唇を尖とがらせた。

「不敬だぞ。こちらは翼つばさ付きの新しい奴やつまで来て大変な思いをしているというのに……」

「ああそれ！　兵士から聞いてすごい気になってたんだけど、本当なの？　どうやって飛ぶの？　翼つばさがあったらしいけど羽とか拾った？」

　にわかに目を輝かがやかせるミトラに、レンは頷うなずいて答えた。

「実際に飛んでいる。昨日きのう話したロケットで飛ぶ。それと、羽はない」

　ふんふんと頷きながらメモを取り、ミトラは続けて訊きいてくる。

「へー。で、そいつは強い奴なの？」

「かなりな」

「勝てるの？　っていうか二対一じゃん。四つ脚はどうするの？」

「ジャックマンに勝てるかどうかは分からない。が、四つ脚とやり合う方法は見つけた」

「え、ほんと？」「本当か!?」

　全員がレンを振り返った。レンは小さく頷く。

「本当だ。……とりあえず、帰ってから話さないか？」

　周りの兵士や魔ま道どう士したちにまで、注目されていた。







　二度に亘わたる分ぶの悪い戦いで、レンが得たものがある。

　四つ脚とジャックマンから盗み取った暗号鍵かぎにより、アルゴリス研けん究きゆう所じよのアーカイブから引き出した機き密みつデータや、セティスの外骨格のメモリから吸い出したデータの暗号化を解除することに成功していたのだ。

　そこからいくつか分かったことがある。

　敵の重武装外骨格、あるいは飛行用外骨格は、『Advanced Frame』略称をＡＦという〈アーガス〉専用の装備であるらしい。

〈アーガス〉の単体性能をさらに向上させる為ための装備で、レンたちが〈四つ脚〉と呼んでいるのは、重装甲四脚型ＡＦ『Ｔ４　サジタリウス』だ。性能は既に知ったとおり、レンですらまともにやり合って勝てる相手ではない。

　ジャックマンが装備していたのは飛行用ＡＦ『Ｔ１　ヒュペリオン』。装甲や武装の向上ではなく、飛行能力を備えているだけだが、その速度と運動能力は圧倒的である。

　見つけたものは他ほかにもいくつかある。

　そのうちの一つが、状況を打開する糸口となりうるものだ。四つ脚が先日の戦いの最中に閲えつ覧らんしていた、セティスの装備に関するデータである。

　どうやらレンがセティスの装備を奪ったことに気付いて確かく認にんを取ったようだが、セティスに支給された装備のリストに、レンが見ていないものがあった。

　それはセティスのＡＦである。

　セティスはレンとの戦いでＡＦを装備していなかった。出力は高いが長期活動には向いていないＡＦを、セティスは隠いん匿とくしておくことにしたようだ。

　そして、レンはセティスから抜き出したデータの一つに着目した。

　どう考えても作戦行動には関係無さそうな、無数の雑多な画像データの中の一つ。暗号鍵かぎとは別にさらにセティスが個人的なパスワードを施して保存しており、クラッキングに時間を要したものの、ミネルヴァがデータを解析し、それを見つけた。

　タグに「ＳＨ」と簡かん単たんな分類を付けて記き録ろくされていた一枚の地図。羊皮紙に描かれた大きな街の地図に、一箇所だけ赤い×ばつ印じるしが書き付けられていた。まるで宝の地図のようなその画像データは、どうやらセティスが稚ち気きを出して作ったものらしい。

　レンの予想が当たっていれば──それは隠れ家セーフハウスの情報だ。







「セティスはそこにＡＦを隠したらしい。どういうつもりだったのかは分からないが、それを奪う。敵とやり合うには、同じ装備を手に入れるしかない」

　ミトラ邸に戻ったレンは、イーリスたちと新たに得た情報を共有し、そう結けつ論ろんを述べた。

　誰だれもテーブルの上にあるお茶に手を付けずにいたため、すっかり冷めてしまっている。そんなお茶の一つを前にして、ぴんと背を伸ばしたまま椅い子すに座っているイーリスがレンを見た。

「敵と同等に戦う為ための武具が、そこにあるのですね」

「そうだ。だが……少し、取りに行くのが難むずかしい」

　地図に書いてある現地語の文字を翻ほん訳やくしたレンは、それがどこにあるのかも分かっていた。もちろん、土地勘の無いレンに正せい確かくな場所は分からない。しかし、街の名前は分かっている。

「と仰おつしやいますと……遠いのですか？」

「いや、距きよ離りはそこまで離はなれていない」

　レンが首を横に振って答えると、イーリスははっと目を見開いた。

「……まさか」

「そうだ。ＡＦはディンヴィにある」

　敵と戦う為に必要な装備は、敵の支配下の街に、ある。

「……どうするんだ、それは」

　アリシアが苦々しい面おも持もちでそう訊たずねてくる。レンは顎あごに手を当てて考え、

「魔ま獣じゆうに気付かれないように街に潜せん入にゆうし、ＡＦのところまで行って、装備し、四つ脚と戦う」

　まず簡単に思いつく手順を述べてみる。アリシアが肩を竦すくめた。

「まともにやって勝てない相手に勝つには、夜や襲しゆう、奇襲、あるいは待ち伏せをする。そんなのは誰もが思いつくが、その対策をしないほどの間抜けなら、そもそもまともにやれば勝てる。四つ脚はお前と同じかそれ以上の能力があると、自分で言っていただろう。なら、潜入なんて裏工作は、いの一番に警けい戒かいされて対策されてるはずだ。違うか？」

『さすがです軍団長。ミネルヴァも支持します』

　ミネルヴァが同意の声を上げた。そこへ、イーリスが口を挟む。

「……待って下さい。たしかにこのままでは困こん難なんな方法ですが、それを叶かなえることが勝利に至る筋道であるのでしたら、無理にでも叶えることが必要です」

「しかしイーリス様、敵の配下は魔ま獣じゆう、それも三千体の数がいます。夜目の利く獣けものには不足しないはずですし、街の周囲にくまなく配する余裕もあります。夜陰に乗じるのも困こん難なんでは……」

「──つまりは、魔獣の目が問題、というわけでしょう？」

　イーリスがこっくりと頷うなずいて、指を立てた。

「私にいい考えがあります」

　レンとアリシアを見るイーリスの瞳ひとみの中に、仄ほのかに強い光が垣かい間ま見みえた。戦意にも似たその輝かがやきを孕はらんだ眼めで、告げる。

「ファジルド帝てい国こくの軍で魔獣と敵の目を引きつけ、同時にレン様が街に潜入し、えいえふを取りに行っていただく、というのはどうでしょうか？」

　アリシアが気き難むずかしげに唸うなる。交わされる会話にあまり興きよう味み無さげにしていたミトラでさえ、それには眉まゆを跳ね上げた。

「……無茶むちやなこと言うね、女王様」

「むう……業ごう腹はらながら、四つ脚を相手には、長い間は戦えないでしょう」

　まったくもって二人ふたりの言う通りだ。障害となる問題がいくつもある。

　しかし、イーリスはなおも言い募る。

「いまは、その通りです。ファジルド帝国が進しん撃げきを決めるとは限りませんし、その際に私たちの意見を許して頂けるかも分かりません。仮に全軍で掛かったとして、四つ脚と魔獣軍の両方を相手に長くは保もちません。レン様は地理に明るくなく、もう一人ひとりの敵に阻はばまれれば、確かく実じつに間に合わないでしょう」

「だめじゃん」

　ミトラが端的にそう結けつ論ろんづけるが、

『敵がこちらの殲せん滅めつだけを目的としていればその通りです。ファジルド軍を短時間で殲滅し、戦せん闘とうは終了します。しかし、敵には別の目的があります。そちらの方が優ゆう先せん度どは高いようです』

　食卓の上のヘルメット、ミネルヴァが否定した。アリシアが腕組みして首を傾かしげる。

「別の目的？」

『はい。そもそもファジルド軍の殲滅が目的であれば、いま頃ごろ、被害はこの程度で済んでいません。今回の敵の任務は──魔ま獣じゆう軍ぐんと人間の軍を戦わせることが、優ゆう先せんされる目的なのです』

　言われた内容にアリシアが眉まゆを顰ひそめる。

「それはつまり……四つ脚が最初から出しゃばることはない、ということか？」

『そのとおりです。敵〈アーガス〉の指令書にあった内容は、要約すればこうです。「魔獣を殖ふやし、そして使い潰つぶすこと。目標値は中型の魔獣で三千体とする。支配領域の拡大は必要に応じて適てき宜ぎ判断せよ」です。──彼らにとって、土地はおまけです。敵はあの三千体の魔獣軍を、殺したがっているのです。それも、人間と争わせながら』

「殖やしてから、わざと殺す、だと……？」

　不可解ながら不気味な考えを耳にした。そう感じているのがはっきりと分かるような、不快感を露あらわにした表情でアリシアが顎あごに手をやって考え込む。

「いったい、どういう目的が……？」

「俺おれはそう不ふ思し議ぎには思わない」

「なに？」

　と、レンの言葉に視し線せんが集まる。レンはその視線を見返して、口を開く。

「家畜も同じ扱いを受けている。何か、魔獣を殺すことで得られるものがあるんだろう」

「魔獣は死し骸がいも残さないのに？」

　ミトラが疑問の響ひびきを持たせながらも、しかし興きよう味み深ぶかげな口く調ちようで訊きいてくる。

「家畜は飼料を餌えさにして、肉を得る為ために飼われる。同じように考えれば、人間を餌に魔獣を殖やし、別の何かに変えているんだ。これは私見だが、それはおそらく──魔力だろう」

「…………魔獣から、魔力を、だと……うぅん……？」

　今度こそ、ただわけの分からない話をされた、とばかりにアリシアが口をへの字にして困惑しながら、首を右に左に揺らしている。

「魔獣の死骸は時間が経たてば消きえ失うせる。だが、そこにあった物が何故なぜ消える？　消えたのではなく、あれは別の物に変わったか、本来の物に戻ったのではないのか？　そしてあれだけの質量があるものが、目に見えない、感じ取れもしないような物に変わるとすれば、それは〝魔法のようだ〟と……そんな話を、昔、仲間がしていた」

　レンはふっと息を吐いた。

「そして、ここには魔法それがある」

　化石燃ねん料りようが不要な炎、対流や運動エネルギーに頼らない風、そうした現象を引き起こす万能エネルギーである魔力。それが魔獣の体を構成していて、分解される際に得られるとすれば、

「魔獣はいつの間にか増える。人間を餌にすればその増殖速度は上がる。この世界では魔石すら食べる。そうして殖やした魔獣から、魔力を集めて……」

　いつしか、三人が固唾かたずを吞のんでレンを見つめていた。その視線に答えるように、己おのれの考えを話していたレンだが、そこで言葉を途と切ぎれさせる。

「集めて？」

　ミトラが眉まゆを上げて訊きいてくるが、レンは肩を竦すくめた。

「……どうするつもりなのかまでは、見当もつかない」

「なんだそれは」

　呆あきれたアリシアの声が飛んでくるが、分からないものは仕方がない。

「興きよう味み深ぶかいお話です」

　にこにこと微笑ほほえみながらイーリスがそう言うと、アリシアが咳せき払ばらいした。

「本題に戻りましょう、イーリス様。結局のところ、作戦が成功する見込みはあるのですか？」

　問われたイーリスは、生き真面目まじめな表情で少し考え、

「戦場でレン様の姿が見えなければ、多少の時じ間かん稼かせぎはできるでしょう。四つ脚は以前の戦いでレン様に奇き襲しゆうを受けました。同じ轍てつを踏まないように、出しゆつ撃げきはまずレン様を確かく認にんしてから、と考えるでしょう。つまり、兵士たちと魔ま獣じゆう軍ぐんが拮きつ抗こうし、戦っている間は、四つ脚は闇やみ雲くもに手を出そうとは思わないはずです」

　レンが戦場に出ないことで、逆に四つ脚が手を出せない状況になる。イーリスの見立ては、推測に予測を重ねるレンの考えより、ずっと現実的である。

「しかし、敵はもう一人ひとりいます。空を飛ぶ奴やつです」

　というアリシアの指摘には、レンが答えた。

「あいつのことは無視していい。少なくとも、四つ脚がいる間はな」

「何故なぜだ？　面めん識しきがあるとは聞いたが、他ほかにも、何か知っているのか？」

「……ジャックマンは戦せん闘とうの天才で、切れ者だ。俺おれと戦うのに躊ちゆう躇ちよはしないだろうし、同じ装備で一対一でも、俺より強い」

「それなら、なおのこと襲おそわれるだろう」

「その気があるなら、今日きよう、決着がつくまでやったはずだ。だが、奴は自ら退しりぞいて、自分のことをバックアップだと言った。……明日あしたの昼に魔獣の襲しゆう撃げきがあるというのも、奴から盗んだ情報で手に入れたんだ。何度も調しらべたが、その作戦計画は捏ねつ造ぞうでも偽造でもない。しかも、奴は盗まれたことに気付いていた」

「何故、わざわざこちらに有利なことをする？」

　眉まゆを顰ひそめて重ねて訊きいてくるアリシアに、レンもまた、眉み間けんを狭せばめて答えた。

「俺にも分からない。だが、奴は強い。わざわざ俺に噓うそをつく必要も無いくらいにはな」

　ふと、アリシアが真剣な目をした。

「……そこまで強いのか？」

「ああ。分かりやすいのは……そうだな、奴が旧ニューヨーク市しという、魔獣に占領されて、放棄された街に派は遣けんされた時のことだ。何かの調ちよう査さを命じられていたらしいが、ジャックマンの率いる部隊が街の中心部に到達したあと、街の全域におよそ三百万の魔獣が出現した」

「三百、万……？」

　レンの口にした魔ま獣じゆうの総数に、アリシアがさすがに驚おどろいた様よう子すを見せる。

「衛えい星せいから──かなり遠くからその様子を見ることができる装置があるんだが、そいつで見た街の中では、魔獣があらゆる場所に溢あふれかえっていた。もともと廃はい墟きよだ。すぐにその街を焼き払う決定が下された。街がまるごと爆ばく破はされるまで猶ゆう予よは三時間。それまでにジャックマンたちは脱出地点まで到達しなければならない。暴あばれ狂う百万の魔獣をかき分けて、だ。それがどれほど困こん難なんなのかは、まあ、想像に任せる」

「私たちが似たようなことをしたのは……リクスリオンに入り込んだ二百ほどの魔獣との戦い、くらいでしょうか。……魔獣の数が、比べ物になりません」

　イーリスがレンの言葉に頷うなずいて考えこんでいる。

「ジャックマンを筆頭に、〈アーガス〉の中でも精せい鋭えいたちが揃そろった部隊だった。そのたった八人で、機き械かい化かされた一個大隊か、それ以上の戦力があるとも言われていたが……生き残ったのは、ジャックマン一人ひとりだ。それも、死んだ七人が生きていたのは二時間だけだったそうだ」

　つまり、と前置きして、

「奴やつは、三百万の魔獣が暴れる街の中で、一時間もの間、たった一人で戦い続けられる。……そういう、異常な奴なんだ」

　レンはそう話を結んだ。

　もちろん、魔獣同士で争うことの珍しくなかったレンの世界のものと同じとは言えないが、ジャックマンがディンヴィの魔獣軍の一千倍という敵を相手に戦い、生き延びたことは事実だ。

「化け物ね、そいつ……」

　ミトラでさえ半ば呆あきれたようにそう呟つぶやいている。

「どうしようもないだろう？　……だから、いま考えるのは、四つ脚だけでいい」

　レンがそう言い切ると、アリシアが眉まゆを上げた。

「出てきたら負けるからか？」

「少なくとも、この状況では確かく実じつに負ける。一対一でも怪しいだろう。だが、ジャックマンにその気があるなら、退ひく必要も無かった。この作戦に関与する気が無い、というのはおそらく真実だ」

　それを聞いたアリシアが何かを言いかけたが、結局、何も言わずに口を閉ざした。イーリスまでもがじっとレンを無言で見ていたが、一秒ほど目を閉じてから、小さく息を吸って物問いたげな表情を切り替えた。

「では、話を戻しましょう。翼つばさ付きの方は置いておくとして、ディンヴィに潜せん入にゆうするにはファジルド軍の手を借りて魔獣を引きつけ、戦せん線せんをできるだけ長く保ち、できる限り素早すばやくレン様に駆けつけていただく必要があります」

「そーいえばそういう話だっけ」

　いつの間にかメモ帳とペンを手にぼんやりと話を聞いていたミトラが、ペン軸を咥くわえて眼鏡めがねを直す。

　そのミトラを見返して、イーリスが微笑ほほえんだ。

「ミトラ、貴女あなたはファジルド軍に手を貸してあげてください」

「……はぁ!?」

　これまで深刻そうな気配けはいは微み塵じんも無く、ただ茶飲み話の雑ざつ談だんていどに聞いていたらしいミトラが、動転して立ち上がった。

「なんであたしが！　戦えないし戦いたくない派なのよ？」

「でも、貴女あなたがいま作っている物は、油脂炎弾などよりも、もっと危険な材料を揃そろえていますよね？」

「え」

　イーリスにそう返されて、ミトラが目を見開く。小さな女王は、小首を傾かしげて続けた。

「権限を私に引き渡したから、物を手配する際には私の決裁を通していたでしょう？　私も、ただ言われるままに了承していたわけではありませんよ」

「うーお、手て強ごわい」

「ただ、ミトラの作る物がまだ張りぼての段階であるなら──」

「おっと舐なめてもらっちゃ困るわ。見たら痺しびれる芸術的な代しろ物ものよ？」

　ミトラが指を立てて振りながらイーリスを睨にらむ。それを受けたイーリスはにっこりと微笑み、

「では、やはり貴女の芸術的な手腕を振るって差し上げてください」

「はっ!?　図はかったわね！」

「完成品を勝手に持ち出して、聞きかじりで使われるよりは、自分の手で有効に使う方が、ミトラにとっても好ましいでしょう？」

「うぅ～!!」

　呻うめき声ごえをあげながらミトラはがりがりと頭を搔かき毟むしり、最終的にむすっと唇を尖とがらせながら、小さく呟つぶやいた。

「……まあ、暴ぼう発はつして味方を焼いた、なんて胸むな糞くそ悪いこと言われるよりはね」

　目を逸そらしながらのその言葉に、イーリスは嬉うれしげな笑えみを浮かべる。

「ありがとう、ミトラ」

「へーい」

　イーリスは次にアリシアを見た。

「アリシア、戦場働きはミトラより貴女が慣なれています。ミトラの付き添いをお願ねがいします。それと、必要であればファジルド軍にも手を貸して戦況を保って下さい」

「……イーリス様、待って下さい。何か、嫌いやな予感のする仰おつしやりような気がします」

　アリシアが仄ほのかに懐かい疑ぎ的てきな目でイーリスを見返すと、この少女にしては珍しく、一いつ瞬しゆんだけ息を詰まらせた。

　どうやら図ず星ぼしだったらしい。さすが付き合いの長い従者だ。

「えっと、その──」

　しかしイーリスもまた主あるじらしく、卓の上に乗せた手を組み合わせると、気まずい様よう子すながら、小首を傾かしげて言った。

「──私が、レン様にディンヴィの道先案内をしようと思います。ダメですか？」

「ダメに決まっています！」「危険だ」

　アリシアとレンが同時に言った。

　しかし、そんな二人ふたりをしっかりと見返して、イーリスはなおも言い募る。

「戦いくさの指揮はマルギリオス将軍が執とって下さるでしょう。アリシアとミトラは、それぞれで判断するなり、将軍に伺うかがうなりすれば事足ります。私が役に立てることは、この地に疎うといレン様をご案内し、一刻でも早く目的の武具を手にして頂くことです」

「であれば、私もイーリス様と共に──」

「アリシア、貴女あなたほどの剣士を必要とするのは、いるかどうかも分からない敵に備える私の護ご衛えいではなく、敵に事欠かない戦場の方です。敵はファジルド軍が引きつけるのですよ？　魔ま獣じゆうを遠ざけたディンヴィの中に、どれほど危険があるというのですか？」

「それは、いえ、その通りなのですが……」

　言い返せずに言葉を詰まらせるアリシアに、レンの方が加勢する。

「あらかじめ場所を教えてもらうだけでいい。地図はある」

　ヘルメットを手にして内側を見せるように掲げた。内部のフェイスディスプレイに地図が表示されているが、イーリスは首を横に振った。そして、レンの目を見返して訊たずねてくる。

「レン様、どの地図にも載っていない道を、私がご案内できるとしたら、どうでしょうか？」

「どういう意味だ？」

「昔、異教と認定されかねない研究を扱う為ため、ディンヴィクティブ家のご当主が、密ひそかに作った地下道があります」

「……あの、ディンヴィクティブ家の現当主が知らないんだけどそれ」

　ミトラが手を挙げてそう言ったものの、イーリスは事も無げに先を続けた。

「その抜け道を王家に献けん上じようした忠誠心もあって、ヴァルカ王家はディンヴィクティブ家を手厚く扱ったのです。それを子孫にも伝えなかったのは……いつでも王家がディンヴィに侵入できるようにしておくことで、後世に残る危険な研究も容認してもらう為、だったとか」

「要は子孫の自由を担保に自分が好き勝手したんじゃない！　なんて奴やつよ地じ獄ごくに落ちろ！」

「先祖に向かってそんなことを言う当代もどうかと思うが」

　半はん眼がんで言ったアリシアにミトラが鼻を鳴らして返す。

「育て方が悪いのよ。つまり先祖のせいだからあたしはまとも」

「一理あるような無いような……？」

『説得力はあります』

「ともあれ──」

　イーリスが微苦笑を浮かべながら、話を戻す。

「──その地下道を使えば、門を通らず壁かべも登らず市中に入れます。敵に悟られずに潜せん入にゆうするには、もっとも適しているのです」

「地下道の場所だけを教えてもらえればいい」

　なおもそう返したレンに、イーリスはやはり頷うなずかずに言い返してくる。

「実際にその場所に行ったことはありません。行き方を教わっただけです。それに、地下道の扉には仕掛けが施されていて、王家の者にしか動かせないと教えられました」

「どんな仕掛けだ？」

「知りません。ただ、王家の者であれば分かる仕掛けだ、としか。たとえ敵が地下道を知っていて、王家の人間を尋問できたとしても、地下道を利用するなら、生かして連れて行くしかないように、と」

「……そこまで織おり込んだ隠し通路、というわけだ」

「はい」

　論ろん理り的てきに考えれば、もはやイーリスの言い分には付け入る隙すきがない。

　肩を竦すくめてアリシアに目配せすると、女おんな騎き士しは自分も説得に失敗したくせに、全すべてレンが悪いとでも言いたげな目で睨にらみ返してくる。

　と、そこへミトラが口を挟んだ。

「うーん、どうかなぁ……そこまでやってもどうせ一いちか八ばちかでしょ？　なら、いっそ逃げちゃえば？　ファジルド軍は大所帯だから逃げられないだろうけど、あたしたちは身軽じゃん」

　そんな提案まで言い出したミトラに、イーリスは首を横に振った。

「いまここで戦うべきです。『いずれ』勝てる時を待てるほど、甘い相手ではありません」

「それは分からなくもないけど、勝手に人の試作品持ち出して暴ぼう発はつさせるような連中に、義理立てする必要も感じないんだよね、あたしは」

　ミトラがペン軸を咥くわえて振りながらそう嘯うそぶいた。イーリスは悲しげな目でミトラを見つめる。

「……何さ、女王様？」

「ミトラ、私は──」

　珍しく少し言いい淀よどんだものの、イーリスは迷うような口く調ちようながら、続きを口にした。

「──勝利を手にしたいのです」

「あん？」

　疑念を乗せたその低い声は、意外なことを言われた、という内心をはっきりと表していた。

「どういうこと？」

　首を傾かしげるミトラに、しかしイーリスは背筋を伸ばして答えた。

「私は、ヴァルカの領地をファジルド帝てい国こくや近きん隣りん諸しよ国こくが取り戻していると聞かされた時、忸じく怩じたる思いでいました。ヴァルカは魔ま獣じゆうに敗れたのであって、諸国に敗れたのではない。そのヴァルカをして敗れた魔獣に、諸国が易やす々やすと勝ち進んでいるということを、手放しには喜ぶことができませんでした。……ですが、この地に来て、人のいる街並みと、住む者のいない家を見て、その考えを捨てました。民たみのいる街こそ人の故郷たりえる土地であり、私の感傷を差し挟むべきではない、と」

　物もの憂うげな目で語っていたイーリスが、そこで眼まな差ざしに力を宿した。

「しかし、全すべてが誤りでした。目前に魔獣が迫るなかで、ファジルド帝てい国こくは利を争わせるばかり。彼らはこの土地に感傷も抱かなければ、愛着や懐なつかしみも感じていない。……感傷こそが、故郷を故郷たらしめ、苦しみを耐えてその地を守り、育はぐくむ為ために必要なものなのでしょう」

　すっと息を吸って、宣言する。

「我がヴァルカは──まだ、力尽きてはいません。戦い続けているのです。いまここで、私が戦い続けます。先王であるお父とう様さまが私を生かしてくださいました。民を逃がし、レン様と出会い、エルザスで〈アーガス〉という敵を知り、その全てがあったからこそ、この地に私がいます。私が王として戦わねば、その全てを無む駄だにしてしまう。だからこそ、数多あまたの命と願ねがいを継ぎ、勝利とこの地を手にする為に、私は戦います。これは──」

　胸に手を当てて、イーリスは強く言い切った。

「──新しいヴァルカの女王としての戦いくさ。再びこの地を取り戻す為の、私の、戦です」

　アリシアが唾つばを飲み込んだ。ミトラは眉まゆを跳ね上げる。

　レンとミネルヴァは黙だまっていたが、

《過か激げきです》

（純真とも言える）

《では純粋に過激ということに》

（言うな）

　声を立てずに戦々恐々としていた。







「さて、最後の問題ですが、これは私にも解決の糸口が見えません。ファジルド軍のことです」

　何事も無かったかのように、イーリスがレンたちに向き直った。

「退路が無くなったとはいえ、彼らも内部の問題を抱えたまま、戦いたくはないはずです。派は閥ばつ争あらそいを解決したうえで全軍で魔獣軍に当たり、できる限り時を稼かせいで頂くことが、私たちと彼らには必要です。できれば、こちらの動きを伝え、レン様の潜せん入にゆうや、私どもの協力も受うけ容いれて頂くことが、双方にとって利のあることなのですが……現状では、自力で解決して頂くしかありません」

　思し案あん気げな顔でそう言ったイーリスに、アリシアが声をかけた。

「イーリス様、それについては、私に少し心当たりがあります」

「まあ、本当ですか？」

　ぱっと顔を明るくしたイーリスに、アリシアが頷うなずく。

「一晩待って頂ければ、ペッテルとやらが失脚する理由はできます。そのあと、協力体制が整ととのえられるかは私には分かりませんが」

「それは……ペッテルさんに、少しだけでいいので引き下がって頂ければ、きっと、どうにかなるでしょう」

「では、今夜はゆっくりお休み下さい。朝には事が済んでいます」

「期待していますね、アリシア」




　　　　　○




　真夜中にもなれば、ディンヴィクティブ邸は死んだように静かな、真っ暗な邸宅になる。

　街の中心部から少し外れた土地で、いまは周囲の家屋に誰だれも住んでおらず、いるのは四人の要人と使用人が数人だけ。

　つまり、襲しゆう撃げきには絶好の場所である。

　灯あかりの落とされた邸宅の正門の脇わきに、いま、八人の男が集まっていた。

「いいか、探すのは小柄で黒髪の姫だ。痛めつけてもいいが、殺すなと言われている」

　輪わになって顔を突き合わせた部下に向けて、潜ひそめた声でそう告げる。

　彼は傭よう兵へいだった。いまさらもう一度依頼の内容を口にしたのは、大金を積つまれているからだ。ヘマをして報酬を減らされたくはなかった。

「隊長、ちょいと悪戯いたずらするのは禁止ですかい？」

　小さく掠かすれた声に興こう奮ふんを混ぜてそんな返事が返ってくる。隊長である彼は気配けはいだけで笑い返した。

「馬ば鹿か野郎、そういうのは階級順だ」

「へっ、じゃあおれは別の奴やつを攫さらうぜ」「馬鹿言え、騒さわがれるだろ。あのおっかない男がいるらしいぜ」「やんのは明日あしたにしろよ。今日きようは仕事だ」「おこぼれでいい。あんな上物他ほかにいねえよ」

　好き勝手にあれこれと言い出した部下を制する。

「シッ、黙だまれ」

　それから、ぎらつく七人の目を睨にらみつけて、

「ガキじゃねえんだ、まず仕事をやれ。まずお前ら三人で向こうに火を点つけて──」

　瞬しゆん間かん、光が目を刺した。

「ぐあっ!?」

　暗くら闇やみに慣なれきっていた七人を光がいきなり照らし、誰だれかが叫び声を上げた。

　失敗した。

　その言葉が脳裏をよぎり、彼は「逃げろ」と叫ぼうとした。だが、

「逃げるな」

　鋭するどい声に機き先せんを制されて、言葉が喉のどに詰まった。

　敵意に尖とがるその声音。だが、響ひびいた声は高く軽かろやかでもあり、女の声だ、ということが逃亡を踏ふみ止とどまらせた一因でもあった。

　魔ま法ほうを用いた角灯の強い光に徐々に目が慣なれていくと、その細い体のシルエットが目に見えるようになってきた。

「ふん、権力にしがみついて喚わめく馬ば鹿かというのは、いつもこうだ。小細工が通じなくなると、最後は力ずくで押し通そうとする。駄だ々だっ子こみたいにな。」

　それは軽装鎧よろいを身に着けた、女おんな騎き士し。たった一人ひとりだった。

　仲間の姿は無い。

　例の女騎士が、たった一人で、正門の方から悠々と歩いてくるのだ。

　部下たちと視し線せんを見交わした。全員が同じ意見のようだ。「やっちまおう」と七対の目が言っている。そして、彼自身も同じことを考えていた。

　この女を叩たたきのめし、人ひと質じちにしながら逃げる方がいい、と。──あとで『お楽しみ』にもなるだろう。

　請うけ負った仕事に失敗し、報酬が無くなった以上、その憂うさ晴ばらしをこの女にはしてもらわなければならない。

　彼らは素早すばやく凶器を抜いた。

　だが、闇の中で光を反射して鈍にぶく輝かがやく刃やいばを目にしても、その女は全く動じなかった。

　塀の留め金に角灯を吊つり下げてから、数歩だけ離はなれ、手にしていた警けい棒ぼうをくるりと回した。

「さっさとかかってこい」

「──っ！」

　部下の一人が、無言ながら怒りの息を吐いて、女に向かって走り出した。

　真剣を持った荒くれの傭よう兵へい八人を相手に、一人で挑むだけでも無む謀ぼうだというのに、ただの棒一本で女が挑発してくるなど、よほど舐なめられたとしか思えない。

　だから脅すつもりで抜いた刃を手に、部下が飛び出していった時、彼は止めなかった。

　奴やつとて三人も人を殺したことがあるほどの男だ。手加減くらいできるはず。あの警棒を叩き落として、何発か殴りつけてやるくらいのつもりだろう。

　殺しそうなら止めてやろう。そう思いつつ遅れて小走りを開始した。

　だが、遅かった。

　部下が剣を振り下ろすと同時に、顔に血ち飛沫しぶきらしきものが飛んできたのだ。

　まさか殺してしまったのか、と慌てて目を凝こらして見ると、鼻を押さえてよろめいた部下の肩に、警けい棒ぼうが振り下ろされていた。

　枯れ木をへし折るような音がして、どう見ても棒ではなく鎖さ骨こつがへし折られていた。

「なっ!?」

「ぎやあああ!!」

　叫びを上げた部下に向けて、再び血の滴しずくを飛ばしながら警棒が振り上げられ、額ひたいへと振り下ろされた。

　鼻と肩を折られた部下が、今度は額を割られてうめきながらのた打ち回る。その体に女は鋭するどい蹴けりを叩たたき込み、その一いち撃げきで部下はぴくりとも動かなくなる。

　手て練だれの傭よう兵へいのはずだった男が、素人しろうとを相手取るように苦もなく打ち倒された予想外のその光景に、思わず足を止めてしまっていた。

　鋭するどく警棒を振って地面に血を払った女が、呆あきれたようにため息を吐ついて彼ら全員を睥へい睨げいする。

「おい、人が手加減してやっているんだぞ。本気で来い」

「……殺せぇ！」

　踏ふみ潰つぶす直前の害虫を見るようなその侮ぶ蔑べつの視し線せんに、彼は叫びを上げて斬きりかかった。

　全員が雪崩なだれを打って騎き士しへ迫る。

　だが女は侮蔑の眼まな差ざしを崩さず、少し前傾姿勢を取って呟つぶやいた。

「遅い」

　その言葉が耳に入ったかどうか、という瞬しゆん間かん、彼は己おのれの右腕がへし折られるのを感じ取った。




　　　　　○




　圧倒的だった。

　アリシアに向けて振られる凶器は一つとしてその身を掠かすめることすらなく、翻ひるがえってアリシアの鋭く振るう警棒は一撃も無む駄だにならない。

　さんざんに敵を打ち据えて、凶器を叩き落とし、骨をへし折る。

　正面と左、両方から迫る敵の攻撃にアリシアはあっさりと踏み込む。左から腹を狙ねらって突いてくる剣を叩いて横に逸そらしつつ踏み込み、懐ふところに飛び込んで正面からの攻撃は空を切らせる。

　すれ違いざまに顎あごを下から棒で打って仰のけ反ぞらせ、後ろに回り込みつつ膝ひざ裏うらを蹴けりつけて体勢を崩し、地に膝ひざを突いた敵の頭をぞんざいに殴りつけてから、頭を低くする。

　首を斬きろうとした傭兵の追撃を避けると、その剣先が戻ってくるより早く肉にく薄はくし剣を握る指を叩たたき折る。凶器を取り落として苦痛に喚わめく敵の膝ひざを、頑丈な脚甲を着けた足で蹴けり折って転ばせ、仰あお向むけに倒れた男の顔に踵かかとを打ち下ろして沈ちん黙もくさせた。

　横に一歩を踏む。

　後ろから突きかかった敵の刃やいばがアリシアの体の横を通る。後ろ向きのまま肩越しに敵を見つつアリシアがバックステップ。と同時に肘ひじを敵の喉のどに入れる。

　傭よう兵へいが怯ひるんだ一いつ瞬しゆんで素早すばやくその場でくるりと回転。警けい棒ぼうで脇わきの下にある痛点を突いて武器を取り落とさせた。

　その武器が地に落ちるより早くアリシアの足が傭兵の足の甲を踏み砕き、半歩分だけ離はなれると蹲うずくまろうとした男の頭を摑つかみ取り、それを下に振りながら膝をかち上げる。眼がん窩かがへこむほどの一撃で、もう片方の目が飛び出そうになりながら、男がぐしゃりと顔から地面に倒れ伏した。

　アリシアがそこで、

「む？」

　と何かに首を傾かしげてから、軽いステップで横よこ薙なぎの斬ざん撃げきから身を躱かわす。

　地に足が着いた瞬間、不意打ちをしてきた敵の側面まで一歩で至り、二の腕の太い骨を警棒でへし折った。すると、警棒も一いつ緒しよにへし折れた。納得の表情を浮かべていたので、おそらく先ほどの疑念は棒が傷んできたことらしい。

　腕を折った男の腹に目掛けて爪つま先さきが打ち込まれ、男は吐と瀉しや物ぶつを撒まき散らしながら膝を突く。

　そして、アリシアは折れた警棒を捨てた。頭をふらつかせながら上半身を起こした敵に近付くと、腰から小剣を抜いて、男の目に向けて突き入れた。

　刺さる直前で、ぴたりと止めて。

　膝立ちになっている男を冷たく見下ろして、アリシアが凍こごえきった殺意を含んだ声で告げる。

「さて、これでお前以外は全員、動けなくなったわけだが」

　禿とく頭とうのその男は、毛髪の無い頭まで含めた顔全体に脂汗を滴したたらせながら、震ふるえることもできずに動きを止めている。角灯の灯あかりに浮かび上がる小剣の先端と、アリシアの冷れい徹てつな視し線せんを交互に見つめて、ごくりと唾つばを飲む。

「私の質問に正直に答えろ」

「……っ！　っ!!」

　もはや声すら無く必死で小刻みに頷うなずいた禿頭に、アリシアが端的に問いかけた。

「誰だれに頼まれた？」

「…………し、知ら──」

「言い忘れていたが」

　アリシアが小剣に力を込める。魔ま法ほう具ぐに刻まれた魔法陣が燐りん光こうを宿し、じりじりと青い炎を薄うすく纏まとった。

「私はあまり器用じゃない。だからこういう時に正直になってもらう方法は、一つしか知らん。まずは耳を焼く。次は目だ。その次は指を一つずつ、傷口を焼きながら落とす。私の質問は変わらない。だが、一箇所でも焼いたあとは、真偽を確たしかめる為ために十四箇所を全すべて焼く。貴様が何を答えても最後までやる。だからこれが最初で最後のただの尋問だ。──誰だれに頼まれた？」
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「ファ、ファジルド軍の……ペッテルだ……！」

　震ふるえる声で、男が答えた。フム、と頷うなずいたアリシアが次の質問をする。

「目的は？」

「姫の、誘ゆう拐かい」

「貴様らの隊の名は？」

「は、禿はげ鷲わしの、短たん剣けん」

　そこまで聞いてから、アリシアは男から離はなれて角灯を手に取った。

「仲間を連れてさっさと失うせろ」

　そう言い置いて、アリシアは門をくぐってミトラ邸へと戻る。取り残された男たちは、悪夢でも見たような顔でその背中を見送った。







「レン、出てこい」

　呆あきれたような口く調ちようで言いつつ、虚こ空くうを睨にらみつけるアリシアの声。

　どうやらレンが監かん視ししていたことはバレていたようで、見ている場所はレンの居所ではなかったが、確かく信しんを込めた言い方だった。

　仕方なく、レンは邸宅の屋根から飛び降りた。近くに着地したレンに角灯を向けて、アリシアが歩み寄ってくる。

　レンは肩を竦すくめた。

「すさまじいな」

　武器だけではなく、殺さないように手加減しながら八人、傭よう兵へいを叩たたき伏せた。その手腕は並ではないし、おまけにアリシアは魔ま法ほうすら使っていない。

　素直に称しよう賛さんしたのだが、アリシアはつまらなさそうに唇を尖とがらせた。

「私が訓練生の頃ころは、ごくたまにだが、こういうこともあった。騎き士しといっても訓練兵の中にはこの類たぐいの馬ば鹿かもいた。手加減はお手のものだ」

　全員殺してしまう方が楽だが、とでも言いたげなその物言いに、八人相手にまず勝てるところから異常である、という意い識しきは無さそうだ。

「まさか、訓練生は焼いてないな？」

「あれはただの脅しだ。やったことはない」

「やる気は？」

「いつでもあった」

　本気だからこそ、機き会かいが無かっただけだろう。空恐ろしい騎士の言い分に感想は控えて、レンは塀の向こうの物音に耳を澄すます。

「あれは逃して良かったのか？」

　塀の向こうで、男たちはうめき声を上げつつ応急手当をして、肩を支え合いながらなんとか撤てつ退たいしていっている。

　アリシアは頷うなずいて答えた。

「構わない。私が訓練の為ために騎士宿舎に寝泊まりすることになる際に、お父とう様さまに教わった。死人は喋しやべらないが、怪け我が人にんはよっぽどうまく口裏を合わせないとぼろが出る。目立つ程度に重傷なら理由を訊きかれるし、大人数で噓うそを合わせるのは不可能だ。だからなるべく殺すな、とな」

「……相手が一人ひとりで来ていたら？」

「私相手に一人で襲おそい掛かる根性のある奴やつは、昼間に決けつ闘とうを申し込んでくるさ。そちらは稀まれではなかった」

「なるほど」

　当然のように言ったアリシアに頷うなずいてみせると、女騎士はフフン、と少し自慢げに鼻を鳴らして胸を反そらした。

「ちなみに私は無敗だぞ。山ほど金貨をせしめたものだ」

　その様よう子すに少し奇妙な違和感を得て、レンは首を傾かしげた。

「決けつ闘とうは金貨を賭かけていたのか？」

　この騎き士しらしくない。そう思って問とい質ただしてみると、アリシアが腕組みして考える。

「うん？　……そういえば、最初は違うものだったな……私は金貨だったが、相手は……何だったか……そうだ。狩りに誘われたんだった」

「ほう。狩りは嫌いなのか？」

「私はあまり弓が上手うまくないしな。それに、領地に帰るのが遠いから嫌いやだと言ったら、狩猟場を貸してやると言われて、猟の為ための金がもったいないからやはり断って……そうだ。あれがきっかけで『決けつ闘とうに勝てば一いつ緒しよに狩りに行ける』ということで話が広まってな。私は剣では天才的だったから、弓の腕を笑いものにしたい奴やつは大勢いたということ……なんだ、その目は？」

　心底不ふ思し議ぎそうなアリシアに、レンはなんとなく訊きいてみる。

「アリシア、自分が昔によく襲おそわれたのは、何故なぜだと思う？」

　不ふ機き嫌げんそうにアリシアが眉まゆを顰ひそめた。

「女だからと甘く見られたのだろう。それに、女で騎士を目指す私を男どもが気に食わないことくらい、分かっていた。一対一で勝てないから多対一で勝とうなど、騎士を目指す者として恥ずかしいものだ」

「…………」

《指摘しないのですか？》

（説明したくない）

「ところで、レン」

　遠い目をするレンに、アリシアが声をかけてくる。

「なんだ？」

　再びアリシアへと目を戻すと、女騎士はなんとも形容しがたい、複雑な表情を浮かべていた。

「……私は結局、イーリス様をお諫いさめすることができなかった。あのあとも何度かかけ合ってみたんだが、な。それで──」

　何度か視し線せんを彷徨さまよわせてから、結局、不機嫌そうな顔に固定してレンを見据えた。

「貴様の方が私より強いのは分かっている。ディンヴィの方が魔ま獣じゆうが少ないことも。でも、ずっとイーリス様を守ってきたという矜きよう持じが私にはあるし、尊敬できて愛らしくて意外性があって肝が座っているという主人など、イーリス様以外にありえない。だから、何と言うか……」

　あれこれ言い募った末に指を立ててレンに向け、ぐっと顔を近付けてきた。

「いいか？　結局、レン、私がお前を信じることが、もっとも必要なんだ。だから…………命に代えてもイーリス様を守れ。頼む」

　生き真面目まじめで真まっ直すぐな瞳ひとみがレンを覗のぞき込んでくる。

「……任せてくれ」

　レンはこっくりと頷うなずいてそう答えた。




　　　　　○




　早朝のまだ早い時間ながら、イーリスが指揮所を訪ねると、門もん衛えいの兵士は快く通してくれ、あっさりとマルギリオス将軍への面会が叶かなった。

　小さな応接室で将軍と差し向かいに座り、定型の挨あい拶さつを交わしたのちに、本題へと入る。

　ミトラ邸を襲しゆう撃げきした傭よう兵へい団だんと、その依頼者の名前だ。

　やはりと言うべきか、すでに彼らの惨状は知れ渡っており、マルギリオスの耳にも入っていたようだ。そこへイーリスがはっきりとした名をもたらしたことで、将軍は自軍の裏切り行為を謝しや罪ざいし、丁てい重ちように詫わびてくれた。

　と同時に、イーリスの背後に控えたアリシアに、感かん謝しやを贈おくって頭を深く下げた。

「我が国の者が重大な過あやまちを犯すところでした。止めて頂いて感謝いたします、アリシア殿。ペッテルの奴やつめには必ずや相応の報いを下しましょう」

「顔を上げて下さい、マルギリオス将軍。いまは私たちが手を取り合わねばならない時です」

「は、ありがとうございます」

　顔を上げたマルギリオスはイーリスと改めて向き合い、

「イーリス陛下、厚かましくもお願ねがいがあります。我々は昨さく日じつ、軍ぐん議ぎを行って今後の方策を決めました。しかし──ヴァルカ王おう国こくのお力添えが無ければ、進しん撃げきどころか、逃げ出す兵を留とどめることすら叶かなわない。そう意見が一致いたしました」

　覚悟を決めた重々しい口く調ちようで、マルギリオスがイーリスにそう言った。

「我々にできることであれば、どのようなことでもします。ですから、どうかレン殿に四よつ脚あしと対たい峙じして頂きたい。この通り、どうかお願いいたします」

　三度、懇こん願がんするように──いや、実際に頭を下げて懇願するマルギリオス。イーリスは深く頷いた。

「マルギリオス将軍、むしろ私たちからそうお願いをするつもりで参りました。私どもに良い考えがあります。しかし、それにはファジルド軍の協力が不可欠なのです。お話を聞いて頂けますか？」

「もちろんですとも。お伺うかがいします」

　イーリスはマルギリオスに、レンがディンヴィへの潜せん入にゆうを企図していることを説明し、ファジルド軍に陽動を頼みたいと明かした。

　将軍は話を聞くと、気き難むずかしげな顔で頷いた。

「我々には選択肢が無い。もちろん、お引き受けします」

「ありがとうございます、将軍」

「礼を言うのはこちらです。イーリス陛下とレン殿が頼みであり、我々には後が無い。──どうか、よろしくお願ねがい致します」

「では、お互いに全力を尽くしましょう、将軍」

「もちろんです、陛下」

　マルギリオスとイーリスはそう励まし合って立ち上がると、握手を交わした。

　これで準備は整ととのった。そう考えてから、イーリスはふと思い直す。

　まだ一つ、気がかりなことがある。

「……ところで、将軍。ご子息とは、お話をしましたか？」

　手を解ほどいてからそう訊たずねると、マルギリオスは首を傾かしげた。

「？　話くらい、毎日しておりますが……」

　この様よう子すでは、まだ解決していないようだ。

　そう考えて、イーリスは首を横に振った。

「いいえ、将軍。いまからでも、きちんと膝ひざを突き合わせてお話をするべきです」

　その提案に、マルギリオスは渋い顔をする。

「そんな必要は無いでしょう。奴やつもようやく儂わしの言うことが分かったのか、昨日きのうから殊勝な態度でいます。それよりいまは、目の前の敵に──」

　さっさと結けつ論ろんを出すマルギリオスに、イーリスは思わずその言葉を遮さえぎって言い募った。

「失礼ですが、将軍はいつもは彼の話を聞いてはいません。頭ごなしに怒ど鳴なりつけているだけです」

　イーリスの言げんに、マルギリオスが目を瞠みはってイーリスを睨にらんだ。

「なんですと？」

　硬くなった声音に、イーリスは続けて言う。

「お怒りですか？　でも、私にはそうして怒りを抑えて話してくださいます。とても理性的な面を他者には向けているのに、ご子息には何故なぜ、そうして理由を訊ねないのですか？」

　僅わずかでも心当たりがあったか、マルギリオスはいったん口をへの字に噤つぐんだ。

「……あいつは調ちよう子しに乗るばかりで、このままではいつか痛い目に遭ってしまう。だからこそ、儂は厳きびしくしてやらないと──」

「その胸中を伝えてあげて下さい。おこがましいことですが、口に出して伝えることが、いまの貴方あなたたちには必要なように見えます」

　イーリスの願いに、しかしマルギリオスは腕組みをして首を横に振った。

「あいつにも、いずれ分かる日が来ます」

「このままでは、その〝いずれ〟は来ません」

　すかさずそう答えてから、イーリスはぐっと息を吞のんで、しかし言葉を止めない。

「……私の父は、なぜエルザスに私だけを送ったのか、何も言ってくれませんでした」

　口にしただけでずきりと胸の痛むことを、イーリスはなんとか言い切った。

　マルギリオスが息を詰まらせる。

「……それは」

「分かる日などもう来ません。たとえ将軍が、いえ、私以外の全すべての人が同じように『きっと愛していたからだ』と言ったとしても、私は完全には納得できません。あれは、私の父なのです。私以上に父を理解している人がいるとは思いたくありません。……子が親の想おもいを受け取れる日があるとしたら、顔を合わせて話し合うことのできる、その日だけなのです」

　マルギリオスの目を見返してはっきりとそう言い切ると、さすがに相手も思うところがあったか、唸うなり声ごえをあげて考えこむ。

　そして、もごもごと口の端を動かしながら、

「息子むすことは気を遣つかわず、本音で語り合える仲でありたいと思って……」

　そんなことを言う。イーリスはさらに言い募る。

「たとえ家族であっても、ただ意志をぶつけるだけでは分かり合うことは困こん難なんです。彼の人となりを『わかっているから』で決めつけず、一人前の方として、尊重した接し方をしてあげて下さい」

「親にとって自分の子はいつまでも子どもです。あいつのことは本人より知っています」

「予想外に出しゆつ撃げきしこと、ペッテルと会われたことは、どう思われますか？」

「……いや、あれは、儂わしが思っていたより奴やつが子どもだったというだけで」

「では、大人おとならしく、あなたから折れてあげて下さい、将軍。今のまま戦いに出れば、ご子息はまたも『思っていたより』意外なことをされるかもしれません。いまは余裕も無く、それが命に関かかわるやもしれません。……自分の思うままに振ふる舞まうのではなく、相手の為ために己おのれを変えることができてこそ──大人の余裕、というものでしょう？」

「…………」

　マルギリオスはしばらくの間、言われたことを吟ぎん味みするかのように黙だまりこくってこめかみを搔かいていたが、やがて、ふっと肩の力を抜いた。

「……まいった。わかりました。年若いとはいえ、さすがは王たる方ですな。将の繰くり言ごとでは、もはや何も返す言葉がありませぬ」

「それでは？」

「息子と話してみます。一人前の、隊長として扱いましょう」

　その答えを聞いて、イーリスはほっと息を吐いた。

「良かった。ありがとうございます、将軍。差し出口を利いたこと、お許し下さい」




　　　　　○




　朝のミトラ邸に、一人ひとりの男がやって来ていた。

　ペッテル・ヘールポリだ。全身を汗みずくにした面おも長ながの男を前に、レンが思案する。

「だからおおお目通りを願ねがいたいんだ！　私は違う！　悪くない！　会って話せばイーリス陛下も分かってくれるんだ！」

　玄関の扉を何度も何度も叩たたいて、応対しようとした使用人を押しのけて入ってきたペッテルをレンが押おし留とどめたところ、先程からずっと弁明を繰くり返している。

「……どう考えてもお前が悪いだろう。もう諦あきらめろ」

　帰る気配けはいも無く、いい加減に聞いているのも面めん倒どうで、レンはそう告げた。

　すると、血走った目でペッテルがレンを睨にらみつけてきた。

「き貴様、貴様が悪いとか決めるな！　私が悪いわけはないんだ！　私はこんなところで、酷ひどい扱いを──なぜどいつもこいつも言うことを聞かないんだ！　私がこんなにも！」

　だんだんと言っていることが意味不明になってきたペッテルは、どうやら錯さく乱らんしているらしい。ぎゃあぎゃあとそのまま喚わめき散らし続けて、はたとレンを改めて上から下まで睨み、素す晴ばらしいことを思いついた、という顔でレンを指差す。

「分かったぞ！　貴様は敵の間かん諜ちようなんだろう！　だからみんなが騙だまされたんだ！　この、こんな男に！　お前がいなければ！」

　そう叫ぶと、懐ふところから短剣を引き抜いてレンに向けた。

　短剣程度でレンをどうすることもできないが、使用人やミトラに危害を加えかねない。仕方なく、レンは振り下ろされた短剣の刃やいばを摑つかみ取り、ペッテルの顔面を殴り飛ばした。

「ふきっ!?」

　呆あつ気けなく倒れて気絶したペッテルをどうするべきか迷ったものの、遠巻きにこちらを見ていた使用人に声をかける。

「人を呼んできてくれ。それと、縛しばる物を」

「もうとっくに呼んでるってさ。縄なわもすぐ来るよ」

　ふわ、と大あくびをしながらミトラが顔を出した。

　眠たげな目をこすりながら現れたミトラは、気絶したペッテルを見下ろしてごきりと首を鳴らした。

「なーんか喧やかましいと思ったら、こいつか。まったく、こっちは徹てつ夜や明あけだってーのに……」

　頰ほおに油か炭かも分からない黒い汚れを付けたまま、ミトラが眠たげな眼まな差ざしでレンに振り向く。

「小悪党の最後としちゃ、ちょっと派は手でさに欠けない？　あたしの新作に縛りつけて花火にしようか？」

「イーリスやアリシアもそうだが、ヴァルカ王おう国こくには過か激げき派はしかいないのか？」

「んひひひひひっ」

　いかにも面おも白しろい冗じよう談だんを聞いた、とばかりに笑い出すミトラ。徹てつ夜や明あけでハイになっているらしかった。







　イーリス、アリシア、ミトラ、そしてレンの四人で食卓を囲む朝食時に、イーリスがにこにこと微笑ほほえみながら言った。

「ファジルド軍との協力態勢は整ととのいました。今日きようの昼に、全軍が出しゆつ撃げきします」

「俺おれとイーリスは一足早く発たって、潜せん入にゆう準備をする。それでいいか？」

「はい。よろしくお願ねがいします、レン様」

　そう言ってから、茹ゆでて薄うすく切られた豚肉を野菜と一いつ緒しよにフォークで突き刺して食べるミトラへと視し線せんを移す。

「ミトラ、希望どおり、魔ま道どう士し隊たいの一隊を借り受けました。きちんと手ほどきと指揮をお願いしますね」

　言われたミトラが手をひらひらと振りつつ咀そ嚼しやくして、うろんな口く調ちようで答えた。

「はいはい。秘密兵器は使えるようにしといたよ。徹てつ夜やで」

「ありがとう。ミトラ、気を付けて下さいね」

　それから、小鳥の骨を砕いて焼いたものを、骨ごとぽりぽりと食べるアリシアに振り返る。

「アリシア、ちゃんと体は休めましたか？」

「戦いくさとなれば私はいつでも快調です」

　指と口元を軽く拭ふいてからそう請うけ合ったアリシアに、イーリスが頷うなずく。

「頼もしいです」

　そして最後に食卓の上にある頭部装甲に目をやって、

「ミネルヴァ、今回は私のことも、よろしくお願いしますね」

『了解。注意します』

　これで全員を巡ったので、今度はレンが声をかけてみる。

「イーリス」

「はい」

　背筋を伸ばして返事をした少女に、レンは少し考えてから、

「あとは、勝つだけだな」

「……はい。頑張りましょう」

　しっかりと頷いたイーリスは、蜂はち蜜みつを垂らしたパンを嬉うれしげに頰ほお張ばった。

「で、あの四つ脚には勝てそうなの？　実際」

　ミトラがレンに直接そう訊たずねてくる。レンは肩を竦すくめて答えた。

「同じ装備さえあれば、負ける気はない」

「あら、レン様、あの四つ脚とも、何か因いん縁えんがおありなのですか？」

　イーリスが意外そうに言ってくる。

「そんなことは無いが……何故なぜだ？」

「アリシアが、御前試合の一回戦で同じような声と言葉をしていました」

「あれは因縁があったわけではなく、奴やつの方が私に因縁をつけてきたのです」

「こんな顔も」

　微苦笑しながらむっと唇を尖とがらせたアリシアを示すイーリス。レンはそれをちらりと見つつ、首を横に振る。

「……同じとは言いたくないが、まさにそんな気分だ」

「つまり、何かを言われたのですか？」

　小首を傾かしげるイーリスに、レンは少し迷ったものの、頷うなずいて口を開く。

「奴やつはセティスを『欠陥品』と呼んでいた。……この世界の人類を蹂じゆう躙りんしながら、同族すらそんな風に呼ぶ。ただ一つの『定形の〈アーガス〉』という規格以外を、無価値だと言っている。──機き械かいのように、だ。それが気に食わない」

「……レン様にとって、セティスと戦うのは、辛つらかったのですか？」

　イーリスが重ねてそう訊たずねてくるのに、レンははっきりと頷いた。

「……セティスは、子供だった」

　口にした言葉に、レンは苦々しい心地ここちを呼び起こされる。

「あいつは、俺おれより人間臭かった。殺し以外さえ楽しめれば……本当に、ただの子供だったんじゃないかとさえ思う」

　第四世代型〈アーガス〉は人工授精で生み出される。生まれた時から戦い方以外の何も教えられずに育つ。

　ミトラのように、あるいはイーリスのように、アリシアのように、ただ環かん境きようが、教えられたものがセティスを構成し、それを〝楽しみ〟にしてしまったのではないか、と、そうレンは感じていた。

　ミトラの言げんを借りれば──「親が悪い」のだ。理屈はどうあれ、説得力は申し分ない。

「あいつを欠陥品などとは思えない。ただ身内として、奴は止めなければならなかった。戦ったことに後悔はしていない。だが──四つ脚は、苦しみも楽しみも無く人を殺している。あんなものに負けたくはない」

　レンが負ければ、この世界は蹂躙される。それもあの第四世代型〈アーガス〉のような、何かを生み出すことを知らず、ただ壊こわすことだけしか頭に無い、凄せい惨さんな生き物によって、だ。

　技術だけが高度に発達していながら、それでは破は壊かい衝しよう動どうばかりを突き詰めた魔ま獣じゆうと変わりないとすら思える。

「だから勝つ。少なくとも、負けられない」

　そう言ったレンを、イーリスが見つめ返してくる。

「いいえレン様、勝利の女め神がみは情じよう熱ねつを要求します。だから、こう言って下さい。──必ず勝利する、と」

　ふっと笑って言われた言葉に、レンは頷うなずいた。

「必ず勝つ」

　レンもそう言い切ってから、アリシアのように思い切り口を開いて、脂あぶらを滴したたらせた肉にかぶりついた。







　さながら戦いの前の儀ぎ式しきのような朝食を終えて、全員がそれぞれの役割を果たす為ために、体を休めて、そして、邸やしきを発たっていった。

　燃もえ盛る直前の熾おき火びのように、戦いくさの気配けはいを漂わせながら。













　　　　　第五章　砲剣激突







　その日はよく晴れていた。

　ディンヴィへ進しん撃げきする総勢一万の兵士たちは、隊列を保って歩き続けている。士気の高さは隊列に表れると言われるが、そこから言えば、可もなく不可もなく、といったところだろう。

　敵の大将格が人外の強さであることを考えれば、悪い方でもない。

　前回の三倍強、一万もの軍勢は、その数だけではなく質も上回っている。兵役を課かされた市民兵は訓練を受けているし、古参兵や百人長がその取りまとめをしているからだ。

　さらには、作戦の概要は前ぜん線せんの百人長たちにまで説明してある。不安があっても、それは敵の強さに対してであって、状況そのものには既に覚悟ができているのだ。

　我々は勝たねばならない。でなくば、生き残れないのだ。

　退路は無く、時が過ぎれば補給ができずに物資が減っていくだけ。敵から引きずり出された形で癪しやくではあるが、乾けん坤こん一いつ擲てき、勝負を決めるのも悪くはない。──そうして、決戦が行われようとしていた。

　ブレナンは歩ほ調ちようを合わせる為ためにゆっくりと進む全軍の中央、指揮を執とる本陣で父・マルギリオスと轡くつわを並べて馬を進めながら、敵軍を睨にらむ。

　敵はどうやら最初から全軍を正面に集めているようだ。ひしめき合う魔ま獣じゆうの様よう子すは前回とは比べ物にならない密度と数であり、十数体の巨大魔獣もその中に見えた。

　しかしその配置は前回同様、中型魔獣が指揮を執る小集団が集つどい、その隙すき間まを小型魔獣が埋める形だ。

　ただそれだけで充分、とでも言いたげな敵の余裕が垣かい間ま見みえる。

　確たしかに、魔獣軍は機き動どう力りよくでこちらを上回り、乱戦にめっぽう強い。巨大魔獣は鈍どん重じゆうながら押おし留とどめることが難むずかしい。ただ集うだけでもこちらには脅威だ。そして、敵の大将は人外の強さを持つあの四つ脚。──正直に言えば、ブレナンをして怯きよう懦だが呼び起こされるほどだ。

　だが、四つ脚はヴァルカ王おう国こくの客分である英雄・レンが引き受け、また、戦う為にファジルド軍に協力を要よう請せいしてきてもいた。

　つまり、これは真の意味でいま持ちえる総力を挙げた戦いだ。その中核を担うのがファジルド軍であることに、高揚すら覚える。

「──腕が鳴る」

　ブレナンが槍やりを担ぐ手に力を込めてそう言うと、横を行くマルギリオスが振り返ってきた。

「あまり出過ぎるなよ」

「分かってる！　あ、いや、います」

　反射的に言い返してしまってから気まずく言い直すが、腹の中ではぞわぞわとした感触を溜ため込んでいた。

　結局、父とは何も話せていない。

　ヴァルカの女王に言われて、蟠わだかまりをどうにかしようとは思い立ったのだ。だが、どう話せというのか、皆目見当がつかない。

　部隊を率いるようになってから、マルギリオスにことあるごとにあれこれと言いつけられ、父の手で押さえつけられているような気がしていた。

　そもそも、父の若い頃ころ、騎き兵へい隊たい長ちようであった時には無む謀ぼうと言われた突とつ撃げきを敢行し、武功を挙げていたという。だが、自分にはそれをするなと何度も言ってくる。実際に功を上げてすら、だ。

　どれほど勇ましく戦おうとも、ブレナンを侮あなどり、子供扱いをやめない。そんな父に何を話せばいいと言うのか。

　ひとまずは上級百人長らしく、将軍相手に相応ふさわしい、畏かしこまった態度をしている。親子ではなく上官と部下としての関係を築く為に。

　だが、たかが一日やそこらで父の目を変えることなどできるわけもない。

　ブレナンはふっと息を吐いて気持ちを切り替えた。いまは戦いくさに集中するべきだ。ここで話を持ちだしたところで、どうせまた喧けん嘩かになるだけだろう。こちらで父の言う通りに合わせておけば、いずれ気付いてくれるだろう。

「ブレナン、どうした？」

　父がそう訊たずねてくるのに、ブレナンは顔を前に戻す。

「いいえ、何でもないです。配置について突とつ撃げきの号令を待ちます、将軍」

　父にそう言い置いて馬の足を速め、右う翼よくの赤あか鷲わし隊たいと合流する為ために駆け出した。

「……う、うむ」

　一いつ瞬しゆんだが、父が引き止めるような手振りをしたような気がしたが、気のせいだろう。




　　　　　○




「また喧けん嘩かになるだけかもしれんしな……」




　　　　　○




　昼を少し過ぎた強い日差しの下で、両軍が相あい対たいする。

　隊列を整ととのえたファジルド軍と、じりじりと近付いてくる魔ま獣じゆう軍ぐん。

　弓に番つがえられた矢が引き絞られるように、いつしか静けささえ感じるような緊きん迫ぱくした空気が、束つかの間ま、戦場を満たした。両軍はことさらゆっくりと近付く。一息でぶつかり合える距きよ離りに至るまで、じりじりと進み──

「全軍、戦せん闘とうを開始せよ!!」

　号令、伝令、そして、喇らつ叭ぱと太鼓の四重奏。全すべてが重なった瞬間、

「「「────────!!」」」

　もはや音として認にん識しきできない、震しん動どうする空気の圧が、一万の人から放たれ、数千の魔獣が呼応して、雄お叫たけびとして空と大地を揺らした。

　びりびりと肌を叩たたくその威勢に跳ねる鼓動を胸に感じながら、アリシアは遠く前列の光景に目を凝こらす。

　鉄砲水のように迫りくる魔獣の群れが、鋼はがねの煌きらめきを無数に宿す重装歩兵の槍やり衾ぶすまへと、雪崩なだれを打って襲おそい掛かる。距離のせいでどちらも黒い塊のようにしか見えないが、動きは一いち目もく瞭りよう然ぜん。土ど囊のうを積つんだ壁かべのような重装歩兵と、それを崩そうという魔獣軍だ。

　まずは重装歩兵の後ろ、両翼に配された弓兵が一斉に矢を射うち、降り注ぐ矢が雨のごとく魔獣の波に吸い込まれていく。幾ばくかの魔獣が倒れるが、魔獣はその全てが敏びん捷しようであるのに、膨ぼう大だいな体力と頑健な体を持つことが珍しくない。

　突撃の波は衰えずに人の壁へ迫り──衝しよう突とつした。それから数瞬遅れて、混こん濁だくした人獣の悲鳴がびしりと叩くようにアリシアの耳じ朶だを打つ。

　ファジルド軍は重装歩兵を並べて配し、魔ま獣じゆう軍ぐんの突進を受け止めた。次々と跳びかかる魔獣の群れを、訓練された兵士が果敢に突き返し、石いし突づきを地面に着けて支え、背中を戦友に支えられて踏ふみ留とどまる。

　火の点ついた森のように剣けん吞のんな気配けはいが四方八方から漂ってくる、凄すさまじい光景であり、凄せい惨さんな現実が繰くり広げられていた。

　それでもなお、アリシアは目を逸そらすことなく、戦いを見極めようとする。

　魔獣軍は突とつ撃げきを終えて再びひしめき合うように大地に広がり始めた。衝しよう撃げき力りよくは失われたと言っていい。こちらの戦列は被害を出しつつも崩れてはいない。

　緒しよ戦せんは互角、と言っていいはずだ。つまり、これからが問題である。

　敵の中核部隊はいまだ前ぜん線せんには到達しておらず──四つ脚も現れていない。

「イーリス様……」

　アリシアはぼそりと呟つぶやいて、彼方かなたに見えるディンヴィの尖せん塔とうに目を映した。

「……頼むぞ、レン。失敗したら何があっても殺すからな」

「なに物ぶつ騒そうなこと言ってんの？」

　横にいるミトラが、半目でアリシアを見ていた。




　　　　　○




（あちらは始まったようだな）

　遠くから響ひびく微かすかな怒号を聞き取って、レンが胸中で呟いた。

　レンがいるのは、ディンヴィの南側にある林の中だ。

　ファジルド軍やアリシアたちより早くピトレーを発たった二人ふたりは、平原を大きく迂う回かいして南側から魔獣に見つからないように移動し、街から少し離はなれた林の中に隠れたのだ。

　陽ひを遮さえぎる木々の隙すき間まから、遠くに尖塔と市し壁へきが確かく認にんできるくらいの距きよ離りだ。魔獣にも〈アーガス〉にも気付かれていないはずである。

　戦いが始まったと見て、潜せん伏ぷくしていた林の中から、身を低くしてディンヴィまでの街道上を覗のぞき見る。魔獣の姿は一つもない。

　それでも念の為ために匍ほ匐ふく前ぜん進しんで林の中に戻るレン。充分に木々に隠れたところで立ち上がると、土を叩いて払ってから、背後の木の根元に座っていたイーリスに振り向いた。

「出発しますか？」

　レンを見上げてそう訊たずねてくるイーリスに頷うなずいて、手招きする。

「行こう。ここまで来た時と同じように」

「では、失礼します」

　レンに言われたイーリスが立ち上がって歩み寄ってくると、こちらに向けて両手を広げて見上げて構えた。レンは腰を屈かがめてイーリスの背と膝ひざに腕を回し、イーリスはレンの首にしがみつく。そのまま持ち上げるが、イーリスには顔の横まで上半身を上げさせ、腕も手先を組むのではなく、できる限り腕の輪わを小さく、いっそ首を締しめ上げるつもりで組んでおいてもらう。

「っ！」

「辛つらいか？」

「い、いえ、なんでもありません」

　必要以上に体にぎゅっと力を込めるイーリスに少し首を傾かしげたものの、レンはそのまま小走りに移動を開始した。

　騎き馬ばでは隠おん密みつ行動に不向きで、普通に歩いたのでは間に合わない。レンがイーリスを運ぶことが、もっとも確かく実じつで早いのだ。

　そうして素早すばやく街道から離はなれ、見晴らしの良い街周辺の平原を、ところどころで自生する林を盾に隠れながら迂う回かいして、近くの森へ入る。

　見晴らしの良い平原を移動し終えて、ミネルヴァに確認する。

「周囲に魔ま獣じゆうは？」

『確認されませんでした』

「よし」

　そのまま森の中を移動する。事前に聞いていたのは、北北東方向だということで、そちらに進んでいるのだが、かなり怪しい。この世界の地図は街中は一応詳細に書かれているが、街の外はかなり分かりづらい。道そのものが少なく、街と街の間が広い為ため、縮しゆく尺しやくはほぼ考えられていないのだ。

「こっちで合ってるのか？」

　あえて街道近くにいたのは、イーリスの方向感覚に頼る為である。

　問われたイーリスは、少し首を傾げつつ答えた。

「えっと……はい。もう少し先へ」

　その指示通り、レンは足を速めて歩み続ける。そうして進むうち、

「あ、ここです」

　細い獣けもの道みちのようなところに差し掛かったところで、腕の中のイーリスが声を上げた。

　レンが足を止めると、イーリスが少し首を巡らせて、

「えっと、街が向こうですから……あちらです」

「分かった」

　細い道の先に足を向けた。少し進むと、森が途と切ぎれているのを目にする。

　レンはイーリスを抱え直し、薄うす暗ぐらい森の中、陽ひの光が差すその開けた場所へと急いだ。

　急に光量が増した陽ひ射ざしにイーリスが目を眇すがめるが、やがてゆっくりと明順応に従って、閉じかけた瞼まぶたを開いていく。

　そこにあったのは、大きな大理石の塊だ。

「あ、ここです。下ろして下さい」

　レンは言われた通りに、ゆっくりと華きや奢しやな体を下ろした。地面に足を付けたイーリスは文字の掘られた大理石に近付き、上を向いて太陽を見て、右手を石に付けて東を向き、

「いち、にい、さん……」

　歩数を数えながら歩く。やがて立ち止まり、レンを手招きした。レンが近付いていくと、手振りで周囲の地面を示す。

「この辺りに何かがあるはずです」

「探してみよう」

　レンはぐるりと見回してみるが、見た限りでは、特に変わったところはない。ひとまず歩き回ってみると、

『ここです』

　ミネルヴァがそう告げた。

　足を止めたレンが一歩下がり、今度は強く足踏みをしてみる。すると、土の地面の反発より、少し硬い感触が返ってきた。

　膝ひざを突いて土を浅く掘ってみると、指先に平らな石の感触があり、さらに穴を大きく広げていくと、どうやら石の板らしきものがあると分かった。

「隠し扉ですね」

　イーリスが後ろから覗のぞき込んで、感心したようにそんなことを言う。

「話には聞いていましたが、私も見るのは初めてですから」

　振り向いたレンに、少し恥ずかしげに言ったイーリスにひとまず頷うなずいて返してから、分厚い大理石の扉の縁ふちを探り当てて、力を込めて持ち上げた。

　砂と土つち塊くれをざらざらと落としつつ扉が開き、真っ暗な四角い穴が地面にぽっかりと口を開いた。人が二人ふたりほど通れる程度の穴には、急角度の階段があり、下へと伸びている。

　イーリスへと振り向く。

「俺おれが先に行く。後ろをついて来てくれ」

「──は、はい」

　上に上げようとした手を慌てて下ろしながら頷いたイーリスの返事を耳に、レンは念の為ために拳けん銃じゆうを手にして、中へと入っていった。







「ディンヴィの中央を流れているテペリス川がわの支流が、ヴィートリス川がわと言うのですが、二百年ほど前に水害が起き、その際に、昔に造られた地下墓地を改装して、異教の民たみや身寄りの無い者たちの共同墓地として使用したことがありました。その改装工事と、下水道の拡張工事にも紛れて作られた道、だそうです」

　レンの腰に紐ひもでぶら下げられた角灯の明かりを頼りに進むうち、抱え直されたイーリスがそんな説明をする。

　地下通路は中に入ると少し広がり、小柄なイーリスを抱えて進む程度には問題ない広さになった為ため、時間短たん縮しゆくの為に抱きかかえて進んでいた。

「この先に行くと、その地下墓地に繫つながります」

「分かった。急ごう」

　口にした通り、少し歩く速度を上げる。暗くら闇やみの中、体を壁かべで擦こすりかねないイーリスは、ぎゅっと強くしがみついてレンの胸に隠れるように体を小さくしている。

　彼女には悪いが、我慢してもらうしかない。別働隊──というよりむしろあちらが本隊だが──の、戦場がいつまで保もつのか分からないのだから。




　　　　　○




「左さ翼よく、保ちません！」

「左翼から順次、重装歩兵第二列と替われ！　後退の合図を出せ！」

「中央、敵の中級魔ま獣じゆうに押されています！」

「軽装騎き兵へいを向かわせろ！　いま左翼以外まで動かすわけにはいかん！」

「了解！」

　アリシアの正面、中央戦列が、分厚い甲殻を鎧よろいのように生はやしたモロクノイドの群れに突破を許してしまう。

　爪つめではなく手の甲から鎌かまのように伸ばした鋭するどい甲殻で兵士の大盾を貫き、居並ぶ槍やり衾ぶすまを叩たたき切って暴あばれ狂う。

　威い嚇かくの咆ほう哮こうが戦場音楽の中、こちらまで微かすかに響ひびいた。アリシアがいるのは戦陣中央、第二列のすぐ後ろなのだ。つまり、第一列を抜けたあの魔獣は馬を走らせればすぐに辿たどり着く。

　最小限の伝令を残して馬ば上じよう槍やりを持たされた軽装騎兵が、散兵を回りこんで横合いから突撃をかけた。モロクノイドが横よこっ面つらから騎兵突撃を食らって倒れ伏す。

　しかし、最初の数体以外はむしろ騎兵目掛けて自ら跳びかかり、馬の首ごと鎌で兵士たちを切り倒して食らいつく。味方に犠ぎ牲せい者しやを出しながら、騎兵は足を止めずに駆け抜けた。

　そんな怖気おぞけの走る光景は数えきれぬほどで、アリシアは口の端を引き結んで耐えていた。

　だが、同時に、

「……まだ、戦えるな」

　とも思えた。

　敵も味方も、全力でぶつかってはいるが、まだ決定的な分ぶん水すい嶺れいには到達していない。

　それはアリシアたちにとっては喜ぶべきことだ。

　魔ま獣じゆうを撃せん滅めつするにせよ、こちらが崩ほう壊かいするにせよ、分水嶺を超えてしまえば四つ脚が出てくる。それはできる限り遅くあってもらわなければならないのだ。

　冷れい徹てつとすら思える己おのれのそんな考えに、内心で、

（戦場とは恐ろしいものだ）

　と実感を込めて呟つぶやいていた。




　　　　　○




「これは、例の自動扉、か？」

　かなり分厚そうな石の扉を前に立ち止まったレンがそう呟くと、己の足で立つイーリスが、扉の横の壁かべに角灯の光を当てながら、横目でレンの言葉に首を傾かしげた。

「例の、ですか？」

「いや、ミトラの先祖が開発したと聞いていたんだ」

「ということは、魔法か何かの仕掛けで動くはずですね。……ああ、これは」

　と、壁にある八つの四角く浅い穴と、その脇わきの穴に置かれた八つの石板を見て、イーリスがぽそりと言った。

「……石板の絵を順番通りに並べてはめる仕掛けですね」

　板は二枚重ねになっていて、おそらく内側に魔法陣があるのだろう。わずかに金の煌きらめきが垣かい間ま見みえる。そして、石板の表には点描画のように小さなガラスや石を寄せ合わせ埋め込まれた、モザイク絵が描かれていた。図柄は、人物と、サインのようなものだ。

「代々の王の肖像画と、署名です。……小さい頃ころに、こうした絵合わせ遊びをしましたね」

　どこか懐なつかしげに言いつつ、イーリスは石板を壁にある二列に並んだ八個の穴に一つずつはめていく。

　淀よどみない手つきで最後の一枚まではめて、しばらく待つ。やがて、壁の中で何かの音が響ひびき始めた。だが、いまだ扉は動かない。

「無理やりこじ開けるか？」

　レンが焦じれてそう提案すると、イーリスは首を横に振った。

「止やめておきましょう。資料箱に罠わなを仕掛け、他人が開けると燃もえるようにしていたという話が、まだ穏おん便びんな方であるという、ディンヴィクティブ家が作ったものです」

「……なるほど」

　ともあれ、しばらくすると扉はゆっくりと開き始めた。

　四十センチほども厚みのある大理石製の扉が、重々しい音を立てながらゆっくりと横滑りしていく。

　二人ふたりが扉の向こう側に行くと、そこはイーリスの言うとおり、地下墓地だった。

　と言ってもレンはそうしたものを見たことは無いのだが、仄ほのかに漂う死臭だけは分かる。

　地中を掘り抜いて作った空間に、壁かべには人が入れるほどの四角い穴がいくつも掘られている。どうやらそういうものらしい。

「まずは上に出ましょう。北西にある天文塔に──あら？」

　イーリスが壁の穴を覗のぞきこんで首を傾かしげた。

「どうした？」

「いえ……骨がここにあるはずなのに、無いのです」

「なに？」

　レンもまた眉まゆを顰ひそめて穴を覗く。すると、何かがあった形跡はあるものの、穴の中には何も無かった。

　足下から天てん井じよう近くまで四角い穴がいくつもあるが、全すべて空だ。何も無い。

　ふるり、とイーリスが体を震ふるわせてレンに身を寄せた。

「ど、どういうことでしょう……？」

　その時、レンの聴ちよう覚やくが、小枝を折るような軽い音を捉とらえた。

「何かいる」

　拳けん銃じゆうを抜いて廊下をちらりと覗き、安全を確たしかめた。イーリスへと振り返り、訊たずねる。

「出口はどっちだ？」

「左です」

　ちょうど音のする方である。

「……離はなれるなよ」

　仕方なく、レンはイーリスを背にかばいながら歩き出した。

　光源があれば昼間の外と同じように物が見えるレンと違い、イーリスは歩きにくそうにしながら、しかしレンの背中にぴったりと付いて離れない。

　そして、枯れ枝を砕くような鈍にぶい音は、イーリスの耳にも聞こえる程度になってきた。

　ちょうどその部へ屋やの前を横切って行かねばならないレンは、壁際に身を寄せると、イーリスを振り返って──ヘルメット越しだが──口元に指を立てて静かにしているよう促してから、そっと部屋の中を覗いた。

　そして目にしたのは、ボロ布を身に纏まとった人ひと型がたの骨の塊が、壁の穴にぎっしりと詰まった人骨を次々に口へ放り込んでいる、という姿だった。

（……まずいな）

　そっと後ろを振り返り、イーリスの耳に口を寄せてできる限り小声で告げる。

「骨が動いてる」

　先に言っておくから驚おどろくな、と釘くぎを刺そうとしたのだが、

「ほ、骨が、ですか？　ううう噓うそですよね？」

　さっと顔を青くしたイーリスが、目め尻じりに涙すら浮かべて震ふるえ始めた。

「いや、本当だが」

　泣き出す寸前ながら、どうにか声を抑えている、というありさまでイーリスがレンに縋すがりついた。

「……そ、それは、おば──ひぅっ」

　小さい悲鳴。同時にレンも気付いていた。

　レンの後方視覚、足下あたりで顔を覗のぞかせる白骨がいる。

　動体センサーに見つからないほどゆっくりと、しかも生物の鼓動などが無く動かれると、たまにこうして見逃すこともあった。

「逃げるぞ」

　言って、レンの足を摑つかもうとした骨の手を躱かわし、人骨の目から上を──眼球は無いが──踏み砕いて、イーリスを片手で抱え上げた。

　骨は踏み砕かれても意に介さず、体中の関節部を打ち鳴らして派は手でな音を立てた。途端とたん、地下のあちこちから同じような音が響き渡る。

「──きゃあああああ!!」

　イーリスがレンにしがみつきながら、今度こそ大きな悲鳴を上げた。

　急ぎ駆け出したレンの行く手に、何体もの骨が躍おどり出てきたのだ。行く手を阻はばむのは、幾重にも人骨を組み合わせ、骨だけで人を構成したような、奇妙な骸がい骨こつどもだ。

「れ、レン様っ！　どうしましょうおばけです霊れい魂こんです恨うらみがこの世にあの骨のさくり──」

「落ち着け、こいつらは魔ま獣じゆうだ」

「そんな骨だって人のです！」

　いつになく狼狽うろたえてレンの頭にしがみついてくる。顔の半分を柔らかいものに埋められ、メインカメラが半分ほど遮さえぎられているのに難なん儀ぎしつつも、レンは骸骨を蹴けり倒してさらに走る。

「骨に住む魔獣だ」

　ボーンワームと呼ばれる魔獣である。

　骨の中に住む骨食海洋虫のような生き物で、一匹一匹は糸ミミズのようであり、知能も攻こう撃げき力りよくも無いが、ある程度のまとまった数が集まると群体としてのネットワーク的な意い識しきを宿す。そして住処すみかにしている骨を増やして連結し、さながら動物のように骨を動かして操あやつり、他ほかの生物に襲おそい掛かるのだ。

　データでは知っているが、レンとしても初めて直じかに見る相手である。

　死し霊りようのようなその姿だが、動かしているのはあくまで中の蠕ぜん虫ちゆう群ぐんであり、骨が砕ければ動きも鈍にぶる。

　レンは行く手を阻はばんだ骸がい骨こつの足を撃うち砕いて転ばせ、さっさと地下墓地の出口を目指す。階段を駆け上がり、石室を抜けて出口の扉を蹴け破やぶり、扉の柱を肘ひじ打うちで砕き折って出口を潰つぶした。

　これで一安心──というわけでもないが、レンは少し走ったところで、立ち止まった。

　拳けん銃じゆうを仕し舞まい、レンの頭を抱きかかえるようにしてしがみつくイーリスの腰を叩たたいて告げる。

「もう大丈夫だ。いったん落ち着け」

「ま、魔ま獣じゆう……？　おばけ……？　魔獣が、おばけ……？」

「違う」

　ともあれ、ようやく腕から力を抜いたイーリスを地面にそっと下ろすと、少女はぺたんと座り込んで何度か深呼吸をしてから、涙で潤うるんだ目をレンに向けた。

「あ、あれは、魔獣なのですね？　幽ゆう霊れいとか、おばけではなく」

「ああ。ボーンワームという、珍しいヤツだ。正体は骨の中の糸ミミズ」

「…………はぁ──」

　がくりと項垂うなだれた。胸に手を当てて安あん堵どと羞しゆう恥ちがないまぜになったため息を吐つき、レンをおそるおそる見上げてくる。

「……その、実は……おばけが、苦手なのです」

「ああ、気付いていた」

　頷うなずいたレンの目の前で、ぽっとイーリスの顔が赤く染まる。そして、不安げな目をして問いかけてきた。

「幻滅しましたか……？」

「いいや。ただ、視界は塞ふさがないでくれ」

「──っ、わ、わざとじゃないです！」

　長い耳を先まで真まっ赤かにしたイーリスが、胸を腕で隠しながら言う。レンは肩を竦すくめて手を差し伸べた。

「じゃあ、そろそろ立ってくれ。奴やつらが追ってくるぞ」

「？　出口は塞いで──」

　イーリスが言い差した瞬しゆん間かん、いましがた出てきた地下墓地の出口が粉砕された。

　レンの後方視覚に映ったのは、巨大な人骨の塊が、骨を打ち合わせる異音を発しながら、重厚な石室を砕いて飛び出てきた姿だ。

　ボーンワームはある程度なら常人より弱い。

　だが、恐ろしいのはその群体としての能力だ。風化して脆もろくなった骨も圧あつ縮しゆくして密度を上げれば硬くなるし、ボーンワームはさらに、集合体となる能力まである。つまり、

「奴らは合体するんだ」

　体長五メートルを超えるいびつな形の骸骨人間が、四よつん這ばいになってレンを追いかけてきていた。腹には大量の骨と蠕ぜん虫ちゆうが蠢うごめいている。

　流動する筋肉を持った皮のない人間、と言った方が正せい確かくかもしれない。

　あの地下墓地にどれだけの死体があったのかは分からないが、この大きな街の墓と、あの墓地と、その他無数の骨が集まっているとすれば、この程度の芸当は容易にしてくる。

　慌ててレンの手を取ったイーリスを引っ張り上げて再び抱きかかえると、レンはひとまず走り出した。

　イーリスが叫ぶ。

「天文塔は北西側です！　左に曲がって大通りに出て右に曲がって下さい！」

《五時上方。回かい避ひして下さい》

　レンが左に跳んだ瞬しゆん間かん、骨の塊がいくつも空から降ってきた。

　石畳を砕いて落ちた骨は、自ら形を変えて跳ねると、後ろから追おい縋すがってくる人骨群に吸い込まれ、同化した。

　イーリスを抱えながらでは全速で走るわけにもいかず、ボーンワームの攻こう撃げきを避けつつ、追いつかれない程度に走り続けるしかない。

　ボーンワームを活動不能にするには、熱ねつが必要だ。骨を砕けば住処すみかから追い出され、熱に弱いボーンワームは恐らくこの日照でしばらく炙あぶるだけで死ぬ。だが、あれほど集まった骨を相手にするには、どれだけ砕かなければならないのか分からないし、炙られて死ぬより速く他ほかの骨に回収されれば、まったく意味が無い。

「奴やつは熱に弱い。何か奴を焼けるほどの火はあるか？」

「アリシアがいればいくらでも！」

　時速数十キロで緩かん急きゆうつけて走りながらの会話だ。イーリスは声を張り上げながら答えた。

「……仕方ないな」

「はい！」

　イーリスと頷うなずき合ってから、レンは速度を緩ゆるめてあえて追いつかれ、摑つかまれそうになった直前に跳ちよう躍やくして人骨群の頭部を強く蹴けりつけ、左の通りへと入った。

　ボーンワームは角の建物に頭から突っ込み、いくらか骨を砕けさせる。中のオレンジ色の蠕虫を血ち飛沫しぶきのように噴ふいたが、砕かれた骨にへばりついた蠕虫が千切れてなければ骨が戻っていき、すぐに体勢を立て直してレンたちを追い始めた。

「[image: ～][image: ～]っ!!」

　ぎゅっとレンにしがみついて、イーリスがきつく目を閉じる。

　馬に乗るにも鐙あぶみが無ければ振り落とされるのが常人だ。レンが支えているとはいえ、その華きや奢しやな体には慣かん性せいの法則に従って負担がかかる。

「頑張ってくれ」

「はいっ！」

　無人の街を、破は壊かい音おんと共に走り抜けていく。




　　　　　○




　アリシアの見る戦況は、次の局面へ移っていた。

　敵の前ぜん衛えいは第一列を打ち破れず、交代した第二列の槍やりにすら押し戻され始めた。ファジルド軍は長槍で敵の足を止め、弓や投とう擲てき武器でゆっくりと敵を削っているのだ。こうなると、最初に突き破れなかったことで、魔ま獣じゆうは足踏みしている間に傷つき、前にいた同族がいなくなってようやく襲おそい掛かれるという時には、傷を負っている。

　だが、敵の第二陣、巨大な影かげが近付きつつあった。

「上級魔獣が四体、右う翼よくへ迫っています！」「中央からも一体、来ます！」「左翼にて二体のミノタウルスが確かく認にんされました！」

　矢継ぎ早にもたらされる報告に、どよめきが広がる。

「落ち着け！　巨獣出現の合図を送れ！　伝令！」

　マルギリオス将軍が素早すばやく指示を出した。喇らつ叭ぱと太鼓が予あらかじめ決めてあった符ふ丁ちようをかき鳴らし、伝令が馬を走らせていく。

「右翼へは赤あか鷲わし隊たいを向かわせろ！」

　そして、もっとも巨獣の多い場所へは、精せい鋭えい部隊を送り込んでいた。

　突進してくるミノタウルスの前から歩兵たちは逃げ惑い、通してしまう。巨牛の猛進は止まらず、戦列深く分け入ってくる。

　その体に無数の矢が突き刺さる。魔獣は飛んできた矢にぎろりとそちらを振り返り、突進を止めて体の向きを変える。その方向転換を狙ねらい澄すまして、騎兵の馬に相乗りした魔道士隊が後背から肉にく薄はくし、炎を浴びせかけた。

　それを見て、アリシアはぼそりと呟つぶやく。

「かかった」

　敵の上級魔獣、ミノタウルスについて、ファジルド軍にイーリスがいくつか献策していた。ヴァルカ王バーラムが、戦せん象ぞうを擁ようする国と戦った際に用いた方法だ。

　鈍どん重じゆうだが止めることが難むずかしい敵を、前ぜん線せんで押おし留とどめようとはせずに自陣に引き込み、軽装騎兵や散兵で取り囲んでじわじわと傷を与え、体力を奪っていくのだ。

　念入りに打ち合わせをした下士官たちの手で、ファジルド軍は見事にそれを叶かなえたようだ。

　ミノタウルスの膝ひざに、至近から騎射で弩どが射うち込まれ、その足を使い物にならなくした。

　中央の一体はそれで終わりだ。巨体ゆえに片足では満足に動くことさえできない。

　兵士たちから歓喜の雄お叫たけびが放たれてびりびりと空気を揺らし、全軍に昂たかぶりが伝でん播ぱして士気を上げていく。

　左さ翼よくの上級魔ま獣じゆうには重装騎き兵へい本隊が増援として送り込まれ、敵の動きを封じつつ、小集団に分かれた騎兵で敵を封殺している。

　問題は右翼だ。一度に四体もの巨牛が分け入れば、陣の乱れは並では済まない。

　機き動どう力りよくが高く、練度も高い赤あか鷲わしは戦列に穴が開けばすぐに支援に駆けつける。まさしく精せい鋭えい部隊として活かつ躍やくしていた。右翼へ差し向けられた部隊はブレナンの指揮の下、撹かく乱らんと攻こう撃げきの両方を担ってどうにか持ちこたえている。

　ただ、もしも、さらなる増援が敵にあれば──

「巨大魔獣、さらに来ます！　中央に一、右翼に……よ、四です！」

　持もち堪こたえられなくなる。

「……八体も右翼に集中するか」

　後退し、兵を右に寄せなければならないだろう。だが、相手がいかに鈍どん重じゆうな魔獣とはいえ、真まっ直すぐに歩けばその巨体で速度は出る。果たして隊列変更が間に合うかは、怪しい。

　ファジルド軍の戦いを見たうえで、魔獣軍が戦術的な策に出たとしか思えない。

「ふむ」

　と、アリシアは小さく呻うめいた。いまこそヴァルカ王おう国こく軍ぐん──アリシアとミトラの出番ではないか、と考えて。

　マルギリオス将軍にアリシアやミトラの持つ〝特技〟は伝えてあるが、将軍は他国の指揮官だ。こちらから提言した方が良いだろう。

　そう思ってアリシアが将軍に馬を近付けると、将軍は伝令に向けて指示を出していた。

「歩兵予備隊と軽騎兵を右翼の援えん護ごに向かわせろ！　それから、右翼第二列を前進させろ！」

　その指示からして、マルギリオス将軍は兵を後退させず、その場で敵を受け止めることを選んだようだ。

「話に聞いていたのと違って、勇猛な兵の使い方をされますね、将軍」

　思わずそう口にしたアリシアを、マルギリオスが振り返ってきた。

「アリシア殿。……ヴァルカの女王陛下に忠告されましてな。ブレナンを認めよ、と。儂わしは確たしかに、奴やつを蔑ないがしろにしておったように思う。この状況、儂なら兵を後退させますが、ブレナンのことだ。戦い続けることを選ぶでしょうし、それをこちらが助けるように兵を動かせば良いだけのことだ、と思いましてな」

　他ほかの部下に聞こえないような控えめな声で言われる。将が部下に聞かせられる内容ではないが、誰だれかに話さずにはいられなかった。そんな様よう子すだ。

　アリシアは赤鷲隊の赤せき槍そうを目で追って、こくりと頷うなずいた。

「なるほど。しかし将軍、赤鷲隊は歩兵を取りまとめて後退を援護しているようですが」

「なに!?」

　マルギリオスが目を瞠みはって戦場を見た。

　そちらでは、赤あか鷲わし隊たいが隊を分けて行動している。半数がミノタウルスを撹かく乱らんし、もう半分が歩兵の後退を助ける為ために、主に小型魔ま獣じゆうの相手をしている。

　ミノタウルスへの攻こう撃げきは諦あきらめ、歩兵隊を下がらせて後方の味方と合流したうえで、敵を殲せん滅めつする。──マルギリオスが出した指令とはまるで反対の用兵であれば、それは迅じん速そくな決断で被害を最小に抑えられただろう。

　だが、いまは違う。前列が後退しようと下がり、後列が急いで前へと走ったせいで、陣が入り乱れ、混乱が生じている。このままでは、戦い続ける赤鷲隊が孤立してしまう。

「なっ、ブレナンめ、何故なぜ──」

「将軍、イーリス様は「ご子息とよく話し合い、思い込みだけで決めつけないように」と仰おつしやっていたのであって、譲じよう歩ほして事後にそれを和解材料にせよ、とは言っていません」

「そのようなことは──！」

　怒りに満ちた顔でマルギリオスが振り返ってくる。

　だが、アリシアとしては、イーリスのようにマルギリオスを諭さとすつもりもない。主君の意を曲解されてそのせいにされては堪たまらない、というだけだ。

　ともあれ、ファジルド軍は危き機きに陥った。

　いまから立て直そうにも、時間がかかる。その時間を稼かせぐ為ための予備隊は、既に出払っている。このままでは、ブレナン率いる赤鷲隊は孤立して全滅し、右う翼よくから切り崩されてファジルド軍は押し切られるだろう。

　つまり、打つ手が無い。と、マルギリオスにはそう見えているはずだ。

「将軍、いまからでも遅くない。話し合いに行くべきだ」

　しかし、アリシアはそう提案した。ぎょっとした目をこちらに向けて、将軍が唸うなるように低い声音で喋しやべる。

「……死ぬのなら息子むすこと共に死ぬべきだと、そう言いたいのか？」

「いや、そうではなく──」

　言い差したアリシアの目の前から、いきなりマルギリオスが消えた。

「貴公の言う通りだ！　儂わしが責任を取ってこよう！」

　おや、とその叫びを目で追うと、前ぜん線せんに向けて馬を走らせるマルギリオスの後ろ姿があった。

　アリシアは手近な兵に声をかける。

「将軍は前線に出撃するらしい。私が掩えん護ごする。指揮を引き継ぐよう、誰だれか将校に伝えてくれ。それと、ミトラに私の後ろから来るようにと伝令を頼む」

　そう言い置いて、アリシアもまた、マルギリオスを追った。




　　　　　○




　飛来した骨弾を蹴けり飛ばして防ぎつつ、レンが跳ちよう躍やく。

　一抱え以上もある骨の塊が周囲に着弾し、屋根の赤レンガを砕く中、家屋から家屋へと跳び移りつつ移動するレンの腕の中で、イーリスがちらりと魔ま獣じゆうを見るたび、小さく呟つぶやく。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、こ、怖くない、ないです。あれは魔獣ですっ」

『魔獣の方が危険度は上です』

「そんな問題ではないのです！」

「舌を嚙かむから口を閉じててくれ」

　そう忠告すると、イーリスが強くレンに身を寄せ、白い頰ほおに冷や汗で張り付く黒髪が、ふわりと浮いた。

　レンが跳躍したのだ。

　足の下を薙ないだ骨の腕が屋根を破砕する音を置いて、宙を行った浮遊感を味わい、なるべく穏おん便びんに着地する。尖せん塔とうの建ち並ぶ街だけあって、住宅地でもなかなかに高低差が激はげしい。レンは何度か段差を踏んで衝しよう撃げきを和やわらげつつ街路に着地し、目的地へと走り出した。

　イーリスがひときわ高い塔を指差して叫んだ。

「あそこにある塔が天文塔です！」

　追い立てられながらも、目的地まであと少しという所まで来ていた。

「そろそろ、奴やつをどうするか決めないとな」

「燃もやそうにも、人がいなくなって久しいので、火ひ種だねがありません」

　イーリスが悩ましげに言うのにレンは無言で頷うなずき、横に跳んだ。

　上から飛び降りてきた敵が手のひらを街路に叩たたきつけ、びりびりと空気が揺れる。

　後ろから喰くらいつこうと大口を開けた巨大髑髏どくろの口の中に、蠕ぜん動どうする橙だいだい色いろの糸状生物の群体と、無数の髑髏が子弾のようにいくつも並んでいた。

　鳥肌を立ててイーリスが体を震ふるわせる。

「ひぅ」

「堪こらえろ。それと、首から手を離はなしてできるだけ手足を折り畳んで、歯を食いしばってくれ」

「えっ？」

「入り口をぶち破る」

　イーリスがはっとして前を見る。目的地である天文塔の木の扉が、すぐそこに見えていた。

　レンの指示通り、イーリスは急いで首から手を離して装甲服の腕の中で体を小さくした。

　加速し、激げき突とつした。

　尖塔の入り口に、走る勢いのままに突撃し、寸前で半回転して背中からぶつかって戸をぶち破ったレンは、なんとか体勢を崩さずに足を踏ん張って、内部の石の壁かべに衝しよう突とつした。

　二段階に分かれた衝しよう撃げきは腕の中にいるイーリスも襲おそったが、どうにか大おお怪け我がはさせていない。

　そして、尖せん塔とうが三度目の衝撃に揺れた。

　レンたちを追ってきた敵が入り口に激げき突とつし、その巨体で壁を揺らしたのだ。だが、入ってはこれない。

　尖塔の内部を見上げる。

　外から見てもそうだったが、内側から見てもなかなかに無骨な塔である。八角形の壁に、内部は複雑に絡み合うかのように、木の柱がびっしりと縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡らされ、壁際に沿って階段がある。

　一番上には石の天てん井じよう。おそらく、展望台のようにそこだけ部へ屋やがあるのだ。

「よし、上に──」

『警けい告こく。囲まれています』

「なに？」

　動体センサーに光点が灯ともる。次々と増えていく敵の輝き点てんは、すぐさまレンの目の前に現れた。

　入り口から体長二メートルほどの骸がい骨こつが入り込んできた。もとは埋葬品だったと思おぼしき剣を手に、レンへと突撃してくる。

　予想外だが、脅威ではない。レンは苦もなくその骸骨剣士の斬ざん撃げきを躱かわして跳ちよう躍やくし、階段に着地して駆け上がっていく。

　結合していたワームたちが塔に入り込める大きさに分ぶん離りし、襲しゆう撃げきしてきたのだ。入り口のみならず、あらゆる窓から一斉に、大小様々な骸骨が入り込んでくる。

　骸骨たちは主に階段を、あぶれた者が張り巡らされた木の柱を伝って追いかけてきていた。見下ろした視し線せんの先で、続々と人ひと型がたサイズのボーンワームは増えていく。

「ど、どうしますか、レン様？」

「ひとまず、距きよ離りを稼かせごう。跳ぶぞ」

　不安げに言ったイーリスにそう答えてから、レンは一息に塔を駆け上がった。階段どころか梁はりや柱も足場にして、一気に上がっていく。

　そうして頂上まで到達すると、ガラスが張り巡らされた小さな展望台に出た。

　イーリスを降ろして、近くにあった大きな木棚を倒して階段の出入口を塞ふさぐ。大した時間稼ぎにもならないだろうが、警報代わりである。

「ＡＦはあったか？」

　すぐに振り返ったレンが部屋の中を振り返ると、せいぜい数メートル四方の部屋の中に、何枚もの鏡かがみを繫つなぎ合わせて作ったような、円柱上の鏡があった。

「なんだこれは」

「天文塔はガラス張りで外から見えます。それを逆さか手てに取って、外から見ただけでは見えないようにして、隠したのではないでしょうか？」

「なるほど」

　言いつつ、レンは近くにあった椅い子すを摑つかみ、鏡かがみの柱に向けて投げつけた。

　澄すんだ破砕音。砕け散った鏡の壁の向こうには、大きな布が被かぶせられた何かが置いてあった。

　その布を引ひき剝はがすと、そこにあったのは、二つ。

　人二人ふたりくらいなら収められる大きなロッカーのようなコンテナと、その横に、

「……金属の、骨、ですか？」

　イーリスの言ったように、人の骨格標本のような立ち姿。装甲を削られた外骨格のフレームのような代しろ物ものが、そこに立っていた。

　四つ脚やジャックマンの物と比べるとサイズは小さく、一般兵士が着ける筋力補助用の外骨格を〈アーガス〉用にしたようにも見える。これをレンが装備しても、いまより一回り大きくなるくらいだろう。

　だが、閲えつ覧らんしたデータによれば、レンの戦せん闘とう力りよくを飛ひ躍やく的てきに向上させられるだけのスペックが、この装備にはある。

　脚部には装そう輪りん走行装置、背面には小型の外部電源装置があり、出力と機き動どう力りよくは大幅に向上させられる。加えて頭部、肩部、胸部、前腕、腰部、脚部にはそれぞれ追加の装甲と駆動軸があり、腕力と脚力は大幅に向上する。脛すねの横と背部にあるロケットエンジンを備えた加速器により、瞬しゆん発ぱつ的てきな三次元駆動も可能である。

　いまはその装甲やフレームを分割、拡張して前面を開いており、おそらく足と背中を合わせれば自動的に各所のフレームと装甲が閉じて固定されるはずだ。

『〈アーガス〉専用上位Advanced骨格Frame「T3 Storm」です』

　ミネルヴァがそう告げて、ようやく目的が果たせたと知る。

　あとは横にある装備格納用のコンテナの中身次第、というところだろう。

「装備して脱出する。起動できるか？」

『外部からの操そう作さはできないようです。手動で接続して下さい』

　無む線せんでの通信機能が殺されているようだ。セティスがこの装備を隠いん匿とくしていたのなら、それは当然でもある。

　レンはＡＦの頭部装甲を覗のぞき込み、そこに接続端子を見つけると、小さな突起のようなそれを引っ張り出す。細いワイヤーのような有線ケーブルに繫つながれた接続端子を、自らの後頭部の装甲を少しずらして、タルタロスアーマー側の端子に挿さし込んだ。

　ミネルヴァが情報ウィンドウを開いて操作をする。

　だが、

『エラー。起動できません』

「どうなっている？」

『個人認証のセキュリティが掛かっています』

「破れ」

『操そう作さパネルから手動での工作を推すい奨しようします』

　と、ミネルヴァが分割して展開してあるＡＦの頭部装甲の内側、小さな操作盤ばんをマーカーで差す。レンがそれを開いた時、背後でバリケードの木棚が下から叩たたかれる音が響ひびいた。

「敵が来ています！」

　イーリスが慌ててレンの横に寄ってくる。

　敵を排除してからＡＦの操作をするしかない。そう思った瞬しゆん間かん、塔そのものが揺れた。

　細かい埃ほこりが落ちてくる中、ミネルヴァが震しん源げんを分析する。

『地震ではありません。外部から塔が攻こう撃げきされていると推測されます』

　窓に駆け寄って下を覗のぞき込むと、三メートルほどに縮ちぢんだ巨大骸がい骨こつが、骨を槌つちのように頭部に集めて、壁かべに頭突きしていた。腰から下が無く、腹部も空からっぽであるあたり、あの骨も多すぎるというほど質量があるわけではなく、この塔に送り込んだのとあの姿で全質量を使っているのだろう。

　いつまで塔が保もつのかは分からないが、瓦が礫れきに埋まったＡＦやコンテナを掘り返すほどの時間が、レンに許されるのだろうか。加えて、イーリスも同行しているのだ。それも考えれば──と、レンの脳裏に閃ひらめくものがあった。

「……イーリス、作業を引き継いでくれ」

　レンの出した結けつ論ろんはそれだった。

「えっ？」

　と、不ふ思し議ぎそうな顔をしたイーリスに、レンは己おのれのヘルメットを被かぶせる。

「ミネルヴァ、ガイドを頼む」

『了解しましたアイ　コピー』

「イーリス、しっかり頼む。早くしないと危ない」

「え、あの、わ、私がこの鎧よろいを？」

　ヘルメットを持ち上げてレンに訊きいてくるイーリス。上から押し下げてもう一度ヘルメットを被らせて、レンは頷うなずいた。

「頼む」

　コンテナまで駆け戻り、その扉を開く。ＡＦ用らしき装備ばかりだが、開いた扉の方にぶら下げられた、腕うで輪わのような小さな金きん属ぞく環かんと、煙草タバコの箱を一・五倍ほどにした小さな工具箱を見つける。

　腕輪の方を左腕に取り付けて、工具箱は後ろに付いて来ていたイーリスに手渡す。

「道具はその中だ。急いでくれ」

　工具を受け取りながらも戸惑っていたイーリスは、ついに木棚が砕かれて押しのけられると、

「わかりました、レン様」

　ＡＦに向けて駆け出して行った。

　レンはオルドーを引き抜き、上がってきた骸がい骨こつを叩たたき戻して階段を少し降り、絶え間なく襲おそってくる骸骨どもをひたすら砕き始める。

　と、下から勢い良く飛んできた骸骨がレンに摑つかみかかってきた。

　素早すばやく胸を蹴けり飛ばして下に落とすが、どうやって飛んできたのか、木の骨組みで支えられた吹き抜けを見下ろしてみる。すると、他ほかの骸骨より大きな姿をした奴やつが梁はりの上に陣取り、次の骸骨をレン目掛けて投げてきていた。

　レンは左手を大型骸骨に向けた。軽い圧あつ搾さく空気の音と共に、相手の胸に小さな錘おもりが飛ぶ。先端が骨にぶち当たると、その尻しりにあった鉤かぎ爪づめで錘が固着され、外れなくなる。

　先ほど腕に装着した、小型のワイヤーガンだ。単結晶炭素繊せん維いと金属粒子を複合した靭じん性せいに優すぐれた細い綱はがねは、〈アーガス〉の体重も難なんなく支えられるほどだ。

　レンが左腕を大きく振るった。

　大型骸骨は胸に付けられたアンカーに引っ張られ、階段に叩きつけられたあと、アンカーが宙に浮いた骸骨を解放。

　為なす術すべもなく落ちていく大型骸骨を尻目に、レンは後ろから襲おそい掛かる次のボーンワームをオルドーで粉砕した。

　アエラスでは流れ弾が壁かべや柱を傷つける。手間は掛かるが、安全策を取るより他ない。

　またも塔が揺れる。

　戦せん闘とうで負けることはおそらくない。だが、戦場に間に合わなければ敗北と同じだ。

「頼むぞ、イーリス」
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「頼まれました、レン様」

　イーリスは眉まゆを顰ひそめながら兜かぶとの内側に表示されるあれこれに従って、どうにか手を動かし続けていた。

　半透明の矢印や線せんが時に明滅し、時にくるくると回りながら指示を飛ばしてくる。

『操そう作さ盤ばんの横にあるこの板の隙すき間まにマイナスドライバーを──それです。平たい方です。そこに差し込んで、壊こわして下さい』「いいのですか？」『緊きん急きゆう措置です』「えいっ」『緑の線を切って下さい』「これですか？」『そうです。次に赤い線の被ひ覆ふくを剝むいて下さい』「えっ、えっ？　あの、それはどんな風ですか？」『こうです』

　四苦八苦しながらイーリスは線を切ったり別の線と奇妙な金属の糸で繫つないだりと、指示されるままにやっているのだが──

「これは、壊こわしていませんか？」

　それくらいは、イーリスにもなんとはなしに察せられた。

『ＡＦのシステムを再起動リブートさせ、複数箇所でエラーを起こしてバックアップメモリへの接続を妨害します。ですがメインシステムが完全に死ぬのはこちらにとっても──』「ミネルヴァ？　その、言っている意味が、よく分かりません」『いったん気絶させて記き憶おくを奪い、その間にこちらが主人だと刷り込みます』「……」『興こう奮ふんしますか？』「ミネルヴァとしては、することなのですか？」『……手を動かして下さい』

　次の指示が出なくなるまでやり終えてから、イーリスは息を吐いた。

「これで終わりですか？」

『では、最後に操そう作さ盤ばんの横にあるリセットスイッチを押し、それから〇・二秒以内に黄き色いろい線を切って下さい』

「……もう一度」

『シミュレーションします。できる限り猶ゆう予よがある再現で、こうです』

　と、操作盤とやらの右横に小さな枠が出て、その中でボタンが光る。とほぼ同時に黄色の線が切断される。

　半透明の光で表された一連の作業は、なんとか理解できた。ただ、ずいぶん早い。

「あの、失敗したらどうなりますか？」

『終わりです。修理はできますが、暗号突破に時間が掛かるので作戦は失敗します』

「……つまり、この戦いが、この小さな鋏はさみにかかっているのですか」

　いつの間にか戦いの趨すう勢せいを背負わされたイーリスは、微苦笑しながら極端に刃の短い鋏のような物を手に取り、指を添えた。

　この指先にレンやアリシア、ミトラにファジルド軍とピトレーやディンヴィまで、全すべての命運が懸かっているということだ。

　ゆっくりと息を吐く。緊きん張ちように手の指が言うことを聞かなくなりそうになる。

（……無事に帰ったら、ふわふわの小麦パンに、たっぷりとはちみつをかけて食べます。それも、たくさん。冷えた山羊やぎの乳で）

　己おのれを鼓こ舞ぶしながら、イーリスは慎重に鋏で線を咥くわえる。

「ふわふわ、はちみつ……」

『なんですか？』

　思わず口に出していたことに気付いて、少し頰ほおが熱あつくなった。

「……やる気を出す為ための言葉です」

『なるほど』

　イーリスは指先に力を込めた。
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　戦列右う翼よくは崩ほう壊かいの危き機きにあった。

　敵の増援が襲しゆう来らいした時、ブレナンは攻こう撃げきよりも、歩兵を支援することを選択していた。父のことだ、すぐに歩兵を下げて右翼を厚くするだろうが、幾ばくかの時は必要だ。そう考えて。

　その為ための時を稼かせぐ為に、孤立する危険を冒おかして戦ったのだ。が、

「限界、か！」

　思った以上に歩兵の動きが鈍にぶい。このままでは隊が孤立し、壊滅してしまう。いや、既にその瀬せ戸と際ぎわであるかもしれない。

「もういい！　味方と合流するぞ！　ジラーダ、退路を確かく保ほしろ！」

　引かねばならない。戦況をそう見たブレナンだが、既に魔ま獣じゆうの圧が重い。隊長として部下と共に駆け回るブレナンの耳に、ひときわ人の断末魔が重なるのが聞こえた。

　そちらに目を凝こらすと、一体のミノタウルスがこちらへと突進してきている。奴やつがいかに鈍どん重じゆうな魔獣とはいえ、直進するならその大きさが速度を稼ぐ。

「横に逃げろ！」

　言って、馬首を巨牛に対して横へと向けた。──その先に、中級魔獣の集団がいた。

　しまった、と胸に失策した時に独特の、冷たい鼓動が波打つ。

　接近に気付かなかった。挟はさみ撃うちをされる。だが、足を止めるわけにはいかない。

　ブレナンは歯は嚙がみしながら打開策を探すが──焦しよう燥そうだけが胸を占めていた。

　何も思いつかない。

　突撃中の騎き兵へい隊たいに急な方向転換は不可能だ。かくなるうえはこのまま突撃し、正面から渡り合う他ほかない。だが、それぞれに役割を与えて小隊単位で散らした赤あか鷲わし隊たいは、ブレナンの後ろにいるのはわずかに十人となっている。兵が、足りない。

「続けぇ!!」

　それでも赤せき槍そうを掲げ、ブレナンが突撃を喚起した。そうするしかなかった。──その時、

「怖おじるな！　突き破れぇ!!」

　ブレナンとは別の声、別の方角から、咆ほう哮こうが聞こえた。

　目の端で確認すると、数十騎の騎兵隊の姿が確認できた。その矛ほこ先さきは、こちらへと迫る魔獣集団に向けられている。

　その先頭にいるのは、

「親父おやじ!?」

　全軍の総大将であるはずの、マルギリオス・ルヒカントであった。

　マルギリオスはそのまま、ブレナンの隊へと走る魔獣どもに、横合いから突撃した。

「おおおぉぉ!!」

　剣を振るい、大おお蜥蜴とかげの鋭するどい甲殻と打ち合いながらすれ違い、跳びかかってきた爪つめをどうにか弾はじく。だが騎き兵へいの数が足りていない。乱戦を経て脇わきへと抜けた時には、部下の数は十数人にまで減じていた。

　さらに襲おそい来る魔ま獣じゆうを避けて馬を駆り、戦列と合流するよう馬を走らせ──ブレナンの率いる赤あか鷲わし隊たいと同じ進路を走っていた。

　お互いに敵へと突とつ撃げきした直後だ。血や土で薄うす汚よごれたその格好のまま、ブレナンが叫ぶ。

「何してるんだよ、親父おやじ！　死ぬ気か!?」

　その言葉に、マルギリオスは眉まゆを顰ひそめた。

「お前の危き機きを救ってやったんだろう！」

　その言い様にかちんときた。ブレナンは反射的に言い返す。

「頼んでねえよ！　下手へたすりゃ死ぬぞ！」

「何だと、この──」

　と、いつものように怒ど鳴なりつけてくるかと思いきや、唐突にマルギリオスが黙だまりこくって、むぐむぐと口を動かして、別のことを言った。

「……いまは赤鷲隊が頼みだ。それも、お前を失った赤鷲では爪が鈍にぶる。だから助けたのだ！　方針を話し合っておれば、このようなことにもならなかった。儂わしは指揮官としても、親としても、責任を取りに来ただけだ」

　思わずブレナンの目がぎょっと見開かれる。父に「頼りにしている」などと口にされたのは、初めてであるからだ。

　そんなこちらの視し線せんを振り切るように、マルギリオスが周囲を睥へい睨げいしつつ言った。

「まだ戦いくさは終わっとらん！　後方で兵が混乱しておる！　兵を取りまとめて退ひくぞ！　援えん護ごを頼む！」

「り、了解」

　ブレナンは呻うめくようにそう答えた。

　胸の奥に、ようやく、という言葉が熱ねつと共に生まれているのを感じつつ、槍やりを振るう。マルギリオスの──父の指示を信頼し、こちらもできることを伝える。

　そうして、二人ふたりはどうにか歩兵の戦列へと合流する為ために、お互いの背中を預けながら魔獣の群れの中を駆けた。

　が、一つ大きな問題がある。

　孤立した赤鷲隊と戦列の間には、ミノタウルスがいた。あれを迂う回かいしては魔獣に取り囲まれるだろうし、脇をすり抜けるには命がけだ。

　ちらりと父を見て、声をかけておく。

「まず赤鷲隊が突っ込む。その隙すきをついて戦列に戻ってくれ、将軍」

「……死ぬなよ」

　見交わした視し線せんには、お互いの役割への理解があった。

　マルギリオスが直接指揮を執とれば、歩兵の混乱を素早すばやく収められる。

　魔ま道どう騎き兵へいである赤あか鷲わし隊たいなら、ミノタウルスを引きつけられる。

　どちらも危険なことには変わりないが、戦況がそれを求めていた。

　槍やりを握り直したその時、ブレナンは向かいから単騎で駆けて来る騎士がいるのに気付く。

　馬上にあるその姿は、重装でも赤鷲でもない、青の上着と胸甲を身にまとった細身の体たい軀く。

「アリシア・フォアサイト殿!?」

　その怜れい悧りな面おもてを確かく認にんした時には、軽装の女騎士はハルバードを手に巨牛へ正面から突っ込んでいた。
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　アリシアはミノタウルスを挟んだ向こうにルヒカント親子を見つける。

　軽装騎兵の隊がマルギリオスについて行ったものの、無事であるかは分からなかった。まるで後続のことを考えず、戦場を突っ切っていったマルギリオスに遅れた騎兵を助けているうち、一いつ旦たんは見失ってしまったのだ。

　だが、どうやら無事に合流を果たしていたらしい。

「良し」

　そう呟つぶやきつつ、アリシアは眼がん前ぜんに迫る巨大な魔ま獣じゆうを見上げた。

　負傷して後退する騎兵から借り受けたハルバードを手に、こちらを睨にらんで雄お叫たけびをあげるミノタウルスへと、馬を突っ込ませた。

　腕を横に振り上げた魔獣は、横よこ薙なぎに馬を叩たたきにくる。だが、その腕が振られる直前、アリシアは鞍くらの上で立ち上がり、跳ちよう躍やくした。

　魔獣は高く飛んできたアリシアを、振り上げた腕を使って、横薙ぎに平手で打ち落とそうとする。剛腕がアリシアに向けて振られた。

　凄すさまじい衝しよう撃げきと共に視界が横へ流れ、血ち飛沫しぶきが上がる。

　が、アリシアの体は魔獣の広げた手のわずかに下にあり、血を散らしているのは牛の持つ三本指の手だった。

　叩かれる寸前、アリシアは体の各所に仕込まれた風の魔法を発動して急降下し、すぐ上を通り過ぎる手にハルバードの鉤かぎ爪づめ部分を深く突き刺して、手にぶら下がるような形で付いていったのだ。

　手に深々と鉤を刺された魔獣が、苦痛の鳴き声を上げつつ腕を引き戻して女騎士の姿をそこに捜した時、刺さった斧ふ槍そうの柄には、既にいない。

　巨牛が腕を戻そうとした瞬しゆん間かん、魔ま獣じゆうの攻こう撃げきの勢いを利用して体を振ったアリシアは、長柄から手を離はなして高く飛んだのだ。

　くるりと身を捻ひねってミノタウルスの肩に着地。魔獣がそれに気付いて肩に拳こぶしを振ろうとした瞬間、その太い首に横から長剣を突き立てた。

　牛のそれとそっくりな濁にごった悲鳴が、魔獣の口から放たれた。

「いまのうちに行け!!」

　それに負けじとアリシアは大きく声を張り上げて手を振る。

　ブレナンとマルギリオスが、こちらを見上げつつもミノタウルスの横を駆け抜けていった。

　ぐらりとよろめいた魔獣だが、首を刺された衝しよう撃げきから立ち直り、ぎょろりと巨大な目を動かして、アリシアへと向けてくる。

　その瞬間、アリシアは両手で握った剣の柄つかに力を込めて捻り、引き抜いた。傷口から間欠泉のように大量の血が噴ふき出す。魔獣は斬きられた首を押さえて体を傾がせた。

　巨獣が片かた膝ひざを突いた。と同時に、先ほどとは逆の肩の上に、低い姿勢でアリシアが着地した。

　剣を抜くと同時にアリシアは高く跳び上がり、足下に返り血を幾ばくか浴びつつも、飛び散る血ち飛沫しぶきを避けてもう片側に移動していたのだ。

　落ちる勢いを利用して、左手に握る長剣を逆さか手てで背中に突き立てて体を支える。そして、右の手に握った小剣を、今度は魔獣の喉のどを目掛けて深く突き立てた。

　しかし、頑健で生命力の高い牛の似姿を持つ魔獣は、首を仰のけ反ぞらせながらも怒りを目に宿し、肩の上の騎き士しに爪つめを向けてくる。

　迫りくる巨大な鉤かぎ爪づめにかかれば、アリシアの身など藁わらのように引き千切られるだろう。だが、

「遅い」

　アリシアはそう吐き捨てた。

　その瞬間、轟ごう音おんが空に鳴なり響ひびく。

　重々しい巨大な管楽器が、同じく巨大な機き械かい仕じ掛かけのふいごでもって吹き鳴らされたような、長く伸びる重低音。

　それは魔獣の口から放たれていながらも、叫び声とは言えない代しろ物ものだった。

　巨牛の肺から吐かれる空気ではなく、喉に突き立つ小剣から噴き出た炎が、それを成したからだ。

　青白い業ごう火かを噴く魔法具の小剣。それは、戦いの前にアリシアがレンから貰もらったものだ。ミトラから譲ゆずり受けた物だが、魔法の使えないレンには無用の長ちよう物ぶつだと言っていた。

　ミトラの説明によれば、遠くに炎を飛ばすことはできない為ため、かなり接近する必要があるのだが、その代わり威力は相当なものである、とのことだ。

　飛び道具の苦手なアリシアにとっては、望むところである。

　その威力は、なるほど大したものであった。喉に刺し込んで魔力を注げば、その炎は戦場全すべてに響ひびき渡るかのような重低音を、魔ま獣じゆうの喉のどで作り上げるほどなのだから。

　巨牛の口から勢い良く噴ふき上がる青白い炎は、声帯を焼き尽くしながら音を作り出し、鼻や口、そして沸ふつ騰とうして濁にごる眼球にまで熱ねつを伝えて、おそらくは脳のう髄ずいまで駆け上がっただろう。

　炎を収めた頃ころには、魔獣の体から力が抜けて、その巨大な膝ひざは地面に突いていた。

　背中に立てた剣を引き抜いて、倒れゆく魔獣からアリシアが離はなれようとする。が、右手の小剣が抜けない。

「──仕方がない」

　アリシアは両手で長剣を構え、その場で回転。遠心力を乗せた一いち撃げきを牛首に叩たたき込んだ。

　角の生はえた巨大な頭が刎はねられ、頭を失った体が倒れていく。

　首を切り飛ばしざま宙にふわりと舞まったアリシアは、外がい套とうをはためかせながら身を捻ひねって着地した。

　首から抜けなかった小剣を、首の方を切って取り出し、空中で摑つかみ取りながら跳んで、倒れ伏す魔獣の体から離れたのだ。

　背後で地響きを立てながら巨獣が倒れるのを肩越しに見やりつつ、アリシアは手の中の魔法具を見つめて、機き嫌げん良く頷うなずいた。

「なかなか良いじゃないか」

　小剣を腰の後ろに収めて、アリシアは少し離れたところに行った馬へと走り寄っていった。




　　　　　○




「……あの女は、本当に人間か？」

　思わず、ブレナンはそう呟つぶやいていた。

　魔道騎き兵へいが数十人がかりでようやく倒していた敵を一対一で焼き殺すなど、人にん間げん業わざではない。

　周囲の部下も同じ意見のようで、恐ろしげに囁ささやき合う。

「なんだあの動きは。宙を飛んだぞ」「いや丸太より太い首を落とすのも尋常ではない」「焼き殺すだけでは足らんのか……」「我らが赤あか鷲わしなら、奴やつは火竜か」「いや、聞いたことがある。首狩り族という奴だ」

　その時、傍かたわらのマルギリオスが叫んだ。

「ヴァルカの騎士に続け！　奴を援えん護ごして牛を全すべて追い散らすのだ！」

「あ？」

　と、目を瞬しばたたかせたブレナンに、マルギリオスが言葉を重ねた。

「だから！　あの──首狩りの竜は味方だ！　援護して残りの巨大魔獣を殺せ！」

　はたと我に返って、ブレナンが部下に振り返る。

「りょ、了解しました！　おい、副長を呼べ！」




〈首狩り炎竜ドルイデユロモス〉アリシア・フォアサイト。その異い名みようは、瞬またたく間まに広まったという。
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　ミトラは右う翼よく側で暴あばれていた巨大牛が倒れてゆくのを見た。

　これですでに二体目である。

　アリシアはヴァルカ王おう国こくで最強の剣士だ。その手腕は大量の魔ま獣じゆうを相手にするより、むしろ強力な一体を相手にした方がより成果を発揮する。

　理解はしていたが、目まの当あたりにすれば、驚おどろかざるをえない。

「魔獣より化け物してるなー……」

　だが、その力でもってしても、即座に魔獣の一団を殲せん滅めつするというわけにはいかない。敵陣の後続、さらに二体の巨大な魔獣がこちらへと近付いて来ていた。

　重装歩兵の列はマルギリオスが直接指揮を執とることで、混乱を収めつつある。ブレナンが歩兵を援えん護ごし、赤あか鷲わし隊たいの一部がアリシアと合流して露つゆ払はらいを務めていた。

　ようやく全すべての連携が整ととのい、ファジルド軍は持ち直し始めている。

　ただし、敵増援に対処する為ための、あと少しの時間だけが足りない。

　だから、ミトラはアリシアが魔獣を排して通れるようになった場所を、二輪りん馬車の馬を急がせて走っていた。その後ろに、大きな馬車を牽ひいた魔道士隊を率いつつ。

「どけー！　秘密兵器のお通りだー！　うらー！」

　野太い怒号と罵ば声せいの渦巻く戦列の中、女であるミトラの声はとにかく目立つ。兵士たちはすぐさま叫びを聞きつけて振り向き、慌てて道を開けてくれる。

　そうして崩ほう壊かいしかけている重装歩兵の列のすぐ後ろ、散兵線せんの後方に辿たどり着いたミトラは、正面からやってくる二体のミノタウルスを見た。

　腕を水平に伸ばして親指を立て、その距きよ離りを測る。

　人間の腕は両目の間の長さのおよそ十倍。右の目と左の目で見た時に対象がずれた距離と、対象物の大きさから概算し、それに十を掛けるのだ。

　そうしながら、背後の魔道士隊に叫ぶ。

「ディオミトゥラオルガノン、発射準備！」

「了解しました！」

　背後の魔道士隊が、ミトラの号令で馬車を並べた。戦列に対して横向きにして、荷台の布を取り払い、そこにある物の向きを数人がかりで微び調ちよう整せいする。

　やがて五台もの荷馬車が立ち並び、その荷台で金管が幾つも空へと向いて立ち並んだ。

　一抱えもある真しん鍮ちゆう管かんを七本も縛しばりつけた木枠が、馬車一台につき二列ある。御者台と荷台を隔てる位置には高い木板があり、御者台の背もたれを振り返ると、魔ま法ほう陣じんが刻まれた細い銅はがねの管があり、それを差し込む銅管が張り巡らされていた。管は真しん鍮ちゆう管かんの全すべてに繫つながっている。

　まるで管楽器のオルガノンを大きくしたような異様なその物体に、周囲の兵は戦せん闘とう中ちゆうにも拘かからず驚おどろきで何度も振り返った。

　この姿を見てイーリスが『ディオミトゥラオルガノン』の名前を付けたのだが、実のところ開発者であるミトラはそれまで『憂うさ晴ばらし爆ばく弾だん』と呼んでいたりした。

　名前のとおり、憂さ晴らしに使うつもりだったからだ。

　ともあれ、空を向いた真鍮管が、向きを揃そろえて固定され、御者台で射手が管を挿さし込んだ。

「準備完了しました！」

　その報告に頷うなずいて、イーリスは敵軍をじっと見据える。

　風は吹いていない。敵は近づいて来ている。

「よーし……もう少し……三、二、一──ぶち殺せぇっ！」

「射うて！　射てぇー!!」

　号令と共に、凄すさまじい轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。

　真鍮管から魔法陣の暴ぼう発はつ現象による青白い光が吹き荒れ、その威力で矢のような形をした物が飛び出す。

　そして、さらなる轟音。
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　ふいごで炉ろを吹かした時のような、風のものとも炎のものとも取れぬあの音が、全ての矢から鳴り響き、炎を噴ふいてさらに加速して飛んでいったのだ。

　空を切り裂く矢のような音を引いて飛んだ矢は、すぐに炎を失って下へと落ちる。

　そして、魔ま獣じゆう軍ぐんの頭に降り注いで──爆ばく発はつした。

「ぶーちーかーまーぎゃぁぁあああ!!」

　閃せん光こうから遅れて届いた熱ねつ波ぱが大口開けて叫んでいた口に入った気持ち悪さに、ミトラが思わずひっくり返る。が、その声はそれより大きく奇怪な叫びの中に紛れた。

　ミノタウルスとその周辺にいた魔獣へと飛来した弾頭が、遺い憾かんなくその威力を発揮したのだ。

　爆発の種類は様々だ。油ゆ脂しを詰めた焼しよう夷い弾だん、釘くぎと火薬を詰めた破片榴りゆう弾だん、水銀と魔法陣を連動させた水銀起爆魔法陣。とにかく何でもかき集めた。

　弾頭部の改造や真鍮管の設計など、ミトラの三日に亘わたる徹てつ夜やの成果が、一斉に炸さく裂れつした。

　盛大な悲鳴と咆ほう哮こうが、着弾の炎と爆発音とともに、肌をびりびりと叩さけく。獣けものの痛苦の叫びが折り重なる不協和音と爆発がもたらした熱と煙と臭くさい風、そして魂たま消げるような炸裂音。

　起き上がったミトラがようやくまともに成果を目にした時、魔獣だけでなくファジルド軍にすら、棒立ちでいる人間があちらこちらにいたほどだった。

　魔獣を広い範はん囲いで襲おそったその威力は、小型の魔獣をまとめて吹き飛ばし、腕に直ちよく撃げきしたらしいミノタウルスは燃もえ盛る炎でもがき苦しんでいる。

　何より、敵軍の混乱ぶりが異常なほどで、轟ごう音おんと同胞の悲鳴に、蜘蛛くもの子を散らすように魔ま獣じゆうがその周辺から逃げ散っている。

「わお、あたし天才」

　ちなみに、何故なぜこれを『憂うさ晴ばらし爆ばく弾だん』と呼んでいたのかというと──

「でもやっぱ『飛ひ行こう機き』とかいうやつにはならなかったかな、これ」

　──背中に付けて空を飛ぶ為ために作っていた物が、レンの話を聞く限りどうしても空に投げ出される装置にしかならないと気付いて、全すべて爆破してしまおうとしていたからである。

　今度は炎ではなく、翼つばさの研究をするべきだ、とミトラの話を聞いたレンは言っていた。

「よーし、撤てつ収しゆうするよー」

　魔道士たちにそう呼びかけて、ミトラはさっさと逃げ出した。

「こ、後退！　いまのうちに後退しろ！」

　敵軍の混乱に乗じて、歩兵たちも下がるようだ。

　ファジルド軍が持ち直せば、戦況は緩ゆるやかに人類の優ゆう勢せんへと傾くだろう。

「ま、あたしにできるのはここまで、かな」

　やるだけやった。そして、成果も上げた。しかし、四つ脚が出てくれば終わりだろう。

　あとは、別働隊──レンとイーリスに期待するしかない。ミトラはあくびをしながら、急いで前ぜん線せんから離はなれていった。




　　　　　○




『起動に成功しました。お見事です』

「良かった……」

　兜かぶとを脱いで胸を撫なで下ろしたイーリスは、しかし次の瞬しゆん間かん、折り重なる破砕音に慌てて大おお鎧よろいにしがみつく。

　奇妙な音を立てつつ各所を小さく動かしている大鎧も気になるが、それより足下を揺らす振動の方が気になる。

「塔が傾き始めていませんか？」

『そのようです。……レンから通信があります。よく聞いて下さい』

「は、はい」

　慌てて兜を顔の前で持ち直すと、レンの声が届いた。

『聞こえるか、イーリス。こちらはいま手が離はなせない。鎧の腕に摑つかまって、ミネルヴァの言う通りにしてくれ。交信終了アウト』

『レンの命令により、自律モードで動作します。頭部装甲をＡＦに装着して下さい』

　低く落ち着いたレンの声から、再び無む機き質しつかつ女性的なミネルヴァの声に切り替わった。

　イーリスは階段の方から漏れ聞こえてくる梁はりの折れる音に急せき立てられるように、手にしていたレンの鎧の頭部を、大鎧の頭に押し込む。

『起動します。離れて下さい』

　二歩ほど下がると、大鎧が動き出した。

　花弁のように開いていた胸甲や手甲がばしゃりとひとりでに閉じて鎧の形を取り戻し、完全に真上を向いて開いていた頭部も前へ倒れて固定される。激はげしい金属音を全身から立てて各部が閉じられ、レンより一回り大きい、けれどもすかすかな鎧が誕たん生じようした。

「……えっと、ミネルヴァが動かしているのですか？」

『そうです。こちらへどうぞ』

　小盾の付いた左腕を差し出され、イーリスはおそるおそる大鎧に寄って背中を預ける。片手で苦も無く持ち上げられる。とりあえず胸の骨格を摑んでおいた。

　鎧はぎこちない動きで、横にある大きな箱の側面の持ち手を摑んだ。

『崩れます。注意して下さい』

　言われた直後、崩落が始まった。部へ屋や全体が建物ごと傾き、崩れ、倒れていくのを感じる。

「ど、どうするのですか？」

『強行脱出します。摑まっていて下さい』

　狼ろう狽ばいするイーリスにそう答えてから、足の下にある車しや輪りんで大鎧が急速後進。覚えのある感覚に、イーリスは体を縮ちぢめて口を閉じた。

　衝しよう撃げき。

　尖せん塔とうのガラス張りの壁かべを突き破って、鎧よろいと一いつ緒しよにイーリスは空中に飛び出していた。

　凄すさまじい高さから見る街、足の下に地面すら無く、胃の腑ふが浮いて、しかし普段ふだんは見上げる高さの街並みをイーリスは見下ろしていた。

「すごいですね……！」

　正直な感想を漏らすイーリス。まるで取り残されたようだ、と奇妙な孤独感すら感じる。決して助からない高さの空に身を浮かばせるのは、陸の見えない大海に放り出されるも同然の薄うすら寒さがあった。

　やがて、手で握った金属鎧の感触以外に何も受け止めるもののない、自由落下が始まる。

『敵接近』

　ぐるりとその視界が回転した。

　高い空から見下ろす街並みが、ぶわりと流れて市し壁へきとその向こうの平原、そして、傾いた塔の外壁を四よつん這ばいで駆け上がってくる巨大骸がい骨こつに変わる。

　その口の中に並んだしゃれこうべの群れが、橙だいだい色いろの肉の首を伸ばして飛んできた。

　喰くわれる。その一いつ瞬しゆん前まえに、ミネルヴァが操あやつっているらしい大鎧が、イーリスを思いっきりぶん投げた。

「────え、ええっ!?」

　驚おどろくイーリスに向けて、さらなる追撃。口を大きく開けた髑髏どくろが二つ、伸ばした首肉を千切って、矢のように射うち込まれたのだ。

　逃げ場はない。このままでは食いつかれてしまう。

「っ──！」

　イーリスは歯を食いしばった。




　　　　　○




　傾く塔の外壁を破って外に飛び出た瞬間にレンが見たのは、ＡＦに食らいつくしゃれこうべの群れだ。その大本である巨大骸骨の顎あごにオルドーを投とう擲てきして叩たたき落とし、レンは倒れゆく塔の外壁を走って跳ちよう躍やく。ミネルヴァが投げたイーリスを追った。

（く──そっ！）

　思わず毒づいた。レンよりも先に、髑髏が二つ、飛んでいたのだ。

　歯を剝むいて飛来する髑髏は、既にイーリスに近い。間に合うのか、分からないほどに。

　即座に背面装甲と鞘さやの接合を解除。鞘を捨てて、そして呼んだ。

（ミネルヴァ！）

《装備できます》

　宙を跳びながら両手を広げたレンの後ろから、両足側面と背中に付いたロケット推進装置で加速したＡＦが追いつき、装甲とフレーム各部を展開してレンにしがみついた。

　前腕部が追加装甲で覆おおわれ、レンより大きな脚部が内部で足裏を嚙かむと同時に装甲を閉じて固定。フレームが伸長し腰と背中に後ろから体全体を鷲わし摑づかみにするように回り込んで抱き込み、最後にもともとの頭部装甲ごと、頭にヘルメットが被かぶさる。

《緊きん急きゆう接続します》

　ＡＦとタルタロスアーマーがシステムチェックを省いて強引に接続され、神経回路インターフェースがＡＦの全身をレンの手足と変える。

　レンは歯を食くい縛しばって背中の加速器を起動し、点火。宙を落ちるイーリスを追った。

　そして手を伸ばす。これなら間に合うはず──そう思ったレンの指の先で、血が弾はじけた。

「なっ──!?」

　息を飲むレンの目の前で、二つ目の鮮せん血けつが飛び散る。──橙だいだい色いろの、ワームの血が。

　立て続けに鳴なり響ひびいた破裂音。砕かれた白骨。それを成したのは、イーリスが脇から抜いたシレアS9UFだ。

　空中を落ちながらも、イーリスは自分に向けて飛んできたボーンワームを撃うち落としたのだ。何発かを外しながらも、当たるまで撃つというシンプルな解決法でもって、射しや撃げきを成功させた。

　そして、撃ち終えた拳けん銃じゆうにイーリスが安全装置をかけてから、片手を離はなして、レンへと手を伸ばしてきた。

　その手を摑み、引き寄せた。

　華きや奢しやな体を左腕で抱きかかえ、レンは右手を伸ばして石の壁かべに突き立てた。

　天文塔とは別の塔だ。その壁に右手をめり込ませて落下速度を落とす。石壁が四散し、右足も突き刺してブレーキを掛け、深い爪つめ痕あとのような穴を塔の外がい壁へきに作りながら落ちていき──止められないまま、着地した。

「……無事か？」

「ふぁ、はい、ありがとうございます」

　頰ほおを上気させながらなんとかそう答えたイーリスが、腕の中から見上げてくる。その手には、しっかりと拳銃が握られていた。

　どうにか普通の人間でも耐えられるくらいの速度に落とせたらしい。レンはほっと息を吐く。

　そして、ゆっくりとイーリスを地面に下ろした。

　レンはＡＦを装備したことでさらに身長が伸びていて、その視点からだとイーリスを完全に見下ろす形になる。

　少女は何歩かレンから離れてこちらを見上げ、次に空を振ふり仰あおぎ、しばらくそのまま動きを止めていた。

「……イーリス？」

　何も喋しやべらない彼女に不安を覚えてレンが首を傾かしげると、イーリスがはたと振り向いてレンへと駆け寄ってきた。

「レン様、ちゃんと当たりましたよ！　どうでしたっ？」

　嬉うれしげに、少し誇らしげに言うイーリスは、まるでアリシアがイーリスにするように、目を輝かがやかせて期待に体を揺らしていた。

　なので、レンもイーリスがよくするように、頷うなずいてその目を見返しながら、褒ほめそやして答えておく。

「ああ、見ていた。よくやったな。俺おれも誇らしい」

　実際、空中で落ちながら銃を抜いて敵を撃うち、しかも当てるなど、かなり胆力を必要とする所業を、この小さな身でこなしている。そのうえＡＦの起動も、イーリスはきちんと果たしているのだ。褒めそやすのに抵抗はまったく無い。

「はいっ」

　機き嫌げん良く頷いたイーリスだが、まだレンから目を逸そらさない。さらなる言葉なり行動なりが求められている気がしたので、レンはそっとその頭を撫なでてみた。

「さすがだ、イーリス」

「ん……」

[image: ]

　二重の装甲に包まれたレンの硬い手を、しかしイーリスは機き嫌げん良さげに受うけ容いれていた。撫なでられるままに身を畏かしこまらせて、それが終わると、レンを見上げて微笑した。

「ふふふ、きっとレン様が助けて下さると信じていたからこそです。ありがとうございます」

「遅れてすまなかった」

「いいえ、私は無事にここにいます。遅れてなどいませんよ」

「……本当に、よく、頑張ってくれたな」

「はい」

　そう言って笑ったイーリスにレンは頷いて返し、周囲に目をやった。

「ミネルヴァ、コンテナはどの辺りに落とした？」

『あちらです』

　目的の物は手に入れた。レンは足裏の装輪を使ってミネルヴァの示す方へと移動する。

　崩れた塔の近くには、大量の瓦が礫れきと一いつ緒しよに、骨が砕けて散乱していた。この分だと、小型骸がい骨こつは瓦礫の下で全滅してしまったらしい。

　群体ネットワークを失って糸ミミズ程度の知性に戻ったボーンワームは、そのまま陽ひ射ざしでジリジリと焼かれて死んでいるのが大半だ。瓦礫の下で潰つぶれたワームもほぼ死滅しているだろう。あとは運良く潰れなかったワームが、日陰で生き延びている程度だろうが──住処すみかにできる骨が無ければ、ただの糸ミミズである。夜まで日陰から出られまい。

　あとは、レンの叩たたき落とした大型ボーンワームだが──

「……」

　体を分割したせいで脆もろくなり、落下の衝しよう撃げきで骨の大部分を失ったようだ。すぐ近くの木陰で、うぞうぞと橙だいだい色いろの肉を蠢うごめかせた一メートルサイズの骸がい骨こつが、四よつん這ばいで右往左往していた。

　日なたに出るのを、骨から溢あふれた分のワームが拒否しているらしい。

　やがてレンに気が付くと、慌てて近くに落ちていた埋葬品の錆さびた剣を拾い、ひゅんひゅんと何度も振って威い嚇かくし始めた。

　骨を打ち合わせる乾いた音を立てて威嚇する骸骨を、アエラスの銃撃がばらばらに砕いて群体を崩ほう壊かいさせた。

「まだ動くようだ」

　ＡＦを装備する為ために空中で取り外したアエラスは、問題なく作動している。それを確かく認にんしてから、レンはアエラスをケースに収めてコンテナの方へ向かった。

　かなりギリギリの戦いだったが、四よつ脚あしは姿を現さなかったし、ＡＦは手に入れた。もしや敵が全すべて感付いていて罠わなを仕掛けたのか、と、そう危き惧ぐしていたレンだが、この様よう子すだと、運悪く野生の魔ま獣じゆうとかち合った可能性が高い。

　四つ脚は、戦場の方にいるはずだ。──急がなくてはならない。




　　　　　○




　唐突に炎が吹き荒れた。

　まるで先ほどの報復のように、ファジルド軍の戦列で、轟ごう音おんと業ごう火かがけたたましく響ひびき渡り、悲鳴が重なる──が、断だん末まつ魔まは少ない。

　それもそのはず、標的になったのはディオミトゥラオルガノンだ。荷馬車が次々と爆ばく発はつし、焼けて歪ゆがんだ真しん鍮ちゆう管かんが宙を飛んで降り注ぎ、兵が逃げ惑う。

　それが五回、繰くり返されると、ようやく収まった。

　だが、轟音と炎に恐怖を喚起された周囲の兵たちは止まらない。算を乱して逃げ出す者が続出した。戦列が崩れ、逃げ出さなかった勇敢な兵からまず、魔ま獣じゆうの群れに襲おそわれた。

　先ほどまでディオミトゥラオルガノンで混乱していたはずの魔獣たちのうち、何故なぜだか一部の魔獣だけはすぐさま落ち着き、穴の開いた戦列に食い込んできたのだ。

　その一団が人を襲い、腸と死体の肉を撒まき散らし始めると、焦げ臭い炎ではなく、噎むせるような血けつ臭しゆうと死臭に、他ほかの魔獣までもが、だんだんと本能を取り戻して人を襲い始める。

「うぉう……！」

　撃うち終えると同時にオルガノンを放棄して逃げていたミトラは、馬車の上でそちらを振り返り、思わず呻うめいた。

　魔道士たちにもディオミトゥラオルガノンを捨てて逃げていいと忠告しておいたのが功を奏した。が──予想以上の破は壊かい力りよくだった。

　どうやらついに現れたようだ。見通しの良い平原で、陽光を照り返すその姿は、よく見えた。

　四よつ脚あしの〈アーガス〉が、右う翼よく正面に現れていた。

「レンは、間に合わなかったか……いや、こうなれば私が奴やつの気を惹ひいて、時間稼かせぎをするか」

　偶然合流したアリシアが横でそんなことを言い出すのを、ミトラは慌てて引き留めた。

「そりゃ無理だって！」

「無理でもやるしかない！　私が死ぬまでに間に合わなかったら、レンを殴っておいてくれ！」

　そんなことを言い置いて、アリシアが駆け出した。

「ちょっと、アリシア！　──あ、くそっ、もう！」

　止める暇も無く、瞬またたく間まに騎き士しは魔獣の群れに突っ込んでいった。

「誰だれか来なさい！　アリシアを追って！　──早く!!」

　張り上げた声は、自分でも耳にしたことが無いほど、切迫していた。




　　　　　○




　肩の砲を使ったのは、最初だけだった。

　だが、それだけでも充分だ。

　狙ねらい通り、士気は目に見えて下がり、後退していた右う翼よくの第一列は仲間を押しのけて下がり、第二列の足は鈍にぶった。その結果、戦列は乱れた。

　第四世代型〈アーガス〉DAG205-K4──敵に『四つ脚』と呼ばれる彼は、人工知能『クロノス』を通して周囲の魔ま獣じゆうに命令を送り、真正面から魔獣を突とつ撃げきさせた。

　彼の率いてきたのは、数十体の怪馬グリフニイルと、四体の巨牛ミノタウルス、その他中型魔獣でも群れのリーダークラスの、強力な魔獣ばかりだ。

　中央の重装歩兵にグリフニイルが突撃し、戦列を乱してからミノタウルスやモロクノイドが前列ばかりを狙って食い散らかす。

　こうなるとあとは為なす術すべがない。魔獣はその精せい鋭えいばかりではなく、もといた小・中型魔獣もそれに倣ならって惨さん劇げきを押し広げ、そこから逃げ出そうとする人間がやはり列を乱してさらなる被害の連れん鎖さを生む。

　百人単位で組まれた方陣の一つが、瞬またたく間まに血と脳のう漿しようの広がる阿あ鼻び叫きよう喚かんの舞ぶ台たいと化した。

　他愛たわいもない。そう思った時だ。

　敵陣から、単たん騎きで飛び出してきた人間がいた。望遠視覚で見れば、それは女で、武装している。騎士、とそう呼ばれる格好だ。

　この世界では滅多めつたに見かけない姿に、彼は首を傾かしげた。

　敵陣から飛び出して来たのは分かる。だが、彼の視界に入るまで、その間にいたはずの魔獣たちを、あの女騎士はどうやって抜けてきたのだろうか。

　疑念を抱いて騎士の背後を見ると、腕を失ったモロクノイドがいる。

「……」

　通常なら、ありえない。たった一人ひとりの人間が、それも剣という原始的な武器しか持たぬはずのこの世界の住人が、あの数の魔獣の群れを切り抜けてきたなど。

　しかし、現代人では考えられないことを、剣と槍やりの時代の人間は行っていた、という見解を持つ歴史資料もある。

　たとえば、わずか数百騎の騎兵隊で数万の軍を追い散らしただとか。

　たとえば、何万人という人間を串くし刺ざしにして野ざらしにしていただとか。

　どちらもそれを行った人間の名は後世まで残り、英雄として、あるいは悪鬼として伝わっている。

　あの騎士がそのどちらにせよ、それを仕留めることには、意義があるのではないだろうか。

　そう考えた彼は、肩部の砲身を騎き士しに向けた。

　よほど勘が良いのか、すぐさま騎士は馬を別の方向に走らせる。あえて魔ま獣じゆうのただ中に突とつ撃げきしていくのだ。

　多少の被害を気にすることはない。彼は構わず撃うった。

　榴ＨＥ弾が騎馬の予測地点に撃ち込まれ、業ごう火かを撒まき散らす。魔獣の手足が千切れ、血けつ霧むに変わって四散し、断末魔が轟とどろいた。

　その一発だけにしておく。あまり犠ぎ牲せいが多すぎると魔獣たちの生存本能を刺し激げきし、こちらを敵だと見なしてくるからだ。

　騎士の姿は黒煙の中に隠れ、見えない。魔獣もろとも破片か爆ばく発はつに引き裂かれたか、魔獣に喰くわれたか、どちらかだろう。

　そう考えた矢先、

『後方警けい戒かい』

「──！」

　ＡＩの警告にすぐさま振り返ってM134RCの弾幕を張る。後方から飛来していたロケット弾が上空で爆発した。

　その爆煙が収まるより早く、全周を走査。発見。

　何故なぜか街の方角、それも上空に、その姿を確かく認にんした。

　AS-07-3──いや、

「レン」

　性能で劣るはずの相手にミニガンの一つをもぎ取られたのは記き憶おくに新しい。その名を呟つぶやくと、彼の──〈四つ脚〉の胸中に、苛いら立だちが少しだけ湧わいた。

　作戦遂行には邪魔な〝感情〟の存在に、彼は魔獣の精せい鋭えい部隊にレンへの攻撃命令を発した。敵の戦列を食い破っていた魔獣が反転し、彼の横を通り過ぎてレンへと向かって行く。

　その瞬しゆん間かん、背中に槍やりが突き立った。

「──!?」

　金属同士のぶつかり合う甲かん高だかい音がすぐ背後で響ひびき、困惑しながら後方視覚を確認。

　赤く燃もえる投槍が、ちょうど装甲の隙すき間まに挟まるように突き立っていた。

　ただし、刺さっているわけではない。体を振ってそれを振り落とす。そして、逃げて行く騎兵の一団を発見する。

　赤い槍を持った騎兵だ。四騎ほどの少数だが、一騎だけ二人ふたりで相乗りしている馬がいる。その背中の方に乗っているのは、先ほどの女騎士のようだった。

　魔獣の群れに追い立てられながら、既に遠く離はなれていく。

　ふと、彼の視し線せんに気付いたように女騎士が振り返り、何かを大きく叫んだ。

　唇の動きで現地語に直し、調しらべてみると──『馬ば鹿かめ』だ。

「……」

　いますぐ追つい撃げきするべきだ。そんな衝しよう動どうに駆られたが、そもそも、低速で飛んでくる槍やりをクロノスが脅威と認定していない。ＡＩとしての戦術判断は第三世代型〈アーガス〉の排除を優ゆう先せん事項にしている。

　彼はレンに向けて改めて駆け出した。

　もはや、空にはいなかった。




　　　　　○




　レンの手に入れたＡＦ『T3 Storm』は飛行能力を持たない。背部と両足側面に付いているロケットエンジンはあくまで加速用であり、足裏の装そう輪りんによる走行が本来の移動手段だ。

　であるにも拘かかわらず、レンは空を飛んでいた。

　方法は簡かん単たんだ。

　最大加速で壁かべを駆け上がり、屋根上を跳び移りながら加速を続け、正門の近くにある尖せん塔とうの頂上に向けてＡＦの右手首に装備されたワイヤーガンを打ち込み、巻き上げながら速度を上げ、市し壁へきを上から飛び越える。

　そして、

《警けい告こく。異常出力の継続により、あと二十秒で背部エンジンは限界温度になります》

（ならあと十九秒続けろ！）

《了解しましたウイルコ》

　エンジンの仕様を鑑かんがみず、ひたすらに最大出力を強しいる。

　さすがに抱えて移動もできない為ため、イーリスはディンヴィで隠れている。戦いが終わったら迎えに行くと約束して。

　喧やかましい警告音がＡＦから発報され続け、耳元で鳴り続けるが、無視。

　そして、西へと飛んで──否、落ちていないだけで跳んで行く。

　平原の向こうに黒いものが見える。

《あと十》

　近付くにつれ、地面に広がった何かのようにしか見えなかったものが、動いているのが分かるようになる。

《五》

　最大望遠で人と魔ま獣じゆうの違いは分かる。

《三》

　距きよ離りを算定。

《一》

　人の鎧よろいが持つ反射の煌きらめきで、魔ま獣じゆうと人の前ぜん線せんが判別。

《ゼロ。停止──》

（するな！）

〈アーガス〉が見つからない。

《二十秒を超えました》

　警けい告こくをしつつも、ミネルヴァはエンジンを止めずにいた。

　背のロケットエンジンが不ふ穏おんな音を出し始めた。だが、レンはまだ粘ねばる。

《安全装置は破は壊かい済みですが、爆ばく発はつすれば助かりません》

（分かっている！）

　無理か。

　レンが諦あきらめかけた瞬しゆん間かん、左の方で鎧の反射とは違う光が上がった。

（──っ!!）

　明らかに過大な業ごう火か。レンは瞬時にそこを注視する。

　解像度の粗あらい領域にまで拡大すれば、それは確たしかに四本足の影かげだった。

（エンジン停止）

《了解》

　まずは爆発寸前のエンジンを切る。そして、

（肩部誘ゆう導どう弾だん発射準備。目標、敵四脚〈アーガス〉）

《この距きよ離りでは当たりません》

（それでもいい。撃うて）

《了解しましたウイルコ》

　ＡＦの右肩、ロケットポッドから、一発のロケット弾が発射された。

　赤外線誘導方式のLOGIRが真まっ直すぐに飛んだのちに軌道修正。炸さく薬やくの詰まった弾頭が四つ脚に向かって真っ直ぐに飛んでいく。

　四つ脚がすぐさま反応した。二丁のミニガンによる弾幕でロケット弾を迎げい撃げき。空中で無意味に炸裂が起きた。

『Low-Cost Guided Imaging Rocket』はその名の通り安価な先進兵器だ。高価だが確かく実じつな迎撃を目指したミサイルのような、迎撃されにくい複雑な軌道や高度なレーダーを備えた誘導兵器ではない。四つ脚の装備なら苦もなく撃ち落とせる。

《ミス》

（違う。こちらに注意を引いたんだ）

　ただでさえ、レンが確実に潜せん入にゆうする為ためにファジルド軍やアリシアたちには負担を強しいている。四つ脚の持つ火力なら、たった数十秒の掃射で、下手へたをすれば百人以上が死ぬ。一秒でも早くレンとの戦いに引きずり込むべきだ。

　つまり、いまからが本番である。

　四つ脚のＥＴＣキャノン、あるいはマルチミサイルの応射か、いずれにしても着地までに反はん撃げきがあるのを覚悟して、神経を研とぎ澄すます。

　空中からの降下中、そして、着地直後は、大昔から空くう挺てい部隊が最も無防備になる時間だ。

　徐々に解像度の上がってきた敵の姿を見据え──

（なんだ？）

　──その瞬しゆん間かん、何故なぜか四つ脚が背後を振り返った。その背中に赤い棒のような物がある。

　後ろを向いたいまなら、反撃は無い。

　レンは脚部エンジンを噴ふん射しや。背面と違い、もとより小型で多大な出力は望めなかった脚部は、安全域の出力を保っていた為ため、まだ使用可能である。

　急降下をかける。地面より手前で逆噴射。落下の速度に対しては頼りない出力ながらも、どうにか減速し──強烈な衝しよう撃げきとともに、レンは着地した。

　走り幅跳びの着地のように足先で地面を削りながら、十数メートルの爪つめ痕あとを地に刻んで、

「っ！」

　一瞬だけ背のエンジンを噴ふかして跳んだ。

　地面に着地するより早く装そう輪りんが高速回転し、ようやく「ストーム」と名付けられたＡＦ本来の用途で地を駆ける。

　両足の双輪がレンの身を高速で運び、魔ま獣じゆう軍ぐんの背中が既に一体一体を見分けられる距きよ離りまで来た。

（全兵装をチェック）

　エンジンの無理な使用と着地の衝撃による影えい響きようを調しらべる。

《全て異常なしオールグリーン。いけます》

　右肩のミニロケットポッド、手にしたＡＦ用アサルトライフル『GU8KV』、そして背中の左側、アエラスとそのケースを取り外して縦たてに取り付けたオルドーと鞘さや。全すべて異常なし。

（機体チェック）

《タルタロスアーマー、異常なし。ＡＦ「Ｔ３ストーム」、背部ロケットエンジン、冷却系に異常発生。長時間の使用は不可能です。出力七十パーセントで二秒間までの噴射は可能。ただし使用間隔を四・二秒以上設けて下さい》

（了解。戦せん闘とうを開始する）

　レンは手の中の銃を構え、連射しながら突撃した。







　ＡＦ用アサルトライフルGU8KV。使用弾薬は十二・七ミリ口径の大口径弾。大型動物並みの体力と防弾アーマー並みの甲殻や皮下脂肪を持った魔獣を、効果的に殺傷しえる重量と連射力を兼ね備えた武装だ。

　平原を滑走するかのように移動しつつ、レンは引き金を引いた。岩を砕き身を引き千切る威力の十二・七ミリ弾が、魔ま獣じゆうの群れを苦も無く引き裂いていく。

　レンが着地したのは敵軍右う翼よく側の後ろだ。左翼に位置する四つ脚は、着地さえしてしまえば、間の魔獣軍が邪魔で、レンを撃うつ為ために移動を要する。しかし、レンにとっては引き金を引かない理由は無い。こちらからも四つ脚へと接近しつつ、その間の魔獣軍に可能な限り打だ撃げきを与える心こころ積づもりである。

　一ひと塊かたまりになっている魔獣の群れは、機銃掃射には絶好の標的だ。

　背後から襲おそわれた魔獣軍は、反撃するどころかろくな抵抗や回かい避ひすらできず、アサルトライフルの猛射を浴びた。

　発砲音と威力からして、GU8KVにはおそらく車載兵器並みの反動があるはずだが、立ち止まって踏ん張ることすらなく、上乗せされたＡＦの力によって無理やり押さえつけることに成功している。

（なかなかだ）

《敵反転。こちらに向かってきます》

　一連射を浴びせたところでかなりの数の魔獣が反転し、こちらへと向かって来る。レンはそのまま魔獣軍の中にまで深く突入した。

　指切り射撃に切り替え、中型魔獣のリーダー格を狙ねらって撃ち殺しながら軍勢の中を走る。

　レンに攻撃を受け、あるいは銃声で振り向いて魔獣が追おい縋すがってくるが、一度追い越せば追いつかれることはない。

　レンは前に立たち塞ふさがる熊くまの腕を持った魔獣をライフルで撃ち倒し、蛇行するように体を揺らしながら魔獣の間をすり抜け、ひたすらに撃ち続ける。左に大きく転向して、横に広がる戦列を横断する進路を取った。

　小型魔獣程度なら、速度を上げて撥はね飛ばすことすらしながら魔獣軍を駆け抜け、弾倉が空からになるまで撃ち続けた。最後の一発まで魔獣を撃ってから、右足だけを加速して急な弧を描いて戦列を離り脱だつすると、弾倉を入れ替えながら小さく回転して後ろ向きに走る。

　レンを追って来ていた魔獣が列を成している。

　大威力の機銃掃射が、魔獣の群れに真正面から浴びせられる。

　十二・七ミリ弾のフルオート射撃が、横よこ薙なぎの雨のごとく魔獣を襲った。その一発目が飛来した先で、一体目は内臓のほとんどを後ろにぶち撒まけ、背後にいた猿が肩を無くして腕の筋肉が上から引っ張られたように空中に引きずり出され、その背後では魔獣の腿ももが大穴を開けられた。──たった一発で三体の魔獣をまとめて殺せる威力の弾丸が、一秒間に十数発も飛来する。

　フル装そう塡てんされていた弾倉の三分の二を数秒で使い尽くしたその弾雨は、レンを追った敵のほぼ全すべてを肉片へと変えた。

　撃うち終わるなり、レンは全すべての噴ふん射しや口こうを下に向け、背面跳びで跳ちよう躍やくした。身を捻ひねって宙を舞まう内に双そう輪りんの回転を前進に変え、横滑りドリフトしながら向きを変える。

（──っ!!）

　その瞬しゆん間かん、甲かん高だかい烈音がレンの横を通り過ぎ、背後で凄すさまじい土煙を巻き上げた。五〇ミリ徹てつ甲こう弾だんの砲ほう撃げき。

　びりびりと装甲を叩たたく衝しよう撃げき波はが収まらぬうちに、ミネルヴァが告げる。

《敵〈アーガス〉、魔ま獣じゆう群ぐんと共に接近中です》

　大型魔獣を背後に引き連れた四つ脚が、レンの正面からやって来ていた。

（もう負けられないぞ、ミネルヴァ）

《では、勝って下さい》

　事も無げに言うミネルヴァの発言に、レンは奥歯を軽く擦こすり合わせて言い返す。

（もう少しやる気の出るように言え）

《ふわふわはちみつ》

（…………は？）

　一瞬、思考が停止した。

《後ろは任せて下さい。ミサイル来ます》

　ついでのように言われた内容に背筋を冷気が刺す。レンはロケットエンジンを噴ふかし急速転向、二発のマイクロミサイルがその熱ねつを追ってくる。

　右へと曲がりつつフルオート射撃で一発のミサイルを撃ち落とし、魔獣軍の間を縫ぬって走り左手をライフルから離はなし、オルドーを引き抜き熊くまを串くし刺ざしにする。回転して後ろ向きになりつつ死し骸がいをミサイルに投げ付け、爆ばく散さんさせた。炸さく裂れつで飛んできた死骸の欠片かけらが装甲に張り付くが、無視して胸の前に左腕を掲げる。

　脚部加速器を反転し出力全開。後ろ向きに急加速。

　左腕の前腕部には肘ひじから手の甲までを覆おおう小さな防盾があり、一メートルと離れていない目の前でＨＥ弾の炸裂がある時などには、有用だ。

　すぐそばで着弾。至近炸裂。砲弾の破片が防盾と身しん体たい各所の装甲で火花を振ふり撒まいた。爆圧に吹き飛ばされたレンは、足を広げて着地して姿勢を保つ。

　レンは素早すばやく空からになった弾倉を入れ替えて四つ脚に向けて撃った。

　四つ脚もまた回かい避ひ機き動どうを取る。その分厚い装甲に当たれば凹へこみを生む十二・七ミリ弾を立て続けに食らうのは、四つ脚とて危ういのだ。

　だが、積せき載さい能力に優すぐれた四よん脚きやくでも、装備の重量で動きは鈍にぶい。いくらかは当たって四つ脚の体で火花を散らす。

　しかし機動力ではなく火力を重視した四脚型ＡＦサジタリウスの真価は、その火力にこそある。肩部ＥＴＣキャノンがレンを狙ねらってきた。

　わずかに足を浮かせてレンが背面加速器で体を横に飛ばし──一いつ瞬しゆん後ごに脚部の噴ふん射しやでそれを押おし留とどめつつ急速旋回。左肩を掠かすめた徹てつ甲こう弾だんが肩の装甲を削り取っていった。

　双そう輪りんがレンの足を止めずに走らせた。砲弾擦さつ過かの衝しよう撃げきを耐えたレンが、視し線せんを強く四つ脚に当てる。視線と連動したＦＣＳが小さな電子音でロックオンを報しらせる。ミニロケットが二発、鋭するどい加速で一直線に四つ脚へ飛んだ。

　直撃。しかし、装甲兵にではない。

　横合いからグリフニイルが四つ脚の前に立ちはだかり、ロケット弾を受け止めた。焼けた肉片が粉々になりながら降り注ぐ中から、レンに向けてミニガンが応射される。

　レンは防盾で受けつつ斜め後ろへ回かい避ひ機き動どう。すぐさま四つ脚を中心とした円運動を緩かん急きゆうつけつつ反はん時計とけい回まわりで行い、盾で銃をかばいながら銃口を覗のぞかせて指切り射撃。

　四つ脚も回避しつつミサイルを射うつ。レンは加速しながら弾幕を張り、迎撃に掛かる。

　爆ばく裂れつと銃声が重なる戦せん闘とうが、緑の平原を掘り返し、焼やき抉えぐり、そして死滅させていった。




　　　　　○




「後退！　後退しろ！　順次再さい編へんを急げ！」

　そんな怒号が響ひびく中、アリシアは赤あか鷲わし隊たいから借りた新たな馬に跨またがり、二人ふたりの戦士の戦いを目で追っていた。

　が、その二人の戦いが尋常ではない。

　三千体の魔ま獣じゆうと一万の兵が繰くり広げた戦いの跡を、わずかな時間で暴ぼう力りよく的てきな爪つめ痕あとで塗ぬり潰つぶしていく。しかも双方がそんな破は壊かいの渦の中で平然と走り続け、業ごう火かに炙あぶられながら反撃を送り込むのだ。

　いつしか魔獣も人もその二人から離はなれる為ために、大きく陣形を変えていた。

　ファジルド軍はとにかく後退し、負傷兵は陣地まで戻らせている。まだ戦える者のみで再編成した隊を丘まで下げつつ布陣した。

　魔獣軍は自陣中央で暴あばれ始めた二人に大きく被害を出し、左右に分かれて二人の殺傷圏に入らぬようにして、人間の軍に追おい縋すがっている。ファジルド軍も応じるように丘の斜面に配した兵を、ほぼ二方向に分けて防御する。

　だが、布陣していても、魔獣軍はその動きを鈍にぶらせていて、攻撃は散発的だ。

　ファジルド側も相手が近寄ってこないので手出しをしない。

　一万を超える両軍が注視するのは、共に同じ──異い形ぎようの鎧よろい姿すがたの戦いだけだ。

「……奴やつを援えん護ごする魔獣がいる、か」

　魔獣すら両者から離れていく中、数十体の巨獣が分散して配置され、ときおりレンを妨害するのだ。

「捨すて駒ごまだねー……」

　アリシアの言葉に頷うなずきながら、ミトラが御者台で立ち上がっている。

「……槍やりが通らなかったのが業ごう腹はらだな」

　奴やつが現れた時に突とつ撃げきしても、時じ間かん稼かせぎどころか槍を一本、去り際に放つのが精一杯だった。それも、赤あか鷲わし隊たいに助けられながら、だ。

「もっと腕を上げないとな……」

　ひとりごちるアリシアに対し、ミトラが肩を竦すくめた。

「あんまり無茶むちやすんなっつの」

「……珍しいことを言うな？」

　ともあれ、二人ふたりの決けつ闘とうをアリシアは目に焼き付けるかのように睨にらみ続けた。あれに割り込むことを思い描きながら。




　　　　　○




　レンはモロクノイドの腕を避けつつその横を旋回しながら駆け抜け、左手に抜いたオルドーを一いつ閃せんして胴を両断した。軽い跳ちよう躍やくと同時に装そう輪りんを停止。スライディングで土の上を滑るレンの体のすぐ上を、ＨＥ弾が掠かすめて通り過ぎた。

　横合いで起きた爆ばく裂れつに押されるように身を起こしたレンだが、落ちた速度まではどうしようもなく、その先にいたミノタウルスの爪つめが振り下ろされた。

　素早すばやく立ち上がってオルドーで敵の攻撃を受け止め、推定数トンにもなる巨きよ獣じゆうの体重を掛けた攻撃と真正面から拮きつ抗こう。

《ＡＦ出力、上げます》

　電力供給量を瞬しゆん間かん的てきに上げて、その腕を跳ね返した。

　体の開いた魔ま獣じゆうに、レンは右手の突撃銃をフルオート射撃しながら下から上へと振り上げた。

　ゼロ距きよ離り射撃の着弾がミノタウルスの股こ間かんから頭部までを駆け上がり、切れ味の鈍にぶい刃やいばで真っ二つにしたかのような深い傷を与えた。

　返り血を浴びながらレンはオルドーを鞘さやに戻して全速後退。ミニガンの弾雨に対して回かい避ひ機き動どうを取り、横合いから襲おそい来るミサイルを撃うち落とし、だが背後からグリフニイルが突進してきて阻はばまれた。

《ミサイル接近》

（──っ!!）

　レンは背部加速器を横に噴ふかしてグリフニイルを避けた。が、その向こうのミサイルを撃ち落とす機会を失う。八本脚の怪馬とすれ違った直後には、着弾するタイミングだ。

　レンは高速旋回。グリフニイルとすれ違いざまその腹に左ひだり拳こぶしを向ける。

　轟ごう音おんと共に巨きよ獣じゆうが吹き飛ばされた。

　防盾の下、手の甲から突き出た太く短い銃身から、近接散弾が発射され、数トンに及ぶ魔ま獣じゆうの体をその凄すさまじい威力で飛ばしたのだ。

　宙に浮いたグリフニイルに、ミサイルが着弾して爆ばく散さん。レンは反動で体勢をわずかに崩しながらも進行方向を変えずに信地旋回。前進へと変える。

　そこにはもう、巨大魔獣は残っていなかった。

　捨すて駒ごまを使い尽くした四つ脚が、銃身を赤せき熱ねつさせるミニガンをさらに酷使して弾幕を張ってくる。それを躱かわしながらレンは反はん撃げきの銃弾を送り込んだ。

　重い弾頭の弾はじける凄まじい音が立て続けに四つ脚を襲おそう。

　あちらとこちらでは速度が違う。四つ脚はレンの照準を完全には外せず、対してレンはその速度で弾雨を振り切り、まぐれ当たりを苦も無く装甲で弾く。

　後退しながら弾幕を張る四つ脚に、レンはロケットエンジンの急加速を用いた変則的な機き動どうで接近。こちらに有利な距きよ離りから逃のがさない。

　ＥＴＣキャノンが動く。砲撃。──だが、苦し紛れだ。GU8KVの射撃に追い立てられ、弾丸に叩たたかれて体勢を乱しながらでは照準が揺れる。四つ脚が撃うつのを揺れを押さえる挙動から見抜き、避けられる程度にはレンも四つ脚の動きを見極めていた。

　徹てつ甲こう弾だんを紙一重で躱し、銃口を四つ脚へと向ける。四脚のうちの一つが火花を大きく散らし、抉えぐれた装甲の隙すき間まで、断だん線せんしたケーブルから漏れ出る電流の明滅が瞬またたいた。

　次の瞬しゆん間かん、一斉に発射された十数発ものマイクロミサイルが、レンへと降り注いだ。

《回かい避ひして下さい》

　レンはすぐさまロケットを応射。と同時にそれを追って射撃した。

　直射に近い軌道で飛んできた弾頭はロケットの爆発に標的を見失い、レンの近くの地面を抉る。回り込んだミサイル群を、全速で後退しつつレンは次々に撃ち落とした。足の加速器を使った急減速と体たい捌さばきで躱し、背部加速器で加速して横手の岩に激げき突とつさせ、引き金をほとんど引きっぱなしにしながらGU8KVを振り回す。

　最後の一発が宙で爆散し、さらに撃ちこまれた徹甲弾を避けた時、四つ脚はレンに通信を送ってきた。

《AS-07-3、背後を見ろ》

　はたと後方視覚を確かく認にんすると、そちらには丘があった。──魔獣とファジルド軍がいる。

《奴やつらを撃つ》

　ＥＴＣキャノンの砲身が動き、ファジルド軍を照準した。

　先ほどのミサイルを迎撃する間に、四つ脚はこの位置関係を作りだしたようだ。

《その間に貴様を殺す》

　レンはそう宣言する。すると、四つ脚はM134RCミニガンを構えた。

《そちらの目的は原住民の保ほ護ごだろう？　こちらも易やす々やすとはやられない。戦いながらあの一軍を殺せば、戦う理由も消えるだろう。それくらいができないとでも？》

　レンは呆あきれながら答える。

《保護？　違う。彼らとは同盟関係だ。だから、その敵である貴様と戦う。それまでに出る被害は彼らも覚悟している。……貴様が俺おれに集中しないで、どれほど保もつか、試してみるか？》

《同盟だと？　科学技術を持たない、劣った人間どもを相手にか？》

　レンは思わず眉み間けんを寄せた己おのれに気付く。

　──不愉快だ。そう感じていた。

《訂正する。お前には、これ以上殺させない。──一人ひとりもだ》

　レンは突とつ撃げきした。







　加速器の異常は蓄ちく積せきし、いずれ決定的な不ふ調ちようを生じるだろう。であるなら、

（最大出力！）

《了解コピー》

　ここで勝負をつける。

　被害を覚悟でファジルド軍は魔ま獣じゆうと四つ脚の目を引きつけた。ならば、レンもまた危険を冒おかして彼らの人命を少しでも救ってみせる。

　装そう輪りん走行装置、脚部加速器、背部加速器、全すべての走行装置を全開稼か働どうさせて、レンは四つ脚へと突進した。

　瞬しゆん時じに時速一〇〇キロを超え、さらに速く、レンが弾丸のように真まっ直すぐに駆ける。

　敵はすぐさま反応した。M134RCミニガンと五〇ミリＥＴＣキャノン「グラディウス」がレンを向いて、激はげしいマズルフラッシュを噴ふき上げる。さながら閃せん光こうの剣を作り出したかのような四つ脚の銃じゆう撃げきが、濃のう密みつな弾幕でもってレンを襲おそった。

　致命的な損傷だけを回かい避ひし、全身の装甲を着弾の衝しよう撃げきに震ふるわせながら、レンは四つ脚へと急速接近しながら、撃うち返す。

　暴ぼう力りよく的てきな加速とその速度で一息に距きよ離りを詰め、四つ脚まで数十メートルという距きよ離りに近付いた時、四つ脚の弾幕が一瞬、途と切ぎれた。反射的に思い切り地面を蹴けって、四つ脚に向けて跳ぶ。

　しかし、それは四つ脚の誘いだった。ＥＴＣキャノンの砲口がレンを見据え──

〝その瞬間〟はレンには意い識しきが無かった。

　だが真っ白な思考の中でただ予感だけが先走り、全身がそれに従って動いた。

　ＡＦから射出されるような勢いで緊きん急きゆう離脱。胸部の装甲が弾はじけるように外れ、各部の接合放棄により装甲がバラけ、速度だけをレンに残してＡＦが開く。

　そして飛び出ると同時に、引き抜いていたオルドーを思い切り打ち振るっていた。

　ありとあらゆる破は壊かい音おんを正面から激げき突とつさせたような、異様な怪音が轟とどろいた。

　ＥＴＣキャノンの徹てつ甲こう弾だんを、レンがオルドーで斬きり落としたのだ。

　だが予感はそこまでだ。

　装甲車すら貫く徹甲弾を斬り落とした反動で前進力を失い、宙に浮いたようなレンを、そのままミニガンの弾幕が襲おそう──落ちゆくレンの背後で、ＡＦが動いた。

　ミネルヴァに操そう作さされたＡＦが、左手を持ち上げてレンに突きつけてきた。

（撃うて！）

《撃ちますウイルコ》

　その瞬しゆん間かん、徹甲弾を斬り落としたオルドーは、レンの足裏を腹に乗せて、散弾の銃口に押し付けられていた。

　数トンの巨体すら浮かせる威力の大型ダブルオーバック弾を腹に受けたオルドーが、レンの足裏に衝しよう撃げきを伝える。

「ッッッ────!!」

　強化された〈アーガス〉の体でさえばらばらになりそうな衝撃の中、文字通り弾丸のようにレンは飛んだ。

　足場にしたオルドーをさらに蹴けりつけて体勢を変え、四つ脚に向けて足裏を──跳とび蹴げりを見み舞まう。

　だが、決死の攻撃を四つ脚はぎりぎりで回かい避ひ。レンはその顔の横を通り過ぎる。──しかし、ＥＴＣキャノンにぶち当たり、装備を肩から吹き飛ばしていた。

　四つ脚はまだ生きている。レンに背後を取られまいとして、体を回す。レンは無防備に飛んでいく──が、その体が、唐突に空中で停止した。

　左腕のワイヤーガンがオルドーに巻き付いていた。空中で跳び蹴り姿勢を作る為ために蹴られた大剣は、地面に深々と突き刺さっていた。

　ワイヤーが引っ張られる。レンを飛ばした衝撃力が、大地からオルドーを引き抜き、四つ脚の顔の横すれすれを通ったレンに向けて、その軌道をなぞるように高速で飛ばす。

　オルドーは、レンへ至る直ちよく線せん上じようの四つ脚に向けて、弾丸のように飛んだのだ。

　時間差で飛来した高硬度合金の刃やいばが、四つ脚に突き刺さる。

　ミニガンの銃身を貫き、胸部装甲が裂け、タルタロスアーマーに刃先を刺して──そこでオルドーの刃は止まった。

　致命傷ではない。

　四つ脚は左手のミニガンを盾にして、オルドーを阻止したのだ。

　剣を防ぎきった四つ脚が振り返った時、レンは着地したところだった。

　ナイフを手に突進。近接すればミニガンでは間に合わない。だが、初戦で、そしていままでで、突とつ撃げきを阻止する為に四つ脚がどう出るのか──レンは覚えていた。

　マイクロミサイルがレンに向けて射うたれた。

　発射の瞬しゆん間かん、レンはナイフを捨てた。

　己おのれに向けて発射されたミサイルを、レンは着弾直前で、摑つかみ取った。

　腹に自分で刃物を突き立てるように、凶器の先端を己に向けたまま思い切り握っている。だが実際には逆だ。レンはミサイルを押おし留とどめようと堪こらえ、ミサイルの勢いに押されてレンが足裏で地面に二条の爪つめ痕あとを残しながら後退。

　──次の瞬間、レンは左足の力を抜いて回転した。ＡＦによる信地旋回の感覚が、ミサイルという凶弾の推力すら、身体操そう作さに転換する。

　そして、レンは一回転し、四つ脚に向けて手の中のミサイルを──投げ返していた。

《そ──》

　ほんの一瞬の出来事だ。四つ脚が高速通信で何かを叫ぶのすら、すぐに途と切ぎれるほど。

　それだけの間しか無かった。

　装甲の裂け目に、レンの投げ返したミサイルが着弾した。

　業ごう火かが分厚い装甲の中から溢あふれ返り、巨大なその四脚フレームが轟ごう音おんとともに爆ばく散さんした。

　残った四つの脚が、力を失ってぐったりと伸びて──終わった。

「──最後のは、さすがに危なかったな」

　いまさら背中を濡ぬらす悪お寒かんにぞっとしたものを覚えながら、レンはそう呟つぶやいた。

　正直なところ、二度ほど死んだかとすら思った。だが、最終的に倒れていたのは四つ脚で、レンはどうにか、生きている。

　そんなレンの視界に、後方視覚から魔ま獣じゆうの映像が映し出された。

『大型魔獣が消失していきます』

　セティスの時のように、何体もの魔獣が黒い砂に変じて分解していく。違うのは、全すべての魔獣がそうなっているわけではなく、ひときわ巨大な体を持つ大型の魔獣ばかりが消えていく、ということだ。

　小型魔獣は生きている。

　だが、困惑していた。

　威い嚇かくなのか味方との交信なのかも分からない中途半端な鳴き声を上げ、人に襲おそい掛かるでもなく、右往左往していた。

（ミネルヴァ、撃うて）

　その魔獣たちの頭上に、風切り音が響ひびく。

　降り注いだロケットの雨が次々と着弾し、残っていた魔獣軍を一気に混乱へと叩たたき込んだ。

　それを為なしたのは、レンが脱いだＡＦに残っていた、ロケットポッドである。緊きん急きゆう離り脱だつで装甲は無くしていたが、その骨組みと火器管制システムは生きていた為ため、残弾全てを叩き込んだ。

　爆ばく撃げきを受けた魔ま獣じゆう軍にファジルド軍からも矢が放たれ始めると、不ふ可か思し議ぎなことに、魔獣たちはただの獣けものに戻ったように、散り散りになって逃げ出した。

　ファジルド軍がその背中を追って槍やりを刺し、追い立てていく。その追撃戦を終えた時、平原に広がる軍は、人間のものだけになっていた。

　やがて、勝利を告げる喇らつ叭ぱが吹き鳴らされて──全軍から地じ響ひびきじみた快かい哉さいが響き渡った。

　その歓声の中、立ち尽くしていたレンの耳に、通信が入る。

『勝ったようだな、レン』

　空を見上げる。

　思った通り、空に一人ひとりの男が浮いていた。

　飛行用ＡＦ『T1 Hyperion』を装備した第三世代型〈アーガス〉、ジャックマン。

　機き械かいの顔と目でレンを見つめるその顔は、半面だけでも分かるような、楽しげな顔だった。

「ジャックマン……！」

　身構えるレンに対して、しかし相手は一方的に告げた。

『次は、心ゆくまでやろう』

　そして、その姿は呆あつ気けなく飛び去っていった。













　　　　　終章　目にするもの







　戦いくさから十数日。

　その間、ファジルド軍は戦後の煩はん雑ざつかつ膨ぼう大だいな後始末に追われた。

　一万の軍勢を総そう出しゆつ撃げきさせた野戦によるおよそ千名近くの死者と、その倍はいる負傷者をピトレーに収容し、総出で急造した舟で物資や人手を川向うから運び込む。

　動ける兵は半分がピトレーに、もう半分がディンヴィに駐ちゆう留りゆうし、体を休めつつも街の機き能のうの復旧にも尽力する。

　そうして現場の兵が忙しく走り回る中で、将校たちは再び魔ま獣じゆうの襲しゆう撃げきがあるかもしれないという危き惧ぐから、ピトレーとディンヴィを放棄することを検討した。

　しかし、その動きを押おし留とどめたのは、ほうぼうから集まってきたヴァルカ王おう国こくの民たみだ。

　アリシアとミトラが、そしてレンが、女王イーリスの名のもとにディンヴィ奪だつ還かん戦せんにおいて、一万の軍にも劣らぬ働きをしたという話は各地に広まり、かつて魔獣に祖国を逐おわれたヴァルカの避ひ難なん民みんたちは、こぞって女王の下へ──つまりは、ディンヴィへと集まってきていたのだ。

　彼らは舟を作り街を直し、負傷者の手当や荷運びに協力的で、ファジルド軍の兵士たちの大きな助けとなった。

　そうした民たみの動きを主しゆ導どうしたのは、言わずと知れたイーリス女王である。

　もとより正統な領主であるイーリスとヴァルカ国民は取り戻したこの地を手放すつもりはなく、ピトレーおよびディンヴィは各地の商人からの後押しもあって、イーリス女王の名の下に、ヴァルカ王おう国こく領土として見られている。

　たとえ手放すつもりであったものでも、それが人の手に渡るとなれば摑つかみ直したがるのも人の性さがである。ファジルド軍はテペリス川がわを境きよう界かい線せんとして兵を後退させることを決定したが、一部兵力はディンヴィに駐ちゆう留りゆうし、魔ま獣じゆう軍ぐんへの備えとすることを、イーリス女王へ提案した。

　イーリス女王がそれを快かい諾だくしたことにより、ディンヴィでは兵と民が集つどうこととなった。

　人が多ければ活気が生まれる。

　いまだ全盛期には及ばないものの、ディンヴィはその街並みの中に、かつての騒さわがしさを取り戻しつつあった。







　レンはディンヴィにあるディンヴィクティブ家の本邸の庭で、かつて敵〈アーガス〉が装備していた、『四つ脚』と呼ばれる重装甲四脚ＡＦを分解していた。

　戦いくさのあと、レンは破は壊かいされたＡＦを回収し、散らばった部品もひととおり集めてきたのだ。

　たとえ壊こわれて動かなくなっているにせよ、異世界では手に入らない部品や機き械かい製品の塊だ。補給が絶たれた兵がよくやるように、レンもまた敵から補給するより他ほかないのである。

　昨日きのう、ようやく戦後処理が一段落ついた為ため、レンは装甲服やその他装備の予備パーツになるものが無いか調しらべるため、複雑な工具無しに解体できる部分を開き、すでに壊れかけていた四脚の一本を外して、分解してみることにしたのだ。

　長期単独行動を想定した〈アーガス〉の装備だが、想定外の破損などを考えれば、もし予備部品が用意できるのなら、あるに越したことはない。

　あれほど激はげしく戦い、その堅けん牢ろうさに手こずらされたＡＦも、一つ一つ部品を外していけば、ただの金属パーツとケーブルの群れに変わった。

　広げた布の上に綺き麗れいに並べた部品類を眺めてみれば、破損した物や千切れたケーブルが多く、壊れかけの脚から取れるのは、やはり壊れかけの部品しかない。

　とはいえ、もともとタルタロスアーマーと共通する部品は、あまり無いようだ。

「……今後も、装甲服は壊さないようにしないとならないな」

　銃器の手入れに使える潤滑油グリスや工具など、武器コンテナの中にあった物の方がよほど有用である。

「何これ？　触ったことない感触がするわー」

　と、レンの横で虫をつつく子供のように嬉うれしげな声を上げてうずくまる、ミトラがいた。

　ケーブルの被ひ覆ふくを握にぎり締しめ、引っ張ったり振り回したりしている。

「それはゴムでできている」

「ごむ？　これあたしにも作れる？」

『おそらく、原油を採掘し、精製するところから始まります』

「えーっと……よく分かんないけど剣を作るのに例えると？」

『鉄鉱石を見つけるところから、というところでしょうか』

「げ」

　呻うめきつつ、ミトラは部品を一つ一つ手に取って、ためつすがめつ眺めている。

　分解作業は終わっているが、レンはひとまずミトラが満足するまで見せてやる為ため、片付けには取り掛からず、一歩離はなれた。

「レン様、いま、よろしいですか？」

　後ろから声がかかり、振り返る。イーリスがアリシアを従えて歩み寄ってきていた。

「ちょうど手が空すいたところだ。何かあったか？」

　レンがそう訊たずねると、アリシアが答えた。

「辻つじの伝道師が、画家にこういう絵を描かかせて売るつもりらしい。これからいくつも複製するという話だが、一枚贈おくられてきた。レンを描いたから献上する、と」

　手にしていた額がく縁ぶちを投げて寄よ越こしてくる。手のひらより少し大きい程度のその絵を受け取ると、そこには、四本足の怪物を一刀両断する鎧よろい姿すがたの人間が描かれていた。

「手紙にはそれにお前が署名すれば、通常の五倍の値段で引き取る、とも書いてあったぞ」

「ふふふ、とっても人気ですね、レン様」

　イーリスはころころと笑い声を上げている。

「……こんなことはしていない」

　レンは肩を竦すくめて地面に広げた布の上に絵を放った。ミトラがそれを拾って眺めながら、小さく笑う。

「この前の『〈首狩り炎竜ドルイデユロモス〉アリシア・フォアサイト』も、大げさぶりはいい勝負だったけどね。あれもうほんと、竜みたいに強そうに描かれてたもん」

「その仰ぎよう々ぎようしい呼び方はやめろ」

　途端とたんに唇を尖とがらせるアリシアを、ミトラが底意地の悪い笑顔えがおで見つめる。

「竜より強い方がいい？」

「まあ、確たしかに斬きってみたくはあるが」

「そんなだからファジルドの兵士に恐ろしげに吹ふい聴ちようされるのよ」

　ますます眉まゆを顰ひそめるアリシアに、イーリスがとりなすように言う。

「呼び名がどうであっても、アリシア自身が変わるわけではありませんよ」

「それはそうですが。どうせならもっと、清せい廉れん潔けつ白ぱくな騎き士しらしい呼ばれ方をしたいものです」

「まあ」

　渋い顔でそんなことを言ったアリシアに、イーリスがくすくすと微笑を漏らした。

「明日あしたの、勝利を祝う宴うたげでそう言ってみてはどうですか？　将軍とご子息を始めとして、ファジルド軍の士官が大勢いますよ」

「……自分からそう言い出すのも、違う気がします」

　アリシアは難むすかしい顔で唸うなった。

　勝利、という言葉を聞いて、レンはわずかに目を逸そらして東の空を見る。

　ジャックマンの飛び去った方角だ。

　あの戦いで、奴やつがまともにレンと戦いさえしていれば、結果は全く逆のものになっていただろう。あえてそうしなかったのは、何らかの理由があるはずだ。

　だが、その理由に皆目見当がつかない。

　それともう一つ気がかりなのは、敵にとってこの戦いが「魔ま獣じゆうを使い潰つぶせ」という奇妙な作戦計画の下で行われていたことだ。敵側の目的が魔獣の頭数を減らすということならば、それは果たされている。

　敵は減った。しかし、得られた情報は僅わずかだ。そして、ジャックマンのあの言葉──「全すべてを終わらせる」とは、いったいどういう意味であるのか。

「ところで、レン様。もしもこの絵がお気に召されないのでしたら、描かき直すよう頼んでみますが、どうされますか？」

　と、いつの間にか小さな額がく縁ぶちを手にしていたイーリスが、そんなことを言ってくる。

　レンは思索を打ち切って、肩を竦すくめて答えた。

「それに口出しするつもりはない」

「でも、レン様の剣はもう少し大きいですよ？」

「……イーリス」

　レンが額ひたいに手を当てつつ呻うめくように名を呟つぶやくと、少女はつと目を逸らした。

「その、せっかくですし」

「いっそ細密画家に描かせる？」

　ミトラが口の端で笑いながら言うのに、レンはため息を吐ついて答えた。

「やめてくれ。というか、俺おれの絵など出回って欲しくはない」

「栄誉を嫌うとは、変な奴だな」

　アリシアにそんなことを言われるが、レンはそちらをじろりと見る。

「自分も嫌いやがっているだろう」

「私が思っていたのとちょっと違っただけだ。名前が売れるのは悪くない」

「俺が思っているのも違うんだ」

「では、レン様が思っていらっしゃるのは、どのような栄誉ですか？　欲しい物があれば、できる限り用意いたしますよ」

　イーリスにそう問われて、レンは言葉に詰まる。どのような、と改めて問われると──実のところ、何も考えていなかったのが浮き彫りになる。

「……味のある物を食べるのは、最近、少し面おも白しろい」

「うっわ、重いわー。幸さち薄うすい人生送ってそう」

　実に軽い口ぶりで、嫌いやそうな顔をしたミトラがそんなことを言ってきた。アリシアが眉まゆを顰ひそめてレンを見る。

「なんというか、私でもお前を養えそうな気がしてきたぞ。小物すぎて」

　言いたい放題に言われ、レンとしては、何とも言い返せない。

「……そういうのはイーリスに任せたい」

　栄誉だの絵画だの、まるで興きよう味みの無い話だ。

「まあ。私に養われたいのですか？」

　どことなく嬉うれしげに言うイーリスだが、何か言い回しが妙である。

「どさくさ紛れに妙なことを言い出すな」

　アリシアがじろりと睨にらんでくる。レンは首を傾かしげた。

「イーリスもこの街で魔ま獣じゆうと戦ったんだ。絵ぐらい描かかれてもおかしくないだろう」

「ああ、その話か。どんな敵だったんだ？　イーリス様はあまり詳しく教えてくれないんだ」

「記き録ろくを見るか？」

　そこへ、イーリスが珍しく硬い声音で割り込んだ。

「だ、ダメですっ。もしも巷こう間かんに広まり、あれの絵など描かれたら、それこそ大変です」

「しかし、どうせ宴うたげでは手柄話を披ひ露ろうしないわけにもいかないのですから、少し先に教えて頂いても良いではありませんか」

　焦った顔で阻止しようと言い募ってくるイーリスと説得にかかるアリシアの後ろで、いつの間にか回り込んだミトラが「あとで見せて」と書いた紙を掲げていたりする。

　レンは目を細めてそれを見つつ、ふと思う。

　たとえ不安を残した勝利であろうとも、この光景を失わせずに済んだこと。それは確たしかに、勝ち誇って良いことなのではないか、と。

　今日きようこの時、レンは確かに、己おのれが得た勝利をその光景に見ていた。










　あとがき




　皆さんこんにちは。長なが田たです。

　新人なので当たり前ですが人生で初めて書く二巻目です。

　私はいつも先のことなど考えずに書いていますから、もう大変です。

　今回も様々な壁にぶつかりながら手探りで書きました。具体的にはプロット全ボツとかそういう壁です。

　あまりショックでは無かったですが。初めてやることだから割りとそういうこともあるよねー、という感じで。

　それで結局、四つ脚ロボやファンタジー的魔ま法ほう使つかい兵士やあれやこれやと投げ込んでこうなりました。

　読者の皆様に楽しんで頂ければ幸いです。

　私個人の近況としては、そろそろ寒くなってきたので我が家の猫が丸くなってきています。毛が伸びて。

　不ふ思し議ぎなことにうちの猫は一般的な猫と違いコタツが嫌いで、中に入れると嫌いやそうな顔をして飛び出てきます。そんな猫なので、毛皮の方を発達させて防寒していると思いきや、さにあらず。主に私の布団に潜り込んで暖を取ります。

　なので冬場は家に帰ってきて「あー疲れたー」とばかりにベッドに倒れこむと中から「ぎにゃぁー!!」と悲鳴を上げて飛び出てきたりします。

　あ、いたんだごめん。でもすごい不満そうだけどそれはお前が悪いと思う。この布団はお前専用じゃないし。だからってヒーターの前に座って起動を催さい促そくするのやめようよ電気代高いんだよそれ。

　まあそんな感じです。

　ではすぱっと気分を変えて謝しや辞じなどを。

　担当編えん集しゆうの土つち屋やさん平ひら井いさん、拙せつ作さくに関わって下さっている皆様、ありがとうございます。おかげさまで二巻が出せました。

　今回も作者の想像以上に可愛かわいいイラストを描いて頂いているネコメガネさん、ありがとうございます。ニッチな新装備や新キャラをまたしても突っ込んでいてすみません。

　あとついでに同期のよしみで相談を聞かせられているＦさんや、締め切りが近くなるにつれひとり言を呟つぶやきながら不気味に働いている私を見て見ぬふりしてくれる方々に、いつも──はしてないけどいまは感謝しています。

　そして読者の皆様には、常に最大限の謝意を送ります。二巻が出たのはあなたのお陰です。

　それでは、また。


二〇一四年　十月某日　長田信のぶ織おり
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長なが田た信のぶ織おり

本を出して一人前を気取ったら「じゃあ一人で生きてね」と家を追い出されました。長田です。これからは本が出せなくなったら冷たくなって発見されるでしょう。ホームレス作家・長田の活躍に乞うご期待！

（※噓です）
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イラスト／ネコメガネ

引きこもりが加速しつつある神奈川のどこかで絵描いてる猫。絵の才能テストみたいなものをやったら55点という残念な点数を獲得して悲しい気持ちになったけどがんばる。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「長田信織先生」係

「ネコメガネ先生」係











本書は書き下ろしです。
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ガンズ・アンド・マジックⅡ




─黒くろき鎧よろいと魔ま科か学がくの徒と─








長なが田た信のぶ織おり
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